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　俺おれが前世の記き憶おくを取とり戻もどしたのは物心がついた頃ころだった。

　前世の俺は魔ま術じゆつを専せん攻こうする普ふ通つうの学生だったが、その世界はここよりも科学や魔術が発展していたので、前世の知識はこの世界において貴重なものばかりだった。

　その事実に気が付いたとき、俺は驚おどろきもしたし興奮もした。だが俺がなにより驚いたのは、前世の世界で流は行やっていた乙おと女めゲームと、この世界が酷こく似じしていることだ。

　姉が好んでいた『光ひかりと闇やみのエスプレッシーヴォ』という乙女ゲームで、子し爵しやく家けの娘むすめであるヒロインが、王子をはじめとした殿との方がたを射止める物語だ。

　外面は普通の大学に通う才さい色しよく兼けん備びなお嬢じよう様さま、中身は隠かくれオタクだった姉には乙女ゲームの感想を共有する相手がおらず、姉の趣しゆ味みを知っていた俺に白羽の矢が立った。

　そんな事情でプレイをしたことがあるのだが、明るく元気なヒロインは自分で操作するキャラでありながら人気が高く、俺もわりと気に入っていた。

　でもって、そんなヒロインに悪役令嬢として立ちはだかるのがソフィア。ローゼンベルク侯こう爵しやく家けの令嬢で、王子の許嫁いいなずけでもある生きつ粋すいのお嬢様だ。

　彼かの女じよは出会ったときからずっと王子を想おもい続つづけていたが、王子が自分ではない少女──物語のヒロインに惹ひかれていることに気付き、嫉しつ妬とに狂くるってしまう。




「……どうして、わたくしを見てくれないのですか？」




　彼女はこのセリフを切きっ掛かけに闇やみ堕おちする。

　もう一度王子に振ふり向むいて欲ほしくて、恋こい敵がたきであるヒロインに様々な嫌いやがらせをするのだが、行き過ぎた行こう為いを王子に知られてしまい、実行役の執しつ事じと共に処しよ刑けいされてしまう。

　ちなみに、ヒロインが別のルートを選んだ場合でも王子はヒロインに恋こい焦こがれるので、ソフィアが嫉妬に狂うことに変わりはない。

　ゲームの彼女は処刑される運命から逃のがれられない。

　そんなソフィアだが、幼少期から両親が仕事で家におらず孤こ独どくを抱かかえていたり、メイドから嫌がらせを受けていたりと、なかなかに同情を誘さそう設定が揃そろっている。

　嫉妬に狂ったのも王子への愛ゆえで、それ以外のところでは優やさしい一面も見せる。だから悪役令嬢でありながら、彼女の評価は意外と高かった。

　俺もまた、悪役令嬢を気に入っていた者の一人だ。

　話を少しだけ戻すが、悪役令嬢と共に処刑される執事というのが、どうやら俺のようだ。

　同じシリルという名を持ち、代々ローゼンベルク侯爵家に仕える使用人の家系に生まれた俺は、将来ソフィアお嬢様の執事になることが決まっている。

　俺は近い将来、ソフィアお嬢様と一いつ緒しよに処刑される運命にある。

　冗じよう談だんじゃない。

　せっかく第二の人生を手に入れたのに、処刑されて終わるのはごめんだ。そう考えた俺は、ゲームの知識を使って処刑エンドを回かい避ひすることにした。

　自分だけが処刑エンドを回避するのは容た易やすいが、俺は悪役令嬢のソフィアを気に入っていた。出来ることなら、彼女も処刑エンドから救ってやりたい。

　そのためにどうすれば良いか考えを巡めぐらす。

　ソフィアお嬢様を処刑エンドから救うにはいくつかのポイントが考えられる。

　まずは性格を歪ゆがめる原因を取り除くこと。

　幼少期の環かん境きようが原因で、嫉妬に狂ったときに道を踏ふみ外はずしてしまう。幼少期の問題を取り除くことが出来れば、最悪の事態は免まぬがれることが出来るだろう。

　次にソフィアお嬢様の魅み力りよくを磨みがくこと。

　お嬢様がヒロインを圧あつ倒とうするほどに可愛かわいければ、王子がヒロインになびくこともない。王子を奪うばわれなければ、そもそも嫉妬に狂うこともない。

　最後にもう一つあるが、これはお嬢様とは直接関係がない。ゆえにその時期が来たら、俺が内々に対処する予定だ。

　そんな訳で、差し当たっての目標は最初の二つを達成すること。

　そのためにはお嬢様の側そばにいる必要があるのだが、作中のシリルが専属執事になるのはゲーム開始直前だったので、おそらくは十五、六歳さいの頃だろう。

　それまで待っていたら手て遅おくれになる。

　ゆえに、俺は執事としての能力を全力で伸のばすことにした。

　ただの子供が執事になりたいと願っても認められるはずがないが、優ゆう秀しゆうな成績を残せば、幼くとも専属執事として認めてもらえると思ったのだ。

　そこから死ぬほど努力した俺は現当主の執事である父に直じか談だん判ぱんをして、たった六歳でソフィアお嬢様の執事見習いという地位を見事に勝ち取った。

　そして──




　ソフィアお嬢様の六歳の誕生日。

　両親は仕事が忙いそがしくて彼女の誕生日を祝うことが出来ない。淡あわい色のドレスを身に纏まとい、使用人に囲まれる彼女は愛らしく──とても寂さびしげだった。

　温室育ちの薔ば薇らが、雨風に晒さらされているかのような痛々しい姿。このまま放ほうっておけば、ソフィアお嬢様の心は少しずつ歪んでいく。

　だから、俺はソフィアお嬢様の前に跪ひざまずいた。

「初めまして、ソフィアお嬢様。私はシリルです」

「……しりる、くん？」

「シリルで構いません」

「……しりる？」

「はい、お嬢様。今日からお嬢様の専属執事の見習いとなりました」

「……ひつじさん？」

　お嬢様がこてりと首を傾かしげる。アメジストのごとき瞳ひとみには純じゆん粋すいな疑問が浮うかんでいる。

「執事とは、ソフィアお嬢様のお世話をして、ずっと側にいる者のことです」

「ソフィアの側に……いてくれるの？」

「います。お嬢様が楽しいときはもちろん、お嬢様が寂しいときも、苦しいときも、どんなときだって側にいます。お嬢様の味方として、お嬢様をずっとずっとお守りします」

　お嬢様はぱちくりと瞬まばたいた。少し言い方が難しかっただろうか？　そう思ったのだが、しばらくして、アメジストの瞳がキラキラと輝かがやき始めた。

「じゃあじゃあ……ソフィアのおたんじょうび、一緒にお祝い、してくれる？」

「ええ、もちろん。今年も、来年も、この先ずっと、お嬢様のお誕生日をお祝いします」

　用意していたプレゼントを取り出す。

　俺が用意したのは、ローゼンベルク家を象しよう徴ちようする深しん紅くの薔薇。

　気高くも可か憐れんで、丁てい寧ねいに世話をしなければ途と端たんに枯かれてしまう。そんな薔薇を温室で育て上げ、トゲを丁寧に処理して、レースの布でラッピングを施ほどこした。

　俺の決意を込こめた一輪をソフィアお嬢様に贈おくる。

「六歳のお誕生日、おめでとうございます」

「ありがとう、しりる。ソフィア、すっごくすっごく嬉うれしいよ」

　幼いお嬢様には、薔薇に込めた俺の決意なんて分からないだろう。だけど、それでも、彼女は深紅の薔薇をそっと抱だきしめて、つぼみが花開くように微ほほ笑えんだ。




　こうして、俺はお嬢様の心を開くことには成功した。けれど、お嬢様の心を歪める原因は依い然ぜんとして残っている。幼少期のお嬢様に嫌がらせをしたメイドの存在だ。

　残念ながらゲームに該がい当とうの回想シーンはなく、そういう過去があったとしか分からない。どのメイドが、どのような嫌がらせをしたのかは語られていない。

　俺が自力で調べて防ぐ必要がある。

　だが、いくら俺に前世の記憶があったとしても、俺は新人の見習い執事で、周囲からは生意気な六歳の子供にしか見えない。そんな俺が独自に調査をすることは不可能だ。

　だから俺は、当主の専属執事である父の力を借りることにした。

　使用人の中に素行のおかしい者がいると訴うつたえ、父の名を借りて使用人の素行調査を秘ひ密みつ裏りにおこなう。そうやって、お嬢様に嫌がらせをするメイドに当たりをつけていったのだ。




　月日は流れ、ある穏おだやかな陽ひ差ざしが降り注ぐ昼下がり。中庭でお茶を飲んでいたはずのお嬢様が、目に大おお粒つぶの涙なみだを浮かべて駆かけ寄よってきた。

　その後ろを、少し顔をしかめたメイドが追い掛けてくる。

「ふえぇん。シリルぅ～」

「お嬢様、どうかなさったのですか？」

　お嬢様のプラチナブロンドの髪かみに葉っぱが付いている。まずお嬢様の目元をハンカチでそっと拭ぬぐい、それから髪に絡からまった葉っぱを一つずつ丁寧に取り払はらう。

　最後にお嬢様の頭を撫なでて、「なにがあったのですか？」と愛らしい顔を覗のぞき込んだ。

「あのね、あのね。メイドさんが、ソフィアにイジワルするの」

「イジワルだなんてとんでもない。お嬢様が足を取られて転ばれたんですわ」

　追いついたメイドが困った顔で無実を訴える。

　お嬢様は酷ひどく傷付いた顔をして、それからメイドをキッと睨にらみつけた。

「どうしてそんなこと言うの？　ソフィアの足を引っ掛けたじゃない！」

「まあ、どうしてそのようなことをおっしゃるのですか？　あぁ、もしかして、躓つまずいて転んだと言うのが恥はずかしいからでしょうか？」

　反論するメイドは落ち着いていて、やましいことなどなにもないと言わんばかりだ。

　実際、何事かと注目していた周囲の者もの達たちは、メイドの言葉を信じそうになっている。それを理解したのだろう。お嬢様はアメジストの瞳を不安げに揺ゆらして俺を見た。

「シリルぅ、ソフィア、自分で転んだんじゃないよぅ。ホントのホントに、メイドさんに足を引っ掛けられたんだよ。今回だけじゃ、ないんだよ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、お嬢様」

　ソフィアお嬢様の頭を優しく撫でて、メイドへと冷ややかな視線を向ける。

「ローゼンベルク侯爵家にお仕えするメイドが、主あるじを裏切るなんて許されませんよ？」

「まぁ、なんて酷い。私はそのようなことしておりませんよ。お嬢様がときどき癇かん癪しやくを起こすことをご存じありませんか？　ソフィアお嬢様が噓うそを吐ついておられるのですわ」

「ソ、ソフィア、噓なんて吐いてないもん！　メイドさんなんて嫌きらいっ！」

「ほぉら、また癇癪を起こしたでしょう？」

　メイドは澄すました態度で言い放った。

　彼女の結ゆい上あげられた髪は艶つややかで、高価な整せい髪はつ料りようを使っていることが窺うかがえる。

　身なりのきちんとした模も範はん的てきなメイド。そんな風に外面を取とり繕つくろってきたのだろう。彼女は毅き然ぜんとした態度で、対してソフィアお嬢様はメイドの発言に取り乱している。

　客観的に見れば、ソフィアお嬢様が噓を吐いていると思われても仕方がない。

　──けれど、俺はソフィアお嬢様がメイドから嫌がらせを受けることを知っている。なにより、いままで一緒に過ごしてきたお嬢様が噓を吐くなんて思わない。

「お嬢様が取り乱すのは、あなたが噓でやり込めようとしているからでしょう？　憂うさ晴ばらしかなにか知りませんが、あなたのやっていることは最低です」

「──くっ。ではどうします？　誰だれかに言い付けますか？　ですが、古くからこの家に仕えていて信頼のある私とただの子供、どちらの言葉が信じられるかなんて明白ですよ？」

　メイドは自信満々に言い放った。

　当主の娘であるお嬢様と、使し用よう人にん統とう括かつの息むす子こである俺に対してそのように言ってのける。まさか、本当に自分の主張が通ると思うほど愚おろかではないだろう。

　つまり、そう言えば子供の俺達を騙だませると思ってハッタリをかましているのだ。それが愚かな考えだと、すぐに思い知らせてやる。

「最初に言ったでしょう。仕えるべき主を裏切るなんて許されない、と。ここに来てどちらを信じるかなんて、実に愚かな質問です。──衛兵！」

　俺の合図に、近くにいた衛兵が走り寄って、困こん惑わくしているメイドを捕とらえてしまう。

「な、なによ、どういうこと!?　貴方あなた達たち、なにをするのよ！」

「──あなたには横領の疑いが掛けられています」

　取り乱すメイドに罪状を告げてやる。

「な、なんですって!?」

「侯爵家に仕えるメイドでありながら、自らの主を裏切ったんです。あなたには犯罪奴ど隷れいとしての一生がお似合いでしょう」

「ま、待ちなさい！　いえ、待って！　横領ってなんのことよ!?」

「とぼけても無む駄だですよ。消しよう耗もう品ひんの仕入値を誤ご魔ま化かしていたでしょう？」

「──っ」

　メイドが息を吞のむ。

　その反応は、横領の事実を認めたも同然だった。メイド寄りの態度で成り行きを見守っていた使用人達からも驚くような気配が伝わってくる。
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「そ、そんな、あの程度の金額で……」

「あの程度……ですか。金銭感覚がずいぶんと狂っているようですね」

　彼女は消耗品の仕入値を誤魔化していた。単価はささやかだが、侯爵家が消費する消耗品は相当な数になる。彼女が横領した金額は莫ばく大だいだ。

「そ、それにしたって、犯罪奴隷だなんて……そんな」

「横領がただ一度の気の迷いだったのなら、重すぎる罪かもしれませんね。ですが……お嬢様を噓つきと貶おとしめたあなたを、私が見逃すとでも思っているのですか？」

「そ、それこそ、証しよう拠こが……」

「周囲をたばかり、横領の罪を犯おかしていた。そんなあなたが、私やお嬢様より信頼を得られると本気で思っているのですか？　子供より大人？　その通りです。新人より古こ参さん？　それもその通りです。だけど、あなたは当主の信頼を裏切った。だから──終わりです」

「そん、な……」

　がくりと項うな垂だれるメイドを、衛兵が連行していく。それを見届けることなく、俺はソフィアお嬢様へと向き直った。

「お嬢様、もう大丈夫です。あなたを虐いじめた悪いメイドはもういません──とっ」

　最後まで言い終えるより早く、ソフィアお嬢様が腕うでの中に飛び込んできた。

「シリル、ありがとうっ！　ソフィアのことを信じてくれてありがとう！」

「……当然です。言ったでしょう、私はいつだってお嬢様の味方だって」




　俺はそれからもずっとソフィアお嬢様の側にいて万ばん難なんを排はいし、ローゼンベルク家を象徴する高貴な薔薇のごとく育つようにと彼女の成長を促うながしていく。

「今日は美しい佇たたずまいを身に付けるレッスンです。背筋をピンと伸ばして、手足を動かすときには指先にまで神経を張はり詰つめてください」

「えっと、えっと……これであってる？」

「ええ、とても綺き麗れいですよ、お嬢様。もう少し静と動の境界に緩かん急きゆうを……えっと、重い荷物を持っているつもりで手足を動かしてください」

「うん、分かったぁ～」

　ある日は侯爵家の令嬢に相応ふさわしい立ち居振ふる舞まいを学ばせ──

「アン、ドゥ、トロワ、アン、ドゥ、トロワ。腰こしの高さを変えず、頭も揺らさない、優ゆう雅がに、美しく歩く。はい、そうです。とても綺麗ですよ」

「えへへ、ありがとう。ソフィア、もっともっと頑がん張ばるね」

　──またある日は美しい歩き方の指導をする。

　そんな調子で来る日も来る日もお嬢様の教育を続けた。

　お嬢様が歳としを重ねるにつれ、声楽にヴァイオリン、ダンスなどを学べるように手配し、刺し繡しゆうや紅茶の淹いれ方かたなど、令嬢としての嗜たしなみも教えていく。

　幼い子供に厳しすぎると思うかもしれないが、ソフィアお嬢様はただの一度たりとも弱音を吐いたことがない。

　それどころか──

「ねぇシリル。わたくし、あなたの期待に応こたえられるように頑張ります。ですから、これからもずっと、わたくしに色々なことを教えてくださいね」

　もっと色々なことを教えて欲しいと願う。十歳の誕生日を迎むかえる頃にはデビュタント──社交界入りをいつ迎えても恥ずかしくないほどの教養を身に付けていた。

　正直、悪役令嬢として破は滅めつする彼女のスペックがここまで高いとは思っていなかった。

　……いや、彼女の学習能力はそこまでずば抜ぬけたものじゃない。おそらくは平均より上くらいで、もっと学習能力の高い者はいくらでもいるだろう。

　だが、ソフィアお嬢様は俺が教えたことをひたむきに練習して身に付ける。決して弱音を吐かず、出来るまで何度も何度も頑張り続ける。

　彼女は努力の天才だ。

　そんな彼女が破滅しないように、俺は様々な知識を教え込んだ。

　貴族の迂う遠えんな言い回しや交こう渉しよう術じゆつを教え込み、自分の身を護まもれるように護身術を教え込み、俺が前世で学んだ魔術の知識も教え込んだ。

　そして──

　立ち居振る舞いは侯爵令嬢に相応しく、ボイストレーニングを施した声は他者を惹きつけてやまない。毎日欠かさず梳すいた髪は銀の光こう沢たくを放ち、エステを毎日施したことで肌はだも艶やか。

　十二歳の誕生日を控ひかえたお嬢様は、才色兼備の天使に成長していた。

「シリル、わたくしの髪を梳いてくれますか？」

「ええ、もちろんです、お嬢様」

　サラサラのプラチナブロンドを櫛くしで丁寧に梳とかしていると視線を感じた。顔を上げると、お嬢様が鏡かがみ越ごしに俺の顔を見上げていた。

「どうかなさいましたか？」

「ふふっ、ただシリルの顔を見ているだけよ」

「私の顔なんて見ていても面おも白しろくないと思いますが……そういえば、もうすぐお嬢様の十二歳の誕生日ですね」

「そうね。お父様やお母様はお祝いしてくれるかしら？」

「お祝いのメッセージとプレゼントは預かっています。ただ、パーティーには……」

　侯爵と侯爵夫人。彼女の両親はなにかと忙しく、お屋や敷しきにいることの方が少ない。別の日にお祝いをしてくれることはあるが、誕生日のパーティーに参加することは滅めつ多たにない。

　これが、ソフィアお嬢様を悪役令嬢に貶めた原因の一つ。

　お嬢様の心理状態を心配するが、鏡に映るのは穏やかな笑え顔がおだった。

「お父様もお母様も忙しいのだから仕方ありません。それに、今年もシリルはお祝いをしてくれるのでしょ？」

「もちろんです。私だけじゃなく、使用人一同、心からお祝いを致いたしますよ」

　作中、悪役令嬢であるお嬢様は使用人に嫌われていた。

　これは俺の予想だが、メイドに虐められたと主張したお嬢様の発言が噓として認にん識しきされたことで、使用人との関係が壊こわれていったのだろう。

　だが、この世界のお嬢様は使用人からも愛されている。

「そう、とても嬉しいわ。でも……忘れないでね。わたくしにとって、あなたがお祝いしてくれることがなにより嬉しいのよ？」

「光栄です、お嬢様」

　お嬢様はこうやってお世辞を口にするまで成長した。最近ではお嬢様の噂うわさを聞いた他家から、見合いの話が山のように舞い込んでいるらしい。

　だが、それらは全すべて当主がお断りしている。

　ローゼンベルク侯爵家には相応の力があり、下手な政せい略りやく結けつ婚こんなんて必要としていない。更さらに言うと、両親は忙しくて家にいないだけで、娘に対する愛情は強い。

　ゆえに、ソフィアお嬢様の望む相手と結婚させるつもりのようだ。

　もっとも、彼女はもうすぐ第二王子のアルフォースと出会って恋こいに落ちる。それを知った当主が王子との婚約を取り付けるのがゲームの設定。

　そう考えれば、他家からの見合い話を断るのは当然だ。

　更に言えば、美しく成長したいまのお嬢様であれば、第二王子を射止めることも容易い。むしろ、黙だまっていても第二王子の方から求婚してくるだろう。

　いまのお嬢様に闇堕ちする要因はなくて、第二王子を惹きつけるだけの魅力もある。ソフィアお嬢様が破滅する未来から救うために、俺が進めていた当初の目標は達成した。

　だから、残る不安要素はあと一つ。

　ヒロインと第二王子が恋に落ちる切っ掛け、二人が初めて出会うイベントだ。

　第一王子の誕生パーティー。

　ソフィアお嬢様が第二王子に恋をするそのパーティーでは、貴族のどら息子に絡まれたヒロインが、お忍しのびで参加していた第二王子に救われるシーンが存在する。

　第二王子がお忍びだったこともあり、二人は互たがいの素す性じようを知らずに別れてしまう。だが、学園で再会した二人は、ふとした切っ掛けにそのことを思い出して恋に落ちる。

　だから、俺はそのイベントを──潰つぶす。

　王子とヒロインの劇的な出会いを阻そ止ししてしまえば、才色兼備のソフィアお嬢様が第二王子を奪われる可能性は万に一つも存在しない。

　いよいよ、俺は悪役令嬢が破滅する未来を変えるのだ。




　──という訳で、第一王子の誕生パーティー。

　俺はソフィアお嬢様に同行していた。

　ただ、執事としてではなく、なぜかエスコート役として同行している。

　本来、エスコートは恋人や婚約者がするものだが、子供であったり、なんらかの理由で相手がいない場合、家族の誰かがエスコートするのが一いつ般ぱん的てきだ。

　順当にいけば、家族の誰かがソフィアお嬢様のエスコートをするべきなのだが……両親は忙しく、兄弟にはエスコート相手が存在している。

　そこでお嬢様は、家族のように慕したっている相手、俺にエスコートを頼たのんできたのだ。

　──普通に考えてあり得ない。

　俺はローゼンベルク侯爵家に代々仕える名門の生まれだが貴族ではない。そんな俺がお嬢様のエスコートというのは普通に考えてあり得ない。

　ただ、俺もお嬢様もまだ未成年の子供だ。

　当主もお嬢様が引く手あまたないま、下手な相手にエスコート役を任せて既き成せい事じ実じつを作ってしまうより、執事に任せた方がいいと思ったのだろう。

　そういった思おも惑わくが交こう錯さくした結果、普通に考えるとあり得ない状じよう況きようが実現した。

「ねえ、シリル。いまのわたくしは美しく見えますか？」

「もちろんです、ソフィアお嬢様。あなたはこの会場のほかの誰よりも輝いています。いまのあなたに見み惚ほれない者などいませんよ」

「……それは、シリルも？」

　隣となりを歩くお嬢様が俺の顔を見上げる。その横顔には、子供の頃の泣き虫だったソフィアお嬢様がちょこっと顔を出していた。

「私、ですか？」

「エスコートはほかの誰でもない、あなただもの。他の殿方がどう思うかなんて関係ない。あなたは、いまのわたくしに……その、見惚れてくれているかしら？」

「……お嬢様」

　どのようなときでも、エスコートの相手を優先する。

　……お嬢様、成長したなぁ。

「もちろん、私も見惚れていますよ」

「……そっか」

　お嬢様は呟つぶやいて、無む邪じや気きな微笑みを浮かべた。それだけでお嬢様に注目していた者達から溜ため息いきが零こぼれる。いまのお嬢様は、紛まぎれもなくこの会場のヒロインだ。

　美しく成長したお嬢様のもとに、あちこちの貴族が挨あい拶さつにやってくる。だが、貴族には階級が存在しており、下級貴族が上位貴族の会話に割り込むことはない。

　ソフィアお嬢様とほかの貴族との顔合わせは優雅に進められた。

　ほどなく、そんな流れをせき止め、妙みようにキラキラとした少年が挨拶にやってくる。

　その姿はゲームのスチルそのままだった。

「……第二王子のアルフォース様です。お忍びのようですね」

　ソフィアお嬢様に耳打ちをする。さすがに王子に話しかけられるのは予想外だったのか、お嬢様は「まあ」と小さく声を零した。

　だが、俺が育てたソフィアお嬢様は突とつ発ぱつ的てきな状況にも即そく座ざに対応する。洗練された所作でカーテシーをして第二王子を出で迎むかえた。

「あ、えっと……ぼ、僕ぼくはアルといいます。えっと……あなたのお名前を、き、聞かせていただいてもよろしいですか？」

「……はい、アル様。わたくしはソフィア。ローゼンベルク侯爵家のソフィアと申します」

　今度はカーテシーはせず、屈くつ託たくない微笑みを浮かべた。

　アルフォース様は顔を真っ赤に染めてしまう。社交界であまたの美しい蝶ちようを見てきたはずの王子も、天使の祝福を受けるのは初めてなようだ。

　ちなみに、カーテシーは自分と同等かそれ以上の身分の相手におこなうものである。つまり、ソフィアお嬢様は相手の身分を知っていると最初に態度で示した。

　だが第二王子がお忍びの態度を貫つらぬいたために、今度はそれに合わせたという訳だ。

　もっとも、第二王子の方はソフィアお嬢様の美しさに舞い上がっているようで、そこまで気が回っているかは微び妙みようなところだ。

　だが、王子は年相応なだけで未熟な訳じゃない。むしろ、十二歳の子供であることを考えれば十分に大人びている。ただ、ソフィアお嬢様がしっかりしすぎているだけの話である。

　この六年ずっと、死ぬほど頑張っていたお嬢様。俺が手塩に掛けて育てたお嬢様の初恋がようやく始まると思うと感かん慨がい深ぶかい。

「あの、ソフィアさん。良ければ僕と踊おどってくれませんか」

「え、それは、その……」

　ソフィアお嬢様が困ったように俺を見た。

　ダンスの相手はまずエスコート相手から。だが、相手はお忍びとはいえ第二王子。頭ごなしに断るのもやはり外聞がよろしくないと考えたのだろう。

　初恋の相手からダンスのお誘い。本当はいますぐお受けしたいだろうに、そこをぐっと抑おさえてマナーを優先させて考えている。

　いままでずっと頑張ってきたんだから、こんなときくらいわがままになっても良いのにな。

「せっかくのお誘いですから、踊って来てはいかがですか？」

「……そう、ですね。シリルがそう言うのなら一曲だけ」

　お嬢様が少しだけ寂しげに微笑んだように見えた。だが気のせいだったのだろう。次の瞬しゆん間かんには侯爵令嬢に相応しい微笑みを浮かべていた。

「……シリル。すぐに戻ってくるので待っていてくださいね」

「ええ、もちろんです」

　俺はかしこまり、第二王子に手を引かれてダンスホールへと向かうお嬢様を見送った。

　金色の王子様に、銀色のお姫ひめ様さま。

　愛らしくも美しい二人の登場に、自然と周囲の視線が集まっていく。皆みなの注目を全身で受け止めた二人は最初の三さん拍びよう子しでその身を寄せ、音楽に合わせて踊り始める。

　第二王子は少しぎこちないが、年相応の技術を身に付けているようだ。見ていて微笑ましくなるようなリードに合わせて、ソフィアお嬢様は優雅にその身を翻ひるがえす。

　二人の踊るダンスホールは、魔導具による間接照明で明るく照らされている。

　そんな煌きらびやかな光の下もとで、お嬢様は誰よりも輝いて見える。まるで神様がひいきして、お嬢様にスポットライトを当てているかのようだ。

　一瞬、クルリとターンしたソフィアお嬢様と目が合った。

　彼女はつぼみが花開くように微笑みを浮かべる。ゲームにおける彼女は、処刑される運命の悪役令嬢でしかなかったけれど、いまの彼女は紛れもなくこの会場のヒロインだ。

　そして第二王子もまた、お嬢様の技量に引き上げられるように、ヒロインの相手役として輝きを増していく。ダンスに目を奪われていた者達から溜め息が零れた。

　二人のあいだには誰も、本来のヒロインですら割って入る隙すきはない。

　お嬢様は運命を打ち破ったのだ。

　お嬢様が闇堕ちしなければ、必然的に俺も処刑から逃れられる。

　俺の当初の目的は果たされた。喜びと誇ほこらしさ、そして──言いようのない寂しさを覚える。お嬢様のいる場所が、遥はるか遠くに感じられる。

　だけど──お嬢様の笑顔を見た俺はふっと笑った。俺は彼女の笑顔を守るためにここにいる。彼女の執事である俺にはやることがまだ残っている。

　それを成すために、俺は静かにその場を離はなれた。




　お嬢様はすぐに戻ってくるなんて言ってたが、初恋の相手との語らいがすぐに終わるはずがない。というか、戻ってきて俺がいなければ、ゆっくり二人で話せるだろう。

　そんな風に考えながら、俺は会場を歩き回る。

　この会場のどこかに、光と闇のエスプレッシーヴォのヒロインがいる。第二王子はソフィアお嬢様に夢中っぽいので、絡まれているヒロインを助ける相手がいない。

　それはいくらなんでも可か哀わい想そうだし、ソフィアお嬢様の代わりにヒロインが闇堕ちしないとも限らない。そういう危険な可能性は排はい除じよしておきたい。

　というか俺は、ヒロインのこともわりと気に入っている。そんな彼女が誰にも助けられず、貴族のどら息子に嫌な目に遭あわされるのを見過ごせない。

　この会場のどこかにいるはずだが……と、居た。ちょうどタイミング良く──と言ったら彼女に悪いが、貴族のどら息子に絡まれている。

　俺はつかつかと歩み寄り、ヒロインを背後に庇かばうように割って入った。

「彼女が嫌がっているでしょう。その辺にしてはいかがですか？」

「あん？　なんだおまえは。俺がリード伯はく爵しやくの息子だって知っての発言か？」

「これはこれは、リード伯爵のご子息でしたか。では後日あらためて──リード伯爵に苦情を申し上げた方がよろしいですか？」

「なっ？　そ、それは……くっ。その必要はないっ！」

　リード伯爵のどら息子は慌あわてて退散していった。彼かれ自じ身しんはどら息子だが、親は意外と厳しいので、告げ口をされると困るのだろう。

　ちなみに、俺がその辺りの事情を知っているのは、作中のシーンそのままだったからだ。さっきの俺のセリフも、ゲームの王子のセリフを使わさせてもらった。

「お嬢様、大丈夫でしたか？　……お嬢様？」

　ヒロインのケアをしようと呼びかけるが、俺の方をぽーっと見たまま反応がない。

「お嬢様？　あの、大丈夫ですか？」

「……え？　あっ。だ、大丈夫です」

「そうですか。あなたが無事で良かった」

「──ふえっ!?　あ、あぁあぁあっ、あの、その……あ、ありがとうございます」

　本来であれば王子が助けてくれるはずだったのだ。その運命をねじ曲げて、彼女が不幸になったら寝ね覚ざめが悪いので間に合って本当に良かった。

　だが、これで王子との運命的な出会いはなかったことになった。

　せめて学校で再会したら、彼女が好きになった相手との恋れん愛あいを応おう援えんするとしよう。ヒロインである彼女には、王子のほかにも大勢の恋人候補がいるからな。

「それでは、私はこれで失礼します」

　踵きびすを返そうとするが、ヒロインに引き留められる。

「あ、あの、私はアリシア。リンドベル子爵家の娘です。お名前を聞いても良いですか？」

　……おや？　ゲームではお互い名前を知らずに別れていたはずだが……俺が助けたことで少し運命が変わったのか？　まあ……ここで噓を吐いても仕方がない。

「私はシリルと申します」

「シリル様、ですか？」

「いいえ、様は必要ありません。いまは訳あってこのような恰かつ好こうをしていますが、私は貴族ではなく、ただの執事ですから」

「え？　執事さん、なんですか？」

「はい。もし不快な思いをさせてしまったのなら謝罪いたします」

「ふえ？　い、いえ、うちも下級貴族ですから、気にしません！」

　いや、たしかに侯爵家や伯爵家と比べれば子爵家は下級貴族だが、一般人から見て雲の上の人であるのは変わりないぞ。

　なんて野や暮ぼを言うのもなんなので笑顔で受け流しておいた。

「そ、それで……私、周りに知ってる人がいなくて、その……良かったら一曲、私と踊っていただけませんか？」

「……私とダンス、ですか？」

　ヒロインが誰かとダンスを踊るのは本編の中ちゆう盤ばん以降。好感度がもっとも高い相手とダンスを踊ることで、以降はその相手の攻こう略りやくルートに入るのがゲームの設定。

　……とはいえ、ここはゲームの世界と酷似していても現実だ。貴族令嬢が何度もパーティーに出席していて、一度しか踊らないなんてあり得ない。

　そう考えれば、他の人間とのダンスはゲーム内で語られていなかっただけだろう。

　そんな差異よりも、ご令嬢が殿方をダンスに誘うという行為の方が驚きだ。この世界では、女性からダンスを誘うのははしたないと推すい奨しようされていない。

　だけど、作中のヒロインはそういうことを気にしない性格だった。

　前世の世界では、女性が積極的に行動することは普通だったので、ヒロインはその価値観に合わせた性格をしていたのかもしれない。

　それに気付いた俺は、この世界の流りゆう儀ぎに染まりつつあるんだろうな。

「あ、あの……ダメですか？」

　青みを帯びた瞳が不安げに揺れる。

「いいえ、そのようなことは決して。──お嬢様、私と踊っていただけますか？」

　アリシアに手を差し出した。

　女性から誘うのははしたないと言ったものの、誘われたダンスを断って女性に恥はじを搔かかすのはやはりよろしくない行為なのだ。

　……いまにして思うと、この世界の貴族はわりと面めん倒どうくさい。

　とにもかくにも、俺はヒロインと踊ることになった。

　一礼をした後、三拍子に合わせてホールドを取る。

　アリシアの顔が俺の前に迫せまる。青みを帯びた髪に縁ふち取どられた小顔には、吸い込まれそうな瞳や艶やかな唇くちびるなど、整ったパーツが収められている。

　さすがはゲームのヒロインというだけあって愛らしい。悪役令嬢のおまけでしかない俺が、アリシアと踊る機会なんて二度とないだろう。

　ちょっとした役得だと思いながら、彼女を優しくリードする。アリシアもまた年相応──いや、アルフォース殿でん下かよりも少しぎこちない。

　慌てた彼女に足を踏まれた。

「ご、ごめんなさい！」

「大丈夫、気にする必要はありませんよ」

「は、はい──あ、ごめっ。ほ、本当にごめんなさい！」

　焦あせったアリシアに続けて足を踏まれる。

「落ち着いて、大丈夫ですから、ゆっくりと深呼吸をして……そういえば、リンドベル子爵家のご令嬢とうかがいましたが、どのような領地なのですか？」

「え？　ええっと……うちの領地は自然が豊かな土地です。見み渡わたす限りに広がる花畑がとっても素す敵てきなところです」

　ややもすれば、なにもない土地とも思われかねないが、アリシアは無邪気に笑った。そんな彼女の姿を目まの当あたりに、やはりヒロインなんだなと目を細める。

「……えっと、なんですか？」

「いいえ。貴方はそうやって笑っていた方が素敵ですよ」

「ふぇ!?　あ、その、……ありがとう、ございます」

　可愛らしくはにかむ。

　照れたようだが、その代わり余計なことを考えなくなった彼女に先ほどまでの強こわ張ばりはない。緊きん張ちようから解き放たれた彼女は、俺のリードに合わせて踊り始めた。

　アリシアをリードしながら、ちらりと周囲を見回す。他ほかにも子供達が踊っているが、技量にそれほどの差はないように感じられる。

　足を踏まれているのも、俺だけではなさそうだ。

　俺が見ている限りは大丈夫だったけど、お嬢様も足を踏まれたりしていないだろうか？　そんなことを考えながら、アリシアとのダンスを続けた。

　やがて一曲が終わり、名な残ごり惜おしげな彼女に別れを告げてダンスホールを後にする。

　刹せつ那な──

「……ようやく見つけましたよ」

　不意に背後から底冷えのするような声が響ひびいた。驚いて振り返ると、なぜかソフィアお嬢様が仁に王おう立だちしていた。

「わたくし、言いましたよね？　すぐに戻るので待っていてくださいって、ちゃんと言いましたよね？　なのに、なぜ待っていてくれなかったんですか？」

「すみません。第二王子とゆっくりお話をなさると思っておりました」

「どうして、そんな発想になるのですかっ」

　なんだか、お嬢様のセリフにトゲがある。こんなに不ふ機き嫌げんそうなお嬢様は初めてだ。もしかして、ダンス中に第二王子に足を踏まれまくったのかな？

「あの、お嬢様──」

「……どうして、わたくしを見てくれないのですか？」

　──え？　ちょ、ちょっと待って。

　そのセリフは、ヒロインに第二王子を奪われて、ソフィアが悪役令嬢として闇堕ちするときのセリフじゃないか？　それがなんで、いまこのタイミングで？

　………………………………あ、あれ？

　もしかしてこれ、俺が王子様ポジになってないか？　……き、気のせいかな？

「ねぇ……シリル。ずっとずっと、わたくしの側にいてくれるって、言いましたよね？　なのに、わたくしのことを放っておいて……シリルはあのダンスの相手の方が良いんですか？」

　あぁぁあぁぁぁあ、全然気のせいじゃない気がする！

　いやいやいや、意味分かんないよ。

　俺が王子様ポジ？　なんだそれ。俺がヒロインと仲良くしたら、ソフィアお嬢様が闇堕ちして悪事を働いて、俺と一緒に破滅するのか？　色々と無理がありすぎる。

「ねぇ……シリル、どうしてなにも言ってくれないんですか？」

「えっと……その、そう。彼女が絡まれていたので助けたんです。ダンスはそのお礼に誘われたので他意はありませんよ」

「……そう、なの？」

　影かげを落としていたお嬢様の瞳に、わずかな理性の光が灯ともる。

「ええ、そうですよ。困っている彼女を放っておけなかったんです」

「そう、だったのね。シリルはやっぱり優しいんですね。……でも、出来ればわたくしにだけ優しくして欲しいかな……なんて」

「──ぐっ」

　なんだ、この破は壊かい力りよく。恥ずかしそうに微笑む姿が天使みたいだ。育てるのに夢中で気付かなかったけど、この娘、ホントに可愛いな。

　だけど……俺はただの執事で、彼女は侯爵令嬢。

　身分違ちがいの恋はきっと叶かなわない。

　それを知ったとき、お嬢様はどうするのだろう？

　それに、ヒロインに焼き餅もちを焼いていることも気に掛かる。原作のようにヒロインと敵対して、闇堕ちからの破滅、なんてならないよな？

　……いや、冷静に考えよう。

　大丈夫だ。俺が育てたお嬢様は権けん謀ぼう術じゆつ数すうにだって対応できるようになってきた。仮に闇堕ちしたとしても、悪事を暴あばかれて破滅するなんてあり得ない。

　いまのお嬢様なら、誰にも知られないように相手を破滅させられるだろう。

　──って、破滅させられるの俺だよ！

　あ、でも、ヒロインが俺に惚ほれるとは思えない。だったら大丈夫……いや、ヒロインが第二王子とくっつかないルートでも、なんやかんやで嫉妬して悪事を働いてたな。

　やばい、このままじゃ俺が──俺だけが破滅しちゃう。

　なんか色々詰んでるよ、どうしてこうなったっ！
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　パーティーから帰き還かんした翌日。

　俺おれはローゼンベルク家の当主、グレイブ様に呼び出された。グレイブ様と話す機会はこれまでにもあったが、執しつ務む室しつに呼び出されるのは初めてだ。

　タイミングから考えて、用件はパーティーに関連する話に違ちがいない。いったいどんな話をされるのかと、俺は緊きん張ちようをもって執務室を訪おとずれた。

　侯こう爵しやく家けの当主に相応ふさわしい執務室だ──と、訪問者にそう思わせる思おも惑わくがあるのだろう。

　著名な画家が手がけた絵画やアンティークの調度品が揃そろえられ、壁かべの棚たなにはまだ普ふ及きゆうして間もない植物紙の書類が並べられている。

　そんな部屋の正面。重苦しい執務机に向かうグレイブ様は、俺をちらりと見たあとも書類にペンを走らせ続けている。

　もちろん、使用人である俺がそれに異を唱えることはない。かしこまった姿勢を取り続けていると、彼かれは不意にペンを置いた。

「ふむ。そなたは催さい促そくをしないのだな」

「旦だん那な様さまが私にお気付きなのは視線で分かりましたので」

　俺に気付いた上で執務を続けるのなら、そちらの方が重要だということ。それを理解できずに主人の邪じや魔まをするなら使用人失格だ。

「ふむ。新人が一度は犯おかす過あやまちなのだがな。そなたはその歳としで理解する、か。さすが、六歳さいでセドリックに認められるだけのことはある」

　セドリックとは俺の父親で、グレイブ様の専属執事でもある。俺はそんな父上の厳しい試験に合格し、ソフィアお嬢じよう様さまの専属見習いに推すい薦せんしてもらった。

　俺が相応の結果を出したとはいえ、父上も無茶な推薦をしたものだ。そして、その推薦を受け入れたグレイブ様もまた大物だ。

　あるいは、それだけ父が信しん頼らいされているのかもしれない。

「そなたを呼び出したのは他ほかでもない。先日の件だ。ソフィアのエスコートという大役を良く果たしてくれた。そなたのような息むす子こを持ち、セドリックもさぞ鼻が高かろう」

「ありがとう存じます。ですが……その賛辞は受け取れません。私は与あたえられた役目を果たせませんでしたから」

「ソフィアがパーティーの途と中ちゆうで抜ぬけたことを言っているのだな？」

「はい」

　先日のパーティー。ソフィアお嬢様は闇やみ堕おちするに至らなかった。それどころか、表面上はいつもの、侯爵令嬢としてのお嬢様に戻もどっていた。

　けれど、体調を崩くずして途中で帰ることになってしまったのだ。

　体調不良と言っていたが、原因は考えるまでもない。

　必要な挨あい拶さつを済ませた上での退席ではあるが、王子の誕生パーティーを途中で抜けるという汚お点てんを残したことには変わりない。俺の行動がお嬢様の経歴に泥どろを塗ぬった。

「そのことであれば心配する必要はない。もとより子供の多くは途中で帰ることがほとんどだからな。ソフィアが帰ったことに疑問を抱いだいている者はいなかった」

「……そう、ですか」

　お嬢様の汚点にならなかったと聞いて少しだけ安あん堵どする。

「むしろ、あそこで帰らせたのは正解だ。あのダンスはあまりに周囲の目を惹ひきすぎた」

「お忍しのびとはいえ、相手は第二王子でしたからね」

「ほぅ。彼が第二王子であることに気付いていたのか。だがそれが原因ではない。ダンス相手が第二王子であることに気付いた者は極ごくわずかだろう」

「では、目を惹いたというのは」

「むろん、我が娘むすめの踊おどる姿があまりに可か憐れんすぎることが原因だ」

　親おや馬ば鹿かか──と、反射的に思ったことは断じて口に出さない。それにおそらくは誇こ張ちようでもなんでもなく、ソフィアお嬢様への縁えん談だんが増えたのだろう。

　途中退出しなければ、お嬢様に直接打だ診しんするような不届き者が現れたかもしれない。

「お嬢様や旦那様の汚点とならずに済んだと訊きいて安心いたしました。ですが、それは結果論でしかなく、私はその事実に気付いていませんでした」

　迷めい惑わくを掛かけないと知っていて行動するのと、結果的に迷惑を掛けなかったのではまるで違う。後者である俺の行動は称しよう賛さんされるべきではない。

「……そなたは本当に子供なのか、ときどき疑わしくなるな」

「お嬢様の専属執事見習いとなったときより、子供であるとの甘あまえは捨てました」

　大たい抵ていの場合において、子供であることは免めん罪ざい符ふになる。

　だが、専属執事は本来子供が就つける役職ではない。その役職に就いた以上、子供だからという免罪符を使うつもりもない。

　それに、もしも免罪符を振ふりかざせば、グレイブ様は俺を専属から外してしまうだろう。

「……なるほど。娘が信頼する訳だ」

「ソフィアお嬢様がそのようなことを？」

「訊きかずとも見ていれば分かる。娘は誰だれよりもそなたのことを信頼している」

「そのようなことは──」

　ございませんと続けようとするが、グレイブ様が手で制した。

「構わぬ。それよりも、そなたを呼び出したのは訊きたいことがあったからだ。娘が途中退席した本当の理由はなんだ？」

「それは……」

　ゲームのヒロインと踊っていた俺を見て、お嬢様が闇堕ちしそうになったのが原因です。なんて言えるはずもなく口ごもってしまう。

「第二王子とのダンスの後だと聞いているが、王子がなにかしたのか？」

「いいえ。お嬢様が途中で帰られたのは、私がパートナーとして相応しくない行動を取ってしまい、それが原因でお嬢様の不興を買ってしまったからです」

「相応しくない行動、か。それは、そなたが娘を第二王子に預け、リンドベル子し爵しやく家けの娘と踊っていたことを指しているのか？」

「……そこまでご存じでしたか」

　俺に訊きたいことがあると言ったが、最初からおおよそ知っているようだ。質問ではなく、俺がどう答えるのか試ためされている気がしてきた。

　……たぶん、気のせいじゃないだろう。だが、ヒロインと踊る俺を見てお嬢様が嫉しつ妬としたなどと知られたら、お嬢様の側そばにいられなくなるかもしれない。

「ソフィアお嬢様と第二王子はとてもお似合いに見えましたので、私が席を外せばゆっくり話すことが出来ると思ったのです。ただ……パートナーとしては相応しくない行動でした」

「……なるほど、娘がそなたの思惑を見み透すかしたのが原因だと主張するのだな？」

「はい。お嬢様は聡そう明めいですから」

　お嬢様は嫉妬したのではなく、パートナーとして蔑ないがしろにされたことに不満を抱いた──と、お嬢様の反応をすり替かえる。

「父親としては少々不満だが……使用人としては当然の返答、か」

「なにがでしょう？」

「いいや、こちらの話だ。それよりも第二王子の方はどうであった？」

　ソフィアお嬢様の美しさにお熱だった──などと、分かりきった答えが聞きたい訳ではないだろう。求められているのは、お嬢様の相手として相応しいかどうか。

　つまり──

「旦那様は、お嬢様と第二王子のご婚こん約やくを考えていらっしゃるのですか？」

「まだ分からぬ。判断材料の一つとして、そなたの意見を聞いているのだ」

「それは、私ごとき使用人が口にすることではないのでは？」

「構わぬ。あくまで判断材料の一つだ」

　逃にげ道みちを封ふうじられる。グレイブ様の言葉通り、俺の意見が結果を左右することはないと思うが、俺が意見したという事実は残る。

　お嬢様の耳に入る可能性がある以上、彼かの女じよを悲しませるようなことを言うつもりはない。だが同時に、第二王子は作中のお嬢様が嫉妬に狂くるうほどに愛した相手でもある。

　未来がどうなるか分からない以上、この状じよう況きようでの不用意な発言は控ひかえるべきだ。

「いまはまだ年相応の幼さを見せていますが、いずれは一ひと角かどの人物へと成長するでしょう」

「つまり、ソフィアの婚約者としては、彼が相応しいとそなたは申すのだな？」

「……それは」

　俺は言葉を切り、ゴクリと生なま唾つばを飲み込こんだ。このたった一度の返答が未来を左右する。そんな風に思えたからだ。

　だけど、俺はソフィアお嬢様の専属執事見習い。彼女を幸せに導くのが俺の役目。ゆえに、ここでの回答は最初から決まっている。

　腹に力を入れて、グレイブ様をまっすぐに見つめた。

「──それは、お嬢様のご意思を確かく認にんするべきだと具申いたします」

「ほう？　政略結婚の話をしているのに、娘の意見を聞けというのか？」

「見習いの身ではありますが、私はソフィアお嬢様の専属執事です。そんな私が一番に願うのは、ソフィアお嬢様の幸せをおいて他にありません」

　お嬢様の幸せに繫つながらないのなら、侯爵家の興亡なんて知ったことかと答えたも同然だ。不興を買うことも覚かく悟ごしていたのだが、グレイブ様は不意に笑い声を上げた。

「くくっ。そうか、娘の意思を確認しろ、か」

「……なにか、おかしなことを申しましたでしょうか？」

「いいや、まったくもって面おも白しろくない。だが……合格だ」

「……合格、ですか？」

　なにについてかと問うことは出来なかった。

　それよりも早く、グレイブ様が再び口を開いたからだ。

「今日このときをもって、そなたを見習いから正式な専属執事へと格上げする」

「──謹つつしんでお受けします」

　いきなりのことに驚おどろかされるが、その覚悟はとっくに出来ている。俺は動どう揺ようや疑問を片かた隅すみに追いやり、すぐさま臣下の礼を取った。

「延ひいては、そなたにも学生として、中等部へ入学するソフィアに同行して欲ほしい。娘に教育を施ほどこす立場である、そなたには必要のないことだとは思うが──」

「いいえ、そのようなお気き遣づかいは無用です。お嬢様の側にいるためであれば、学生になることも厭いといません。私はお嬢様の──専属執事ですから」

　正式な専属執事になったことに誇ほこりを持って応じた。

　同時に、これからのことに考えを巡めぐらせて気を引き締しめる。中等部での三年間は、お嬢様にとって大切な時期となるはずだ。

　現時点では、なぜか俺が王子様ポジになっている。

　その事実から目を逸そらすつもりはないし、嬉うれしくない訳でもない。だが、俺がただの執事で、お嬢様が侯爵令嬢である現実からも目は逸らせない。

　お嬢様が最終的にどんな選択をするかは分からないが、ヒロインが介かい入にゆうしてきたら話がややこしくなるのは目に見えている。

　だが、ヒロインは下級貴族だ。

　王都にある学園は初等部から存在するが、通うのはごく一部で、家庭教師に学ぶ子供が多い。

　とくに下級貴族の場合、上級貴族の子供に粗そ相そうがあっては大変という理由から、初等部、中等部の頃ころは家庭教師に学ばせ、高等部にだけ通わせるようなケースが多い。

　作中のアリシアも同じ理由で高等部にならないと入学してこない。

　自分を救ってくれた相手との再会を願って中等部への入学を願うが、先の理由で思い直すようにと親に説得され、中等部への入学を断念するというエピソードがあるのだ。

　ゆえに、状況がややこしくなるまで三年の猶ゆう予よがある。それまでにはなんとか状況を落ち着かせておきたい──というのが俺の思惑だ。




　それからしばらくは、お嬢様の受験対策を徹てつ底てい的てきに行った。

　受験といっても能力によってクラス分けをすることが目的で、合格するだけなら難しくはない。幼少期より教育を施されている貴族が不合格になることは滅めつ多たにない。

　だが、侯爵家の令嬢であるソフィアお嬢様は、ただ合格すれば良いという訳じゃない。その身分に相応しい成績を収める必要がある。

　そう思って過去の試験内容を調べたのだが……完全な杞き憂ゆうだった。

　筆記試験の内容は、同年代の子供なら誰でも解けるような問題から、高等部の生徒でも手こずるような問題まで、難度に大きな広がりがある。

　平均で80点もとれば優ゆう秀しゆう者しやに選ばれるようだ。

　だが、高等部の生徒が手こずる問題であっても、いまのお嬢様が苦労することはない。おそらくは学年トップ、侯爵家の令嬢に相応しい成績で合格できるだろう。

　むしろ心配なのはお嬢様の精神状態──と思ったのだが、そちらは意外にも良好。パーティーでの一件なんてなかったかのように以前通りのお嬢様だ。

　ひとまず、いまのところは……だけどな。

　そんな訳で、とくに問題が起きることもなく受験日がやって来た。

　学園があるのは王都で、ローゼンベルク領地からは離はなれている。事前に王都にある別宅へと移動していた俺とお嬢様は、その別宅から馬車で学園へと向かう。

　ほどなく王都の一角にある学園に入り、校舎の近くで馬車を降りた。校舎の壁には、試験を受けるためのクラス分けの張り紙がされている。

「お嬢様、試験会場を確認して参りますので、少しお待ちください」

「あら、わたくしもついていきますよ？」

　戻ってくるのは二度手間になるでしょ？　とでも言いたげだが、瞳ひとみに映る好こう奇き心しんは隠かくしきれていない。こういった状況は初めてだから興味があるんだろう。

「お嬢様の仰おおせのままに──と言いたいところですが、危険なのでここでお待ちください」

「……はぁい」

　ちょっぴり拗すねた様子のお嬢様を微ほほ笑えましく思いつつ、彼女に付き従うメイドの一人、栗くり色いろの髪かみを後ろで纏まとめた娘に視線を向ける。

　彼女の名はルーシェ。

　不正を働いて解かい雇こされた者達の代わりに雇やとい入れたメイドの一人で護衛としては心こころ許もとないが、ソフィアお嬢様への忠誠心は高く信頼できるメイドである。

　そんな彼女にお嬢様のことを任せて、俺は校舎前に出来た人混みの中へと分け入っていく。

　受験生は貴族だけではなく平民もいる。平民の中には貴族に恨うらみを持つ者がいないとも限らないので、人混みの中にお嬢様を連れて行く訳にはいかない。

　危険人物がいないかと周囲を警けい戒かいしていると、急に何者かがぶつかって来た。

「も、申し訳ありません、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　魔ま力りよくを練り上げて警戒態勢を取るが、ぶつかって来たのはメイドだった。しかも彼女は慌あわてた様子で謝あやまってくる。その様子から敵意は感じられない。

　彼女は謝罪を繰くり返かえした後、お嬢様が待っているからと立ち去っていった。杞憂だったようだと思いながらも、視線は向けずにメイドの動向をうかがう。

「お待たせいたしました。お嬢様の筆記試験は、一階にある手前の教室を使うようです」

「そっか。確認してくれてありがとね」

「もったいないお言葉です。それよりも、お嬢様。両親の説得を押おし切きって中等部へ入学するなんて、本当に良かったんですか？」

「不安はあるよ。でも、どうしても諦あきらめたくなかったから」

　会話を盗ぬすみ聞くが、特に不ふ審しんな点は感じられない。不特定多数の者がいる場にお嬢様をお連れするのが初めてなので、少し警戒しすぎたようだ。

　両親の説得を押し切って中等部から通うと言うことは、おそらく下級貴族。よほど優ゆう秀しゆうなのか、もしくは向上心の高いお嬢様なんだろう。

　もしかしたら、ソフィアお嬢様の友人になるかもしれないな──と、俺はお嬢様の華はなやかな学園生活に想像を巡らせ、口元をほころばせた。

　そうして、俺はお嬢様のもとへと戻る。

「お待たせいたしました。お嬢様と私は一階の奥おくにある教室で試験を受けるようです」

「そう、ありがとう。ところでシリル、先ほどあなたが見ていた女性だけど……」

　お嬢様がじぃっと俺の目を覗のぞき込んでくる。

　なにかお嬢様が気にするような要素があっただろうかと思い返す。身のこなしはそれなりに洗練されているが、格かく闘とう技ぎを習っている者の動きではなかった。

「ご安心ください、私にぶつかって来たのはただのメイドです」

「いえ、そうではなくて……」

　お嬢様はなおもなにか言いたげな顔をする。

　どうやら、お嬢様を不安にさせてしまったようだ。それに気付いた俺はいつかのようにお嬢様の前に膝ひざを突き、その手をそっと摑つかんだ。

「大丈夫ですよ。たとえなにがあっても、私がお嬢様をお護まもりします」

「本当、ですか？　これからもずっと、わたくしの側に……いて、くれますか？」

「ええ、もちろん。どんなときもお嬢様の側にいて、お嬢様をずっとずっとお護りします。幼き日に交かわした約束は、いまも、そして……これからも忘れません」

「……ありがとう、シリル」

　不安げだったお嬢様の表情が和やわらいでいく。どうやら憂うれいを取り除くことが出来たようだ。

「さぁ、私が案内いたします。教室へ向かいましょう」

　周囲に気を払はらいつつ、お嬢様を試験会場へと案内する。

　筆記試験の他には、礼れい儀ぎ作さ法ほう、ダンス、声楽や演奏などの実技試験が存在する。まずは各教室で一いつ斉せいに筆記試験を受けた後、グループを分けて実技試験に臨のぞむ。

　使用人コースの受験生としてここに来た俺がお嬢様と同じ教室で試験を受けるのは、上の意思が働いた結果──ではなく、同時に願書を提出したからだろう。

　学園内ではみだりに身分を振りかざさない。生徒は身分に関係なく対等に振ふる舞まうという校則があるので、入学試験は貴族と平民が一いつ緒しよに受けることになっているのだ。

　もっとも、入学した後は貴族や平民で教室が分かれてしまうのであまり意味はない。

　ゲームの序じよ盤ばん、ヒロインの攻こう略りやく対象達と受験会場でニアミスする描びよう写しやがあり、その中には平民も含ふくまれる。辻つじ褄つまを合わすために作られた設定だろう。

　だが、現実世界においては、注意する必要がある。

　お嬢様より目上の子供は限られた相手だけだが、本当に対等に接するのが正解なのか、もしくは校則を無視して地位を重んじるのが正解なのか見み極きわめなくてはいけないからだ。

　身分が下の者に対しては……お嬢様なら問題ないだろう。

「シリル、いよいよですね」

　該がい当とうの教室に入り、受験番号に従って席を探していると、お嬢様がそんな言葉を発した。気負う必要はないのだが、もしかして緊張しているのだろうかと少しだけ心配する。

　だが、それは杞憂だった。

「──私、シリルと一緒に学園生活を送るのが夢だったんだよ？」

　自分のことを私と言って、囁ささやくように愛くるしい夢を口にする。侯爵令嬢ではなく、素すのお嬢様がちらりと顔を覗かせた。

　その可憐な表情に魅みせられ、お嬢様を盗み見ていたであろう者達から溜ため息いきが零こぼれた。俺もそんなお嬢様を愛いとおしく想うが、ここが教室であることを忘れてはならない。

「お嬢様、そのような冗じよう談だんは感心いたしませんよ」

　誰かに聞かれたらどうするのですかと小声で咎とがめると「はぁい」と拗ねた表情を見せた。

　けれど、彼女はすぐにまた微笑んで「だけどね、シリル。わたくし、誤解されて困るような冗談は言いません。覚えておいてくださいね？」とイタズラっぽく笑った。

　お嬢様は可愛かわいいだけじゃなくて、メンタル的にもずっと強くなったようだ。

「──ソフィア様、ローゼンベルク侯爵家のソフィア様ですよね」

　無ぶ粋すいな少年の声が響ひびいた。俺はお嬢様を背後に庇かばって少年へと目を向ける。

　強い意志を感じさせる青い瞳に、整えられた赤い髪。身なりからして貴族とは思えない。立ち居振る舞いから察するに、使用人コースの受験生だろう。

　この学園において貴族と平民は対等。だがそれは、あくまでそういう校則があるというだけの話。ならばこの場において俺の正しい対応は──

「何者ですか？　お嬢様に対して失礼でしょう。おさがりください」

「──シリル、構いません」

「しかし、お嬢様」

「学園においては、身分に関係なく対等だと伺うかがっています。であれば、彼の行動にはなんら問題はないでしょう？　違いますか？」

「かしこまりました」

　正解です、お嬢様──と微笑んで、斜ななめ後ろへと退く。

　貴族と平民が対等などと校則で決めても成り立つはずがない。それが成り立つとしたら、身分が上の者がそれを認めたときだけだ。

　ゆえに、お嬢様が対等だと認めるように水を向けた。俺の意を汲くみ取とり、すぐに対応して見せたお嬢様は既すでに十二歳の域を超こえている。

「それで、あなたは何者ですか？　わたくしになんのご用でしょう？」

「俺──いえ、私はライモンドと申します。どうか私をお嬢様の専属執事にしてください」

　まさかの就活だった。

　受験の最中にすることではない。貴族がどうとかいう以前に失礼だ。そう思ったが、お嬢様が対応するといった手前、俺が口を出すことは出来ない。

　それに学園に通うようになれば、同じようなことはいくらでも起きるだろう。お嬢様と俺のクラスが違う以上、俺が居ない場で同じような状況になることもあるだろう。

　俺がいなくてもちゃんと対応できるか、この機会に確認させてもらうとしよう。

「専属と仰おつしやいますが、わたくしの一存で決められることではありませんわ」

「いえ、いますぐローゼンベルク家に仕えさせて欲しいという訳ではありません。まずは学園での専属に指名して欲しいんです」

「……学園での専属、ですか？」

　お嬢様はこてりと首を傾かしげた。

　お嬢様には説明していなかったが、使用人コースの生徒は、貴族や富ふ豪ごうの子息に学内で使用人としてお仕えするという制度がある。

　貴族や富豪は主あるじとしての振る舞いを学び、使用人は従者としての振る舞いを学ぶための制度だが、卒業後も主従関係を継けい続ぞくすることが珍めずらしくないため就活の場ともなっている。

　そのことを説明すると、お嬢様はすぐに理解を示した。

「話は分かりました。ですがわたくしの専属執事は彼一人と決めています」

「──なるほど。彼が噂うわさの専属執事ですか。わずか六歳でその地位に就ついたという」

「ええ、とても優秀な──わたくしの専属執事です」

　誇らしげに微笑むお嬢様に他意はなかっただろう。けれど、そのセリフはライモンドの矜きよう持じを刺し激げきしたようだ。彼は俺に鋭するどい視線を向けてくる。

「そんな頼たよりなさげな男に私が劣おとっているはずはありません。この入試で彼よりも優秀だと証明して見せます。ですから、そのときは私を専属に指名してください」

「……良いでしょう。もしもあなたがシリルよりも優秀だとわたくしが感じたのなら、そのときはあなたを専属執事に指名します」

「ありがとう存じます！」

　ライモンドはお嬢様に感謝の念を伝え、続けて俺に挑ちよう戦せん的てきな視線を向けてくる。

「シリルとか言ったな。訊いての通りだ。悪いとは思うが、この試験でソフィアお嬢様の専属執事に相応しいのは俺だと証明させてもらう」

　そんな宣言をすると、ライモンドは自分の席へと戻っていった。それを見届けてお嬢様に視線を戻すと……うわぁ、思いっきり不ふ機き嫌げんそうだ。

　だが、周囲の注目が集まっているあいだはお嬢様も口を閉とざしている。やがて注目が薄うすれ、教室が再び喧けん噪そうに包まれた頃になってようやく口を開いた。

「──シリル」

「はい、お嬢様」

「あのように言われて、あなたはなにも思わないのですか？」

「……そうですね。青いな、と」

「ならば、わたくしの言いたいことも分かりますね？　わたくしはいま、あなたを馬鹿にされて、ものすごぉく不機嫌です」

「そう、ですね。私もお嬢様の見る目を疑われたことに憤いきどおりを感じています」

　他でもないお嬢様が、俺を専属執事として認めている。にもかかわらず、ライモンドは俺の執事としての資質を否定するようなセリフを口にした。

　それは、お嬢様の見る目を否定したも同然だ。

「では、わたくしの見る目がたしかだと証明なさい」

「かしこまりました──と言いたいところですが、貴族と平民、全員が同時に試験を受けることを理解しておられますか？　栄はえある新入生代表を務めるのは学年の主席ですよ？」

　それぞれのコース、クラスでの成績トップがクラスの代表──主席となる。中でも一番の成績だった者が学年の主席となり、新入生の代表を務めることになる。

　その栄えい誉よはお嬢様にこそ相応しい。

「あら、わたくしも簡単には負けませんよ？　だってわたくしは、あなたの教え子ですもの」

「むろん、それは分かっていますが……」

　試験のレベルを考えるに、お嬢様が満点を取る可能性は十分にある。だが、お嬢様の教師役である俺は言わずもがなだ。

　もし同点だった場合は、身分的な理由からソフィアお嬢様が主席に選ばれるだろう。けれどそれでは、お嬢様の名めい誉よに傷がついてしまう。

「わたくしは譲ゆずられた栄誉になんて興味はありません。ですから手加減は無用です。わたくしの執事が世界一だと彼に──この王都に知らしめなさい」

「お嬢様のお望みのままに」
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　俺の望みはお嬢様が学年主席となることだが、お嬢様が俺の本気を望むのなら仕方がない。お嬢様の専属執事としての実力を証明するとしよう。

　俺は専属執事としてお嬢様のお世話をする傍かたわら、全力で試験に挑いどんだ。

　前世で魔術の学校に通っていた俺は、一いつ般ぱん的てきな知識を最初から身に付けている。そのうえ、専属執事となるべく自分を鍛きたえ上げ、お嬢様の教育を受け持つだけの知識をも身に付けた。

　さすがに中等部の筆記試験で点を落とすようなことはあり得ない。

　筆記試験は、自己採点で満点。

　その後も試験会場を移し、礼儀作法、声楽などの試験をこなしていく。まだ至らぬ点も多々あるが、周囲の子供達とは一線を画している。

　筆記試験の難易度から考えて、おそらくは実技も満点に近い成績が与えられるだろう。

　そんな感じで危なげなく試験をこなし、残すところ二科目となった。俺にとっては苦手科目に部類されるヴァイオリンと、得意科目のダンスである。

　まずは、お嬢様がヴァイオリンの演奏を始める。

　課題曲は、かつての国王が著名な演奏家に作らせたと言われている曲。従来は難度の高い曲となっているが、試験で演奏するのは弾ひきやすくアレンジされた練習曲だ。

　幼少期より練習を繰り返してきたお嬢様は危なげなく音楽を奏かなでる。弓を引き、艶あでやかなプラチナブロンドを輝かがやかせる。その佇たたずまい一つ取っても美しい。

　難度の低い曲だが、だからこそ、お嬢様の才能が際きわ立だっている。予習をしていた者達も一様に手を止め、お嬢様の演奏に聴きき入いっている。

　静まり返った会場にお嬢様が生み出す音色だけが響ひびき渡わたる。多くの者達のための試験会場が、お嬢様だけのリサイタル会場へと早変わりした。

　きっと、これが才能というものだろう。お嬢様の演奏は聴く者を惹きつけてやまない。俺の育てたお嬢様が誰よりも輝いている。その光景が誇らしい。

　だが、そんな幸せな時間もすぐに終わりを迎むかえる。演奏が終わり、会場に静せい寂じやくが訪れる。ほどなく、我に返った者が手を叩たたき、それはすぐに会場へと広がった。

　演奏を終えたお嬢様が戻ってくる。

　俺はお嬢様の下に歩み寄り、額に浮うかんだ汗あせをタオルで優やさしく拭ぬぐい去さった。

「お嬢様、素す晴ばらしい演奏でしたよ」

「ありがとう、シリル。でも、こんなときまでわたくしの世話をしなくても良いのよ？」

「いいえ。私はどこにいても、どんなときでも、ずっとお嬢様の専属執事ですから」

「……ありがとう。なら、ヴァイオリンの片付けをお願いします」

「かしこまりました」

　お嬢様のヴァイオリンを受け取って、松ヤニや手汗を綺き麗れいに拭ふき取とっていく。続いて弓の棹さおを綺麗に拭き取り弓ゆみ毛げを緩ゆるめる。

　それらをケースに収めたところで、ちょうど俺の番が回ってきた。

　俺はお嬢様のように自分専用のヴァイオリンを持っていない。ゆえに、試験用に貸し出されているヴァイオリンを借り受けて調律をおこない、すぐに試験官の前に立つ。

　受験番号と名前を告げて、おもむろに演奏を開始した。

　俺はヴァイオリン──というか芸術の才能があまりない。お嬢様に教えるために必死で習ったので技術はあるが、人を惹きつける華やかさに欠けている。

　いまのお嬢様に技術面で負けるつもりはないが、練習曲ではその腕うでを振るう機会がない。このままでは、お嬢様と比べて点数を落とされてしまうかもしれない。

　それは、お嬢様を主席にしたい俺にとっては望むべき結果だ。

　だがお嬢様は、俺が最高の執事であることを証明しろと命じた。お嬢様の命令に応こたえるために最高のパフォーマンスを発揮する。

　この演奏は、いままでで一番だと胸を張って言えるだろう。

　だけど──それだけだ。感覚がいつも以上に冴さえているからこそ分かる。お嬢様の奏でる華やかな音色と比ひ較かくせずにはいられない。

　俺が審しん査さ員いんなら、お嬢様との実力の差を考えて相対的に点を下げる。耳がたしかな審査員なら同じことをするだろう。このままでは俺が負けてしまう。

　つまり、お嬢様の命令に背そむくことになる。

　表面上は平静を装よそおいながら、どうするべきかと必死に考えを巡らす。

　そんなとき、不意にブツッと弦げんの一本が切れた。弦は新品であっても切れることがある。試験で何度も使われているうちに寿じゆ命みようを迎えてしまったのだろう。

　それに気付いた試験官が演奏を止めようと一歩前に出て──目を見開いた。

　俺は演奏を止めていない。隣となりの弦を指で押さえて音階を変えることで代用し、まるで弦が切れていないかのように音楽を奏でる。

　それに気付いた者は極わずかだが、試験を中断しようとした試験官は確実に気付いている。目を見張る試験官に向け、俺はとびっきりの笑え顔がおを浮かべて見せた。

　決して簡単なことではない。

　だけど、それでも、俺は何事もなかったかのように一曲を弾き終える。そうして送られた拍はく手しゆはお嬢様のときには敵かなわないけれど、試験官は殊こと更さらに手を叩いてくれた。

「トラブルにも動じない技術と精神力を見せていただきました。素晴らしい演奏でしたよ」

「ありがとう存じます」

　試験官に一礼して下がる。ヴァイオリンを係の者に返へん却きやくすると、弦が切れていることに気付いた係の者が目を丸くした。

　係の者が気付かない程度には自然に弾けていたようだ。

「弦を切ってしまって申し訳ありませんでした。後日弁べん償しようさせていただきます」

「え、あ、いえ。弦は消しよう耗もう品ひんですから問題ありません」

「そうですか。では、私はこれで」

　係の者に挨拶をしてお嬢様のもとへ戻ると、お嬢様はなにやらむぅと唇くちびるを尖とがらせていた。

「お嬢様。そのようなマネをして、はしたないですよ？」

「あんなの狡ずるいです。練習曲なら勝てると思ったのに……」

「運が良かったです。ですが、お嬢様の演奏の方が素す敵てきでしたよ」

「そんなことありません！　シリルの方がずっとずっと素敵でした」

「ありがとうございます、お嬢様」

　最近まで、お嬢様もお世辞を言うようになったか──なんて思っていたんだけど、どうやら本心で褒ほめてくれているようだ。それを自覚するとちょっとくすぐったい。




　そして、残すところはダンスの実技試験のみとなった。

　俺とお嬢様は揃ってダンス会場へと移動する。

　ダンスは実技の中では得意な部類だ──というか、お嬢様はダンスの稽けい古こが一番熱心で、一時期は毎日のように相手を務めていたので必然的に上達した。

　それはともかく──と、お嬢様のダンス相手へと目を向ける。

　試験官は先生が務めているが、ダンスの相手は中等部の女生徒がおこなうらしい。十二歳の子供と、上級生の男子生徒や大人では身長差がありすぎるからだろう。

　だが、女性が男役となればステップが違う。

　ソフィアお嬢様とたいして歳が変わらない女生徒がリードをおこなうのには不安があると思ったのだが、結果から言えばそれは杞憂だった。

　女生徒はリードが上う手まく、お嬢様の魅み力りよくを存分に引き出している。お嬢様と同等──いや、男役でこれだけ踊れるのなら、それ以上の技術があるかもしれない。

　まさか、同年代にここまで踊れる生徒がいるとは思わなかった。同年代では突とつ出しゆつしているお嬢様にとっては、良いライバルとなるだろう。

　一つ気になるのは、それだけの能力を持つ生徒でありながら作中に登場していないことだ。

　金色の髪を煌きらめかせ、情熱的なリードを続けている。大人への階段を上る少女特有の色いろ香かを纏っている彼女は、ソフィアお嬢様に匹ひつ敵てきするほどの美び貌ぼうの持ち主だ。

　彼女が作中に登場していれば間ま違ちがいなく覚えている。記き憶おく違ちがいということはない。ならば何な故ぜ、彼女が作中に登場していないのか？　そう考えているうちにも二人のダンスは続く。

　相手はお嬢様の限界を探さぐろうとしているのか、難度の高いリードを始める。お嬢様はそれを優ゆう雅がに受け入れ、軽かろやかにステップを踏ふみ始めた。

　試験会場のピリピリした空気が和らぎ、二人へ熱い視線が注がれる。二人がダンスを終えたとき、会場のあちこちから終わりを惜おしむような溜め息が漏もれた。

「素敵でしたよ、お嬢様」

　周囲の視線を一身に受けて戻ってくるお嬢様に歩み寄り、冷水で濡ぬらしたタオルを差し出す。それを受け取ったお嬢様は、そっと額の汗を拭った。

「ありがとう。でもさっきのダンスはパートナーのおかげです。あなたと間の取り方やクセなんかが似ていて、とても踊りやすかったんです」

「私と似ていた、ですか……？」

　自分では分からないが、俺と踊り慣れているお嬢様が言うのならそうなんだろう。なんにしても、お嬢様が存分に踊れる相手なのは幸運だった。

　同年代ではずば抜けて大人びているとはいえ、まだ幼さを残している。望まぬ相手と踊るとき、お嬢様はそれを態度に滲にじませてしまうからな。

「それより、このままだと、わたくしが勝ってしまうかも知れませんよ？」

　お嬢様の瞳はいたずらっ子のように笑った。

「私としてはお嬢様に勝って欲しいのですけどね」

「ダメですよ、手を抜いたりしたら」

「もちろん手を抜くつもりはありません。お嬢様と約束しましたからね。お嬢様にお仕えする私こそが最高の執事だと証明して参ります」

　お嬢様に笑い掛けて、試験官の前へと向かう。その途中ですれ違ったご令嬢の顔色が見るからに悪い。大丈夫だろうかと声を掛けようとしたところで名前を呼ばれた。

　少し考えた俺は、そのまま舞ぶ台たいへと上がる。試験官やダンスの相手は複数いるのだが、俺の相手はお嬢様の相手を務めたのと同じ女生徒だった。

「私はフォル。よろしくね」

「私はシリル。こちらこそよろしくお願いいたします」

　試験の順番が詰つまっているからだろう。一呼吸おいてすぐに演奏が始まった。初めの三さん拍びよう子しでホールドを取り、フォルと名乗った女生徒をリードしていく。

　フォルは青い瞳を輝かせ、俺のリードに合わせて軽やかに踊り始める。

　相手の技量が高いことは既に分かっているので、どんどん難度の高いステップを組み合わせていく。俺の予想通り、彼女は難なく俺のリードに対応する。

「噂のソフィアちゃんにも驚かされたけど、あなたも相当ね。もしかして、あなたがソフィアちゃんの教育をしているのかしら？」

「……なぜ、そう思われるのでしょう？」

　十二歳の俺が専属執事であることだけでも異例なのに、侯爵令嬢の教育係が同い年の子供などとはおおやけにできない。俺がお嬢様の教育係であることは伏ふせられている。

　いまみたいな質問は、普ふ通つうなら出てこないはずだ。

「なぜ？　そうね……彼女は私と同じ感じがするから、かしらね」

「同じ？　あなたはいったい……」

　いくつかの可能性を考える。けれど、その答えは得られなかった。

　ブロンドの髪を翻ひるがえし、フォルがぐいっと俺の腕を引く。ステップとステップの合間、俺ではなくフォルがリードを示したのだ。

　俺の示したリードとは違う、定石破りの荒あら々あらしいリード。俺はその流れに逆らわず、彼女のリードがより輝くようにステップを踏む。

「ダンスは男の子がリードするものよ？　なのに、私にリードを奪うばわれて良いのかしら？　試験官の評価が下がるかもしれないわよ？」

　フォルは強ごう引いんにリードを奪っておきながら、そのような質問を投げかけてくる。俺はステップを踏みながら、フォルの質問について考えた。

「たしかに、ダンスは男性がリードをするものですね。ですが、リードとはなんでしょう？」

「決まってるじゃない。次にどのようなステップを踏むか、パートナーに伝えることよ」

「正論ですね。ですが私の考えは違います」

「……その考えというのは？」

　こちらの真意を知りたいとばかりに、フォルの青い瞳に好奇心が浮かび上がる。

「パートナーを輝かせることです」

「輝かせる？」

「ええ。パートナーを輝かせる。たとえ──理ことわりを曲げたとしても」

　処しよ刑けいされる運命を変え、お嬢様を幸せな未来へと導く。そのために必要なのは、侯爵令嬢としての振る舞いをお嬢様に強要することじゃない。

　お嬢様の意志を汲み取り、お嬢様が幸せになれるように全力でサポートをすることだ。

　ダンスもそれと同じだ。

　主導権を取りたがっている女性を抑おさえつけるのがリードだとは思わない。主導権を取りたがっているのなら、ステップの決定権を渡して伸のび伸びと踊れるようにサポートをする。

　それが俺の考えるリードだ。

「……驚いたわ。そこまでの覚悟と考えを持つ子供がいるなんてね」

「そう言うあなたこそ、ずいぶん深い考えをお持ちのようだ」

　前世の記憶を持つ俺が同年代より大人びて見えるのは当然だ。だが、フォルはそんな俺と同じくらい大人びた考えを持っているように見える。

　どことなくだがソフィアお嬢様に似ている──と、俺はそんな風に感じた。

「ふふっ。試ためすようなマネをしてごめんなさい。リードはあなたにお返しするわ。だから、私のことをもっと輝かせてくれるかしら？」

「それがあなたの望みとあらば」

　曲もそろそろ折り返しに入る。

　ダンスのパートナーに望まれたのなら応えない訳にはいかない。ソフィアお嬢様の執事が最高だと証明するためにも、最高の結果を残してみせる。

　既に彼女の癖くせは把は握あくした。俺は彼女がより輝けるようにリードを始める。

　そのとき、さきほどすれ違ったご令嬢の姿が視界の隅すみに映った。顔色が更さらに悪化していて、ただ立っているだけなのに上半身が揺ゆれている。

　周囲の者に視線を向けるが、自分の番に備えて練習している者や、ダンスに見入っている者ばかりで、ご令嬢の体調に気付いている者はいない。

　そう思った瞬しゆん間かん、ご令嬢の上半身が大きく傾いだ。

　ダンスのリードとはパートナーの女性を輝かせること。そんな大言を吐はいておきながら、ダンスの途中でパートナーを放ほうり出す。その行こう為いにわずかな躊躇ためらいを抱く。

　けれど、体調が悪そうなご令嬢は上半身を揺らし、いまにも倒たおれてしまいそうだ。このままでは、木張りの床ゆかに頭を打ち付けてしまうかもしれない。

「──無礼をお許しください」

　罪悪感を抱きながらも一方的にダンスを中断し、ご令嬢の下へと歩き始める。戸と惑まどいの声があがる中、上半身を揺らしていたご令嬢が倒れ行く。

　反射的に無む詠えい唱しようで魔術を行使して身体能力を上じよう昇しようさせ、抱いていた罪悪感を置き去りに木張りの床をぐっと踏みしめた。

　──間に合えっ！

　一息で距きよ離りを詰めてご令嬢が床に倒れる寸前に滑すべり込み、頭を打たないようにその身を抱きしめる。それは、背中に衝しよう撃げきが走るのとほぼ同時だった。

　突とつ然ぜんのことに演奏が止まり、近くの令嬢から悲鳴が上がった。試験の会場は騒そう然ぜんとなるが、俺は慌てず抱き留めた令嬢の様子を確認する。

「何事ですか!?」

　慌てた試験官の女性が駆かけ寄ってくる。

「ご令嬢が倒れられたので、床で頭を打つ前に保護させていただきました。お騒さわがせしてしまったこと、心よりお詫わび申し上げます」
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「倒れた？　そうでしたか、良く間に合わせましたね。それで、彼女は大丈夫なのですか」

「顔色や爪つめの色を見るにおそらく貧血だと思いますが……油断は禁物ですね。お付きの者を呼び、心当たりがないか確認するべきだと思います」

「分かりました。彼女はたしか──」

「その子なら、さっき見ました。メイドさんが外にいるはずなので私が呼んできます」

「え、あぁ……じゃあ、お願いね」

　少女の澄すんだ声が介入して、続いて木張りの床を擦こする足音が響く。顔を上げると、青みがかった髪をなびかせて走り去る令嬢の後ろ姿が見えた。

　メイドじゃなかったのか。令嬢にしては、ずいぶんと気さくな感じだったな。

　……いや、いまはそれより倒れた令嬢の介かい抱ほうだ。抱き留めていた令嬢をそっと床に下ろし、俺の上着を枕まくら代がわりに使って寝ねかせる。

「大丈夫ですか？　意識はハッキリしていますか？」

「……あ、れ？　私は……いったい、なにが？」

「あなたは倒れたんです」

「倒れた……っ」

　自分が寝かされていることに気付いて焦あせったのだろう。慌てて起き上がろうとしたので、俺はその肩かたをやんわりと押さえつけた。

「いけません。念のためにもう少し寝ていてください」

「……あなたは？」

「シリル。ローゼンベルク家の執事でございます」

　非常時とはいえ、男性に寝かしつけられているのだ。ご令嬢が不安に思わないように、ローゼンベルク家の名前を借りて身分を保証する。

　それで少しだけ安心したのか──はたまた疲つかれの方が上回ったのか、ご令嬢は力を抜いて、床にその身を預ける。それからほどなく、メイドが飛んできた。

「お嬢様が倒れたと聞いたのですが!?」

「少し顔色は悪いですが、呼吸は整っているし意識もハッキリしています。おそらくは貧血だと思うのですが、なにか心当たりはありませんか？」

「……あっ。パメラお嬢様は……その、最近小食で」

　おそらくはダイエットだろう。この国において、女性はコルセットでウエストを絞しぼって細く見せるのが美しいとされているからな。

「そうですか。おそらく貧血だと思いますが、素人しろうとの判断ですから念のために医務室へとお連れした方がよろしいでしょう」

「そうさせていただきます。お嬢様が大変お世話になりました。失礼ですが、お名前を伺ってもよろしいでしょうか？」

「私はシリル。ローゼンベルク家のソフィアお嬢様にお仕えする執事でございます」

「シリル様ですね、かしこまりました。後日、必ずお礼をさせていただきます。いまはお嬢様のお世話があるのでこれにて失礼いたします」

　メイドはご令嬢を抱き上げて、お騒がせしましたと言って立ち去っていった。それを見届けた俺も、上着を腕に抱かかえて周囲に意識を向ける。

　皆みなの注目は完全にこちらを向いている。試験は完全に中断してしまったようだ。

「お騒がせをして大変申し訳ありません。ですが、見ての通り問題は解決いたしましたので、皆みな様さまどうか試験にお戻りください」

　野や次じ馬うまに解散を促うながして試験官の女性へと向き直り、目を見てから静かに頭を下げた。

「大切な試験を中断してしまって申し訳ありません。私はともかく、他の方にはどうか、再試験の機会をお与えくださるようお願い申し上げます」

「まぁ、なにを言うかと思えば。ご令嬢を救ったあなたに非はありません。あなたを含めて、全員再試験させるに決まっているでしょう。ねぇ、みなさんもそう思いますよね」

　俺の担当だった試験官が他の試験官に問い掛ける。それに同調するように、他の試験官達が頷うなずいてくれる。満まん場じよう一いつ致ちの雰ふん囲い気きだが──俺は首を横に振った。

「私は途中でパートナーを放り出し、自らの意思でダンスを終えました。ですから、再試験は他の方だけでお願いします」

　まっすぐに試験官の目を見ると、試験官もまた目を見返してくる。そうしてほどなく、彼女はふっと溜め息を吐いた。

「意思は固いようですわね。分かりました。あなたはちょうど半分のところで試験を終えたので、点数は半分と致いたしましょう」

「……恐おそれ入いります」

　試験官に感謝の念を伝え、最後にフォルに向き直る。

「恥はじを搔かかせるような真ま似ねをして申し訳ありませんでした」

「ダンスが途中で終わってしまったことはとても残念に思うわ。でも、勘かん違ちがいしないでよね。恥を搔いたとは思ってないし、不快にも思ってないわ」

　社交辞令的なフォローだろうかと考える。けれど彼女はそんな俺の内心を見透かしたように笑顔を浮かべて「あなたが無事に入学できることを祈いのっているわね」と付け加えた。

　俺は少女の寛かん容ような対応に恐れ入りますと感謝を告げて舞台から下りた。それから、まっすぐにお嬢様のもとへと戻り、深々と頭を下げた。

「申し訳ありません。お嬢様の見る目が間違っていないと証明するとお約束したのに、このような結果になってしまいました」

「……悪いと思っているのですか？」

「もちろんでございます」

「では、さきほどの行動を後こう悔かいしているのですか？」

「…………いいえ」

　俺はお嬢様の意に沿わないことをした。試験で実力を証明するのなら、たとえさきほどの令嬢がどうなろうと、最後までダンスを続けるべきだった。

　だが、お嬢様の専属執事として、さきほどの行動に悔くいはない。

「顔を上げなさい」

「……は」

　命令に従って顔を上げると、お嬢様は少し拗ねたような表情を浮かべていた。

「シリル、不測の事態を利用しましたね？」

「はて、なんのことでしょう？」

「再試験を辞退する必要はなかったはずです」

　その問いには答えず、曖あい昧まいな笑みを返した。

　俺は決して手を抜いていない。お嬢様の執事として相応しい行動を取った。それによって、お嬢様が主席に選ばれたとしても、それはただの偶ぐう然ぜんの結果だ。

「いつか……いつか必ずあなたに追いつきます。そのときは譲らないでくださいね？」

「それがお嬢様の望みだとおっしゃるのなら」

「望みます。だから、約束してください」

「分かりました。お約束いたします」

　俺が約束すると、お嬢様はようやく表情をほころばせた。

　それからクルリと身を翻して背中を向ける。けれど、上半身をかがめたお嬢様は、なにかを思い出したように振り返り、ちらりと俺を見上げる。

「さっきのシリル、すっごく恰かつ好こうよかったよ」

　無む邪じや気きに笑うお嬢様こそ、とても可愛らしかった。




　こうして、王都の学園、中等部への入学試験は終わった。

　本来であれば屋や敷しきに帰り、後日発表される合格発表を待つところなのだが、俺とお嬢様はいまだにダンスの試験会場に留とどまっている。

　実技試験の結果のみ、その日のうちに貼はり出される。

　その事実を知ったソフィアお嬢様が、俺のダンスの試験結果を知りたがったからだ。

　平民の場合、一芸に秀ひいでている者を拾い上げるようなシステムもあるそうなので、その辺りが理由で実技の結果が気になる生徒もいるのだろう。

　俺おれ達たちだけではなく、多くの生徒が会場に残っている。

　そんな訳で、ざわめく会場でしばらく待機していると、試験の結果が書かれているであろう、丸められた植物紙を複数持った試験官が現れた。

　それをぺたりと壁に貼り、クルクルと引き延ばしていく。

　一つ目は他よ所そのグループの成績。そのグループのトップは83点だった。続いて、二枚目の植物紙が壁にぺたりと貼られた。

　それが引き延ばされたとき、試験会場が大きくどよめいた。

　ソフィア・ローゼンベルクの名前の後に１００点と書かれている。しかも、二位を大きく引き離してのダントツでの一位だ。

　全教科を通して試験で満点が出ることは希まれだと聞いているので文句なしの快挙だろう。

　なお、二位は一気に点数を落として87点。そこからは点数が詰まっていて、知らない名前が続いている。この辺りは例年通りだ。

　そして後半になってようやく俺の名前が出た。その瞬間、再びどよめきが上がる。俺の名前の後には、51点という数字が示されていた。

「さすがシリルですね」

　お嬢様が声を弾はずませるが、俺は頭を垂れるしかなかった。

「……申し訳ありません、これは予想外でした」

「謝る必要はありません。わたくしはむしろ誇らしく思います」

　お嬢様が満点であることに変わりはないが、半分で計算すると宣告されていた俺の点数が１点とはいえ半分を上回っている。半分にならなければ、俺がお嬢様を上回っていたと思われる可能性がある。そんな結果が出たというのに、お嬢様は誇らしげに笑った。

　お嬢様は外見だけではなく、内面も美しく育っている。

　……いや、ゲームでさえ、お嬢様には高潔な部分があった。ゲームのお嬢様は家か庭てい環かん境きようや王子の愛を失ったことで歪ゆがんでしまっただけで、いまのお嬢様が本来の姿なんだろう。

「私も、お嬢様の専属でいられることを誇りに思います」

「ありがとうシリル。わたくしは──」

「──ソフィアお嬢様、お聞きください」

　お嬢様のセリフを遮さえぎったのはライモンドだった。

　お嬢様が学園においては対等だと宣言したから咎めるつもりはないが、ソフィアお嬢様の専属執事を目指すのなら、目上の者の会話を遮るなと言いたい。

「わたくしになにかご用ですか？」

「はい。私がいかに優秀かを示すため、実技試験の結果を纏めて参りました！」

　ライモンドがソフィアお嬢様に羊皮紙を差し出そうとするが、俺があいだに入って受け取り、なんら危険がないことを確認してからソフィアお嬢様へと手て渡わたした。

「なるほど、たしかに言うだけのことはありますね」

　ソフィアお嬢様が少し驚くような仕草を見せた。

　ちなみに安全を確認したときにちらりと見たが、全すべての実技で八十点台という点数を叩き出している。間違いなくＡクラス、例年から考えれば主席もあり得る成績だ。

　専属執事の地位を譲るつもりはないが、使用人として抜ばつ擢てきしたいほど優秀だ。

「ありがとうございます。ですがソフィアお嬢様には敵いません。さきほどお嬢様のダンスの試験結果を目にしたのですが、満点を取られたのですね、おめでとうございます」

「ええ、ありがとう」

　表面的には笑顔だが、お嬢様の返事は素っ気ない。もう少し取り繕つくろえるようになると完かん璧ぺきなんだが……俺のことになると感情的になりやすいようだ。

「ところで、おまえは何点だったんだ？」

　考えに耽ふけっていた俺は、ライモンドに呼びかけられて我に返る。

「まだダンスの成績しか見ていませんが、51点でした」

「51点、だと？　良くそんな成績でソフィアお嬢様の専属執事を名乗っていられるな」

　彼がそう口にした瞬間、周囲が剣けん吞のんな空気に包まれる。いつの間にか、周囲の注目を集めてしまっていたようだ。

「あの、貴方あなたは知らないでしょうけど、その方の点数には事情があるんですよ？」

　声を上げたのは、俺達と同じグループにいた女の子。俺のフォローをする彼女の声に、周囲の者達が同調してくれる。

　51点であることは事実だし、なにを言われても気にはしないが……周囲の者達の優しさが胸に響く。けれど、ライモンドの心には響かなかったようだ。

「どんな事情があるかは知らないが、51点しかないのは事実じゃないか」

「だから──」

「──ええ、そうですね。たとえなにがあったとしても、51点という点数を取った事実は変わりません。ダンスに関してはあなたに完敗のようです」

　少女が反論するよりも早く、俺は事態が大きくならないようにと負けを認めた。

「ふぅん？　おまえは意外と潔いさぎよいんだな」

「どうでしょう？　負けは認めても、専属執事の座を明け渡すつもりはありませんよ？」

「……は、まぁそうだろうな。俺だっていますぐとは言わないさ。だから……一年だ。一年以内にお嬢様に認めてもらって、俺がソフィアお嬢様の専属になってみせる」

　ライモンドは高らかに宣言した。

　なにか一年にこだわる理由があるんだろうか？

「ソフィアお嬢様、今日はぶしつけな真似をして申し訳ありませんでした。ですが、私は本気です。どうか私を専属執事として雇やとうことを真しん剣けんに考えてください」

　ライモンドは一礼をして立ち去っていく。決して礼儀知らずでなければ幼よう稚ちでもない。ただ、十二歳にしては──という枕まくら詞ことばが付くだけだ。

　いまから鍛えれば優秀な使用人になりそうだと考えながらお嬢様の横顔を窺うかがうと、よそ行きの笑顔の奥に不満を滲ませていた。

　……どうやら、ライモンドを雇うのは無理そうだ。




　それから数週間が過ぎて、学園から二人分の合格通知が届いた。

　お嬢様は全教科を通して１点しか落としておらず文句なしの首席合格。そして、全教科を通して49点落としていた俺は──次席合格だった。

　……まあ、予想できた結果である。

　自己採点で満点だったはずのお嬢様が、筆記で１点だけ落としていたことも含めて、な。
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　王都にある学園、中等部へ入学が決まってからしばらく経たったある日。俺おれはソフィアお嬢じよう様さまのお供として馬車に揺ゆられていた。

　入学が決まったので、学園の制服を作るために服ふく飾しよくの店に向かっている。

「服を作るのにお店に出向くなんて、なんだか新しん鮮せんで楽しみです」

「平民はそれが普ふ通つうなんですが、お嬢様の場合は服職人をお屋や敷しきに招きますからね」

　お嬢様が洋服を作るときはいつも、デザイナーやパタンナーを呼びつけている。服を作るのに自分から出向くというのは、お嬢様にとって初めての経験だ。

　以前にも言った通り、学園では身分を平等に扱あつかうという校則がある。その一いつ環かんで制服を作る場合は、貴族であろうと店に出向くことになっているらしい。

　いわゆる社会勉強というやつだ。

　お嬢様が平民の暮らしを学ぶ良い機会ではあるが、今後もこういうことが続くと警備的な面で不安が出てくる。学生として紛まぎれ込こめるような護衛が必要かもしれない。

「……シリル？　なにを考えているんですか？」

「すみません、お嬢様のことを少し考えていました」

「ふえっ!?　そ、そぅですか……じゃあ、その……もう少し考えていても良い、ですよ？」

「いえ、もう大だい丈じよう夫ぶです。それより、服飾の店が見えてきましたよ」

　ほどなく、王都にある服飾店の前で馬車が停止する。俺は先に降りて周囲に危険がないことを確かく認にんしてからお嬢様に向かって手を差し出した。

「お手をどうぞ、ソフィアお嬢様」

「……えいっ」

　なぜか、差し出した手がお嬢様に叩たたかれる。

「……お嬢様？　私の手は必要ありませんか？」

　戸と惑まどった俺が尋たずねると、お嬢様はなぜか拗すねた表情で「……いります」と答えた。

　しなやかな手が俺の手を握にぎり、お嬢様が石いし畳だたみの上に降り立った。ドレスの裾すそがふわりと広がり、ヒールがカツンと音を鳴らす。

「では、お店に案内してください」

「お嬢様？」

　降り立ったお嬢様が手を放してくれない。

「なにか問題がありますか？」

「……いいえ」

　俺は執しつ事じであってエスコート役ではないんだが、お嬢様は手を放してくれそうにない。仕方なく、かしこまりましたと手を引いて案内する。

　店に入るとなにやら言い争う声が聞こえてきた。詰つめ寄よっているのは貴族の子息らしき少年で、詰め寄られているのが店員のようだ。

　漏もれ聞きこえる声を拾った感じ、いまから注文していただいても入学式には間に合わないと口にする店員に対して、少年は自分の制服を優先しろと詰め寄っているようだ。

　……なるほど、社会勉強だな。

「あのようなことを言っていますが、わたくし達たちは大丈夫なのですか？」

「むろんです。我々は予約してありますから」

「さすがシリルですね」

「お嬢様の専属執事ですから、このくらいは当然です」

　お嬢様の専属執事として根回しは当然だ──と言いたいところだが、この件についてはあらかじめ知っていた。高等部に入学するときのヒロインが、いまの彼かれと同じ理由で困っていたからだ。

「でも、あちらの使用人は予約を取っていなかったようですよ？」

「……おそらくですが、子供に自分でさせようという教育方針なのでしょう」

　店に赴おもむくということは、家の力を使わないということ。そう考えれば、予約等を含ふくめて子供にさせようとする親がいてもおかしくはない。

　その証しよう拠こに、彼の執事は動どう揺ようした素そ振ぶりもなく、静かに控ひかえている。

　店の者もいい迷めい惑わくと言いたいところだが、店員は少しもたじろいでいない。貴族相手に平然としているところをみると、店員にもなんらかの力が働いている可能性がありそうだ。

「ねぇ、シリル。教育方針と言いましたが、もしかしたらわたくしも、自分で予約しなければいけなかったのではありませんか？」

「いいえ、教育方針の問題で、そういう決まりがある訳ではありません。お嬢様の場合は、一度お教えすれば問題なく出来るので。教え甲が斐いがないとも言いますが」

「あら？　だったら今後は、少しはシリルに迷惑を掛かけるようにした方がいいかしら？」

　お嬢様がイタズラっぽく笑う。最近は少しずつ茶目っ気を出すようになり、ますます可愛かわいさに磨みがきが掛かってきた。

　まだ十二歳さい、されど十二歳。

　ゲームで王子に恋こいをする年ねん齢れいだと考えればそれも当然か。こうして少しずつ大人びて、いつか俺の手を離はなれてしまうのだろうか？　それとも──と、そこまで考えて頭かぶりを振ふった。

　どちらにせよ、まだまだ先の話だ。

　それより、いつまでも聞くに堪たえない言い争いをお嬢様の耳に入れる訳にはいかない。俺は別の店員に合図を送り、制服を作りに来たとローゼンベルク家の紋もん章しようを見せる。

「承っております。どうぞ、こちらへ」

　店員が店の奥おくへと案内しようとすると、別の店員に絡からんでいた少年がこちらに気付いた。

「そこの店員、聞こえたぞ。僕ぼくの制服は間に合わないからと依い頼らいを断っておきながら、そっちの男の仕事を受けるつもりなのか！」

「こちらのお客様は予約を入れてくださっていた方ですので」

「予約だって？　そんなものがあるなんて聞いていないぞ！　それに、僕は伯はく爵しやくの息むす子こだぞ！　おい、そこの執事──」

　少年の矛ほこ先さきが俺へと向いた瞬しゆん間かん、背後に控えていた執事が彼の袖そでを引いた。それとほぼ同時、ソフィアお嬢様が俺の半歩前に出る。

「それくらいにしておきなさいませ。権力はみだりに振りかざすものではありませんよ」

「なんだ、おまえ──」

　お嬢様を睨にらみつけた少年は硬こう直ちよくした。少年の顔がみるみる真っ赤に染まっていく。決してお嬢様の顔を見て怒いかりを募つのらせた訳ではないだろう。

　……どうやら俺は、少年が恋に落ちる瞬間を目もく撃げきしてしまったようだ。

　──なんて、お嬢様の執事をしていると、良く目まの当あたりにする光景だ。お嬢様は無自覚に幼気な少年の心を弄もてあそぶから厄やつ介かいなんだよな。

　なんて思っていたら彼は執事になにか耳打ちされて、その顔を青ざめさせた。

「こ、侯こう爵しやく家けのご令嬢とは知らずにすまな──いや、申し訳ありませんでした」

「いいえ、わたくしこそ差し出口を申しました」

「さ、差し出口？」

　再び執事に耳打ちをされ、「なるほど、お節せつ介かいという意味か」と呟つぶやいた。

「──坊ぼつちゃん」

「あ、いや……もちろん、そんなことはない、です。父上に全すべて自分で準備をしろと言われたのに、間に合わないと言われて取り乱してしまったみたいです。すまな……ごめんなさい」

　少年はソフィアお嬢様に頭を下げると、詰め寄っていた店員に対しても、無茶を押おしつけようとしてすまなかったと謝罪した。

　頭に血が上っていただけで、傲ごう慢まんな貴族の子供ではないようだ。それが分かって、お嬢様の表情も和やわらげたのだが──その笑え顔がおを前に、彼は逆に冷静さを失ってしまう。

「そ、それでは、その……と、とにかく僕はこれで失礼します！」

「──お待ちなさい」

　お嬢様が逃にげるように踵きびすを返した少年を呼び止める。彼が止まるのを見届けると、俺に「何着ですか？」と問い掛けてきた。

「私は二着、お嬢様の分は三着です」

「分かりました。ねぇ、あなた。このままだと制服が間に合わないのでしょう？　どうするか考えていますか？」

「えっと、それは……その……分からないです」

　頼たよりない答えが返ってくる。お嬢様と接していると貴族の子供がみんな大人びているように誤解しがちだけど、十二歳ならこんなものだろう。

「実はわたくし、三着分の制服を予約をしているんです。よろしければ、一着分の権利をお譲ゆずりいたしましょうか？」

「それは、助かりますが……良いんですか？」

「一着は予備ですから、入学式までに作る必要はありませんもの」

「えっと……」

　少年が使用人に意見を求めるように視線を向けた。その使用人はこくりと頷うなずく──が、少年に意見を求められる直前、少し戸惑うような素振りを見せていた。

　これは俺の予想だが、子息の成長を促うながすために一人でやらせているとはいえ、フォローはちゃんとするはずだ。つまり、制服は用意されていると思われる。

　少なくとも、俺が彼の使用人ならそうする。

　だから、本当は必要ないと言いたいところだが、この流れで実は準備できているから侯爵家の令嬢に借りを作る必要はない──とは言えない。

　だから、戸惑った素振りを見せたのだろう。

　そこまで気付いた上でお嬢様が貸しを作ろうとしているのなら恐おそろしいが、そこまでは考えていないだろう。十二歳としては大人びているが、その辺りはまだ成長の余地がありそうだ。

　そんなことを考えているうちにお嬢様は店員の許可を得て、少年に制服一着分の予約の権利を譲り渡わたした。店員に問題ないか確認するあたりにお嬢様の気き遣づかいが感じられる。

　ちなみに、彼はリード伯爵の息子だそうだ。パーティーでヒロイン──アリシアに絡んだのが長男だったので、おそらく彼はその弟だろう。

　兄は完全にどら息子だったが、こちらはそれほどでもなさそうだ。丁てい寧ねいな教育を施ほどこされているあたり、彼が跡あと継つぎ候補なのかも知れない。

　彼はお嬢様に何度もお礼を言うと、あらためて予約を入れて帰っていった。

　その後、制服のパターンオーダー──つまりは決まったデザインの制服を、お嬢様の身体からだに合わせて特注するために奥のフロアへと移動する。

　俺の制服に関しては、お嬢様がいないときに注文を終えている。ゆえに採寸するための仕切りの手前で待機し、お嬢様の採寸が終わるのを待っていた。

　部屋には先客がいたようで、仕切りの向こうから話し声が漏れ聞こえてくる。

　見覚えのある相手だったのか「あら、あなたは……」とお嬢様が声を上げ、「ごめんなさい、どこかで会いましたか？」と戸惑うような声が応じる。

　漏れ聞こえる程度だが、お嬢様に負けないくらい綺き麗れいな声だ。ゲームの世界が舞ぶ台たいになっているだけあって、声優のように綺麗な声の人物が多いのかもしれない。

「すみません。以前、あなたがダンスをしているところを見たものですから」

「え、もしかして第一王子の誕生パーティーですか？　……恥はずかしいです。下手っぴで、相手の足を踏ふんでしまって、きっと情けなく見えましたよね」

「……いいえ、とても素す敵てきでしたよ」

「そう見えたのなら嬉うれしいです。でも、私が上う手まいんじゃないんです。相手のリードが凄すごく上手だったんです。それに凄く優やさしくて、素敵な人でした」

「そ、そぅ、ですかぁ……」

　お嬢様の反応がなにやらぎこちないが、同年代の同性と話す機会が少ないからだろうか？　教育優先で年上と接することを優先しすぎたかもしれない。

　学園に通うようになったら、友とも達だちを作るように薦すすめてみよう。

　しかし、こういう状じよう況きようでは、俺には護衛が出来ないから困る。ルーシェをはじめとしたお嬢様付きのメイドはとても優ゆう秀しゆうだが、護衛としての能力はないに等しい。

　やはり、護衛を兼かねることが可能な能力を持ち、お嬢様の友人に偽ぎ装そうできるような年とし頃ごろのメイドが欲ほしい。屋敷に戻もどったら父上に相談してみよう──なんて思っているあいだにも会話は続く。

「ところで、あなたも学園に？」

「はい。うちは下級貴族だから高等部から通いなさいって親に言われたんですけど、礼れい儀ぎ作さ法ほうを頑がん張ばるからって説得したんです。──あ、もしかして上級貴族の方ですか!?」

「ええ。ですが、かしこまる必要はありませんよ。学園では身分に関係なくという話ですし、わたくしも身分を振りかざすつもりはありませんから」

　話し相手も学園に通う新入生のようだ。

　もしかしたら、お嬢様の最初の友達になるかもしれない。これはなかなか幸さい先さきが良い。

　ゲームと展開が変わっているため、これからどうなっていくかは分からない。お嬢様が闇やみ堕おちしないように注意は必要だが、お嬢様の幸せを考えても良いはずだ。

　どんなことがあっても、俺がお嬢様を護まもる。

　だから、お嬢様には恋だけじゃなく、友人との学園生活も楽しんでもらいたい。

　──そんな風に考えていると、先客だった令嬢の採寸が終わったようで、それではお先に失礼しますと言った声が聞こえてくる。

　ここにいれば、お嬢様のご友人第一号となるかもしれない令嬢と会えそうだ。

　あまり派閥がどうのと言いたくはないが、お嬢様には侯爵家の令嬢としての立場がある。お嬢様を悲しませないためにも、相手がどこの誰だれか調べておいた方が良いだろう。

　そう思ったのだが、服職人が話しかけてきた。

「シリル様、仮かり縫ぬいが終わった制服に一度袖を通していただけますか？」

「あぁ……そうですね。確認させていただきましょう」

　それを終わらせなければ、お嬢様を待たせてしまう。

　お嬢様の友人になるかもしれない令嬢の顔を見るよりも優先順位が高いと判断した俺は、職人の案内に従って男性の試着室へと移動する。

　その直後、背後から客を見送る店員の声と、それに応じる明るい声が聞こえてくる。振り返ると、青みがかった黒くろ髪かみの令嬢がメイドを伴ともなって退店するところだった。

　どうやらタイミングが悪かったようだ。

「どうかなさいましたか？」

「いえ、なんでもありません」

　職人と共に男性の試着室へと移動して、仮縫い状態の制服に袖を通す。

「……ほぅ、仮縫いの段階でここまでぴったりに作りますか。王都で最高の服飾店だと噂うわさされているだけのことはある。素す晴ばらしい腕うで前まえです」

「恐れ入ります。ですが、私の腕などまだまだでございます」

　動きが阻そ害がいされないぴったりサイズ──だが、職人はそれでも満足には至らないのか、裾の長さや身み幅はばなど、あちこちを微び調ちよう整せいしていく。

　ほどなく、調整の完かん了りようを告げられた俺は軽い感動を覚える。分厚い生き地じを使っているにもかかわらず、ほとんど動きを阻害されない。

　本当に素晴らしい職人に巡めぐり会あったようだ。

　いずれ、お嬢様の私服の依頼も考えてみよう。細かい作りはデザイナーに丸投げすることになるが、いくつか前世のファッションに心当たりがある。

　そんな計画を立てているうちに試着は終わった。

　身だしなみを整えて戻るとお嬢様が待っていた。お嬢様の採寸も終わっていたようで、ソファで紅茶を片手にくつろいでいる。

「すみません、お待たせしてしまいましたか？」

「いいえ、わたくしの採寸もいま終わったところです」

　お嬢様はそう口にするが、手にするティーカップに注がれた紅茶は半ばまで減っている。どうやら待たせた上に、気まで使わせてしまったようだ。




　店を出た後、馬車に乗った俺達は王都にあるローゼンベルク家の別宅へと帰き還かんする。その道の途と中ちゆう、馬車がいきなりガクンと止まった。

「どうした、なにがあった？」

　万一のことを考えて警けい戒かいを怠おこたらず、御ぎよ者しやに向かって窓まど越ごしに問い掛ける。謝罪と共に返ってきたのは、子供が飛び出してきたという言葉だった。

「……子供？　お嬢様、万一に備えてここでお待ちください」

「シリルはどうするのですか？」

「様子をうかがってきます。私が良いと言うまで決して馬車から降りないでくださいね」

　子供といえど油断はならない。そうやって油断させておいてという可能性を警戒しつつ、俺は馬車から飛び降りた。

　御者の言う通り、馬車の前に幼い子供達がうずくまっている。身なりからして平民、それもかなり貧しい生活を送っている子供のようだ。

　瘦やせ細ってはいるが、目に見える怪け我がはしていない。

　緊きん急きゆう性せいがないことを確認した俺はさっと周囲に視線を向ける。静かな職人通りにほとんど人通りはない──が、路地裏にはいくつか気配を感じる。

　殺気は感じられないが、こちらの様子をうかがっているようだ。

　子供を使って馬車を止め、使用人の俺を馬車から降ろした。襲しゆう撃げきするつもりなら、これ以上のタイミングは望めないと思うが──

「そこのあなた達、大丈夫ですか？」

　試ためしに話しかけると、子供達はびくりと身を震ふるわせた。おそらくは十歳前後、少年と少女が肩かたを寄せ合って震えている。演技でないとすれば相当に怯おびえているようだ。

「私の言葉が理解できますか？」

「に、兄ちゃんは俺達の敵か？」

「少なくとも、敵になった覚えはありません」

「じゃ、じゃあ、俺達を追ってきた奴やつらとは違ちがうんだな？」

「ええ、それは違うと断言しましょう」

　そんな風に答えていると、こちらの様子をうかがっていた連中の気配が消えていく。まだ残っている者もいるが、少なくとも襲撃してくるつもりはなさそうだ。

　連中の狙ねらいが子供達だとすれば、貴族と関わるリスクを避さけたのかもしれない。

「それで、追っ手がいるとのことですが、なぜ追われているのですか？」

「それは──」

　聞かされたのは不幸な──そして、ありふれた話だった。

　両親はいるが、スラムで暮らす彼らは貧しく日々の食事もままならない。そんな背景があったからだろう。妹が親に売られてしまったのだ。

　買ったのはノーネームという男が支配する闇ギルド。光と闇のエスプレッシーヴォというタイトルにおける闇の部分が関わっている。

　そんなところへ妹が連れて行かれれば、どのような仕事をさせられるかは想像に難くない。そう考えた兄が隙すきを見て、妹を連れて逃げ出したそうだ。

　作中のシリルは闇ギルドと繫つながりがあった。作中で語られていないだけで、もしかしたらこの出会いは既き存そんのイベントなのかもしれない。

　だとしたら、ここでの対応は慎しん重ちようを要する。

「兄ちゃん、頼たのむよ！　俺はどうなってもいい。だから、妹を助けてくれ！」

「な、なに言ってるの！　自分だけ助かるなんて出来ないよ！」

　美しい兄きよう妹だい愛あい。

　同情はするが、この世界において子供が売られることは珍めずらしくない。お嬢様の安全を第一に考えるのなら、関わらないのが正解だ。

「……シリル、どうなっているのですか？　あの子供達はどうしたのです」

　待ちきれなくなったのか、お嬢様が開け放った窓から顔を覗のぞかせる。俺は子供達に「少しお待ちなさい」と言い放つ。

「──待てば妹を助けてくれるのか？」

「それを決めるのはお嬢様です。助かりたければ大人しく待っていなさい。そのあいだ、貴方あなた達たちの身の安全は保証しましょう。それすら出来ないと言うのなら立ち去りなさい」

　少年は妹と顔を見合わせて頷き合う。

「分かった、言う通りに待つから、その人に、妹を助けるように言ってくれ」

　こんな状況でも、なにが最善かを理解している。なかなか見み込こみのある子供のようだ。

　少年達が大人しくしているのを確認した俺は窓越しにお嬢様へと向き直り、親に売られた子供が逃げてきたようだと伝える。

「まぁ……親が子供を売るなんて、なんて酷ひどい」

「そう、ですね」

　幼いお嬢様が知るには早い世界だと判断して表情を取とり繕つくろう。内心を顔に出さなかった自信はあったのだが、お嬢様には通用しなかったようだ。

「シリル、なにか隠かくしていますね？　わたくしが間ま違ちがっているのなら教えてください。わたくしは、あなたの後ろに隠れているだけの子供でいたくありません」

　この国の闇を、十二歳のお嬢様に教えるのは早すぎる。けれど、お嬢様はそれを理解したうえで、自分は知っておくべきだと判断したようだ。

　もう少し子供でいても良いと思うのだが……それがお嬢様の望みならば叶かなえよう。どのみち、お嬢様が侯爵令嬢として生きていく以上は、いつか向き合わなくてはいけない現実だ。

　だから──と、俺は口を開いた。

「間違っている訳ではありません。ですが、見方を変えれば真実も変わります。なぜ片方だけを売ったのか、その理由を考えれば想像はつきませんか？」

　いままでは売らず、そしていまになって娘むすめを売ったのはなぜか。兄妹の片割れしか売らなかったのはなぜか。その理由を説明できる単純な答えが存在する。

　彼らの両親は子供を愛しているがゆえにいままでは売らず、どうしようもなくなったから、一人を売ることで、残った一人だけでも助けようとしたのだ。

　むろん、俺の想像でしかない。

　だが、実際にそういった話が溢あふれているのは事実だ。

「子供を売らなければ生活がままならない。そんな世界があると言うのですか？」

「……どこの世界も同じですよ。そしてお嬢様が侯爵令嬢として生きるのなら、いずれは飲み込まなくてはいけない現実です」

　貴族は地位を護るために、子供を政せい略りやく結けつ婚こんの道具にする。領主はより多くの領民を救うために、少数の不幸を握りつぶす。

　そうしなければ、より大きな不幸に見み舞まわれるからだ。

「つまり、悪いのはこの国の有り様ということですか？」

「いけません、お嬢様」

　それは王族批判に繫がると窘たしなめる。

　中には平民などどうでも良いと思っている者もいるが、少なくともいまの王族が望んでスラムを放置している訳ではない。

「心優しき聖人が名君になれる訳ではないのです」

「……つまり、シリルは彼らを捨て置くべきだと言うのですか？」

「彼らにとっては悪夢でも、この国全体で見れば良くある話です。彼らを救っても、他の不幸な者達は救われません。なのに、目の前の彼らだけを救うのは偽ぎ善ぜんだと思いませんか？」

　一人を助ければ、我も我もと集まってくる。その全てを救おうとすれば国が破は綻たんする。いま犠ぎ牲せいとなっている何十倍もの平民が地じ獄ごくを見ることになるだろう。

　だから、彼らを救うことは自己満足でしかないと諭さとす。

「なぁ、頼むよ！　姉ちゃんなら俺達を助けられるんだろ!?　俺はどうなっても良いから、だから妹だけでも助けてくれよ！」

　こちらの会話が聞こえずとも否定的な空気は伝わったのだろう。少年の悲痛な声が響ひびく。考え込んでいたソフィアお嬢様が、その訴うつたえを聞いてきゅっと唇くちびるを結んだ。

「シリル、彼らを救ってください」

「……よろしいのですか」

「シリルの言う通り、わたくしの行動は偽善なのかも知れません。でも、自分の手の届く距きよ離りにある不幸から目をそむけるのは薄はく情じようだと思うのです」

　ソフィアお嬢様は毅き然ぜんと言い放ち、けれど俺に向かって「わたくしの考え方は間違っているでしょうか？」と瞳ひとみを揺らす。

　その瞬間、俺が抱いだいた感情は簡単には言い表せない。

　侯爵家の令嬢としては甘あますぎる対応だ。けれど一人の人間として、スラムの子供に気を掛ける姿勢は非常に好ましい。そして十二歳という幼さでそこまで考える賢さかしさに感心する。

　なにより、俺の反対意見に流されず、自分の意志を貫つらぬいたことに感動すら覚える。

「個人的な意見を言わせてもらえば、いまのお嬢様はとても素敵だと思います」

「ふ、ふえっ!?」

「さぁ、お嬢様。自分の意思を決定したのなら、私にご命令ください」

「あ、そ、そうでしたね。では……シリル。彼らを救いなさい。それがわたくしの意思です」

「仰おおせのままに、お嬢様」

　恭うやうやしく頷いて、子供達へと向き直る。それと同時に、お嬢様の願いを叶えるためにどうするべきか、段取りを頭の中で構築する。

　スラムにはスラムのルールがある。親が子供を売ったのなら、金銭的な取引は成立している。彼らの流りゆう儀ぎに則のつとり、闇ギルドに筋を通す必要があるだろう。

　だが、そちらは後回し。

　まずは二人をどうやって救うのかを決めなくてはいけない。

　二人をこの場から逃がしたとしても意味はない。スラム出身の子供が、なんの助けもなく生きていけるような優しい世界ではないからだ。

　ゆえに、彼らを救うには仕事を斡あつ旋せんする必要があるのだが……十歳程度の子供、それもスラム出身の子供を雇やとってくれるなんて、それこそ闇ギルドくらいだろう。

　つまり、彼らを救うにはローゼンベルク家で雇うしかない。

　だが、なんの教育も受けていない子供を意味もなく雇うことは出来ない。そんなことをすれば他の使用人が不満を抱くことにもなるし、そもそも当主が許してはくれないだろう。

　彼らを雇うには相応の理由が必要だ。

　だがそれは、二人の身の上話を聞いた時点で想定済みだ。

　お嬢様には、護衛を兼ねることが出来る、同じ年頃の使用人が欲しいと思っていた。誰よりも信用できて、決して裏切らない子供。

　お嬢様に救われた子供であれば、その下地は十分だと言えるだろう。

「二人ともお聴ききなさい。お嬢様が貴方達に手を差さし伸のべるとおっしゃっています。ただし、お嬢様の庇ひ護ごを受け入れるのなら、お嬢様にお仕えしていただきます。その覚かく悟ごは──」

「あるっ！　妹を助けてもらえるのなら俺はなんだってするぞ！」

「あなただけでなく、妹にも働いていただくことになりますが？」

　少女がびくりと身を震わせ、少年が妹を庇かばうように前に出た。さっきまでとは打って変わって、警けい戒かい心しんを剝むき出だしにして俺を見る。

　──だが、それで良い。

　自分達がどれだけ危険な状態にあるのか理解していなければ、お嬢様が手を差し伸べても彼らは感謝しない。理解しているからこそ、何物にも代かえ難がたい恩を感じる。

　その恩は、お嬢様に対する忠誠心へと変わるだろう。

「心配せずとも使用人として働いていただくだけです」

「使用人になれば、俺達を助けてくれるのか？」

「ええ、約束します。ただし、使用人になるためには、あなた方の言こと葉ば遣づかいや立ち居振ふる舞まい、それら全てあらためてもらいます。それはとても厳しい訓練になりますよ？」

「俺達を助けてくれるなら、それくらいなんてことねぇよ！」

「承りました。お嬢様の名の下もと、あなた方を保護すると約束しましょう」
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　学園の敷しき地ちには部ぶ室しつ棟とうと呼ばれる建物がいくつか存在しており、個人に貸し出されている。部活動の場と言うよりも、派閥や有力者のグループの拠きよ点てんとなっているのだ。

　そんな建物の一室に、栗くり色いろの髪かみの少年がいた。すらりとした体つきで、まだ幼さの残る整った顔立ちながら、計算高そうな雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　彼の名前はリベルト。

　ラクール商会を束ねる会長の息子で、平民を束ねる庶しよ民みん派は、もしくはリベルト派と呼ばれる一大派閥のリーダーでもある。

　彼は光と闇のエスプレッシーヴォにおける攻こう略りやく対象の一人だ。

　そんな彼が部屋で考え事をしていると、慌あわただしい足音と共に少年が飛び込んできた。

　リベルトよりも少し暗い髪に黒い瞳。やんちゃそうな顔立ちの彼はニコラ。物心が付いた頃ころから同じ道を歩む仲間、リベルトの右腕的存在である。

「ニコラ、騒さわがしいぞ。それとノックくらいしろと言っているだろう」

「悪い悪い。だがリベルトに面おも白しろい話を持ってきてやったぜ」

「ふん。どうせアネッサのところに、横暴な貴族の子息がやって来たとかいう話だろ？　この時期になると毎年、無茶な注文をする馬ば鹿かが現れるからな」

　アネッサとは、彼の派閥に所属する少女の名前。そして、この王都で一番有名な洋服店の経営者を親に持つ娘の名前でもある。

　アネッサの洋服店は、学園の制服を作る店の中でも一番の人気を誇ほこる。ゆえに早々に予約で埋うまってしまうのだが、毎年飛び込みで無茶な要求をする貴族が絶えないのだ。

「あぁ、それは毎年のことだけどな。今年は面白い奴がいたんだよ」

「……ほう。俺達の味方になりそうなのか？」

「どうだろうな。大物すぎて少し想像がつかねぇよ。ソフィアちゃんって知ってるだろ？」

「……ソフィア？　あぁ、ソフィア・ローゼンベルクのことか。たしかに大物だな。彼かの女じよがどうかしたのか？」

「それがよ、聞いてくれよ！」

　ニコラは目を輝かがやかせ、洋服店で見聞きしたソフィアの行動を語る。それを聞き終えたリベルトはほぅっと息を吐はいた。

「権力を振りかざす貴族を窘めつつ、相手へのフォローも忘れない、か。社交界に舞い降りた聖女なんて噂を聞いたときは、盛りすぎだろうと思ったが……」

「大げさじゃないかもしれないぞ。その帰りには、馬車の前に飛び込んできたスラムの子供達を助けたんだ。会話の詳しよう細さいまでは聞こえなかったが、屋敷に連れ帰ったみたいだぜ」

「スラムの子供を屋敷に、か……」

　それを聞いたリベルトは腕を組んだ。ブラウンの瞳が虚こ空くうをジッと見つめる。

「なんだよ？　なにが気に入らないんだ？　平民、それもスラムの子供に手を差し伸べる貴族なんてそうそう居ないだろ？」

「そうだ。あまりにも出来すぎだ。だからこそ、逆に警戒もしたくなると言うものだ」

　ここ最近、学園の中で選民思想の強い貴族が勢力を広げている。選民派を名乗る彼らは、平民を虐しいたげることを厭いとわない。

　いまはまだ学生の派閥でしかないが、彼らが大人になって勢力を社交界へ広げれば非常に厄介なことになる。彼らを抑おさえるためにも、味方となり得る貴族と手を組むことが急務だ。

　そんな中、社交界に舞い降りた聖女の噂。

　侯爵令嬢という高貴な身分を持ち、十二歳とは思えないほどの知性と美しさを兼ね備えた少女が、スラムの子供に手を差し伸べるほどの慈じ愛あいの心を持っているという。

　事実であれば、選民派に対たい抗こうする旗印になるだろう。だが、あまりに都合が良すぎる。まるで、誰かに作られたかのように完かん璧ぺきな存在。

　平民派よ、彼女のもとへ集つどえ──と言わんばかりである。

「……罠わな、か」

「かもな。だが、本当なら是ぜが非でも仲間にするべきだぜ」

「ああ。その通りだ。ゆえに、接せつ触しよくして見み極きわめる必要がある」

「接触して見極めるって簡単に言うが、あんまり派手に動く訳にはいかないだろ？　どうやって接触するつもりだ？」

　平民には平民向けの、貴族には貴族向けの授業をするためにクラスが分かれている。つまり、同じ学年であっても、平民が貴族と接触する機会は非常に少ない。

　だが──

「中等部に上がった年は、外部からの入学組を迎むかえるパーティーが開かれる。そのときなら、俺達がそのお嬢様と接触する機会もあるはずだ」

「なるほど。パーティーでさり気なく接触して、敵か味方か見極めるってことだな？」

「そうだ。他の連中にも、そのお嬢様の行動を注視するようにと言っておけ。彼女が平民の味方になるのなら良し。もし敵になるのなら……」

　リベルトは整った顔を歪ゆがませ、きゅっと唇を結んだ。

　選民派は平民にとって脅きよう威いとなりつつある。ここに侯爵令嬢が加われば派閥争いは大人達へも波は及きゆうして行くだろう。そうなれば、仲間達の行く末にも影えい響きようするかもしれない。

　そのことに憂ゆう慮りよするが、ニコラはニヤリと笑った。

「そんな顔するな。あの日の約束通り、おまえにどこまでだって付いていってやるよ」

「……そうか。ならば、そのときが来たら、おまえにも動いてもらおう」
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　屋敷へ帰還後、俺はさっそくスラムの子供達を本当の意味で保護するために動き始めた。

　まずは子供達を洗うよう、事情を把は握あくしているルーシェに指示を出す。そのあいだに、子供達を雇う許可を求めて当主に手紙をしたためた。

　名目はソフィアお嬢様に対する情操教育と人心掌しよう握あくの教材だ。言い方はよろしくないが、そんな建前でもなければスラムの子供を雇うなんて許可は下りない。




　手紙を書き終わった頃、子供達を連れたルーシェが俺の執しつ務む室しつへとやって来た。

「シリルくん、言われた通りに子供達を綺麗に洗いました。最初は汚よごれていて分からなかったですけど、なかなかの逸いつ材ざいですよ」

　使用人の子供かなにかの服を借りたのだろう。ルーシェの後ろには、小綺麗になった兄妹が所在なさげに周囲を見回している。

　佇たたずまいに滲にじむ育ちの悪さは隠せていないが、磨けば光りそうだ。

「お疲つかれ様さまでした。料理長にお菓か子しを用意するように伝えておいたので、あなたは下がって少し休きゆう憩けいなさい」

「本当ですか？　さすがシリルくん。今度眠ねむれない夜があったら言ってください。お姉ちゃんが添そい寝ねしてあげますね」

「……焼やき菓が子しなので、早く行かないと冷めますよ？」

　ルーシェの戯ざれ言ごとを聞き流して部屋から追い出す。

　お嬢様の専属執事となった俺はいまや、使用人の中でも序列が上位になった。だが、同時に十二歳の子供でしかないため、年上の部下への対応には気を使う。

　ゆえに、命令は上位のものとして扱うように厳しくしつつも、それ以外の面では年下として扱って構わないと伝えてあるのだ。

　それを実際にやってのけるのはルーシェくらいだけどな。

　それはともかく──と、俺は席を立って二人の前へと移動する。

「俺はシリル、十二歳だ。おまえ達は？」

「俺はロイ。十一歳だ」

「私はエマ、十歳よ」

　少しオドオドしてはいるが、二人とも俺から目を逸そらさずに答えた。状況的に不安を感じてはいても、人見知りするような性格ではないらしい。

「それじゃロイとエマに最初の勉強だ。『私はシリルと申します。歳としは十二歳です』いまの自じ己こ紹しよう介かいをマネをしてみろ」

「え、え？」

　ロイは目を白黒させる。だがエマの方は小声で何度か反はん芻すうすると、「私はエマと、もう、申します。えっと……歳は十歳です」と名乗った。

「うん、ちゃんと言えたな、偉えらいぞ」

　俺はエマの頭を優しく撫なでつけた。

　エマは少し目を丸くして、続いてくすぐったそうに目を細める。それを見たロイが羨うらやましそうな顔をして、続いて必死にセリフを思い返そうと難しい顔をする。

「ロイ、『私はロイと申します。歳は十一歳です』だ」

「お、おう。わ、私は……私って、女が使う言葉じゃないのか？」

「俺を丁寧にしただけで、別に女性が使う言葉って訳じゃないぞ」

「そう、なんだ。じゃあ……わ、私はロイと申します。歳は十一歳です？」

「なんで最後が疑問形なんだ。あってるから自信を持て」

　俺はそう言って、ロイの頭も少し乱暴に撫でつけた。ロイは目を大きく見開いて、やはりエマと同じように嬉しそうに目を細めた。

　二人とも愛情に飢うえているのだろう。

　どのような事情があれ、この年で親と離ればなれになったのだから無理はない。

　それに、売られた理由が俺の予想通りなら、両親に愛されていたはずだ。

　売られたのはなにかの間違いであって欲しいという想おもいや、親にもう一度会いたいという想いが、心のどこかには残っているかもしれない。

　お嬢様の名の下もと、彼らを護ると誓ちかった以上は、その心のわだかまりも取り除く必要がある。

「さて、口調はおいおいで構わない。まずは闇やみギルドについて話を聞かせてくれ」

　二人揃って不安そうな顔をする。連れ戻されるかもしれないといった不安が残っているのだろう。だから俺は、大丈夫だと二人の頭に手を置いた。

「お嬢様の名の下に、おまえ達を保護すると約束した。だから心配は要いらない。ただ、おまえ達を護るためには、色々と状況を知っておく必要があるんだ」

　現状、商品として売られた子供をローゼンベルク家がかすめ取った形になっている。

　言い方は悪くとも、それが現実だ。

　ゆえに、このまま放置すれば闇ギルドのメンツを潰つぶすことになる。

　お嬢様に手を出してくるとは思えないが、彼らには彼らのルールがある。そのルールを貴族が権力をもって曲げたのなら相応の確かく執しつを生むことになる。

　それを防ぐために、俺は必要なことをいくつか聞き出した。




　その日のうちに、俺は一人でスラム街を訪おとずれた。

　夕暮れのスラム街に、執事の恰かつ好こうをした、しかも子供の俺は凄すさまじく目立つ。通りを少し歩いているだけで、あっという間に悪漢に絡まれた。

「ずいぶんと育ちの良さそうな坊ちゃんじゃねぇか。こんなところに迷子か？　金目の物を寄よ越こせば、安全な場所まで連れて行ってやるぜ？」

「申し訳ありませんが、私の持ち物は全てローゼンベルク家より貸し与あたえられたもの。勝手に差し出す訳には参りません」

「あぁん？　ごちゃごちゃ言ってねぇで、身ぐるみを置いて行けって言ってんだよ！」

　悪漢が摑つかみかかろうと腕を伸ばしてくる。

　俺はそれを手ての甲こうで払はらいのけ、すれ違いざまに足を引っ掛けてクルリと投げた。大事には至らないように、落とす瞬間に衝しよう撃げきを殺しておく。

　衝撃を恐れて目をつぶっていた男がパチクリとする。次の瞬間、俺に投げられたことを理解して、その瞳を怒いかりに染めて立ち上がる。

「このガキ、どうやら痛い目を見たいらしいな」

「投げられたことを理解したのなら、それが普通ではないことも理解して欲しかったのですが……仕方ありませんね」

　お嬢様を護るために学んだ護身術と、前世の知識をもとに磨き上げた魔ま術じゆつがあるとはいえ、身体は十二歳の子供でしかない。

　油断は命取りになりかねない。ゆえに自分の身を危険に晒さらしてまで手加減するつもりはない。しばらく動けなくなるくらいは覚悟してもらおう。

　俺は軽く腰こしを落とし、身体能力を向上させる魔術を行使する。

「──止やめなっ！」

　不意に鋭するどい声が響く。それと同時に、路地の暗闇からぬぅっと巨きよ漢かんの男が現れた。悪漢とは一線を画する気配は、明らかに闇の仕事に携たずさわる人間だ。

「だ、だんな、聞いてくだせぇ。このガキが生意気なんでさぁ」

「黙だまれ。スラムの掟おきてを忘れたのか？　いまなら見み逃のがしてやるから消きえ失うせろ」

「ひ、ひぃっ」

　悪漢が這ほう々ほうの体ていで逃げていく。

　その後ろ姿を見送り、巨漢の男へと向き直った。

「……お礼を言った方がよろしいでしょうか？」

「勘かん違ちがいするな。おまえのような奴にスラムでなにかあれば厄介なことになる。俺はそれを避けたかっただけだ。迷惑だからさっさと家に帰りな」

「事情は理解しました。ですがあいにく、私は闇ギルドに用があるのです」

「……闇ギルド、だと。おまえみたいなガキがなんの用だ。闇ギルドがどんなところか分かって言ってるのか？」

　強きよう烈れつな殺気をもって威い圧あつしてくる。

　普通の子供であれば──いや、大人ですらも震えそうな圧力を一身に受けながら、俺はなんと答えたものかと考えを巡らせる。

　この反応と殺気からして、おそらくは相応の地位に就く闇ギルドの人間だろう。

　ゆえに、一番分かりやすい答えは、親に売られて逃げた子供の件と伝えることだ。だが、出来れば彼らの組織力を確認しておきたい。

　であれば、ロイとエマの名前を口にする。

　もしくは──

「ローゼンベルク家の執事。そう言えば用件は伝わりますか？」

　果たして、俺の問い掛けに男は目を細めた。その瞳に納なつ得とくの色が灯ともる。明らかにローゼンベルク家の執事である俺がここに来た理由を理解している。

　──つまり闇ギルドの連中は、逃げた子供達が貴族に保護されたことばかりか、その家がローゼンベルク家であることを知り、その日のうちに連れん絡らく網もうに乗せている。

　ついでに言えば、俺が侯爵家の執事と名乗ったことにも疑問を抱かなかった。見た目が子供の俺が使用人として行動していることまで把握し、連れん絡らく済ずみということだ。

　報告、連絡、相談を即そく時じにおこなうのは訓練された使用人でも難しい。自分の失敗を隠いん蔽ぺい、もしくは挽ばん回かいしてから報告しようといった心理が働くからだ。

　だが、今回の一件を報告した人間は、自分達が追っていた子供達を、執事の恰好をした子供に奪うばわれたと正確に報告している。

　……闇ギルド、俺がゲームで知る以上に組織として機能している。

　ロイとエマに手を出さないように釘くぎを刺さす。お嬢様や俺の安全を考えて、その後は手を切る方向で考えていたが、サブプランを採用した方がいいかもしれない。

　俺は即そく座ざに今後の計画に修正を加える。

「こちらには話し合いで解決する用意があります。この件について話し合える者に会わせていただけますでしょうか？」

「……おまえみたいなガキに交こう渉しようが出来るとは思えんな。逃げた小娘を保護したのはおまえのところのお嬢様だろう？　話し合いをするって言うなら、そのお嬢様を出しな」

「お嬢様はご多た忙ぼうですので、お屋敷に来ていただくことになりますがよろしいですか？　あぁ、あまり大勢で来られてはお嬢様が驚おどろきますので、代表者のみでお願いしますよ」

　こんな危険なところにお嬢様を連れてこられるはずがない──なんて主張しても、あれこれ屁へ理り屈くつをこねられるのは目に見えている。

　ゆえに、相手に同じ要求をすることで牽けん制せいする。

「……ちっ、小こ賢ざかしいガキだ。だが、交こう渉しよう役やくが務まるというのは理解した。ギルドマスターのところへ案内してやるからついてこい。命の保証がなくても構わないのなら、な」

「おや？　あなたは普ふ段だん、他人の命の保証をしているのですか？　もしそうだとすれば、あなたは顔に似合わず、ずいぶんと親切な方ですね」

「ったく、本当に可愛げのねぇガキだな。もういいから黙ってついてこい」

　話題を振ったのはそっちでしょうに──と追つい撃げきを掛けるほど子供ではない。俺は大人しく男の後をついて歩く。ほどなく、小さな酒場へと案内された。

　そこで少し待たされた後、隠かくし扉とびらの向こう側に通される。スラムにあるとは思えないようなしっかりとした部屋だが、その怪あやしい雰囲気は闇ギルドのアジトというに相応しい。

　豪ごう華かなソファでは、過度な装そう飾しよく品ひんを身に着けた筋肉質な男が妖よう艶えんな女性を侍はべらせている。そしてその背後には、隻せき眼がんの優やさ男おとこがたたずんでいた。

　一歩前に進むと、ふわりと甘い香かおりが鼻をつく。

　これは……香こうか。この匂においはたしか──軽い興奮作用がある香だな。

　副作用はなく、それほど強い効果もなかったはずだ。扇せん情じよう的てきな女性との合わせ技わざで相手の平常心を揺さぶり、交渉を有利に運ぶための小細工だろう。

　ちなみに俺が夕方にやってきたのも同じ理由だ。

　逢おう魔まが時ときとも呼ばれる夕暮れ時は、人の精神が不安定になりやすい。意識していればなんと言うことはないが、それを知らない相手になら精神的に有利に立つことが出来る。

　……ま、この分なら相手も知っていそうだがな。

「おうおう、ホントにガキなんだな。俺がギルドマスターのノーネームだ」

　筋肉質な男がニヤリと牙きばを剝いた。

「これはこれはご丁寧に。私はローゼンベルク家のご令嬢にお仕えするシリルと申します」

「話は聞いている。まぁ座れよ」

　俺はその指示に従って対面のソファに腰を軽く下ろす。そうして、筋肉質の男ではなく、背後に控えている隻眼の優男に視線を向ける。

　背後に控える隻眼の優男こそが闇ギルドを支配するノーネーム。正面に座すわる筋肉質の男は影かげ武む者しやであり、護衛でもある。ノーネームの右腕的な存在だ。

　ゲームの設定通りであれば、ノーネームは無実の罪で地位を剝はく奪だつされた元下級貴族だ。

　悪役令嬢として暗あん躍やくするお嬢様の指示を受けた俺が、アリシアに危害を加えるように依頼する相手だが、彼は俺を裏切って王子に密告する。

　それが決定打となって、俺達は処しよ刑けいエンドへと向かう。

　だが、彼が王子に密告したのは、悪役令嬢であるソフィアが家の権力を利用して、下級貴族の娘であるヒロインを陥おとしいれようとしたからだ。

　無実の罪で上級貴族に陥れられた彼は、権力を笠かさに着る貴族を敵視する義ぎ賊ぞくでもある。

　ゆえに、筋さえ通しておけば彼と敵対することはない。処刑ルートを回かい避ひするためにも、ロイとエマを彼らから奪ったことに対する筋を通す必要がある。

「話は他ほかでもありません。あなたの元から逃げた娘を保護しています」

「ほう？　娘を返してくれるとでも言うつもりか」

「いいえ。残念ですが、お嬢様が彼女達の保護を約束いたしましたのでそれは出来ません」

「なら、娘を諦あきらめろと言いたいのか？」

「それも違います。誤解のないように言っておきますが、人身売買についてとやかく口出しするつもりはありません。現時点でエマの所有権があなたにあることは理解しています」

　国の法として認められている訳ではないが、闇社会では当たり前のように人身売買がおこなわれている。お嬢様にはあまり聞かせられないが、それを安易に否定することは出来ない。

　たとえば今回のケース。

　エマを売ってお金を得ることが出来なければ、彼女の家の生活は立ちゆかなかった。そう仮定するなら、人身売買が出来たからこそ、一家揃っての破は滅めつは免まぬがれたのだ。

　まあ……その辺りについては闇が深く、簡単には飲み込めない現実だ。

　それを無理して飲み込む必要はない。重要なのはその有り様の是ぜ非ひでなく、彼らが彼らのルールによって購こう入にゆうしたモノを、権力で奪う訳にはいかないという点だ。

「つまりなにか？　おまえは、娘を買い取るというのか」

「まさか。貴族は人身売買など致いたしません。私はただ、あなたが持つエマの所有権を、金品と引ひき換かえに手放して欲しいとお願いしに来ただけです」

「……はっ、詭き弁べんだな。買うのとなにが違う」

「闇ギルドだって体面にはこだわるでしょう？」

　それと同じことだと告げてやると、影武者の男は鼻を鳴らした。

「この世界、弱みを見せたら付け込まれるからな。良く分かってやがる。それに、筋を通すという意思は理解した。ならば交渉に乗ろう。娘を手放す代金は──金貨三十枚だ」

　スラムの子供の値段はもっと安い。

　おそらく、エマの親が手に入れた金額は金貨一枚にも満たないだろう。

「おっと、仕入値がいくらだなんて言うなよ？　俺が買い取った娘だ。ゆえに、手放す代金がいくらかは俺が決める」

「むろん、異論はございません」

　俺は懐ふところにしまっていた革かわ袋ぶくろの一つを取り出し、それをテーブルの上に置いた。

　ノーネームの影武者は革袋の中身をテーブルにぶちまけ、三十枚あることを確認すると「いけ好かないガキだ」と悪態をついた。

「おまえはローゼンベルク家の使いだと言ったな？　あの兄妹をどうするつもりだ？」

「所有権を手放した後のことなど、気にする必要はないのでは？」

「ぬかせ。俺達にもルールはある。人を売り買いするのは、それがこのスラムにとって必要だからだ。おまえらが非道な目的であの兄妹を欲しているのなら手放すつもりはない」

「──それは、ノーネーム自身の考えですか？」

　俺は影武者ではなく、ノーネーム本人へと視線を向けた。ノーネームは無表情を貫き、影武者はそうだと頷いた。

　俺は「なるほど、悪くない」と口の端はしを吊つり上げる。

「あぁん？」

「彼らはローゼンベルク家で育てます。お嬢様を決して裏切らない忠実な従者として」

「……そうか、なら問題はない。取引は成立だ。これで俺達があの娘について所有権を主張することはない。おまえ達の好きにしな」

「ええ、そうさせていただきます」

　取引成立をもって俺は席を立つ。

　契けい約やく書しよは必要ない。いや、作る訳にはいかないと言うべきか。これはあくまで彼らに筋を通すための行こう為い。子供を買い取った事実など存在しない。

　もし彼らが筋を曲げて難なん癖くせをつけてくるのなら別の対応をするだけだ。ゆえに話は終わりだと立ち去ろうとするが、俺が背を向ける寸前、影武者が俺を呼び止めた。

「待ちな。あの娘の親には、まだ借金が残っている」

「おや？　先ほど支払った三十枚には、その代金も入っていたのではありませんか？」

「あ？　なにを言っている。あの金は、あの娘の所有権を手放すための対価だろうが」

「私があなた方の目的に気付いていないと、思っているのですか？」

「……なんのことだ？」

　ノーネームは無反応。影武者も表情は動かさなかった。だが、影武者に侍っている女性はピクリと反応を示した。彼女も計画を知っているのだろう。

　こちらを揺さぶろうとした小細工が裏目に出たな。

「私に兄妹をどうするかと聞いたのは境きよう遇ぐうを心配したからではなく、自分達の予想が合っているか、計画が実現可能かどうか、それとなく確認するためでしょう？」

　いまのエマとロイは両親に良い感情を抱いていないだろう。

　だが、やむにやまれぬ事情があると知る歳になれば、そうしなければ生きていくことすら出来なかった可能性に気付けば、両親に対する愛情を取り戻すかもしれない。

　彼らの両親はいつか、ローゼンベルク侯爵家へ介かい入にゆうするカードになり得る、かもしれない。

　──だから彼はそれに先んじて、俺がローゼンベルク家の使いであることを念ねん押おしした。

　仮定に仮定を重ねたあやふやな計画。

　計画がハマる可能性は低いが、ハマったときに手に入るカードは強力だ。だからこそ、俺はここで彼らに釘を刺す必要がある。

「私は、彼女らを決して裏切らないお嬢様の従者にすると申しました。あなた方ならその意味を理解できると思っていたのですが──買いかぶりでしたか？」

　本当に理解できないのか、それとも俺を子供だと舐なめているのか。どっちにしても本質を見み抜ぬけないような無能には興味がないと冷めた視線を向ける。

「て、てめぇ……っ」

　影武者が殺気立つが、彼が腰を浮うかせるより前にノーネーム本人が彼の肩を押さえた。それはおそらく、ノーネーム本人の意思表示だったのだろう。

　影武者は息を吐いて、再びソファに深く腰を掛けた。

「良いだろう。その取引に乗ってやる」

「感謝いたします。あなた方とは長い付き合いになりそうですからね」

　俺は恭しく頭を下げて、その場を静かに立ち去った。
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「……たく、生意気なガキだ」

「あら、アタイは可愛いと思うけどね」

　シリルの帰りを見届けるとノーネームの影武者を務めるクィンシーが吐き捨て、彼に侍っているアイリーンが笑った。だが、ノーネームだけは難しい顔をしている。

「どうしたんだ、ギルマス。俺達の思い通りになって良かったじゃねぇか。これで上手くいけば、侯爵家にパイプを持つことが出来るんだぜ？」

「……ああ、そうだな。だが、予定は変へん更こうだ」

　侯爵家の令嬢がスラムの子供達を保護したと知ったとき、ノーネームは一つの計画を立てた。親子の情を利用して、侯爵家の情報を流させるという計画だ。

　相手は親に売られた子供だが、そこは精神が未熟な子供だ。上手く感情を誘ゆう導どうしてやれば、親の愛情を求めるようになると考えていた。

　むろん、貴族が子供達を雇うかどうかは分からないし、子供達が自分達を売った親に本当に情を抱くかどうかも分からない。成功率は決して高くない。

　それでも、成功したときの恩おん恵けいを考えれば試してみる価値はあると考えていた。

　だが──

「あいつ、こちらの計画を見抜いてやがった」

「そうか？　それらしいことを適当に言ってただけじゃねぇか？」

「いや、違う。あいつはそんな奴じゃない。思い出してみろ。おまえが金貨三十枚と言ったとき、あいつは最初から用意していたかのように革袋を差し出しやがったんだぞ」

「……そうだったな」

　娘が売られた金額は金貨にも満たない。娘が自分がいくらで売られたか知っていたとしても、金貨三十枚という数字は絶対に出てこない。

　革袋を複数用意するなどの小細工は可能だが、それでもある程度の予想は必要になる。

「ついでに言えば、その金で親の借金を支払えば良いと言いやがった。俺達があの娘の両親を保護するつもりがあると知らなければ出てこない発想だ」

「──っ、たしかに。……なら、計画は失敗、か」

　クィンシーは悔くやしげに顔を歪ませた。

「いや……そうでもない」

　シリルはそれを理解したうえで、エマ達を決して裏切らない従者に育てると言った。

　真っ先に思いつく対策は、エマ達の両親を闇に葬ほうむること。だが彼は見捨てるのではなく、エマを売った代金で親の借金を補ほ塡てんしろとほのめかした。

　そこから導き出される結論は単純だ。シリルは、エマ達の両親が誰かに利用されないように闇ギルドで保護しろと言っているのだ。

　それによって闇ギルドが得られる実益はなにもない。けれど、両親を保護している限りは、ローゼンベルク家とのあいだにたしかな繫がりが生まれる。

「なんだ、小賢しいことを考えてもしょせんはガキだな。俺達が裏切れば終わりじゃねぇか」

「ただのガキだったらその通り、話は簡単なんだがな」

　ノーネームはシリルとのやりとりを思い出して自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

　買いかぶりでしたかと丁寧な口調で言い放ったシリルは冷たい目をしていた。まるで、こちらのことを全て見み透すかしているような瞳は、ノーネームが気け圧おされるほどであった。

　ノーネームはあのような目をする子供を──いや、貴族時代に出会った海千山千の大人を含めても見たことがない。シリルと名乗った彼は、子供の皮を被かぶった化け物だ。

「なにか、理由があるって言うのか？」

「ああ。あいつが言ってただろ。決して裏切らない味方にする、と。もし俺達が両親を利用しても、娘達が裏切らないように教育する自信があるんだろ」

「あぁん？　だったら結局、両親を保護する意味もねぇだろう？」

「……その通りだ」

　同意しながらも、ノーネームはフッと唇の端を吊り上げる。

　利用されない自信があるのなら、両親の行く末を気に掛ける必要はない。親の借金など知らないと突つき放はなせば良かった。

　にもかかわらず、彼がノーネームに向かって親を保護するように仕向けた理由は一つ。

「この国の闇を理解してなお、情を重んじる、か。汚きたない手てを使えば、ガキ共を決して裏切らない人形にすることなど造作もないだろうに……気に入った」

　無実の罪で身分を剝奪され、ノーネームとなった彼は上級貴族を嫌きらっている。隙あらば傲慢な貴族を破滅させてやろうと思っていたのだが、あの執事とその主あるじは例外のようだ。

「たしかに、長い付き合いになりそうだ」

　楽しくなってきたと、ノーネームは口の端をにぃっと吊り上げた。
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　当主からロイとエマを使用人として育てる許可を得ることが出来た。

　ちょうど王都の屋敷に立ち寄られたときに会うことが出来たのだが、「ソフィアの社会勉強か、なるほど。そういう名目では断ることが出来ないな」と笑われてしまった。

　どうやら、こちらの思おも惑わくは全て見透かされているらしい。

　もっとも、それは予想の範はん疇ちゆうだ。許可が下りたのだから問題はない。問題はスラム育ちの二人に、どこまで礼儀作法を身に付けさせることが出来るかだ。

　少し考えた俺はあのお調子者のメイドに教育を任せることにした。彼女──ルーシェなら融ゆう通ずうも利きくし、常識の違う二人にも上手く教育してくれるだろう。

　二人の件について方針が決まれば、次に取り組まなくてはいけないのは入学の準備だ。新入生代表の挨あい拶さつは、試験を主席で合格したお嬢様が務めることになっている。

　挨拶文について確認を取ろうとしたのだが、「シリルには内ない緒しよです」と断られてしまった。

　少し驚いたが、お嬢様は自分で物事を判断できるようにならなければいけない。いまのお嬢様なら失敗するとは思えないし、今回の一件は良い経験になるだろう。

　そう判断した俺は、お嬢様が一人で挨拶文を作ることに教育係として許可を出した。




　それからあっという間に日々が過ぎ去り、入学式の当日がやって来た。

　いつものようにお嬢様の部屋の前へと迎えに行く。けれど、ルーシェを通じて、エントランスホールで待っていて欲しいと追い返された。

　俺はその言葉に従い、エントランスホールにてお嬢様がやってくるのを待っていた。ほどなく、背後から忍しのび寄よる人の気配を感じて振り返る。

「──お嬢様？」

　振り返った俺は不覚にも言葉を失った。

　刺し繡しゆうをあしらった上品なブラウスに、コルセット風のウエストからふわりと広がるロングスカート。少しデザインに手を加えた、学園の制服を身に着けたお嬢様がそこにいたからだ。

　ゲームのお嬢様より三歳年下で、制服も高等部と中等部で少しデザインが違う。

　けれど、煌きらびやかなエフェクトが加えられたゲームのスチルよりも、いまのお嬢様の方がずっと美しい。悪役令嬢っぽさがなくなり、真っ赤な薔ば薇らのような美しさを纏っている。

「とても綺麗ですよ、お嬢様」

「……本当ですか？」

「自分が社交界に舞い降りた聖女だと噂されていることをご存じありませんか？　いまのお嬢様を見れば、誰もがその噂は真実だと思うでしょう」

「……他の方の言葉ではなく、シリルの言葉を聞かせてください」

　第二王子すら虜とりこにしたというのに、アメジストの瞳は不安げに揺れている。ゲームに出てくる三年後の姿よりも大人びている彼女だけど、こういうところは年相応だ。

　だが、それにも原因はある。

　お嬢様の周りにいるのは、彼女に愛情を注いでいる両親と使用人達。外で知り合う者達も、ローゼンベルクの威い光こうに気を使う者達ばかり。

　たとえお嬢様が醜みにくくとも、美しいと口にするだろう。

　そういうことが分からない子供なら、お世辞であっても増長していただろう。だがお嬢様は自分の立場を理解している。だからこそ、賛美はお世辞かもしれないと思おもい悩なやむ。

　少し考えた俺は、使用人達の意識がこちらに向いていないことを確認して、「御お髪ぐしが乱れています」とお嬢様の髪に触ふれて顔を寄せ──

「俺の育てたお嬢様が可愛くないはずがないだろ？」

　お嬢様の耳元で囁ささやいた。

「シリ、ル……？」

　お嬢様はパチクリと瞬まばたいた。

　そんなお嬢様に向かって、俺は人差し指を自分の唇に押し当てた。

「私がこんなことを言ったなんて内緒ですよ？」

「……はい、はい！」

　蕩とろけるような笑顔を浮かべる。お嬢様はまた少し、その身に纏う艶つやを増した。大切に育てた温室の薔薇のように、いつかは大輪の花を咲さかせるのだろう。
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「ねぇ、シリル。馬車までエスコートをお願いできますか？」

「仰せのままに、お嬢様」

　差し出された手を取って、お嬢様を馬車に案内しようとする──寸前、俺の手を握り返したお嬢様に手を引かれた。

　普通ならなんてことはないが、お嬢様は護身術の手ほどきを受けている。上手くバランスを崩くずされた俺は、とっさに足を出して踏みとどまった。

　前ぜん傾けい姿し勢せいになった瞬間、お嬢様が俺の耳元に顔を寄せた。

「ねぇシリル。もっともっと、私のことを可愛く育ててね。私が、想い人に振り向いてもらえるくらいに。……約束よ？」

　お嬢様はいたずらっ子のようにはにかんで、スカートの裾を翻ひるがえして馬車へと駆かけていった。




　その後、ご機き嫌げんなお嬢様と共に馬車で登校し、案内板に従って講堂へと移動する。

　講堂には新入生の他に、初等部から上がってきた生徒。そして中等部の先せん輩ぱい方がたが一堂に会している。近くの生徒達が一いつ斉せいにお嬢様に視線を向けた。

　侯爵家のご令嬢で、誰よりも美しい外見を持つ。そんな彼女が他者を圧あつ倒とうしてのトップ成績で、学年の主席となれば注目されないはずがない。

「注目されていますね」

「きっとシリルが隣となりにいるからですね」

「……なぜそうなるんですか」

「シリルって、自分のことになると意外と鈍どん感かんですよね」

「それは私のセリフですよ、お嬢様」

　どう考えても、注目の的なのはお嬢様である。

　だが、注目を気にしても仕方がないという意味では間違っていない。俺は「新入生代表の挨拶の準備は出来ているのですか？」と問い掛けた。

「もちろんです。内容は聞いてからのお楽しみ、ですよ」

　ソフィアお嬢様はイタズラっぽく笑うが、新入生代表の挨拶で面白くはならないだろう。そんなことを考えながら、お嬢様のお供として舞台袖へと移動する。

　それから係の先生と軽い打ち合わせを済ませ、準備を終えたソフィアお嬢様が俺を見た。

「シリル、席に戻ってください」

「ですが……」

　俺はお嬢様の専属執事──そう口にするより早く、お嬢様が首を横に振った。

「あなたもこの学園では学生です。それになにより、シリルには舞台袖ではなく、あの席からわたくしのことを見ていて欲しいんです」

「……かしこまりました」

　恭しく頭を下げ、係の先生に後のことをお願いして踵を返した。




　席に戻ると、到とう着ちやくが遅おくれたからか周囲の生徒から注目を集める。だが席に着くとそんな視線も外れ、講堂は再び喧けん噪そうに包まれていく。

　お嬢様の登場を待っていると、周囲の喧噪に異質な声が混じっていることに気付く。意識を向けると、彼らの会話が耳に入ってきた。

　どうやら、彼らは代表の挨拶をするのが第二王子でないことに不満を抱いているらしい。

　ただ、代表の挨拶をするのも上級貴族だから問題ないとの意見もある。どうやら彼らは、平民に対してあまり良くない感情を抱いている。

　選民思想を持つ貴族だろう。

　作中にそういう派閥があるというだけで、代表する存在が登場した訳ではない。ゆえに、それほど大きな勢力ではないはずだが、お嬢様にとっては注意するべき存在だ。

　作中のお嬢様はメイドに嫌いやがらせを受けて育ったこともあり、平民にあまり良い感情を抱いていなかった。そのため、そこを選民派の連中に利用される展開がある。

　とくに、ラクール商会長の息子、リベルトがヒロインに接近したときは要注意だ。

　選民派は平民が大きな力を持つことを良しとしない。それゆえリベルトに嫌がらせをおこなうのだが、その罪をお嬢様が着せられてしまうエピソードが存在する。

　闇ギルドはこちらが横暴貴族に成り下がらなければ敵対することはないが、選民派は平民を陥れるためにソフィアお嬢様を利用する可能性がある。

　ある意味で、彼らは闇ギルドよりもたちが悪い。

　ヒロインが入学してくるのは三年後なので当面は大丈夫のはずだが……気がかりもある。

　俺の行動によって、お嬢様をはじめとした周囲の行動がゲームと変わってきている。いずれは、俺の知るゲームとはまったく違う展開も訪れるかもしれない。

　そういった意味で、選民派は要警戒だ。

　なにより、ゲームの選民派はもっと鳴りをひそめていた。少なくとも、公共の場で選民思想な会話が聞こえてくるほど目立つ存在ではなかったはずだ。

　これがゲームの設定通りに三年で変わるのか、それとも既すでに未来が変わり始めているのかは定さだかじゃないが、どちらにしても彼らに目を付けられないことが肝かん要ようだ。

　新入生代表の挨拶で下手なことを言わなければ大丈夫なはずだが……しまったな。こういったことを予想して、挨拶の内容を確認しておくべきだった。

　……いや、お嬢様なら大丈夫だ。

　それに、お嬢様が俺に相談せずにスピーチをすると決断したのだ。俺の仕事はそれを止めることでもなければ後こう悔かいすることでもない。

　後に起こりうる問題を想定して対策を立てることだ。

　そのためにもまず、お嬢様の挨拶に耳を傾けるとしよう。

　そんな風に決断して、お嬢様の登場を待つ。

　ほどなく、声を遠くに伝える魔導具により新入生代表の挨拶が告げられる。それに伴い、制服を纏ったソフィアお嬢様が姿を見せた。

　お嬢様が一歩進むたびに、プラチナブロンドの髪がステージを照らす魔導具の光を反射して煌めいている。彼女の洗練された佇まいも合わさり、幻げん想そう的てきな雰囲気すら纏っている。

　光の精せい霊れいに愛されたお嬢様は、穏おだやかな物もの腰ごしで壇だん上じようへと上がった。

　魔導具の拡声器を前に、お嬢様はゆっくりと客席を見回した。

　俺と視線が交差したように感じたのはおそらく気のせいではないだろう。お嬢様が小さな微ほほ笑えみを浮かべると、その美しさに周囲から大きな溜ため息が漏れた。

「みなさん、初めまして。わたくしはソフィア・ローゼンベルクと申します」

　透とう明めい感かんのある、それでいて聞く者を安心させるような声が講堂を包み込んだ。幼少期からボイストレーニングを受けたお嬢様は、声の魅み力りよくにおいても群を抜ぬいている。

　誰もが彼女の声をもっと聴きたいと耳を澄すませる。

　そして──

「わたくしは本来、ここに立つべき人間ではありません」

　笑顔と共に、穏やかな口調で言い放った。

　表情や口調もあいまって、彼女がなにを言ったのか最初は誰も理解できなかった。だが、その言葉を皆みなが理解すると共に、講堂にざわめきが広がっていく。

「子供の頃のわたくしは孤こ独どくで、両親に愛されていないのだと思い込んでいました。自分の意見を口にすることが出来なくて、メイドに嫌がらせをされたこともあります。引っ込み思案で情けない子供。それが本来のわたくしでした」

　オジョウサマハ、ナニヲイッテルンデスカネ。

　色々と予想外すぎて口から魂たましいが漏れ出しそうになる。そんな俺を置き去りにして、お嬢様は「そんなわたくしに手を差し伸べてくれた人がいます」と口にする。

　刹せつ那な、お嬢様の瞳が俺を捉とらえた。

「その人のおかげで、わたくしは両親に愛されていることを知りました。その人が様々なことを教えてくれたから、わたくしはいまこの場に立っています。ですから、わたくしはその方の代わりを果たせるように、新入生代表の挨拶を務めさせていただきます」

　……いまのは前置きで、挨拶はこれからだったようだ。

「穏やかな風が舞うこの季節、わたくし達はこの学園に迎えていただきました」

　その言葉のごとく、穏やかな風のように透すき通とおった声が講堂を吹ふき抜ぬけていく。本題となる挨拶はお嬢様らしく、それでいて新入生代表に相応しい挨拶だった。

　最初はどうなることかと思ったが、ひとまず安心だ。周囲に広がっていたざわめきも、お嬢様の挨拶が始まると同時に収まっていった。

　だが、前置きであんなことを言った新入生代表は初めてだろう。色々な意味で鮮せん烈れつな印象を残すことになったが……それよりも発言の内容が問題だ。

　ソフィアお嬢様を知る者であれば、〝その人〟が平民の執事であると気付くだろう。だが、なにも知らない者であれば、メイドに嫌がらせを受けたと口にした彼女を誤解する。

　お嬢様が平民に敵意を抱いていると誤解しても不思議ではない。

　選民派の連中が、お嬢様が同志だと接触してくる可能性がある。否定すれば彼らに敵として認定される可能性が高く、肯こう定ていすればゲームのように濡ぬれ衣ぎぬを着せられる可能性が高い。

　面めん倒どうなことになったが、万ばん難なんを排はいしてお嬢様を幸せにするのが俺の仕事だ。この程度の問題でお嬢様の学園生活に影かげを落とさせるつもりはない。

　必ず、お嬢様をハッピーエンドへと導いてみせる。

　……それより問題なのは、お嬢様が本来あの場に立つに相応しいのは俺だとほのめかしたことだ。受験会場で挑ちよう発はつされたとき同様、俺を日ひ陰かげに置いておくつもりはないらしい。

　自ら表おもて舞ぶ台たいに上がるつもりはないが、お嬢様の目が曇くもっていると思わせる訳にもいかない。彼女の言葉が正しいのだと、行動をもって示す必要がありそうだ。
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　学園には三つのコースが存在する。

　まずは、貴族階級が学ぶコース。帝てい王おう学がくを筆頭に、礼儀作法やダンス、芸術全ぜん般ぱんなど、社交界で必要となる知識も含まれている。

　続いて、平民が学ぶコース。こちらは経済学などが中心で、礼儀作法などは貴族と関わる際に必要となる最小限に留とどめられている。

　最後に、貴族に仕える者達が学ぶコース。使用人は仕える相手によって求められるスキルが変わってくるため、学園では幅はば広ひろい知識を学ぶことになる。

　余談だが、この国の識字率や教育水準は決して高くない。王都の学園に通う平民は、この国で暮らす平民におけるエリートに位置づけられている。

　話を戻そう。

　さきほど挙げた三つのコースは、それぞれが成績順にクラス分けされている。

　試験でトップの成績を収めたソフィアお嬢様は、当然クラスでもトップなために、学年の主席であり、貴族コースのＡクラスの主席となる。

　試験で二番だった俺は学年の次席であり、使用人Ａクラスの主席という訳だ。

　だがコースが違うため、俺がお嬢様と接触する機会は少ない。

　登下校の送り迎えや、昼休みなどはお嬢様のお世話をすることが出来るが、休み時間や授業中のお世話はお嬢様付きのメイド──ルーシェ達に任せることになっている。

　ただ、いままでだって四六時中側そばにいた訳ではないので、極きよく端たんにお世話する時間が減るようなことにはならない。感覚的にはいままでと変わらないはずだ。

　それよりも、お嬢様の処刑エンドを回避し、ハッピーエンドに導くことが重要だ。そして、そのために気を付けなくてはいけない当面のポイントがいくつか存在する。

　もっとも重要なのは、選民派や庶民派との距離の取り方だ。

　選民派と関わるとろくなことにならない。お嬢様が闇堕ちしていなくとも、罪を擦なすり付つけられて罰ばつせられる可能性が否定できない。だが、庶民派に近付きすぎると選民派を真っ向から敵に回すことになる。ゆえに、情勢を見てバランスを取る必要がある。

　続いて第二王子と良好な関係を結ぶことも重要だ。

　作中のお嬢様が処刑されたのは王族を敵に回した影響が大きいので、第二王子と仲良くしておくことが処刑回避の鍵かぎとなり得るだろう。

　最後に、お嬢様を闇堕ちさせるような要素の排はい除じよも忘れてはならない。

　どういう訳か、お嬢様の好意が俺に向いている。アリシアがおらずとも、思ってもみないことが切っ掛けになって、お嬢様が闇堕ちする可能性が否定できない。

　また、お嬢様の本来の想い人が王子であることも忘れてはならない。

　王子と同じクラスであるため、原作通りにお嬢様が王子に惹ひかれる可能性もある。そうなったときは、お嬢様の闇堕ちの条件が変わってくるだろう。

　それらの問題に注視しつつ、俺にはやらねばならないことがある。

　そもそも、ゲームの俺達が破滅したのは、悪事を働く過程で仲間に裏切られたから。いまの俺やお嬢様が悪事を働くことはないが、信しん頼らいできる味方を作ることが重要だ。

　そのためにも、俺はまず自分のクラスでの立場を確立させる必要がある。クラスで孤こ立りつなんてことになったら、不要な敵を作ってしまうかもしれないからな。




　そんな訳で、学園生活が始まった初日。

　お嬢様をクラスに送り届けた俺は、使用人のＡクラスを訪れた。既に多くの生徒達が集まっていて、いくつかのグループが出来上がっている。

　どこかの会話に参加しようと周囲を見回すと、ちょうどこちらに視線を向けているクラスメイトと目が合った。

　見た目は素そ朴ぼくそうな茶ちや髪ぱつの少年だが、その青い瞳の奥に油断ならないなにかを感じる。ゲームでは使用人コースに重要人物はいなかったはずだが──と、その少年の顔がぶれた。

　その意味を理解するより早く、彼は後頭部を抱かかえて涙なみだ目めになる。

「いってぇ。クロエ、なにしやがるっ！」

「馬鹿ルーク、あんたが嫉しつ妬とで初対面の相手を睨みつけているからでしょうが。ごめんね。えっと……シリルくん、だったわよね。こいつ、あなたの成績に嫉妬してるのよ」

　勝ち気そうな栗くり毛げの少女が言い放った。

　──ようするに、ルークという少年が嫉妬で俺を睨み、クロエと呼ばれた少女がそれに気付き、咎とがめる意味を込めてルークの後頭部を叩いたと言いたいらしい。

　妙みように説明口調だったり、色々と気になるが……ひとまずは話を聞いてみよう。

「ずいぶんと仲が良いようですが、二人は以前からの知り合いなのですか？」

「馬鹿ルークとは幼おさな馴な染じみよ。残念ながら、ね」

「なるほど、腐くされ縁えんですか」

　クロエと呼ばれた少女に敵意はなさそうだ。

　問題はルークと呼ばれていた少年の方だが──と視線を向けると「俺はルークだ。よろしく頼むぜ」と気さくな挨拶が返ってきた。

　それを皮切りに、互たがいのことを話す。そうして得た情報によると、彼らはとある貴族令嬢に仕えるために、この学園に入学したらしい。詳細はぼかしてはいたが、どうやら親を失って保護された平民。大おお雑ざつ把ぱにいうと、エマやロイの未来の姿に少しだけ似ている。

　とまぁ、そんな話をした訳だが、ついに敵意は感じなかった。いくつか疑問点は残っているが、基本的には悪い人間ではなさそうだ。

「まぁとにかく、これから一年同じクラスで学ぶんだ、よろしく頼むぜ」

「そうね。よろしくね、シリル」

「ええ、こちらこそよろしくお願いします」

　二人の好意に笑顔で応じる。入学式で選民派の影がちらついたときはどうなることかと思ったが、どうやら学園での生活は順調な滑すべり出しとなりそうだ。

「みなさん、席に着いてください」

　不意に入り口の方からそんな声が上がる。視線を向けると、開け放たれた入り口から、教師らしき中年の男が入ってくるところだった。

　記き憶おくにある顔に軽い驚きを覚えるが、まずは席に着くのが先だ。とくに席は決まっていないようなので、俺は素す早ばやく空いている席に座る。

　他のクラスメイト達も同じく、即座に近くの席に着いた。その辺りの機き敏びんな動きは、さすが使用人コースのＡクラスといったところだろう。

「皆みな様さま、わたくしの受け持つクラスへようこそ。ここにいるということは、貴方達はこの学園でもトップエリート。もはや立派な使用人です──と、言うとでも思ったか？」

　教師が温和な態度を豹ひよう変へんさせる。

　名乗らなかったが、彼の名はトリスタン。俺の伯お父じにあたる人物だ。

　ローゼンベルク家に仕える執事として育てられた人物だが、学年の主席として過ごす学園で王族に気に入られ、そのまま王弟の専属執事となった。

　非常に優秀な人物だが、見ての通り一ひと癖くせも二ふた癖くせもある性格の持ち主。若々しい容姿だが、設定通りなら三十代後半だったはずだ。

　ブラウンの髪に漆しつ黒こくの瞳。教きよう壇だんに立つトリスタンの姿はゲームのスチルとほぼ同じ。彼は光と闇のエスプレッシーヴォにおける、アリシアの攻略対象だ。

　ちなみに、前世の姉はトリスタンのコスプレをするレベルのファンだった。そんな姉のコスプレは再現度が高かったようで、こうして見ると仕草までもが似ていることがうかがえる。

　実際に目のあたりにするのは初めてだが、実に渋しぶい雰囲気を纏っている。さすが年上好きの女性から圧倒的な人気を誇っていただけのことはある。

　そんなオラオラ系の彼が、なにも知らない新入生に対して牙を剝いた。

「入学試験で上位だったかも知らねぇが、それは中等部での話だ。自分が特別だなんて舐めた考えをしてたら、あっという間に落ちこぼれるぜ」

　転生者である俺には、その言葉が事実であると分かる。

　いまの俺は学年次席。使用人コースにおいては間違いなくトップの成績を誇っているが、前世では普通の学生だった。今のまま大人になったとしても、お嬢様の専属執事として相応しいとは言えない。これからもっともっと精しよう進じんする必要がある。

　だが、そう思えるのは俺が転生者だからだ。そうでない者の多くにとっては受け入れ難い事実だったのだろう。先生に対する敵てき愾がい心しんのようなものを滲ませる。

「おうおう、どいつもこいつも納得いかないって顔をしてやがるな。そこのおまえ、言いたいことがあるのなら言ってみろ」

「……いえ、先生の言葉に反論するつもりはありません」

　指名された生徒はそう答えた。

　文句がないのではなく、文句を口にしないことが正しい対応だから我が慢まんしている──と、そういった本音が透けている。

「なら命令だ。構わねぇから言いたいことがあるのなら言ってみな」

「……それは」

「ほらほら、こんな機会滅めつ多たにねぇぜ？　それとも、おまえは必要に迫せまられてすら、自分の意見を言えないタイプか？」

「……む。そこまで言うのなら言わせていただきますが、僕は既にお屋敷で働いています。実際に働いて磨き上げた技術が中等部でしか通用しないとは思いません」

「ふっ、なるほど。てめぇじゃなくて、周囲の連中に原因があるのか」

　彼の自尊心を一太刀で斬きって捨てる。

「どういう意味ですか？」

「分からないのなら教えてやる。おまえが通用しているのは、おまえが子供だからと、周囲が甘く接しているからに他ならねぇ。そんな考えじゃ、いつか酷い目に遭あうぜ」

「な、なにを根こん拠きよに。貴方が僕のなにを知ってるって言うんですか」

　彼はプライドを傷付けられたのか、その表情を引ひき攣つらせる。

「たしかに多くは知らねぇよ。だが、礼儀作法83点、ダンスの成績が76点だったことは知ってる。そして、それだけ分かれば十分だ」

「どういうことですか？　僕の点数は、クラスでも上位のはずだ」

「だから言ってるだろ。中等部で上位だからって大したことねぇって。あの程度の試験、プロの使用人なら満点を取れて当然なんだよ」

「……そこまで言うからには、先生はさぞ素晴らしい点数をお取りになったんでしょうね」

「あ、俺？　俺は全教科満点での主席合格だよ」

　その言葉に俺を除く全ての生徒が息を吞のんだ。

　満点で合格した人物は、この学園でも語り草になっている存在ただ一人。王族にスカウトされた伝説の執事トリスタンしかいないと、使用人を目指す者なら誰だって知っている。

　生徒達はいまこの瞬間、目の前の教師こそがトリスタンだと理解した。

「ま、まさか、トリスタン様とは知らず、無礼の数々、お許しください！」

　不満な態度を見せていた少年が真っ青になって頭を下げる。トリスタンの優秀さを知らない者はいない。王族に仕える執事、そんな彼を批判したとなれば慌てるのも当然だ。

　だが、トリスタンは呆あきれたような顔をする。

「おいおい、〝様〟って。俺はただの執事──いや、いまは教師だけどな。それに当時の俺は全教科満点の主席だったが、いまのおまえらとなんにも変わらねぇよ」

「それは……どういう？」

「当時の俺は、自分が特別だって浮かれてただけのガキだってことだ。満点での主席合格だなんてもてはやされても、蓋ふたを開けてみりゃ苦労と失敗の連続だ」

　上から目線で語って反発させ、正体を明かして生徒達に失敗したと思い込ませる。

　そのうえで、自分も過去に同じ失敗をしたのだと寄り添ってみせる。トリスタンの狡こう猾かつな手口に、さっきまで敵意すら抱いていた生徒達の瞳に憧どう憬けいが滲む。

　たいした人心掌握術だ。

　当時十二歳のトリスタンが、王子の専属執事に抜ばつ擢てきされて苦労した話と、いまの彼らの失敗が同列とは思えないが、この流れで指し摘てきするのは野や暮ぼというものだろう。

「まっ、そんな訳で、おまえ達もこれから多くの失敗を重ねるだろう。だが、気にすることはない。学園での失敗なら俺がフォローしてやれるからな。安心して挑ちよう戦せんしろ」

「あ、ありがとうございます。これからよろしくお願いします！」

「良い返事だ。あと、さっきは厳しいことを言ったが、おまえらが優秀なことに変わりはない。さっそく、おまえ達の実力を他の連中に見せつけてやれ」

　彼は黒板に『新入生歓かん迎げいパーティーの設営』と綺麗な字で書き上げた。

「新入生歓迎パーティーは一ヶ月後におこなわれる。本来新入生は歓迎される側だが、おまえら使用人のＡクラスだけは別だ。その設営を任されるという栄えい誉よが与えられる」

　なるほど、歓迎の意味を込めてパーティーの準備を任せてくれるという訳か。使用人コースには相応しい歓迎方法だな。

「その準備は全ておまえ達に一任される。その結果は他の使用人クラスの連中に見られるだけでなく、同学年の貴族や平民、全てに見られることになるぞ」

　クラスのあちこちからゴクリと生なま唾つばを飲み込む音が響いた。学生のうちに失敗して学べと言った直後にプレッシャーを掛けてくるとはなかなか鬼き畜ちくだ。

「──ところで、シリルはどいつだ」

　名前を呼ばれた俺は手を挙げて応じた。伯父と甥おいの関係だが、こうして実際に会うのは初めてなので、向こうは俺の顔を知らなかったようだ。

「ほう、おまえがシリルか。試験で派手にやらかしたらしいな」

「……とくにやらかした記憶はありませんが」

「ふっ、まあそういうことにしておいてやろう。とにかく、おまえがこのクラスの主席だ。クラスメイトを纏め上げ、新入生歓迎パーティーを見事成功させて見せろ」

「──承りました」

「待ってください！　どうしてそいつがクラスの主席なんですか」

　俺が応じるのとほぼ同時、反論の声が上がった。

　視線を向けた俺はなるほどと呟く。反論の声を上げたのは赤あか髪がみの少年。試験会場で絡んできたライモンドだ。やはり、同じＡクラスにいたらしい。

「シリルが主席の理由？　このクラスで一番の成績、学年全体で見ても次席だからだが？」

「そんなはずありません！　そいつはダンスの成績が51点だったんですよ！」

　ざわりとクラスがざわめいた。耳を澄ますまでもない。51点なんて点数の奴が次席なんておかしいといった声が聞こえてくる。

　実技試験の試験結果は、そのグループごとに張り出されていた。俺が他の試験で全て満点を取っていることを知らない者が大半なんだろう。

　意味ありげな笑えみを浮かべている者もいるので、事情を知っていたり、状況を察して黙っている者もいそうだ。ライバルに塩を送るつもりはない、と言ったところだろうか。

「ふむ……その件か。たしかに俺も、こいつのことは気になっているんだよな。どうしておまえは、百点満点の試験で51点なんて点数を取ったんだろうな？」

　ちょうど半分で試験を放ほう棄きしたので点数は半分。事実上の満点を超こえている理由を聞いているのだろう。だが、事情を知らない者にはそうは聞こえない。

　周囲の連中は、先生すら俺の不正を疑っていると思っただろう。

　この状況を収めるのは簡単だ。

　俺がダンスで51点だった理由を話せば良い。

　だが、それはトリスタン先生にとっても同じことだ。俺が事実上の満点を超えていることを彼が話せば、この場を収めることは簡単だ。

　にもかかわらず、不正を疑っていると誤解されるようなことを口にした。

　その理由は考えるまでもない。彼は名乗ることなく挑発して、失敗させるように生徒達を誘導して、情報不足な状況下での不用意な行動に対する反省を促した。

　そしていまもまた、俺の試験が51点だった理由を明かさずに生徒達を煽あおっている。

　失敗して学べ。そして学園での失敗なら俺がフォローしてやると彼は言った。つまり、それが彼の教育方針であり、最初のケースが練習問題なら、このケースは応用問題だ。

　だからといって俺が先生の片棒を担かつぐ必要はないのだが、俺が事実上の満点以上であることを言い触らせば、お嬢様の栄誉に影を落とすことになる。

　ゆえに、俺は先生の思惑に乗ることにした。

「なぁ、シリル。なぜだと思う？」

「さぁ……私は試験官ではありませんので、どういう採点が成されたのかは存じません」

「ふっ。そうか……なら、今回の設営でその実力を証明して見せろ」

　承りましたと頭を下げる。

　だが、ライモンドをはじめとした一部の生徒は納得していない。トリスタン先生に向かって、考え直して欲しいと訴え掛ける。

「分かった分かった。なら、納得できない奴は手を挙げろ」

　トリスタン先生の問いに三分の二ほどの生徒が手を挙げたが、ルークやクロエをはじめとした残りの生徒は手を挙げていない。

　納得できない生徒が意外と少ないというのが俺の率直な感想だ。

　俺が実際に次席に足る成績であることを知っている者はそう多くはなさそうだったが……トリスタン先生の判断を信じたか、もしくはさっそくさきほどの失敗を活いかしたのか。

　さすがＡクラス。優秀そうな生徒が揃っている。

「ふむ……まぁちょうど良い人数差だろう。いま手を挙げた奴は中庭の会場の設営をしろ。手を挙げなかった奴らはシリルのもとでメイン会場の設営だ」

「かしこまりました」

　ライモンドと競って実力を証明しろというのなら望むところだと応じる。だがライモンドは、どうして人数の多い自分達がメインではないのかと嚙かみついた。

「クラスの主席はあくまでシリルだからな。それに……中庭の会場が、メインの会場よりも評判が良ければ痛快じゃないか？」

　主にメイン会場に足を運ぶのは貴族が多く、中庭は平民が多い。

　もし中庭の方が立派なら問題になるだろう。そしてそのときは必ず、俺とライモンドが別々に設営したことが話題になる。俺の名めい誉よは地に落ちるという訳だ。

　トリスタン先生自身がそれを望んでいるかのような口ぶりでライモンドを煽り──

「分かりました。俺が必ずそいつの化けの皮を剝がしてやります」

　ライモンドは見事に食いついた。

　クラスの対立を収めるのではなく激化させ、生徒達の成長を促す。さすがはオラオラ系人気キャラ、その優秀さと奇き抜ばつさで王族に引き抜かれたというだけのことはある。

　悪くない。

　俺もお嬢様の意向に従い、自分の実力を証明する必要があると思っていたところだ。

　後始末は先生がしてくれるとのことだが、このチャンスを逃のがす手はない。お嬢様の専属執事としての実力を見せつけたうえで、ここからクラスを一つに纏め上げてやる。
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　俺達が処刑される未来を回避し、お嬢様を幸せへと導くことが長期目標。だがその前に、お嬢様の専属執事として相応しい実力を証明しなくてはならない。

　前世の記憶というアドバンテージがあるだけで、俺は決して天才ではない。

　けれど、自分の執事が最高であることを証明しろとお嬢様が口にした。その期待を裏切るなんて出来るはずがない。天才でなくとも、お嬢様の専属執事は最高であると証明する必要がある。

　その機会は思った以上に早く巡ってきた。新入生歓迎パーティーの設営を歴代の誰より上手くこなせば、お嬢様の信頼に応こたえられるだろう。

　だが、クラスの代表に選ばれたものの、人心掌握はまったく出来ていないという最悪の状況からスタートしている。反発した者達は別のグループとなったが、俺のグループに入った者も決して、俺を信頼している訳ではないだろう。

　いずれは、このクラス全員を纏め上げる必要がある。

　だが、パーティーの設営を成功させることが先決だ。それには、俺と同じグループになった彼らの信頼を勝ち取る必要がある。

　そう考えた俺は、メイン会場の設営をする仲間達を休み時間に集めた。

「集まってもらったのは他でもありません。メイン会場の設営について役割を分担したいので、みなさんの得意なことと、やりたいことを教えてください」

　そうお願いすると、集まったクラスメイト達から困こん惑わくの表情が浮かんだ。予想通りの反応を前に、俺はどうしましたかと問い掛ける。

　それぞれが顔を見合わせ、やがてルークが手を挙げた。

「シリル、おまえが指揮を執とるんだよな？」

「ええ、そのつもりです」

「なら、なにをしたいか訊きくのはどういう訳だ？　パーティーの設営を成功に導くなら、それぞれに得意なことをさせるのが一番だろ？」

「たしかに、最大限の能力を発揮するのならそれが最善ですね。ですが、みなさんがここに通っているのは、様々なことを学ぶためでしょう？」

　パーティーの設営は本番だが、同時に経験を積む練習の場でもある。

　少なくともトリスタン先生は、いまのうちに失敗して学べと言っていた。失敗するつもりはないが、成功を優先してクラスメイトの学ぶ機会を蔑ないがしろにするつもりもない。

　そのことを伝えると皆が歓かん声せいを上げ、次々に自分の特技とやりたいことを訴える。どうやら、設営で自分のやりたいことに挑戦できるとは思っていなかったようだ。

　俺はそれらの意見を纏め、皆がやりたいことを担当しつつ、特技でほかの者をサポートできるように仕事を割り振っていく。

　最後に残すのはルーク一人となった。

「ルークはなにをしたいのですか？」

「俺は皆を統とう括かつする経験がしたいんだが……さすがに無理だよな」

「おや、そうでしたか。では、私の補ほ佐さをするのはいかがですか？　直接指揮をすることは出来ませんが、補佐として他人の指揮を見ることで学ぶこともあると思いますよ」

「……良いのか？」

「もちろん、ルークがそれで良ければ問題ありません」

　ルークは「なら、ぜひ補佐をさせてくれ」と言って鼻の下を指で擦こする。どうやら、俺の案は受け入れてもらえたようだ。

　他の者達は問題ないだろうかと周囲を見回すが、彼らもやる気に満ちた顔になっている。

　ひとまず、彼らが納得するだけの環かん境きようを提供できたようだ。今後も代表として彼らに見放されないように精進していくとしよう。

　とまぁ、この調子でさくさくと設営をしたいところだが、パーティーは一ヶ月ほど先なので、設営に割り当てられた時間も最初は多くない。

　午前中は通常の授業が続く。

　授業では使用人に必要な知識を学ぶのだが、使用人には様々な場面でのサポートが求められる。

　掃そう除じや洗せん濯たく、料理といった家事全般に始まり、備品の買い付けなどの仕事。主人の書類仕事を手伝うこともあれば、パーティーでの選曲を任せられることもある。

　中には一つのことに特化した使用人も存在するが、一いつ般ぱん的てきな使用人はスペシャリストではなくジェネラリストであることが求められる。

　ゆえに授業は広く浅く、足りない知識は自分で補えと言わんばかりのペースで進んでいく。

　──などと言うと大変そうに思えるかもしれないが、いま習っている内容の大半は俺が独学で学び、お嬢様に教えた内容ばかりなのでとくに大変ということはない。

　別の観点からの意見を聞いて見識を深めていく。

　淡たん々たんとこなしているうちに、あっという間に午前の授業は終わった。




　昼休み。

　俺は早々に昼食をとり、お嬢様のクラスを訪ねた。さすが貴族が通うクラスというだけあって、入り口には護衛や使用人が控えている。

　お嬢様のお世話をしに来たと使用人に伝えて教室に通してもらう。お嬢様はちょうど、筆記用具を片付けているところだった。

「あら、シリル。昼休みは来なくても大丈夫だと伝えたはずですよ？」

「私はお嬢様の専属執事ですから」

　使用人コースのクラスではゴタゴタがあったので、お嬢様も厄介事に巻き込まれていないか心配になった──とはもちろん口にしない。

「ありがとう、シリル。では紅茶をお願いしようかしら」

「かしこまりました」

　そんなやりとりをすると、周囲にいるご令嬢方がなにかを囁き始めた。

　小さな声で部分的にしか聞き取れないが、主人思いの学生執事がどうのと話しているようだ。言われてみると、俺の他に学生を兼ねる使用人は見当たらない。

　中等部の生徒で、既に誰かに仕えている使用人が珍しいのかもしれない。

「ふふっ。シリルは主人想いなだけではなく、紅茶を淹いれる腕も一流なんですよ。みなさんも良ければ一いつ緒しよにどうですか？」

「まぁ、よろしいんですの？」

　ご令嬢方の期待する目がソフィアお嬢様に集まった。

　とはいえ、俺の紅茶の腕を期待した訳ではないだろう。おそらくは、ソフィアお嬢様のお茶会に誘さそわれたことに対する期待だ。

　それに気付かないお嬢様ではないはずだが、彼女は笑みを絶やさない。

「もちろんです。シリル、お願いできるかしら？」

「仰せのままに。場所は、どこがよろしいでしょう？」

「そうね……向こうのテラスに持ってきてください」

「かしこまりました」

　恭しく頭を下げ、素早く段取りを頭の中で組み立てた。ルーシェにテラスの方の準備を任せ、俺は水を汲くむために井い戸どがある中庭へと移動した。

　貴族の屋敷などには、魔導具による給水システムが存在する。

　貴族の子息が通う学園にも当然、魔導具による給水システムは存在しているのだが、学園の給水システムによって得られる水で紅茶を淹れると色や風味が変わってしまう。

　紅茶を淹れるのに適していない水であることを事前に確認していた。

　ちなみに、紅茶を淹れるには浅い井戸の水が合いやすいとされている。学園の給水システムは必要な水量の多さから、深い井戸を使っているのだろう。

　そんな訳で、中庭にある井戸から水を汲み上げた俺は給湯室へと移動。

　汲み上げてきた水をケトルに注ぐ。

「まずは──」

　風の魔術を使い、ケトルに注いだ水に空気を含ませる。そうすることで茶葉を蒸むらすときに対流によるジャンピングという現象が発生し、紅茶の味が際きわ立だつからだ。

　ちなみに、魔術を使えばジャンピングを疑似的に引き起こすことも可能だが、空気を含ませることでお湯の味も変わるので、ジャンピングを疑似的に引き起こすだけでは不完全だ。

　美お味いしい紅茶を淹れるのなら、ちゃんとお湯に空気を含ませる必要がある。

　次に、用意した水を魔導具のコンロに掛けて沸ふつ騰とうさせる。

　多めに用意したお湯を使ってポットとカップを温める。温め終わったらお湯を捨てて、ポットに人数分の茶葉を入れ、勢いよくお湯を注いで蓋をする。

　その後は、静かに置いて対流に任せるのだが──紅茶を出す相手には他よ所そのご令嬢もいる。個別にティーカップに紅茶を注いで出す訳にはいかない。

　毒の疑いを持たれないように、面前で淹れる必要があるのだ。

　ゆえにワゴンを使って、ティーポットを揺らさぬようにテラスへと運んだ。テラスの丸テーブルには、既にお嬢様方が揃っていて、彼女達の後ろには使用人達が並んでいる。

　なにやら、ご令嬢方は純じゆん粋すいな好こう奇き心しんを滲ませ、使用人達は無関心を装よそおいつつもこちらの挙動に注視している。待っているあいだに、ソフィアお嬢様が俺を持ち上げたようだ。

　だが、気にする必要はない。

　俺はいつも通り、ソフィアお嬢様に最高の紅茶をお出しするだけだ。

「お待たせいたしました、お嬢様」

　皆の前で砂時計を使って蒸らしの時間を最終確認。ベストのタイミングでティーポットを手に取って、琥こ珀はく色いろの液体をカップへと注いでいく。
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　味の濃こさにむらが出ないように、全てのカップに少しずつ注ぐ。そして最後の一いつ滴てき、紅茶でもっとも美味しいとされるゴールデンドロップはお嬢様のカップへと落とした。

「ローゼンベルク地方が誇るファーストフラッシュ。その中から厳選した茶葉を使用しております。ストレートをオススメいたしますが、お好みでミルクやレモンをどうぞ」

　全身の神経を張り巡らせて、ご令嬢方の前に紅茶を並べていく。ティーカップに注がれた紅茶は波立たせないように、ソーサーを置くときは決して音を立てないようにお出しする。

　最後にソフィアお嬢様の前にティーカップを置いた。

　お嬢様は一呼吸置いてティーカップを手に取ると、最初に紅茶に口をつけた。貴族におけるマナーの一つで、主しゆ催さい者しやが提供するお茶ちや菓が子しに毒は入っていないと証明する行為だ。

　いわゆる毒味なのだが、白い喉のどをこくりと鳴らしたお嬢様は幸せそうに微笑んだ。

「さすがですね。あなたがわたくしの執事であることを誇りに思います」

「……もったいないお言葉です」

　大げさすぎだと思いながらも頭を下げる。

　けれど──

「え──、これが紅茶……ですか？」

　ソフィアお嬢様に続いてカップに口をつけた、縦ロールのお嬢様が戸惑いの声を上げた。

　──刹那、他のお嬢様方の後ろに控えていた使用人達は手を伸ばし、自分がお仕えするお嬢様が紅茶に口をつけないようにする。

　既に紅茶に口をつけてしまった縦ロールのお嬢様に仕えるメイドが「あなた、お嬢様の紅茶になにを入れたのですか!?」と詰め寄ってくる。

　テラスが騒そう然ぜんとなるが、続けて声を上げたのは縦ロールのお嬢様だった。

「ま、待ちなさい。異物を疑った訳ではありませんわ。ただ、その……私の知っているどの紅茶よりも香り高くて、信じられないくらい美味しかったから驚いただけですわ」

「……信じられないくらい美味しかった、ですか？」

　俺に詰め寄っていたメイドが困った顔をするが無理もない。さきほどのお嬢様の反応はどちらかと言えば困惑だった。異物の混入を疑われても仕方がない。

「た、大変失礼だとは存じますが、たしかめさせていただけないでしょうか」

　困ったメイドはソフィアお嬢様に懇こん願がんした。

「え、えぇ、もちろん構いません──」

「──ダメです」

　否定したのは、彼女が仕える縦ロールのお嬢様だった。

「ダ、ダメですか？」

　困惑するメイドを他所に、縦ロールのお嬢様は再びティーカップに口をつける。残り一滴まで自分の分だと言いたげだが──さすがに周囲の視線に気付いたのだろう。

「い、いえ、いまのは言い間違いです。ソフィア様、失礼だとは思いますが、あなたの執事の潔白を証明するためにも、うちのメイドに味見をさせてもよろしいですか？」

　味見ということで毒を疑っている訳ではないと場を和なごませる。最初はあれだったが、取り繕った彼女の対応は最善だ。

　ソフィアお嬢様が快く応じることで、場の空気が和む。

　けれど──

「こ、これが、紅茶……っ」

　味見をしたメイドが目を剝いたことで再び小さなざわめきが発生した。

「し、失礼いたしました。その、あまりにこの紅茶が美味しかったもので」

「やはりあなたもそう思いますわよね」

「……はい。悔しいですが、私にはこのような味はどうやっても出せません」

　主の要望を叶える立場である彼女にとって、それは実質的な敗北宣言だった。プロのメイドの口からそのような言葉が出たことに驚きが広がる。

「す、少し大げさではなくて？　あなたの実家は子し爵しやく家けだから、最高級の茶葉は手に入れられないかも知れませんけど、伯爵家の娘である私にとっては……こ、これが紅茶ですの!?」

　もはや乗りツッコミである。

　だが、他のご令嬢方も揃って同じ反応を見せる。ここに来て、どうやら俺の淹れる紅茶は、他の者達の淹れる紅茶とは一線を画しているらしいと気が付いた。

　──彼女らだけではなく、俺自身も。

　いまにして思えば、お嬢様の専属執事にして欲しいと父に直じか談だん判ぱんしてテストを受けたとき、試験官を務めた父が、俺の紅茶の淹れ方をずいぶんと気にしていた。

　あれは、俺の紅茶を淹れる技術に驚いていたのだろう。

　俺が紅茶をお出しするのはソフィアお嬢様だけだから気が付かなかったが、この世界の紅茶を淹れる技術はだいぶ遅れているということだ。ソフィアお嬢様は気付いていたはずだが──と視線を向けると、イタズラっぽい笑みが返ってきた。

　お嬢様、気付いたうえでいままで隠していましたね？

「ソ、ソフィア様、彼はどうやってこれほどの技術を身に付けたのですか!?」

「シリルは子供の頃から紅茶を淹れるのが上手でしたよ。ねぇシリル、誰かに習ったの？」

「いえ、とくには」

　俺が独学と口にしたことで、ご令嬢方やその使用人が目を光らせた。仕えるべき主と同い年でしかない子供が専属執事をしている、その特異な事情を理解したのだろう。

　引き抜きなどが面倒に……いや、侯爵家の令嬢の使用人をこそこそ引き抜こうという者はいないだろう。それになにより、ソフィアお嬢様は俺が認められることをご所しよ望もうだ。

　俺の名を上げるために、お嬢様はこのタイミングで俺に紅茶を淹れさせたのだろう。

　俺なら技術を秘ひ匿とくして、お嬢様がお茶会を開くたびに紅茶を淹れることで名前を売る。お嬢様のお茶会の人気も上がって一石二鳥となる一手だ。

　だが、これはお嬢様が学園に通うようになって初めて経験する社交界。お嬢様がどうやって俺の名を上げるつもりなのかお手並み拝見といこう。

　視線を向けると、それに気付いたソフィアお嬢様が微笑みと共に小さく頷く。それから、テーブルを囲むお嬢様方へと向き直った。

「もしよろしければ、シリルに紅茶の淹れ方をみなさんの使用人に伝授させましょうか？」

「本当ですか？」

　弾はずんだ声がいくつも上がった。

　けれど縦ロールのお嬢様は不可解そうな顔をした。

「……よろしいのですか？」

　なにがとは言わなかったが、技術を安売りすることを指しているのは明らかだ。そして、俺や、おそらくは他の使用人達も同じ疑問を抱いたはずだ。

　その答えを求めた皆の意識が、自然とソフィアお嬢様に向けられる。

「構いません。また、シリルから学んだ技術を誰かに伝えることも許可します。ただし、必ずわたくしの専属執事、シリルから学んだ技術だとおおやけにしてください」

　誰かが息を吞んだ。

　いや、誰もが息を吞んだ。

　お嬢様の提案はそれほどまでに魅力的だった。

　普通に考えれば、約束が守られないと思うかもしれない。ローゼンベルク家や、俺の名前はすぐに消え、技術だけが広がっていくと思うかもしれない。

　だが、それはない。

　お嬢様は大きな力を持つ侯爵家のご令嬢だ。そんな彼女から許可を得て、紅茶を淹れる画期的な技術を学ぶということは特別な意味、ソフィアお嬢様と懇こん意いだという証明になる。

　その特権を易やす々やすと手放す者はいないだろう。

　つまり、俺から紅茶の淹れ方を学んだ使用人の主達がお茶会を開くたびに、ローゼンベルク侯爵家のご令嬢のご厚意で、専属執事のシリルから紅茶の淹れ方を学んだと口にする。

　俺が考えた方法よりも確実に名を売れる。

　お嬢様はそのうえ、ほかの者にも同じ条件で技術を広めても構わないと言った。

　これも先ほどと同じ理由で、簡単に広めるはずがない。ご令嬢達が広める対象は、自分達が懇意にしていて、ソフィアお嬢様の庇護を受け入れるであろう者達。

　ソフィアお嬢様の影えい響きよう力りよくが多くの家に広がっていく。

　お嬢様は俺の知名度を上げるのと同時に、自分の派閥をも作るつもりなのだ。それほどまでの一手を十二歳の少女が考えついた。その事実に戦せん慄りつする。

　だが、俺に相談もせずに派閥を作るなんて驚きだ。本来のお嬢様であれば、必ず俺に相談するのだが……なにか、そうせざるを得ない事情があるのだろうか？

　分からないが、お嬢様がどんな選せん択たくをしたとしても、目的を果たせるようにサポートするのが俺の役目。その覚悟は既に出来ているので慌てることはない。

　むしろ慌てたのは俺ではなく、ご令嬢方にお仕えする使用人だろう。

　お嬢様はさきほど、シリルから学んだ技術であることをおおやけにするようにと要求した。

　使用人の手て柄がらを保証することで選民思想がないと示しつつも、その意思を明確にはしない。選民派との敵対を望んでいる訳ではないとも示した。

　どのような派閥を作るのか、お嬢様はたった一言に込めた。

　だが、十二の子供でしかない他のご令嬢達にそれが伝わるとは思えない。むしろ、派閥の核かくを作ろうとしていることすら理解できているか怪しい。ご令嬢達の無む邪じや気きな選択が、実家の命運を左右しかねない。彼女達の使用人達は気が気じゃないだろう。

　だから──

「そういえば、お菓子をお出しするのを忘れていました。こちら、クレープというお菓子です。お好みでハチミツや生クリーム、それに果物などを添えてお召めし上あがりください」

　俺は唐とう突とつに前世の知識を頼りに再現したクレープを披ひ露ろうして、自らご令嬢達に振る舞うのではなく、主の好みに合わせて出していただきたいと使用人達にお願いする。

　こうして、ご令嬢と使用人が相談できる機会を設けた。

　最初に俺の思惑を理解したのは、縦ロールのお嬢様にお仕えするメイドだった。彼女は「感謝いたします」と口にしてクレープを自ら仕える主のもとへと運んだ。

　そこで主の要望を聞きながらクレープにトッピングを乗せていく。その作業の途中、彼女は自らのお嬢様に向かってなにかを耳打ちした。

　それを聞いた縦ロールのお嬢様がこくりと頷く。

「ソフィア様。先ほどのお話ですが、シリルさんの紅茶を淹れる技術をぜひ、わたくしのメイドに教えていただけますでしょうか？」

「ええ、もちろんです。フェリス様の使用人には一番にお教えしましょう」

　いままでの会話から、フェリスと呼ばれた縦ロールのお嬢様は子爵家のご令嬢だ。そしてこの場には少なくとも伯爵家の令嬢がいる。

　にもかかわらず、子爵家のお嬢様を一番だと言った。身分よりも信頼関係が重要だと示した。その瞬間、他の使用人達が我先にとクレープを主のもとへと運ぶ。

　その後の展開は説明するまでもない。

　ソフィアお嬢様は俺が想像しているより遥はるかに才女として成長しているようだ。
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　お嬢様の願いを叶えるのが俺の役目だが、その願いが分からなければ手助けは出来ない。お茶会が終わって教室へと戻る途中、俺はお嬢様の真意を確認することにした。

「お嬢様はなにを考えておいでなのですか？」

「第二王子の周囲に、選民思想の強い方々がいらっしゃるのです」

　遠回しな表現だが、それは第二王子が選民派だという意味だ。

　お嬢様の言葉でなければ疑っただろう。ゲームではむしろ、お嬢様が選民思想を持っていて、第二王子はそれを嫌っている側の人間だった。

　選民思想の強い連中──しかもこの短期間でソフィアお嬢様が断言するということは、それを隠そうとしていない連中ということ。

　王子がそんな連中を引き連れているというのは想定外だ。

　ゲームが始まる三年後までに心変わりするのが設定なのか、お嬢様同様になんらかの外的な影響を受けて、ゲームと考え方がズレているのか……どっちにしても注視する必要がある。

「……ところで、お嬢様はそれを理解したうえで、派閥をお作りになったのですか？」

「ええ、その通りです」

　第二王子が選民派ともなれば、その影響力は計り知れない。放ほうっておけば嫌でもその勢力に飲み込まれる。それを防ぐには、早急に対策を取る必要があったのは分かる。

　だけど──

「両方の勢力から距離を取る方法もあったのではないですか？」

「嫌です」

「え、嫌、ですか？」

　即そく答とうで拒きよ絶ぜつされると思っていなくて反応に困ってしまう。

「両勢力から距離を取るには、中立的な行動を取る必要があります。それはつまり、シリルとも距離を取らなくてはいけないということではありませんか」

「必要ならばそうするべきです」

「必要ではありません。どうしてそんなイジワルを言うのですか？」

「イジワルでもありません。お嬢様はこの国の王子と対立しようとなさっているんですよ？」

　王子が選民派の旗印だとしても、ソフィアお嬢様はそれに対抗できるだけの力がある。だからこそ、相手もお嬢様を放ってはおかない。対立の激化は必至だ。

「ローゼンベルク家の令嬢としては避けるべきなのでしょうね」

「はい。いまからでも、中立として立ち回るべきです」

「心配いりません。わたくしも、なにも正面からやりあおうとしている訳ではありません。極力、対立は避けるつもりです。だからこそ、立場も明確にはしなかったんですから」

「……そうですか」

　お嬢様がちゃんと考えていることに安あん堵どするが、お嬢様は「ですが──」と付け加えた。

「それはあくまで可能な限りです。貴族としてあなたを排除しなくてはならないと言われたら、わたくしは神々を敵に回したとしてもその運命に抗あらがいます」

「……お嬢様。そのような冗じよう談だんを口にするものではありませんよ」

「わたくしは冗談でこのようなことは申しません」

　俺をまっすぐに見つめる一いつ対ついのアメジストには一点の曇りもない。お嬢様は本気で、俺を遠ざけるくらいなら神々を敵に回すと言っている。

　そのときに俺が抱いた感情はとても言葉では言い表せない。自分では制せい御ぎよできない激情が胸の内で膨ふくれあがる。

　執事として、お嬢様の幸せを願う者として、なにが正しくてどうするべきなのか。葛かつ藤とうの末に、俺は小さな溜め息を吐ついた。

「分かりました。お嬢様がそこまでおっしゃるのなら、さきほどの言葉は撤てつ回かいさせていただきます。そのうえで、神々と敵対させるようなマネは私がさせません」

「ええ。シリルを信じています」

　お嬢様は選民派に対抗する勢力だとは明確にしないと言った。しばらくは時間を稼かせげるかもしれないが、近いうちに両方の勢力から接触があるだろう。

　第二王子と正面切って派閥争いをすることは望ましくない。ゆえに、庶民派とオープンに仲良くするのは避けたいところだ。

　内々に庶民派と連絡を取って味方だと伝え、表面上は中立の立場を取ることが望ましい。

　だが、選民派がどこで目を光らせているか分からない以上、不用意に庶民派の代表と接触することは出来ない。どこか、自然に会えるタイミングを利用するべきだ。

　思いつくのは、新入生歓迎パーティー。

　ヒロインが学園に現れるまでにラクール商会のリベルトと接触して、お嬢様が選民思想を持っていない、味方であると理解してもらう。

　そのためにも、新入生歓迎パーティーの設営を滞とどこおりなく進める必要がある。俺はクラスメイト達と共に、パーティーの設営を全力で推し進めることにした。




　生徒達は使用人の卵であってプロではない。

　トリスタン先生の言うように、クラスメイトの仕事には不備も多い。ローゼンベルク侯爵家に仕える使用人達とは比べるまでもない。

　けれど、彼らはただの卵ではなく優秀な卵でもあった。俺の知識と経験を、彼らは乾かわいた砂のように吸収していく。足りない部分はほかの者と補い合って、俺の要求するレベルに応えてくれる。

　クラスの三分の一という少数であることも有利に働いている。

　前世の学祭などなら、自分達で作業をするので人手は多い方が良い。けれど、歓迎パーティーはいわゆる社交界のパーティー。

　設営のあれこれには業者を雇う。

　ゆえに、それぞれを担当する人数が多すぎると、個々の責任感が薄うすれてしまう。人数が少ないからこそ、一いつ致ち団だん結けつしている部分もあるだろう。

　とにもかくにも、パーティーの設営は順調に進んだ。

　そうして、あっという間に一ヶ月が過ぎ、パーティーの前日になった。パーティー会場は、ローゼンベルク侯爵家のパーティーと比べても遜そん色しよくのない高みへと至っている。

　だが、設営が終わって終しゆう了りようではない。本番はパーティーの当日だ。明日の進行に万が一の不備も残さぬように、俺は教室に皆を集めて最終確認をおこなっていた。

「──楽団は予定通り今夜から泊とまってもらうことになってる。それに会場の設営についても問題ないぜ。明日使うお菓子についても準備は完璧だ」

　ルークの報告を聞きながら、自分の目でも書類を確認する。皆の協力もあり、お嬢様の専属執事として恥ずかしくない仕事が出来たと胸を張って言える。

　仲間達の働きも素晴らしかった。さすがＡクラスの生徒だと胸を張って言えるだろう。

「──はい、全て問題ないようですね。みなさん、お疲れ様でした」

　俺がそう口にした瞬間、仲間達から歓声が上がる。

「シリル、お疲れ様！」

「お疲れ様、シリル。おまえと一緒に働けて楽しかったぜ！」

「みなさんもお疲れ様です。ただ、パーティーが終わるまで気を抜いてはいけませんよ。警備には引き続きパーティー会場を回らせてください」

「おう、その辺は抜かりないぜ！」

　ここ一ヶ月で仲間達ともかなり打ち解けた。もし再びパーティーの設営の仕事が回ってきたら、彼らは共に働いてくれるだろう。そう思えるだけの絆きずなを手に入れた。

　俺自身、もしまた機会があるのなら彼らと共に設営をしたいと思う。

　……そういえば、俺の周囲は年上ばかりだった。

　お嬢様は同い年だが俺の仕えるべき相手。俺にとってここにいる連中は、この世界に生まれ落ちて初めて手に入れた友人と言えるかもしれない。

「シリル？　どうかしたのか？」

「いえ、なんでもありません」

　じわりと胸に広がる温ぬくもりを感じつつ、彼らとの仕事の締しめに入る。

「それでは、みなさんは明日に備えて休んでください。本当にお疲れ様でした」

　仲間達に労ねぎらいの言葉を掛けて解散させて、俺はもう一度全ての項こう目もくをチェックするためにパーティー会場へと向かった。

「シリル、どこへ行くんだ？」

　目め聡ざとく俺を見つけたルークが追い掛けてくる。

「最終チェックですよ。みなさんの報告を信じない訳ではありませんが、やはり最後は自分の目でたしかめておきたいと思いましたので」

「なら、俺も付いていって構わないか？」

　尋ねておきながら、俺の返事を聞くより早く隣に並ぶ。

　それは予想通りの行動だ。この一ヶ月で、ルークとはずいぶんと親しくなった。最初に抱いた違い和わ感かんもすっかり鳴りをひそめている。

　それだけじゃなくて、彼はこの一ヶ月で補佐としてずいぶんと手慣れてきたように思える。

「この一ヶ月、得る物はあったようですね」

　最初の頃のルークは色々と不慣れで、俺の代わりは任せられなかった。だが、最終的には指揮のほとんどをルークに任せられるに至った。

　おかげで、俺は皆のフォローに回ることが出来て、設営の質は確実に向上した。

「おまえの教え方が的確だからだよ。俺は人を纏めるのに向いてないって言われてたんだが、おまえのおかげでコツを摑めた気がする。感謝してるぜ」

「お役に立てたのならなによりです」

　少しくすぐったい。けど、俺はどうやら人にあれこれ教えるのが好きなようだ。ソフィアお嬢様と一緒に過ごすようになって、そんな自分の一面を知った。

　将来はトリスタン先生のように教師になるのも悪くないかもしれない。

　そうして雑談に花を咲かしているうちに、パーティー会場へとたどり着いた。警備の者に挨拶をして、最終チェックをするために会場内へと足を踏み入れる。

　パーティーには同学年だけではなくて、他の学年も任意でやってくる。

　数百人が収容できるパーティー会場は、俺が見慣れたローゼンベルク侯爵家のパーティー会場と比べても遜色がない。

　全体を見れば、プロの使用人が設営したといっても疑われないだろう。

　とはいえ、細かいところには不備がないとは言い切れない。調度品やテーブルなど、細部の確認をしていると、後ろで俺の動向を見守っていたルークが口を開く。

「……ところで、聞いても構わないか？」

「ええ。なんなりとお聞きください」

「おまえはその歳で、どうやってそこまでの能力を身に付けたんだ？」

「どうやってもなにも、特別なことはなにもしていません。私はただ、お嬢様の専属として相応しくあろうと日々精進しているだけですから」

「……身に付けようとして身に付くレベルを超こえてると思うんだがなぁ」

　背後にいるルークがどこか呆れたような口調で呟いた。

　申し訳ないが、どれだけ仲良くなったとしても前世の記憶があることは秘密だ。それに前世の俺は魔術を専せん攻こうする学生であって、執事としての技術は持ち合わせていなかった。

　いまの俺があるのはやはり、ただひたすら努力したからに他ならない。

「今度は私からも聞いて構いませんか？」

「ん？　なんだ、あらたまって」

「そうやって私の素す性じようを知りたがるのは、ルークの好奇心ですか？　それとも……誰かに私の動向を探さぐるように言われているからですか？」

　背後に立つルークの表情はたしかめない。

　ルークやクロエがときどき俺の素性を探るような素振りを見せていることには気付いていたが、敵意は感じなかった。だから、隠したければ隠しても良いという意思を示した。

　そうして、彼が表情を取り繕えるだけの時間を空けて振り返った。けれど彼は表情を取り繕うことなく、参ったなと言いたげに苦笑いを浮かべていた。

「……いつから気付いていたんだ？」

「最初から疑っていました。クロエは初対面なのに私の名前を知っていましたし、ルークが私を睨んでいた直後に発したクロエのセリフは、いかにも説明臭くさかったですから」

　俺のように、光と闇のエスプレッシーヴォの登場キャラクターの立ち絵やスチルを見たことがあるのなら話は別だが、おそらくはそうじゃない。

　彼らは事前に、どこかで俺の容姿を確認する機会があったのだ。

　だから、ルークは俺を注視していた。それがあまりに露ろ骨こつで俺が不ふ審しんに思った。それに気付いたクロエが、ルークはあなたに嫉妬しているだけだと誤ご魔ま化かした。

　それがあの茶番の真相。

　付け加えるのなら、他にも何人かそれらしい行動を取っている者達がいる。

　たとえば入試でダンスの相手をしてくれたフォル。

　彼女は噂のソフィアちゃんと口にした上で、俺が教育係であることを疑っていた。噂でお嬢様のことを知っている程度なら、俺が教育係であるという発想は出てこない。

　こちらの事情について、あれこれ調べている可能性がある。

　その他、クラスメイトとの対立を煽ってきたトリスタン先生など、疑えばきりがない。

　むろん、ただの気のせいだという可能性は否定できない。確率で言えば、気のせいである可能性の方が高いだろう。だが、そういった疑ぎ惑わくを持つ者達の中にルークとクロエがいた。

「参ったな。最初からお見通しだった訳か。ちなみに、俺が誰かの命令でおまえを調べているとしたら、おまえはどうするつもりだ？」

「別に、どうもしませんよ」

「……どういうことだ？」

「あなた方の目的がなにかは分かりませんが、この一ヶ月の仕事ぶりは見せていただきました。真ま面じ目めで有能。そんなあなたを排除する理由はありません」

　優秀な侯爵令嬢であるソフィアお嬢様や、その周辺を探るのは不思議でもなんでもない。どこかの家に仕えている者ならば、多かれ少なかれ情報を手に入れようとするだろう。

　だから対応するつもりはなく、ただ疑問に思ったから聞いただけだと口にする。

「ホント、おまえは同い年とは思えねぇな。俺の師し匠しようを相手にしてるみたいだ」

「……師匠、ですか？」

「詳くわしくは言えないが、俺達の主の先生だ」

「ふむ。では、その方の命令で私を探っているのですか？」

「悪いがそれも言えねぇ。ただ、俺やクロエはもちろん、主や師匠もいまのところおまえに敵意は抱いていない。それだけは信じてくれるとありがたい」

「……正直ですね」

　いまは──つまり、俺という人間を調べた結果、敵対する可能性もあったということ。もしくは、これからあるかもしれないということ。

　だが、それを打ち明けたルーク自身は、敵対する心配はないと判断したのだろう。ルークの主や師匠が誰なのかは気になるが、藪やぶはつつかない方が良さそうだ。

「でもな、最初はおまえを監かん視しするだけのつもりだったんだが、いまではおまえと一緒に設営が出来て良かったって心から思ってるぜ」

「それは光栄ですが……いきなりですね」

「中庭組の話を聞かされたからな。連中、俺達の話を聞いて羨ましがってたぜ」

「……羨ましい、ですか？」

「ああ。ライモンドの指揮で設営することになったんだけどな。あれをしろ、これをしろと押しつけがキツくて、こちらの事情を聞いてくれないって嘆なげいてたぜ」

「あぁ……なるほど」

　悪いやり方ではないが、その方法は皆を従える強力なカリスマが必要になる。

　ましてや、学生にはそれぞれやりたいことがある。そんな状況で一方的に指示をすれば反発を買うのは必至、上手くいくはずがない。

　設営自体に問題がないことは確認済みなのだが……話を聞く限り、決してモチベーションは高くない。設営が完了しているからといって安心は出来ない。

　明日のパーティーでは、中庭で問題が起きないように注意する必要がありそうだ。

「ルーク、明日は手の空いている者を使って、中庭の会場の状況を確認させてください」

「あん？　それは構わないが……確認してどうするつもりだ？」

「彼らに対応できない問題が発生したらこちらで対処します」

「おいおい、敵に塩を送るつもりかよ」

「……敵？　違いますよ」

　ルークまでそんな勘違いをしているのかと笑う。

　トリスタン先生は俺達の対立を煽り、グループを分けたうえでこう言った。『あくまで、クラスの主席はシリルだ』──と。

　つまりはクラスの代表で設営の責任者。責任者はなにかあったときに責任を取る立場だ。そしてクラスの代表ということは、責任を取る範はん囲いはクラス全体の出来事まで含まれる。

　中庭の設営組もクラスの一員に相そう違いない。ゆえに、彼らの設営する会場があまりに無残だったり、彼らが大きな問題を起こしたとき、責任を取る立場にあるのは俺だ。

　明日、俺が中庭組の問題を放置して、自分達の設営の方が出来映えが良かったと勝利に酔よいしれていたら、トリスタン先生はこう言うだろう。

『おまえはクラスの代表としての責任を怠った』──と。

　ソフィアお嬢様の専属執事として以前の問題だ。クラスの代表としてそんな失態は犯さない。彼らのフォローは先生ではなく俺がする。

　だから──と、俺は明日の対策についてルークと話し合った。







　翌日、新入生歓迎パーティーは予定通りに開かい催さいされた。今年中等部に入ったばかりの生徒達が、楽団による華はなやかな演奏を聴きながら楽しげに語り合っている。

　生徒はもちろん、先生方の反応も上々だ。

　もちろん、大小様々な問題は発生しているが、対策についても事前に話し合ったおかげで、皆は落ち着いて問題に対応している。

　けれど、ほどなくして中庭の会場で問題が発生しているという知らせが入った。どうやら、あちらの会場に現れた貴族とトラブルを起こしたらしい。

「ルーク、何人か連れて、ヘルプに入っていただけますか？」

「おう、任せておけっ！」

　俺が行くとライモンドが反発するだろう。そう考えた俺は、責任者が会場を離れる訳にはいかないという建前でルークに任せた。いまの彼なら安心して任せられる。

　という訳でルークを見送ったのだが、入いれ替かわりでソフィアお嬢様が訪ねてきているとの知らせを受けたので、この場をクロエに任せてお嬢様のもとへと足を運ぶ。

「お嬢様、お呼びとうかがいましたが？」

「シリル。忙いそがしいところごめんなさい。いま、少し大丈夫ですか？」

「ええ、もちろんです」

　お嬢様の専属執事である以上、お嬢様の用件が最優先だ。

　そんな俺の反応を見たお嬢様は会場の奥へと視線を向けた。そこにあるのはダンスホール。楽団の音楽に合わせて、生徒達がワルツを踊おどっている。

「……ダンスホールがどうか致しましたか？」

「えっと、その、あの……」

　お嬢様がなにを求めているかは察した。けれど俺は使用人で、しかも今回は参加者ではなく運営側の人間だ。さすがにお嬢様と踊るなんて出来ない。

　ローゼンベルク家のご令嬢であるお嬢様が自分からダンスを誘うなんて出来ないと理解したうえで、俺はお嬢様の意図が理解できないフリをする。
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　だが、下手を打つとお嬢様が闇堕ちする可能性もある。どうしたものかと考えていると「お話し中に失礼します。あなたがソフィア様ですか？」と少年が話しかけてきた。

　ブラウンの髪に縁ふち取どられた計算高そうな顔立ちには見覚えがある。庶民派のリーダーであり、ヒロインの攻略対象の一人でもあるリベルトだ。

　こちらが動くより先に動いたか。

　俺から接触するのが理想だったが、このパーティーで彼が接触してくることは予想の範囲内。俺は慌てず、ラクール商会長の息子ですとお嬢様に耳打ちする。

「まぁ、あなたがリベルトさんですか。お初にお目に掛かります」

「名前を覚えていただけているなんて光栄ですね。そのうえでぶしつけなお願いですが、俺にあなたと踊る栄誉をいただけませんか？」

　彼の言葉に、聞き耳を立てていた者達のあいだで緊きん張ちようが走った。

　いまこの学園では、選民派と庶民派のあいだで対立が広がっている。お嬢様は自分の派閥を作りながらも、この一ヶ月はその方向性を明確にはしなかった。

　ここでお嬢様が平民の息子と踊ることとなれば、そのパワーバランスが大きく崩れる。

　リベルトはおおやけの場で、お嬢様が自分の味方であるという状況証拠を作りたいのだろう。

　出来れば大事にはせずに味方であると示したかったのだが、不用意な接触はそれだけで選民派を刺し激げきする可能性があった。

　こうなったのは仕方がないが、出来るだけ穏おん便びんに味方であると知らせる必要がある。

　──と、そう思った瞬間。

「やっと見つけました！」

　弾んだ少女の声が響いた。

　直後、声の方へと視線を向けた俺は硬直する。淡あわい色のドレスを身に着けているのは、青みがかった黒髪の少女。ここにいるはずのないヒロインだったからだ。

「──シリルさん、私と踊ってください！」

　アリシアがなぜここにと考えるより早く、ダンスを申し込まれてしまう。

　意味が分からない。

　今度は子爵家のお嬢様が自ら、ただの執事にダンスを申し込んだ。ソフィアお嬢様が平民にダンスを誘われたとき以上の緊きん迫ぱく感かんに包まれる。

　自分の発言がどういった影響を及およぼすか、子爵家の令嬢としての自覚を持って欲しい。

「……シリル、彼女と踊るんですか？」

　ソフィアお嬢様がぼそりと呟いた。

　……というか、お嬢様の瞳からハイライトが消えて赤みを帯びている。

　闇堕ち、闇堕ちしちゃいそうだ。

　いや、落ち着け、大丈夫、大丈夫だ！　俺は執事、このパーティーの運営側の人間だ。もとより、参加者と踊るなどあり得ない。そう言って断ってしまえば済む話である。

「大変申し訳ありませんが──」

　口を開いた俺は飛び込んできた光景に言葉を失い、ゴクリと生唾を飲み込んだ。

　アリシアの向こう側。

　二つに割れている野や次じ馬うまのあいだから、取り巻きの二人を引き連れた第二王子がやってくるのを目の当たりにしてしまったからだ。

　彼は弾んだ足取りで駆かけ寄よって来て、あまたの光と闇のエスプレッシーヴォのプレイヤー達を虜にした無邪気な笑みを浮かべ──

「ソフィアさん、僕と踊ってください！」

　お嬢様に向かって右手を差し出した。

　ふざけるなっ！　お嬢様が可愛すぎて舞い上がるのも分かるが、仮にも一国の王子ならちょっとは空気読めよ！　十二歳の子供だからって無邪気に笑えば許されると思うなよ！

　いや……取り乱すな。俺はソフィアお嬢様の専属執事。ローゼンベルク侯爵家の執事として、これくらいの状況、難なく乗り……乗り切れる、はず……はずだ！







[image: ]




[image: ]




　新しん入にゆう生せい歓かん迎げいパーティーで庶しよ民みん派はが接せつ触しよくすることは予想していたし、ソフィアお嬢じよう様さまの可愛かわいさにやられた第二王子がダンスを申し込こんでくることも予想の範はん囲い内ないではある。

　三年後に入学してくるはずのヒロインがここに現れる可能性だって考えなかった訳じゃない。

　だが、ソフィアお嬢様が俺おれと踊おどりたそうにしている状じよう況きよう。リベルトがお嬢様にダンスを申し込み、アリシアが俺にダンスを申し込み、更さらには第二王子がお嬢様にダンスを申し込む。

　そんな予想なんて出来るはずがない。

　だが、それでも、俺はソフィアお嬢様の専せん属ぞく執しつ事じ。この修しゆ羅ら場ばに優先順位をつけて、お嬢様の被ひ害がいを最小限に留とどめなければいけない。

　……修羅場に優先順位をつけるって、言葉にすると笑える。

　いや、現げん実じつ逃とう避ひしている場合ではない。いまこうして思考を巡めぐらせている刹せつ那なの時間にも、ソフィアお嬢様は苦境に立たされている。

　重要なのはお嬢様をお護まもりすること。そのためには、派閥の対立を避さけるのが最優先だ。

　だが、問題は第二王子だ。

　彼かれのダンスのお誘さそいに対しては、執事の俺が矢や面おもてに立つ訳にはいかない。出過ぎた真ま似ねだと咎とがめられればそれまでだし、ソフィアお嬢様の能力が疑われる結果にもなりかねない。

　お嬢様が縋すがるような目を向けてくるが、俺が替かわる訳にはいかない。だから俺は自分の胸に手を当てて、揺ゆれるアメジストの瞳ひとみを見つめる。

　ただ護ってきただけじゃない。こんな状況に対処できるようにお嬢様を育ててきた。いまのお嬢様なら、きっとこの状況だって切り抜ぬけられる。

　大だい丈じよう夫ぶ、俺が側そばに付いています──と、溢あふれそうになる想おもいを心の中で繰くり返かえす。

　──やがて、ソフィアお嬢様はこくりと頷うなずいた。

　背筋をピンと伸のばし、侯こう爵しやく令れい嬢じようとしての顔を取とり戻もどしたお嬢様は、悠ゆう然ぜんとした微ほほ笑えみを浮うかべて第二王子へと向き直った。

「アルフォース様、大変光栄なお誘いですが、いまは彼かの女じよ達たちとお話をしていたところです。あとで必ず伺うかがいますのでいまはご遠えん慮りよください」

　お嬢様の言葉に、成り行きを見守っていた者達が息を吞のむ。

　だが、それがいま出来る唯ゆい一いつの対応だ。俺がお嬢様の立場でも同じ選せん択たくをしただろう。

　より上位の貴族に配はい慮りよするというマナーは存在するが、そもそも第二王子の行動が配慮に欠けている。なにより、学園には身分に関係なく対等という校則が存在する。

　この状況下で、第二王子を特別扱あつかいする訳にはいかない。

　だが、あからさまに庶民派の味方をする訳にもいかない。そんな態度を取れば、第二王子と真っ向から対立することになってしまう。

　ゆえにお嬢様が選べる手段は一つだけ。先約である彼女達を優先することだ。

　優先するのはあくまでも先約である貴族令嬢。そうすることで立場を明確にせず、実質的には先約のリベルトを優先している。

　第二王子を蔑ないがしろにしたようにも取れるが、後ほどこちらから訪ねると明言したことで、第二王子との時間をしっかり取れるように配慮したとも受け取れる。

　それに、女性からダンスをねだるのははしたないとされている。

　ゆえに、ダンスのお誘いをする殿との方がたに、自分から会いに行くという返答は……なんというか、相当に情熱的な返答だと受け取られてもおかしくない。

　これには第二王子も満足だろうと様子をうかがうと、あからさまに不満気な顔をしていた。

　……なんでだよ。

　まさか、選民派である自分に、この場で恭きよう順じゆんを示せと言っているのか？

　だからこその、こんなおおやけの場で、選民派と対立勢力との邂かい逅こうに割り込んだのか？　だとしたら、相当に厄やつ介かいだが──

「ソフィアさん、僕ぼくと踊って……くれないんですか？」

　全然違ちがった。

　この第二王子、見た目通りの恋こいする少年である。

「いえ、そういう意味ではなく……えっと……」

　いまにして思えば、ソフィアお嬢様が派閥を作り上げたときも、他のお嬢様方は貴族社会では当たり前な迂う遠えんなやりとりに対応できていなかった。

　お嬢様の大人顔負けの気き遣づかいも、無む邪じや気きな子供には通用しないということ。

　そして──

「ソフィア嬢、まさか上位者である殿でん下かを蔑ろにするつもりではないでしょうね？」

　第二王子の取り巻きの一人がそんな言葉を口にした。

　たしかに身分を考えれば、第二王子を優先するべきだ。身分に関係なく平等という校則があるが、上の者がそんなものは無効だと言えばそれに従うしかない。

　けれど、お嬢様は既すでに両方に配慮するという意思を示した。身分を重んじるというのであれば、彼の言葉は侯爵令嬢の意見を蔑ろにしている。

　ゆえに、判断はより上位の存在である第二王子に委ゆだねられることとなったのだが──彼の顔にはダンスを踊りたいとしか書いていなかった。

　お嬢様は作り笑え顔がおを張り付かせて「殿下を蔑ろにすることなどございません」と対処して、アリシアやリベルトに向かって「大変申し訳ありません」と頭を下げる。

　殿下のダンスをお受けするということだ。

　リベルトは、こちらも同じような作り笑いを浮かべ「お気になさらず」と応じた。白々しい返答の裏には、お嬢様への失望が滲にじんでいる。

　ここからどう巻き返すつもりかと見守っていると、お嬢様は俺の名前を呼んだ。

　俺は即そく座ざに応じて一歩前に出る。

「お詫わびと言ってはなんですが、彼がわたくしの代わりにおもてなしを致いたします。シリル、後のことはお願いしますね」

「仰おおせのままに、お嬢様」

　俺が応じると、ソフィアお嬢様は少しだけ素すの笑え顔がおを見せた。だがすぐに侯爵令嬢然として、第二王子のエスコートを受けてダンスホールへと歩いて行った。

　その両サイドには、当然のように取り巻き達が付き従っている。

　光ひかりと闇やみのエスプレッシーヴォにおける攻こう略りやく対象筆頭があれで良いのかと問とい詰つめたい。

　ゲームではもっとしっかりしていたのだが……あと三年でしっかりするのだろうか？　お嬢様に相応ふさわしい相手として、俺が一から鍛きたえ直したいレベルである。

　……ふむ。『頼たよりないアルフォースきゅんを立派な王子様に育てよう』的な、ショタ好きの心をくすぐるスピンオフ作品と考えればありかもしれない。

　それはともかく、いまはリベルトへの対応だ。

　いまの状況、リベルトはお嬢様に失望している。このままでは、お嬢様を選民派の人間だと判断して見切りをつけてしまうだろう。

　お嬢様が戻ってくるまで、俺がリベルトの相手を務める必要がある。俺は深呼吸を一つ、対応の手順を素す早ばやく組み立てリベルトと向き直る。

「お嬢様が大変失礼を致しました。ソフィアお嬢様の専属執事である私、シリルが精せい一いつ杯ぱいのおもてなしをさせていただきます」

　選民派の視線を気にしつつ、俺がお嬢様の代理としてここに居ることを遠回しに伝える。

　それから、俺はアリシアへと向き直った。

「アリシア様、大変名めい誉よなお誘いとは存じますが、私はただの執事で、いまはお嬢様の指示により、彼のもてなしを任されております。申し訳ありませんが……」

「分かりました。そういう事情ならダンスは諦あきらめます。でも、一いつ緒しよにお話しするくらいなら良いですよね？」

「それは……」

　俺の決められることではないと、リベルトに伺いの視線を向ける。

「俺は構わない。ただ、俺はしがない平民だが、そっちのお嬢様は構わないのですか？」

　リベルトが探さぐるように問い返す。俺達の動向をうかがっている者達からも緊きん張ちようが走るが、アリシアは無む垢くな笑顔を浮かべて小首を傾かしげた。

「なにか問題があるんですか？」

「くっ、くく……そうか。たしかになにも問題はないな」

　リベルトが破顔して口調を崩くずした。

　……あぁ、なんか俺、このやりとりに覚えがある。鼻持ちならないと貴族を嫌きらっていたリベルトが、ヒロインであるアリシアの性格を知って興味を抱いだくシーンだ。

　三年後、ゲームが始まってから発生するイベントのはずなんだけどなぁ……

　アリシアに対しては、こちらの勝手な都合で第二王子の運命の出会いをぶち壊こわしにしてしまった負い目があるので、他の攻略対象との仲は出来れば応おう援えんしてやりたい。

　やりたいのだが……アリシアとリベルト。この二人が仲良くなるのは、選民派と接触したお嬢様が濡ぬれ衣ぎぬを着せられるルートだ。

　選民派の第二王子達と踊りに行ったお嬢様と、急接近したアリシアとリベルト。なにやら、思いっきり破は滅めつエンドに向かっている気がする。

　まずい、ここでなんとか軌き道どう修正をしなければ。

　……どうする？　二人の仲を邪じや魔まするのは悪手だ。貴族と平民が仲良くするのを阻そ止しするなど、俺自身が選民思想の持ち主だと喧けん伝でんするようなものだ。

　選民派の貴族から見れば、執事の俺は平民でしかない。だが、一いつ般ぱん的てきな平民から見れば、貴族に仕える俺は貴族の手先だ。

　その見解の違いを見誤るとややこしいことになる。

　しかも、アリシアの好意がなぜか俺に向いている。ここで二人のあいだに入ったら、泥どろ沼ぬまの三角関係になりそうな気がする。

　ここはやはり、お嬢様は選民派ではないと理解してもらうのが一番だろう。

　ただ、アリシアがいることもあり、いまの俺達は注目を浴びている。ここで『お嬢様は平民の味方です』なんて宣言してしまったら、お嬢様が苦心して第二王子のダンスを受けた意味がない。

　周囲には気付かれないよう、遠回しに伝えるしかない。

「ところで、中庭の設営はずいぶんとずさんなようだな。侯爵家の執事ともなれば、中庭の設営などどうでも良いということか？」

　リベルトからの探りが入れられる。

　その言葉はそのまま、平民なんてどうでも良いということか？　という意味である。

「実のところ、私は中庭の設営に関知していないのです」

「なにを言うかと思えば。新入生歓迎パーティーの設営をおこなうのは毎年、使用人コースの主席が指揮することを、俺が知らないと思っているのか？」

　俺は返答に窮きゆうした。たとえば、ライモンドが中庭を担当したと打ち明けたとしても、中庭の設営を蔑ろにしたという疑ぎ惑わくを晴らすことにはならない。

　中庭で問題が起きれば俺の責任だが、品質に関してはライモンドの責任。なんて言っても通用しないだろう。

　だが──リベルトが、執事クラスの対立を知らないというのがそもそも疑わしい。

　俺とライモンドが別々に会場を設営していることは一部で噂うわさになっている。他ほかでもないライモンドが、その事実を吹ふい聴ちようしているからだ。

　だとしたら、事情を知ったうえでの質問。最初から、俺──というかお嬢様が選民派であることを疑って探りを入れているのだろう。

「中庭の設営は別の人間が担当しているのです」

「そこにおまえの意思が働いたのではないか？」

「いいえ、グループ分けをしたのは先生ですから。もし私が中庭の設営に関わっていたら、必ずこの会場と同じように全力を尽つくしたでしょう」

　自分に平民を蔑ろにする意思はないと遠回しに訴うつたえる。

「なるほど、おまえの言葉は聞いていて心ここ地ちが良い。だが……俺はこう考える。分かりやすい奴やつほど対処は簡単だ。問題なのは──」

　本心を隠かくす。もしくは本心を偽いつわることの出来る人間。つまり、俺やお嬢様が本音を偽り、リベルト達を油断させようとしていると疑われている。

「ずいぶんと買いかぶっておられるのでは？」

「ぬかせ。いまの一言だけでこちらの言いたいことを察した奴がなにを言う」

　……たしかにその通りだな。

　アリシアなら、キョトンとした顔で「なんですか？」とか言いそうだ。そういう意味では、裏表のないアリシアはリベルトと相あい性しようが良いんだろう。

　しかし……困ったな。俺の言い回しが通じていない訳じゃない。通じてはいるが、俺の言うことは信用できないと言われている。

　やはり、お嬢様の口から直接伝えてもらう必要がありそうだ。

　幸いにして、リベルトはお嬢様をダンスに誘った。内密に話をするのが目的だろう。ワルツを踊っているあいだなら、他の誰だれにも会話を盗ぬすみ聞ぎきされることもない。

　ダンスを誘われたお嬢様であれば、現状を思うままに打ち明けることができる。俺が説得するよりも、お嬢様が戻るまで引き留めるようにした方が良さそうだ。

「リベルト様のご懸け念ねんは理解いたしました。ですがそれは杞き憂ゆうだと申し上げましょう」

「……ほう？　それを証明してくれるというのか？」

「お嬢様はマナーを重んじる方。先約を無下にすることは決してないでしょう」

　第二王子の相手として、ダンスホールで脚きやつ光こうを浴びている。少しだけ不満気なお嬢様に視線を向けながら、俺は小さな声でそう口にした。

　お嬢様は、必ず後であなたと踊るという意味。そしてその結果は、お嬢様が平民を蔑ろにしていないという証明になる。誤解はすぐに解けるはず、だった。

　──だが、俺はここで二つ、認にん識しきを誤った。

　一つは、第二王子の取り巻き達が思った以上に横暴だったということ。そしてもう一つは、俺に対するお嬢様の信しん頼らいがどれだけ強いのか理解していなかったことだ。




　ほどなく一曲が終わり、第二王子に会え釈しやくをしたお嬢様がこちらへと足を踏ふみ出す。そんなお嬢様の行く手に、王子の取り巻き達が立ち塞ふさがった。

　離はなれているために会話の内容までは分からない。

　けれど、取り巻きの一人がお嬢様に手を差し出した。その仕草の意味は分かる。彼は、お嬢様に対してダンスを申し込んでいるのだ。

　お嬢様が第二王子に配慮して、アリシア達との会話を中断したことを知っている。

　そんな二人がお嬢様の都合を無視してダンスに誘う。身分を重んじるというのであれば、それは明らかに礼を失する行こう為いだ。

　本来なら第二王子が窘たしなめるべきだが、彼は当てにならない。であれば、多少の角が立つのは覚かく悟ごしても、二番目に地位が高いお嬢様が窘めるしかない。

　そう思ったのだが──俺の視線に気付いたお嬢様は小さく頷き、取り巻きの一人の手を取って、再びダンスホールへと足を運んでしまった。

「どうやらあのお嬢様は、平民ごときとの約束は覚えていないようだな」

　リベルトが不快そうに吐はき捨てる。

　現状だけを見れば、先約のアリシアを優先する素そ振ぶりを見せた後、結局は王子のところへと行ってしまい、リベルトの応対は一いつ介かいの執事に任せっきり。

　リベルトが不快に思うのも当然だ。

　第二王子との対立を避けたかったというのは理解できるが、お嬢様らしくない選択だ。

　理由を考えた俺は、お嬢様の認識不足を理解した。

　お嬢様は俺のことを心から信頼してくれている。自分の専属執事が世界一だと本気で信じてくれている。誰よりも信頼できる味方だと信じて疑っていない。

　──だから、ほかの者はその限りではないという事実に理解が及およんでいない。

　もしも俺が、ソフィアお嬢様の血けつ縁えんであれば話は別だった。

　お嬢様が身内に対応を任せていれば、リベルトはお嬢様の誠意だと理解しただろう。だがリベルトにとって俺は一介の執事、十二歳さいの子供でしかない。

　俺に対応を任せたことが、お嬢様にとって最大限の誠意などとは夢にも思わない。

「申し訳ありません。お嬢様は事を荒あら立だてることを嫌ったようです」

「どうかな。全すべてあのお嬢様の計算通りなのではないか？」

「いいえ、決してそのようなことはありません。ですが、リベルト様が不快に思うのは当然ですゆえ、主あるじに代わり謹つつしんでお詫び申し上げます。この埋うめ合あわせは後日必ず」

「いいだろう。俺は、覚えておこう」

　リベルトは含ふくみを残して、所用があるからと立ち去っていく。庶民派のカリスマである、リベルトとのファーストコンタクトは失敗に終わった。

　立ち去っていくリベルトを見送り、俺は深々と溜ため息いきを吐つく。

　巻き返しの機会はいくらでもあると思いたいが、いくら三年のズレがあるとはいえ、ゲームのイベントに似た状況が発生していると考えると楽観は出来ない。

　可能な限り早く、リベルトと再接触するしかない。

　問題は、彼の誤解を解く方法だ。

　彼はとある過去が原因で、貴族に対する不信感が強い。ゆえに作中のアリシアも最初は警けい戒かいされ、リベルトがデレるまでずいぶんと苦労させられた。

　ちなみに、現実のアリシアがあっさりとリベルトの信頼を得たのは、作中よりも幼いことが原因だろう。無邪気で未熟、ゆえにリベルトの警けい戒かい心しんをすり抜けたのだと思われる。

　俺やお嬢様には真似できない方法だ。

　だが、下手なことをしても警戒心を抱かせるだけ。堂々と会うことは難しいが、それでも可能な限り正面から説得する必要がある。お嬢様に手紙をしたためてもらうのが最善だろう。

　そんな風に考えながら、取り巻きの片割れと踊るお嬢様を観察する。

　照明を浴びたプラチナブロンドが煌きらめいている。その髪かみに縁ふち取どられた小顔には笑えみが浮かんでいるが、あれは侯爵令嬢としての作り物の笑顔だ。

　……かなり不ふ機き嫌げんっぽい。

　もしかしたら、ダンスを踊りながら口説かれでもしているのかもしれない。

「ソフィア様、凄すごくダンスがお上手ですね」

「え？　あ、あぁ……そうですね」

　不意に掛かけられた声に驚おどろく。

　そういえば、アリシアが側にいることを忘れていた。

　予想外の問題が重なったせいで忘れていたが、三年後に入学してくるはずのアリシアがここにいることもかなりの異常事態だ。

「ところで、なぜアリシア様が学園に？」

「ふふっ、どうしてだと思います？」

　人差し指を口の端はしに沿え、小首を傾げてみせる。その仕草はさすがヒロインといった可愛らしさだが、俺は思わず頰ほほを引ひき攣つらせた。

　いまの反応だけで、答えの予想が付いてしまった。

「もう一度、あなたに会えるかもって思ったんです」

　あぁぁあぁあぁ、やっぱりかっ！　そのセリフは本来、第二王子とアリシアがダンスを踊る幸せそうなスチルに、ボイスに合わせて表示されるハッピーエンドへと向かうセリフだ。

　なのに、なんで、俺に向かって言ってるんだよ！

　俺はたしかに、第二王子の代わりにアリシアを救った。だから、アリシアが第二王子ではなく、俺に好意を抱いだくというのは百歩譲ゆずって分からなくはない。

　だが、王子と俺が成り代わっただけなら、アリシアが三年早く入学する理由にはならない。

　ましてや、再会して三秒でダンスを申し込んでくるなんて意味が分からない。ヒロインが攻略対象とダンスをするのは本来、ルートが確定したときだけのはずだ。

　なのに、この状況はなんなんだ。

「ねぇシリルさん。今日は諦めますけど、いつかまた、私とダンスを踊ってくださいね」

　ゲームのヒロインというだけあって、アリシアは愛らしい容姿をしている。

　そんなアリシアに情熱的なセリフを言われて嬉うれしくない訳じゃない。けれど、俺は執事で彼女は貴族。それに俺は、ソフィアお嬢様を幸せにすると誓ちかった。

　どんな結末になるとしても、俺が自らお嬢様のもとを離れることだけは絶対にない。

「申し訳ありません。アリシアお嬢様の要望には応じられません」

「それは……どうしてですか？」

　明確に拒きよ絶ぜつしたにもかかわらず、アリシアは諦めない。作中のアリシアも明るくて根こん性じようのある女の子だったが、更にメンタルが強くなっている気がする。

「私はあくまで執事。あの煌きらびやかな光の下もとで、あなたと踊るような身分ではないのです。ですから、私はあなたの要望には応じられません」

「でも、この学園では、身分は関係ないって聞いてます」

「……たしかにそうかも知れません。ですが、どこにいようと、どんなときだって、私はお嬢様の執事。その役目を捨てるつもりはありません」

「むぅ～。ちょっと踊るくらい良いじゃないですか」

「申し訳ありません」

　ここで下手に同情するのは逆効果だ。罪悪感があるからこそ、俺は決して可能性があるような態度は取らない。

　アリシアは頰を膨ふくらませていたが、不意にイタズラっぽい笑みを浮かべた。

「分かりました。そこまで言うのなら、もう踊って欲ほしいとは言いません。その代わり、いつか私にダンスを教えてください」

「……はい？」

「私、ダンスが苦手なんです。だから教えてください。出来の悪いお嬢様の教育も、執事の立派な役目ですよね？」

「……機会がありましたら」

　それは本来、アリシアの教育係の役目と言いたいところだが、賓ひん客きやくの要望を叶かなえるのも仕事の内と言われると返答に困る。

　だから俺は『機会があれば』と実質的な断り文句を口にしたのだが──

「ホントですか？　約束ですよ、シリルさん！」

　裏表のないアリシアには通用しなかった。いまのは断り文句だと伝えようとするが、アリシアは胸むな元もとに手のひらを添そえて、恋する乙女おとめのように微笑んでいる。

「……執事である私に、あなたがそう望まれるのであれば」

　執事としてであれば応じましょう──と、俺は溜め息交じりに答えた。




　それからほどなく、アリシアはクラスメイトらしきお嬢様に呼ばれて席を外した。

　それと入れ替わるように、ダンスを終えたソフィアお嬢様が帰ってきたのだが、彼女はなにやら疲つかれ切った顔をしていた。

「お嬢様、お疲れ様でした」

「……ありがとう、シリル。本当に疲れました」

　お嬢様は表情を取とり繕つくろいもせず、席を外したいと言う。その要望に従い、生徒に貸し出している休きゆう憩けい室しつへと案内した。

　ルーシェがすかさず濡れタオルを差し出すと、お嬢様はそれを受け取って汗あせを拭ぬぐい始めた。両手を念入りに拭ふいているあたり、お嬢様の心境が表れている。

「ところで、リベルトさんの対応はどうなりましたか？」

「申し訳ありません」

　俺は頭を下げ、お嬢様が平民を軽視していると、リベルトに誤解されてしまったことを打ち明ける。それを聞いたお嬢様は目を丸くした。

「シリルに任せたのに、リベルトさんがそのように判断なさったのですか？」

「力ちから及およばず申し訳ありません」

「いいえ、シリルが謝あやまる必要はありません。ただ、リベルトさんがそう判断することが予想外だっただけです。シリルはわたくしにとって──あ」

　わたくしにとってと口にしたことで、他人もそう思うとは限らないと気が付いたようだ。

「ごめんなさい、シリル。わたくしの判断が間ま違ちがっていたのですね」

「いいえ。お嬢様は十分にしっかりとした対応をなさっています」

　成人した侯爵令嬢として見るのなら反省すべき点はある。だが、十二歳の女の子であることを考えれば、十分すぎるほどに良くやっている。

　それに成人した令嬢とて、あの状況で完かん璧ぺきな対応が出来る者がどれだけいるだろうか？　そう考えれば、お嬢様はもう十二分に立派なレディだ。

　だけど、それでも──

「ありがとう、シリル。でもわたくしを甘あまやかしてはダメよ。ちゃんとわたくしに謝らせて。わたくしのせいで、シリルに嫌いやな思いをさせてしまったのだから」

「いいえ、私は嫌な思いなどしておりません。むしろ、私の方こそ申し訳ありません」

　皮肉られた程度のことはどうでも良い。そんなことよりも、お嬢様に望まぬダンスをさせてしまったことの方が申し訳なく思うと頭を下げた。

「……いいえ、シリルはなにも悪くありません。それに、わたくしも同じです。あなたに嫌な思いをさせるくらいなら、嫌な相手とダンスを踊るくらいなんてことはありません」

「お嬢様……」

　嬉しくない訳じゃないが、お嬢様に護られる執事など本ほん末まつ転てん倒とうだ。俺は困った顔をしたのだが、ソフィアお嬢様は静かな口調で言葉を続ける。

「言ったでしょう。あなたを遠ざけるくらいなら、神々すら敵に回して構わないと。あなたに嫌な思いをさせる庶民派など、選民派もろとも潰つぶしてしまえばいいのです」

「お、お嬢様？」

　俺は驚きに目を剝むくが、ソフィアお嬢様は唇くちびるに指を当ててあれこれ考え始めた。

「そうですね。そうすれば、派閥争いなどという面めん倒どうなことにも煩わずらわされなくなりますし、わたくしとシリルの邪魔をする者もいなくなるでしょう。良いことずくめですね」

「……本気で、おっしゃっているのですか？」

「本気だと言ったら……ついてきてくれますか？」

　アメジストの瞳がジッと見つめてくる。俺はゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

　第二王子を失しつ脚きやくさせ、リベルトを破滅に追い込む。

　お嬢様がその力を本気で振ふるえば、決して不可能なことではない。

　だから──

「お嬢様が心から望まれるのなら、私はどこまでだってお供します」

　ソフィアお嬢様は口元を手で隠して、信じられないと目を見開いた。だけど、すぐに口を覆おおった指の隙すき間まから笑みが零こぼれる。

「……ありがとう、シリル。冗じよう談だんだから安心してくださいね」

「はい、お嬢様」

　予想通りの答えに、俺はふっと笑った。

　第二王子やリベルトを排はい除じよすることは難しくない。それに反発する者達をもねじ伏ふせ、お嬢様が統治する、自分に都合の良い学園を作り上げることも可能だ。

　だけどそれじゃ悪役令嬢そのものだ。

　いまのお嬢様が、そんなことを望むはずがない。選民派と庶民派のあれこれで溜めた、不満のぶつけ先がなくて愚ぐ痴ちっているだけだ。

　少々過激だが、ストレスの発散は必要だろう。

「さて、話を逸そらしてごめんなさい。今後について話し合いましょう」

「かしこまりました。今後の予測ですが……今回の一件はリベルト様の誤解を招いただけに留まらず、お嬢様の派閥にも動どう揺ようを招くこととなるでしょう」

「リベルトさんは分かりますが、わたくしの派閥、ですか？」

「ええ。お嬢様は平民よりの派閥だとほのめかして彼女らを仲間に引き入れたにもかかわらず、選民派に寄り添うような行動を取りましたから」

　ほのめかしただけで、平民に寄り添うとも、選民派に敵対するとも明言してない。だからこそ、派閥に入った彼女達に謀はかられたと判断される可能性がある。

「……その通りですね。わたくしは色々と甘く考えていたようです。分かりました。そういうことであれば、お友とも達だちにはわたくしが話を通しておきます」

「ええ、それがよろしいかと」

「派閥の件はそれで良いとして、問題はリベルトさんの対応ですね。わたくしがいまから会いに行く訳には……いきませんよね？」

「ええ。お嬢様が動くのは目立ちすぎます」

　リベルトは既に会場を後にした。おそらくは中庭の会場へ戻ったのだろう。

　使用人の俺ですら動向を探られている可能性がある。お嬢様が中庭まで足を運べば、それだけで選民派を刺し激げきしかねない。

「では、シリルが再接触してくださいますか？」

「はい。お任せください。……と言っても、さすがに今日は私でも目立つでしょう。後日接触する機会をうかがうので、お嬢様の書状をいただけますでしょうか？」

「分かりました。部屋に戻ったらすぐに用意しましょう」

「よろしくお願いします」

　厄介ではあるが、対応できないレベルじゃない。このピンチを乗のり越こえて、お嬢様と俺が処しよ刑けいされるエンドを回かい避ひしてみせる。

「さて、話も一区切り付いたところでそろそろ本題に入りましょう」

「……本題、ですか？」

　庶民派の対策は話し終えたばかり。選民派の方は、ダンスを踊ったこともあり、しばらくは大丈夫なはずだが……他になにかあっただろうか？

「さきほど、アリシア様とずいぶん楽しげに話していましたね？」

「え？　いえ、その……お嬢様のダンスが上手だと話していただけです、よ？」

　処刑エンドを避ける前に、俺だけが葬ほうむられるエンドを避ける必要がありそうだ。
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　なにはともあれ、パーティー自体は無事に終わった。

　お嬢様が闇やみ堕おちしそうになるというトラブルにも見み舞まわれたが、アリシアとなにを話したかを正直に伝えたら、わりとすんなりと納なつ得とくしてくれた。

　何事も誠意が大切だと身みに染しみて実感した。

　それはともかく、翌日は朝から反省会を兼かねた打ち上げで、その後は会場の片付け。という訳で教室に顔を出した瞬しゆん間かん、昨日はお疲れ様と盛せい大だいに出で迎むかえられた。

　この一ヶ月、俺と一緒に会場の設営をおこなった者達とはずいぶんと仲良くなった。彼らは皆みな一様に表情が明るい。昨日の会場の評判が上々だったからだろう。

　対して、ライモンドをはじめとした中庭組がなにやらどんよりしている。

「昨日、なにかあったのですか？」

　中庭のヘルプに出向いたルークに問い掛けると、メイン会場と比べられたせいで、かなり酷こく評ひようされたらしいと教えてくれた。

　それに、中庭にやって来た──つまりは庶民派寄りの貴族の不興を買ったこともある。

　そのトラブルを解決したのが、ヘルプに入ったルークということもあり、中庭組はＡクラスの落ちこぼれとまで噂されているらしい。

　耳を澄すませば、どうして俺が……なんて声も聞こえてくる。

「──ちくしょう、おまえのせいだ！　本当ならＡクラスのエリートとして名家の使用人になれるはずだったのに、おまえのせいで全部台無しだ！」

　不意にクラスメイトの一人がライモンドを罵ば倒とうした。

「う、く……わ、悪かったよ」

　誰よりも沈しずんでいたライモンドは悔くやしさを滲ませながらも謝罪の言葉を口にした。だが、それは他の者達を勢いづかせる結果となってしまう。

「悪かったで済むかよ！　おまえが頼りないから俺達がこんな目に遭あったんだ！　あれこれ偉えらそうに命令しやがって、結果は散々じゃねぇか、どうしてくれる！」

「そうよ、責任取りなさいよ！」

　ライモンドと共に設営をしていた生徒達が次々にライモンドを責め立てる。

　だが、ライモンドは言い返さない。誰よりも、自分の責任を感じているのだろう。目には涙なみだを浮かべながらも、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめて耐たえている。

　だが、彼らの批判は収まらない。

　耐えきれなくなったライモンドが教室から飛び出してしまうが、彼らはトーンを落とすどころか、居なくなったライモンドの陰かげ口ぐちを叩たたき始めた。

「そこまでになさい。あなた方は子供ですか！」

　机を叩いて立ち上がったのは、他でもない俺だった。ルークをはじめとした、この一ヶ月俺と一緒に作業をしていた仲間達が驚いた顔で俺を見ている。

　俺が声を荒あららげるのは初めてだったからだろう。

「あなた方は自らの判断でライモンドに同調して、中庭の設営を選んだはずです。なのに、失敗したら全部ライモンド一人のせい？　あなた方は本気でそう思っているのですか？」

「そ、それは……」

「ライモンドにも落ち度はあったでしょう。ですが、彼一人で全てが回る訳ではありません。あなた方の評価は、あなた方全員で得たもののはずです」

　もし彼らの言う通り、成否の責任が責任者一人にあるというのなら、関わった他の連中に一いつ切さい責任がないというのなら、成功した名誉も全て責任者一人のものということになる。

　だが、そんな馬ば鹿かなことはない。

　俺達のグループが成功したのは、俺達が全員で協力し合ったからだ。

　──と、そこまで捲まくし立たてたところで、自分が少し熱くなっていたことを自覚する。

　最初に子供かと怒ど鳴なってしまったが、彼らは実際に十二歳の子供。彼らを責める理由としては不適切、こんな風に捲し立てる俺こそが大人げない。

　俺は深呼吸をして、自分の気持ちを落ち着けた。

「個人的な感想を言わせてもらうと、あなた方の設営は良く出来ていましたよ。色々と不運が重なって低評価となったようですが、理解を示してくれる者はいるはずです」

　たとえば先生方。

　毎年の設営を見ている先生方であれば、比ひ較かく対たい象しようは例年の会場となる。であれば、決して中庭の設営がお粗そ末まつだったとは思わないはずだ。

　そう口にしたのだが、クラスメイトの反応は思わしくない。

「おまえは……敵対した俺達の設営を評価してくれるのか？」

「私は敵対した覚えなどありませんよ」

　トリスタン先生が彼らと俺の対立を煽あおったのは生徒の成長を促うながすため。俺がその思おも惑わくに乗ったのは、自分の実力を証明してお嬢様の名誉を守るため。

　決して、彼らを蹴け落おとすためじゃない。

「もう一度言います。あなた方の設営は、十分にＡクラスにたり得る出来映えでした。いまは色々言われていたとしてもそれは一時的なもの。その評価はすぐに覆くつがえせるはずです」

「そんなこと、本当に出来ると思ってるのか？」

「可能です。いずれ、他のクラスとも競うときが来るでしょう。そのときこそ一丸となって、我々を見下している連中に格の違いを見せつけてやれば良いではありませんか」

　彼らは今回の設営で多くのことを学んだはずだ。そんな彼らと俺達が一丸となって動けば、最高の仕事が出来るだろう。

　そんな言葉を聞いた彼らは、俺が疎うとましく思っている訳ではないと知る。そして、自分達がまだ終わっていないと理解して、その表情を和やわらげた。

　俺はそこにココンと釘くぎを刺さす。

「──ただし、自分の失敗を他人のせいにしているようではダメです。それは使用人としての能力以前の問題ですよ」

「うくっ。わ、悪かった……」

「謝る相手は私ではありません」

　謝るべき相手はライモンド。彼が戻ったら仲直りするようにと言い含めて、俺は彼を捜してくると教室を後にした──ところで、教室の外にいたトリスタン先生に出くわした。

「……先生？　もしかして盗み聞きですか？」

「人聞きの悪いことを言うな。へこんでる連中のフォローをしようと思って待機していたんだ。おまえが、俺の役目をほとんど持って行っちまったがな」

「それは失礼いたしました。ですが、私を巻き込んだのは先生ですよ？」

「分かってるよ。だから、手て柄がらはおまえに譲ってやっただろうが」

　口では悪態を吐ついているが、トリスタン先生はきっと自分の手柄なんて望んでいない。彼が望むのはきっと生徒の成長。だから自分で仲裁に入らずに、俺の仲裁を見守った。

　やり方には問題も多いが、本当は優やさしい人間なのだ。

「ほら、ついでにライモンドのところへもおまえが行ってやれ」

　彼はその精せい悍かんな顔に優しい表情を浮かべ、ライモンドが去った方向を教えてくれた。




　トリスタン先生に送り出された俺はしばらく歩き回り、中庭の片かた隅すみ──まだ片付けの終わっていないパーティー会場で膝ひざを抱かかえているライモンドを見つけた。

「ようやく見つけましたよ」

「……んだよ、なにしにきたんだよ。俺を笑いにきたのか？」

「いいえ、迎むかえに来たんです」

「迎えに来た？　なに言ってやがる。笑えよ、滑こつ稽けいだろ？　おまえに突つっかかって無様に負けて、他の連中にまでそっぽを向かれたんだぜ？」

「でも、あなたは自分の責任からは逃にげなかった」

　仲間だった連中に罵倒されても言い返さなかった。最後は受け止めきれずに逃げ出してしまったが、それでも自分の責任ではないとは言わなかった。

「……おまえはホントに、話に聞いた通りの奴なんだな」

「話に聞いた、ですか？」

「おまえと同じグループの奴から、おまえは悪い奴じゃないって聞かされたんだよ。それに、おまえのダンスの成績が低かった理由も他の奴に聞いた」

「そうでしたか」

　51点が本来あり得ない数字だったことも聞いたのだろう。だとしたら、トリスタン先生が51点に言げん及きゆうした本当の意味や、あえて対立を促したことにも気付いたのかもしれない。

　そんな風に考えていると、ライモンドが頭を下げた。

「その、悪かった」

「なにに対しての謝罪でしょう？」

「全部だよ。おまえに突っかかって悪かった。それに、事情も聞かないでダンスの成績について馬鹿にして悪かった。あと、そのことを教室で騒さわいだこととか……とにかく悪かった！」

　深々と頭を下げて、そのまま上げようとしない。

「反省したのなら次に活いかせば良いのです。私に謝罪する必要などありません」

　不確かな情報をもとに不用意に動いたことは反省すべきだが、先生の思惑に乗って弁解しなかったのは俺なので、彼が暴走した責任の一いつ端たんは俺にある。

　むろん、試験会場で絡からまれたときは面倒くさいと思ったりもしたが、クラスでの対立はある意味俺が望んだ結果だ。謝罪されるようなことはなにもない。

　それに、こんな風に謝れるライモンドは悪い奴じゃないと思う。だからさきほどの謝罪で、試験のときのことも含めて全てを水に流すと決めた。

「許してくれるのか？」

「ええ、許します。その代わり、一つだけ教えてくれませんか？」

「……なんだ？」

「中庭の設営を見る限り、あなたは十分に有能です。無理をせずとも、卒業後には名家の使用人になれるでしょう。なのに、なにをそんなに焦あせっているのですか？」

　彼の実力なら、確実に貴族の目に留まるだろう。もしライモンドがお嬢様の不興を買っていなければ、俺が推すい薦せんしていたかもしれない。

　彼のがっついた態度は明らかに逆効果だ。

「卒業まで待ってられなかったんだ」

「……どういうことでしょう？」

「父さんが……事故で死んだんだ」

　彼が唐とう突とつに口にしたのは悲しい現実だった。執事としての装よそおいが剝はがれ落ち、素のライモンドが顔を出す。彼は年相応な口調で、ポツポツと事情を話し始めた。

　彼の父はとある貴族に仕える執事だったそうだ。そして、ライモンドやその弟達も、父のような貴族に仕える使用人を目指していたらしい。

　だが、そんな父が事故で急死した。

　多少の蓄たくわえはあったが、それも家族が何年も暮らせるほどじゃない。どうするか家族で話し合った結果、ライモンドが学園に入学することになった。

　学費を支し払はらえるのは一年程度。そのあいだに雇やとい主を見つけ、生活費と弟達の学費を稼かせぐ。そんな風に家族の命運をその小さな背中に負ってここにやって来た。

「だから……そんなにも気負っていたんですね」

　前世の俺が十二歳の頃ころなんて、なにも考えずに遊んでいた。もし前世の俺が彼と同じ状況になったのなら、訳も分からず泣なき叫さけんでいただろう。

「なぁ……シリル。自主退学したら、学費の一部だけでも戻ってくると思うか？」

「それは……難しいでしょうね」

　入学を決めた時点で、学園は一人分の枠わくを確保している。退学したからといってお金が返ってくるとは思えない。

「そっか……まぁ仕方ないよな。シリル、おまえには色々と迷めい惑わくを掛けて悪かったな」

　ライモンドはそう言って立ち上がり、俺に背を向けて歩き出す。

「諦めるつもり、ですか？」

　その背中に問い掛けるがライモンドは止まらない。

「──本当に、それで良いのですか？」

　再び問い掛けると、ライモンドはようやく足を止めた。そうして振り返った彼は、この世の不条理に晒さらされて泣きそうな顔をしていた。

「だって……仕方ないだろ？　なんとかしようと足あ搔がいて、だけどおまえに負けて、一緒に頑がん張ばってきた奴らからも見放されたんだ。これから、どうしろって言うんだよ？」

「なら、学園をやめてどうするつもりですか？」

「……そうだな。いままでに学んだ知識を活かして、どこかで働かせてもらうさ。そうしたら、家族を養うくらいはなんとかなるかもしれないからな」

　家族のために、いま出来る精一杯を──か。

「諦めるのは、少し早いかも知れませんよ？」

「……なにを、言ってるんだ？」

　ライモンドはクルリと振り返る。その青みを帯びた瞳には、疑惑と期待をないまぜにしたような強い感情が滲んでいた。

「中庭の設営は決してお粗末なものではありませんでした。他のクラスと競うことになれば、それが明らかになるでしょう。次のチャンスを待ってはいかがですか？」

「無様に負けた俺にチャンスなんて来ない」

「いいえ、チャンスは来ます。私が、あなたにチャンスを与あたえます。それがクラスの代表となった私の役目ですから」

「おまえは……敵対した俺にチャンスをくれるって言うのか？」

「いまのうちに失敗をして学べとトリスタン先生が言っていたでしょう？　こう言っては傲ごう慢まんに聞こえるかも知れませんが、あなたが挫ざ折せつするのも想定済みだと思いますよ」

　俺が転生者であるなんて想像もしていないとは思うが、異質な存在であることには気付いている素振りを見せていた。であれば、俺が負ける可能性は低いと踏んでいたはずだ。

　そもそも、俺はお嬢様の専属執事として相応しい能力を見せつける必要がある。それに必要なのは、他人を蹴落とすことでなければ、他人を圧あつ倒とうすることでもない。

　使用人を統とう括かつする立場として、周囲の人間を上う手まく使うことだ。この程度のことで有能な人間を切り捨てるなんて、使用人の統括として相応しくない。

「ライモンド、私と仲間になりましょう」

「……仲間に？　俺と、おまえが？」

「ええ、そうです。私の仲間になってくれるのなら、あなたがこの一年でどこかの家に雇われるように協力を惜おしみません。だから──」

　右手を差し出す。それを見たライモンドは目を大きく見開いて──

「ごめん、本当にごめん」

　顔をくしゃくしゃにして泣き始めた。

　意地を張って強がっていても、本当はまだまだ十二歳の子供だったということ。俺は仕方ありませんねと笑って、差し出していた手をライモンドの頭に乗せた。

「ほら、執事が人前でそのように感情を露あらわにするものではありませんよ？」

「──っ」

　ライモンドの頭を撫なでつけると、彼は俺から逃のがれるように身をよじった。それからハンカチでゴシゴシと涙を拭って、どこかばつが悪そうな顔をする。

　クラスメイトの前で泣きじゃくったことが急に恥はずかしくなったようだ。

　俺は気付かないフリをして、教室へ戻ろうと促す。

　教室に戻ったライモンドは、俺に促されて仲なか違たがいをした仲間達と話し始めた。最初はぎこちなかった彼らだが、最終的には和解するに至る。

　少し時間は掛かってしまったが、クラスの結束は固くなった。後は落ち着いて、リベルトや第二王子の問題に対処するだけ。

　そう思った矢先──第二王子が俺達の教室に乗り込んできた。突とつ然ぜんのことにクラスが騒そう然ぜんとなる。普ふ通つうに考えて、執事クラスに第二王子が現れるなんてあり得ない。

　たとえば、ソフィアお嬢様が俺に用事があるとする。その場合、お嬢様はお付きのメイドを使いにやる。それが出来ない状況だとしても、貴族クラス付きの使用人が動く。

　お嬢様が自分の足でやってくるなんてあり得ない。

　ましてや、相手は第二王子である。

　なぜこんなところに──いや、それよりも、いまは第二王子をもてなすのが先決だ。

「殿下、このような場所にご足労いただかずとも、呼んでいただければ参ります」

「いや、貴族のクラスではまずいんだ」

　まずい……？　内々の話というと……リベルトと接触したことを言ってるのか？　もしかして、昨日のあれは意図的に接触を阻止した、ということか？

　もしそうだとしたら後手に回ったことになるが……ひとまず話を聞いてみるしかないな。

「護衛は……なるほど、連れていらっしゃるのですね」

　少し周囲を探ると、角の向こうからこちらをうかがっている気配がある。

「え？　キミはそんなことまで分かるのかい？」

「ええ、まぁ……護身術程度は学んでいますので」

　と言うか、思ったより気さくな態度で戸と惑まどう。第二王子は選民派の旗印。平民である俺に対して、もっとあたりがキツくなると思ったんだが……

「そう硬かたくならなくても大丈夫だ。彼らは父上がつけた護衛だから、基本的にはなにも言わずに静観しているから心配しなくて良いよ」

「……かしこまりました」

　と言うかそれは、口出ししないだけで動向を監かん視ししているというのではないだろうか？　少なくとも、ここでの会話は国王へ筒つつ抜ぬけだと思うのだが……

　どちらにせよ、クラスメイトに聞かせるべきではないな。

「殿下、あまり人に聞かせられない話ということでしたら、場所を移しませんか？」

「うん、その方がいいね。どこかあてはあるかい？」

「では……中庭はいかがでしょう？」

　提案しつつ周囲に視線を向ける。

　ルークに後のことを任せようと思ったのだが、ルークだけでなくクロエも見当たらない。さっきまでいたはずだが、いつの間にか居なくなっている。

　俺はクラスメイトに後のことを任せ、王子と共に中庭へと移動した。

　中庭はまだ昨日のパーティーの設備が残っている。俺はそんな会場の一角で第二王子と向き合った。周囲には彼の護衛が潜ひそんでいるが、会話が届く距きよ離りではない。

　なんの話かは分からないが、この状況なら落ち着いて話すことが出来るだろう。王子と相対するのは断罪される直前のシーンっぽくて、俺はあまり落ち着かないけどな。

「それで、お話というのはなんでしょう？」

「話というのは他でもない。その……ソフィアさんのことだ。彼女がどう思っているか知りたくて、キミに話を聞きに来たって訳さ」

「……なるほど」

　昨日、お嬢様は第二王子やその取り巻きとダンスを踊ったが、選民派であると明言するようなことはなかった。だから、その執事に探りを入れに来た、ということか。

「私ではなく、お嬢様に直接お聞きになるべきではありませんか？」

「そ、そんなこと出来るはずないだろ！　直接聞いたりして、ダンスが下手な男の子なんて嫌いとか言われたら、僕はどうすればいいんだよ！」

　……………………ん？　あれ、なんの話だ？　やばい、第二王子の話が理解できない。だが、執事が相手の話を理解できないと口にするなんて許されない。

　許されないんだが……本当に意味が分からない。

　待て待て待て、落ち着いて考えよう。

　直接聞くべきという俺の意見に対する王子の答えが、ダンスが下手な男の子なんて嫌いとか言われたらどうしたらいいのかという言葉。

　つまり、ソフィアお嬢様に対する質問は『ダンスが嫌いな男の子でも好きになってくれますか？』ということ……なのか？

　なんだそれ。俺に対する揺さぶり？　はたまた精せい神しん攻こう撃げき？　……いや、第二王子がソフィアお嬢様にお熱なのは見ていて明らかだ。

　だとしたら、本気でお嬢様がどう思っているかを気にしているってことか？

　選民派とその対立勢力が接触して緊張が走っている状況でそんなお花畑な質問はないと思うんだけど……一応、確かく認にんしておこうか。

「その……そもそも、殿下がダンスを下手などと、お嬢様は思っていないと思いますが」

「そんなはずないよ。昨日も、ソフィアさんの足を一回踏んじゃったんだ！」

「……昨日も、ですか？」

「うん。初めてあった日のダンスで、三回も足を踏んじゃったんだ。だから、次にダンスを踊るまでに、もっと上手くなるって決めてたんだ。なのに……」

「……三回から一回に減ったのなら上達しているのではないでしょうか？」

「足を踏んでることには変わりないじゃないか！」

　……ごもっともで。

　いや、そもそも論点がずれまくっている気がするのだが……でも、殿下は本気で、ソフィアお嬢様に嫌われていないか心配しているみたいだ。

　それに、執事でしかない平民の俺に対しても普通に話してる。

「殿下に一つお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「なにかな？」

「殿下はその……平民を嫌っているのでは？」

「どうして僕が平民を嫌わなくちゃいけないんだい？」

　キョトンと、つぶらな瞳で問い掛けてくる。その光景を絵にすれば、ショタ好きな女性を虜とりこにする名画になりそうだが……選民派の旗印、なんだよな？

　どういうことだ？　取り巻きの言動を把は握あくしてない、なんてあり得ない。知ったうえで……放置している？　いや、そもそも気にしてない、ってことか？

「なぜそんなことを聞くんだい？」

「いえ、殿下と一緒にいらっしゃる方々がそのようなことをおっしゃっていたので、殿下も同じ考えをお持ちなのかと」

　これは相当に突っ込んだ言葉だ。

　ハッキリ言って深入りしすぎな感じがするが、この機を逃せば二度目の機会は訪おとずれないかもしれない。そんな風に考えて、俺は第二王子に問い掛けた。

　だが──

「そうだったんだ。たしかにあの二人は、そういうことを言っているね。でも、それはあくまで彼らの意見だ。僕はそんなこと思ってないよ」

　王子は満面の笑みで答える。

　裏表なんて存在していない、無邪気な子供の笑顔がそこにはあった。

　足を踏んだことを気にするあたり、心優しい少年だろう。足を踏まないようにと、短期間で努力をしたこともうかがえる。

　だが……幼い。

　相手の言葉の裏をまるで読めていない。年相応ということも出来るが、第二王子がそれではダメだ。王子としては、あまりに未熟すぎる。

　お嬢様なら間違いなく、自分が選民派だと誤解されていると、俺に指し摘てきされていることに気付く。だが、第二王子は言葉の裏を読もうとすらしていない。

　攻略対象である爽さわやかな王子様としては優ゆう秀しゆうなのかもしれないが、現実の王子が言葉の裏も読めない素す直なおな性格ではダメだ。

　そもそも、選民派じゃないのなら、誤解されていることを周囲の者が教えるべきだ。第二王子の教育係はなにをやっている。

　なんとかするべきだと思うが……あなたの教育係、無能じゃないですか？　なんて言えるはずもない。と言うか、既に行き過ぎた質問を重ねている。

　本来、俺が口を挟はさむべき案件じゃない。

　だけど、将来は文字通りお嬢様の王子様となるかもしれない相手だ。もし第二王子とソフィアお嬢様が結けつ婚こんすることになれば、ソフィアお嬢様が苦労するのは目に見えている。

　お嬢様の王子様として相応しくなるよう、俺が進言するべきか？

　……無理だな。王族に対する無礼で殺される。ここは引き下がるべき……いや、そういえば、お嬢様にどう思われているか心配しているんだったか。

「殿下。ソフィアお嬢様は、ダンスが下手だからと相手を嫌うような方ではありません」

「本当かい!?」

「はい。ただ……お嬢様は殿下同様に、侯爵令嬢として様々な方から注目を浴びています。ゆえに、接触する相手や会話内容、その全てにおいて神経を研ぎ澄ます必要があるのです」

　殿下同様と前置きしたことで、あなたも軽率な行動は出来ない、してはいけないと指摘する。ほぼ、第二王子に向かって忠告しているも同然だ。

　護衛達には聞かれていないはずだが、もし聞こえていたら相応の罰ばつが下っただろう。

　だが──

「そっか、ソフィアさんのお家は厳しいんだね」

　そこまでしても、第二王子にはまるで通じていなかった……泣きたい。

　でも……そうだよな。十二歳の子供って、これが普通だよな。

　あれはダメ、これはダメと教育係に教えられたことを実じつ践せんできる子供はいても、深い考えを持って自ら判断できる者はほとんどいない。

　身体からだが未熟であるように、精神もまた未熟だからだ。

「ところで、えっと……キミの名前はなんだっけ？」

「これは名乗るのが遅おそくなり申し訳ありません。私の名前はシリルと申します」

「そっか、ならシリル。キミはソフィアさんがどんな物を好きか知らないかい？」

　食べ物では紅茶にショートケーキ。芸術ではダンスを踊るのが好きだったり、ヴァイオリンはときどき一人で弾ひいている。などと伝えるが、第二王子はピンとこなかったようだ。

　……そういえば、王城には珍めずらしい品種の薔ば薇らがあったな。

「お嬢様はローゼンベルク家の象しよう徴ちようでもある薔薇を好まれます」

「薔薇？　薔薇なら、王城に珍しい品種の薔薇があるよ！」

「もし見せていただけるのであれば、お嬢様はとても喜ばれるでしょう」

　王城の中庭にある薔薇を見るのなら、普通に考えて付いてくるのは使用人や護衛のみ。取り巻きは付いてこないだろう。そのときなら、お嬢様があれこれ指摘することも不可能ではない。

　そう考えて、王子がお嬢様を薔薇園に誘うようにお膳ぜん立だてをした。




　その後、一人で教室に戻るとクラスメイトに囲まれた。

「ど、どうしたのですか、みなさん」

「どうしたのですかじゃねぇよ。第二王子になにを言われたんだ？」

「まさか、引き抜きか？　トリスタン先生の再来か!?」

　あぁ……そういえば、トリスタン先生が王子に引き抜かれたときは、さきほどのように王子が使用人のクラスを訪ねてきたという話だったな。

「みなさんの期待に添えず申し訳ありませんが、そういう話ではありません。ただ、個人的なお話でしたので、内容についてはご容よう赦しやください」

　俺がそう口にすると、彼らは「なぁんだ」と残念がりつつばらけた。使用人としての教育を受けているので、守秘義務的な話には敏びん感かんなのだろう。

　ひとまず、俺は今後について考える。

　クラスは纏まとまりを見せているので心配はないだろう。今回の一件でお嬢様の専属執事としての実力を見せつけることも出来たので、そっちの心配もない。

　問題は選民派と庶民派のあれこれだ。

　第二王子が選民派でないのは……よく考えれば理解できない話じゃない。少なくともゲームで登場する第二王子は、選民派に対して良い感情を抱いていなかった。

　そう考えると、この三年でなんらかの事件が起きて、第二王子が選民派に悪感情を抱くというのがゲームでの設定なのかもしれない。

　真相はたしかめようがないが、問題は多くの人間が誤解していることだ。いくつもの事案が設定から外れているいま、ゲーム開始時には大丈夫だからという保証はない。

　このままだと、第二王子と平民のあいだに確かく執しつが出来る可能性がある。お嬢様の口からそれとなく伝えてもらう必要があるだろう。

　問題なのはリベルト達だ。

　ソフィアお嬢様が選民派であるとの強い疑念を抱かせてしまったのに、第二王子が堂々と俺に会いに来たのは致ち命めい的てきだ。

　選民派からすれば、第二王子が使用人ごときに会いに行くなんてと思っただろう。だが庶民派からすれば、第二王子がソフィアお嬢様の手て駒ごまに接触したと判断する可能性が高い。

　早急にリベルトに接触する必要があるが、接触の方法は慎しん重ちようを要する。

　第二王子が選民派でなかったとしても、取り巻きが選民派であることに変わりはない。俺やソフィアお嬢様の動向は監視されているとみて間違いないだろう。

　間違っても、どこかの王子のように相手の教室に乗り込むなんて目立つ真似は出来ない。

　少なくとも灰色。黒ではないと言い張れるだけの状況が欲しい。パーティーのように自然に接触できる機会があれば良いのだが……

「シリル、どうして難しい顔をしてるんだ？」

　話しかけてきたのはライモンドだった。

「おや、彼らとの和解は終わったのですか？」

「ああ。おまえのおかげだ……って、恥ずかしいこと言わせるんじゃねぇよ」

「あなたが自分で言ったんでしょうに」

　苦笑いを返しつつ、見返したライモンドは憑つき物ものが落ちたようだった。

　たった十二歳の少年が父親を失い、家族の命運を小さな背に負っていたのだ。そう考えれば、焦って暴走したとしても無理はない。

　そういう意味では、いまの姿こそが本当の彼なんだろう。

「それよりシリル、なんで難しい顔をしてたんだ？」

「あぁ……いえ、実はリベルトとどうやったら接触できるかを考えていまして」

「リベルトって言うと、ラクール商会長の息むす子こだよな。たしか、庶民派の旗頭……ははん」

　第二王子が俺に接触してきた直後に迂う闊かつだった。俺がリベルトに接触したがっているなどと言えば、俺が第二王子になんらかの指示を受けたと思われてもおかしくはない。

「一応言っておきますが──」

「分かってる。内密に接触したいんだろ？　味方であるって伝えるために」

「……どうしてそう思うのですか？」

　表情には出さなかったはずだ。

「おまえを大切にしてるあのお嬢様が、選民派なわけないだろう」

「私を大切に……ですか？」

　ライモンドの前で、お嬢様が俺に対してそう思わせるような態度は取っていなかったはずだ。どこでそんな風に思ったのかと疑問を抱く。

「ソフィアお嬢様に出くわしたときに、直じか談だん判ぱんしたことがあるんだよ。そうしたら、『わたくしのもっとも信頼するシリルと敵対する者を雇うことはない』って言われたんだよ」

「……そうでしたか」

　他よ所その人間に、使用人のことをそのように言うべきではないのだが……お嬢様にそんな風に言われて嬉しくないはずがない。

　俺はなんでもない風を装うのに苦心させられた。

「リベルトにさり気なく接触したいっていうなら、彼が主しゆ催さいするお茶会はどうだ？　下級貴族が何人かと、有力な平民が呼ばれているらしいぞ」

　リベルトが選民派に対たい抗こうする仲間を集めるためのお茶会を開くらしい。そこに出席する人間は、選民派を快く思っていない者達だけ──なんてことはあり得ない。

　もし俺が選民派であれば、内情を探るために庶民派の振りをして潜もぐり込む。

　そう考えると、第二王子と接触した直後なのは都合がいい。俺がお茶会に潜り込んだとしても、選民派の目を誤ご魔ま化かすことが出来る。

　第二王子も、俺に恋れん愛あいの相談をしていた──とは誰にも言わないだろう。

　問題は、リベルトにもそう思われることだが……そっちは説得するしかないな。

「絶好の機会ではありますが……問題は、どうやってそのお茶会に出席するかですね」

「パーティーに出席する貴族に、臨時の専属執事として雇ってもらえばいい。参加者の一人は、おまえをダンスに誘ったあのお嬢様だ」

　お茶会に呼ばれている下級貴族の一人がアリシアらしい。

　そういえば、ゲームにもアリシアがリベルトのお茶会に出席するイベントがあった。俺とお嬢様が処刑されるエンディング目前のイベントである。

　……ま、まあ、今回はその危険はないだろう。

　それより問題は、俺が臨時とはいえ、アリシアの専属執事になることだ。

　アリシアとダンスをしただけでソフィアお嬢様の瞳から光が失われたというのに、臨時とはいえアリシアの専属執事になるなどと知られたら……考えるだけで恐おそろしい。
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　その日の放課後、俺はアリシアと会うべく貴族のＣクラスを訪ねた。

　アリシアに取り次ぎを願うと、ブロンドのメイドが応じる。歳としは二十代半ばくらい。メリッサと名乗った彼女は、入学試験の日に俺とぶつかったメイドだ。

　立ち絵と服装や髪かみ形がたが違うためにいままで気付かなかったが、俺は彼女を知っている。作中でアリシアを支える、友人のような立ち位置にあるメイドだ。

「……あなたはシリルですね。お嬢様になんのご用でしょう？」

「突然の無礼をお許しください。アリシアお嬢様がお茶会に出席するとの噂を聞いて、個人的なお願いがあって参りました。実は──」

「お帰りください」

　俺のお願いを遮さえぎって、メリッサがにべもなく拒絶する。

「お待ちください。なにか誤解なさっていませんか？」

「誤解もなにもありません。お嬢様はご多た忙ぼうなため、使用人の個人的なお話に付き合っている暇ひまはありません。ですから──」

「あれ、メリッサ？　そんなところで誰と話しているの？」

　不意に透とう明めい感かんのある声が響ひびく。メリッサの背後にアリシアの姿があった。

「あれ、シリルさんじゃないですか。どうしてここに？　もしかして、私に会いに来てくれたんですか？　あ、だからメリッサと話していたのね」

「い、いえ、それは……」

　メリッサが視線を彷徨さまよわせる。どうやら、俺をにべもなく追い返そうとしていたことをアリシアには知られたくないらしい。

　このメイド、アリシア大好きっ子だからな。

「いまちょうど、アリシアお嬢様への取り次ぎをお願いしていたところです」

「あ、私になにか用事なんですね。じゃあ……テラスでお茶でもしながら伺いますね。メリッサ、私は荷物を取ってくるから、あなたはシリルさんのおもてなしをお願いね」

「は、いえ……はい」

　荷物を取ってくるのは使用人の仕事だ──と、そんな当たり前のことは口にしない。

　アリシアもメリッサもそんなことは分かりきっている。だからこそ、アリシアが自分で荷物を取りに行くと言ったのは建前で、なにか所用を済ませに行ったのだろう。

　それはともかく……と、メリッサに視線を向ける。

　なんとも言えない、気まずそうな横顔が見えた。彼女は俺の視線に気付いたのか、少し不満気な顔で「どうして私を庇かばったんですか……？」と呟つぶやいた。

「月並みですが、庇った訳ではありません。あなたの警戒は当然でしょう」

　メリッサはアリシア思いのメイドだ。アリシアが身分違いの恋をするルートですら、彼女だけは最初から最後までアリシアの味方をする。

　さきほどの対応は、アリシアのことを大切に想っているからこそだろう。

　アリシアが庶民派のお茶会に誘われ、その直後に選民派と疑わしきソフィアお嬢様の執事が接触してきた。これで警戒しなければ使用人失格だ。

「……一つ借りにしておいてあげます。でも、それは私に対してです。お嬢様に関わることでは譲じよう歩ほしませんので、そのつもりでいてくださいね」

　作中に登場する彼女らしいセリフを口にしたメリッサは、こちらですと俺をテラスへと案内する。それからほどなく、その場にアリシアが姿を現した。

「お待たせしました、シリルさん」

　少し頰ほおを染めてはにかむ彼女は、青みがかった黒くろ髪かみに小さな髪かみ飾かざりをつけていた。先ほどはつけていなかったので、彼女の所用とはオシャレのことだったようだ。

「とても綺き麗れいな髪飾りですね。アリシアお嬢様に良くお似合いです」

「ふえっ!?　あ、ありがとうございます」

　頰を朱しゆに染めるアリシアが可愛らしいと思っていたら、俺の斜ななめ後ろに控ひかえていたメリッサに脇わき腹ばらをつつかれた。余計なことは言わず、さっさと本題に入れということだろう。

「それで、私に用事というのは……あ、その前に、お茶もお出しせずにごめんなさい。メリッサ、私とシリルさんに飲み物を」

「は、いえ……その」

　メリッサは主に従うことを渋しぶった。俺がなにを言い出すかも想像できない状況で、アリシアの側を離れたくないのだろう。

「アリシアお嬢様、どうかお気になさらず。用件が終わればすぐにお暇いとまいたしますので」

「……そう、ですか？」

　心なしかしょんぼりしてるように見えるが気付かないフリをする──と、斜め後ろにいるメリッサから、どういうつもりですかという不満気な囁ささやき声ごえが届いた。

「あなたを納得させなければ意味がないと思っただけです」

　アリシアだけならたぶん、比ひ較かく的てき簡単に引き受けてくれるだろう。だがそれでは、後でメリッサが反対する可能性が高い。

　この場で二人一緒に説得する方が確実だ。

「信じましょう。ですが、お嬢様をしょんぼりさせているのはどういう了りよう見けんですか。まさか、ダンスに誘われておきながら、気付いていないとは言わないでしょうね？」

「……どういう了見もなにも、あなたは反対する立場では？」

「もちろんです。でも、お嬢様を悲しませるのはもっとダメです」

　矛む盾じゆんしている──と言うつもりはない。俺もお嬢様の幸せを考えるがゆえに、どうするべきか悩なやむことがある。……いや、いまだってずっと悩んでいる。

　ゆえに、矛盾した行動を取る彼女を笑うつもりはない。

「──なにを二人でこそこそ話しているんですか？」

「い、いえ、飲み物が本当にいらないのかと伺っていたんです、ねぇシリル様？」

「え、ええ。そうです。本当に気にする必要はないと伝えたところです」

　アリシアの冷たい声に、とっさにメリッサと話を合わせる。

　光と闇のエスプレッシーヴォ──光と闇というだけあって、この世界の元となったゲームには、わりと闇の部分がある。

　闇堕ちするソフィアお嬢様しかり、怒おこったときのアリシアしかりである。

「……なんだか、息ぴったりな気がします」

「そ、そんなことはありません。ねぇ、シリル様？」

「ええ、もちろんです」

　必死に否定するが、アリシアの瞳には疑念が滲んでいる。ジト目を向けられた俺は、ところで本題なのですがと話を逸らすことにした。

「……そういえば、私に用があるんでしたっけ？」

「ええ。その前に一つ確認させてください。アリシアお嬢様はリベルト様のお茶会に招かれていると耳にしましたが、それは事実でしょうか？」

「え？　ええ……よくご存じですね」

「そうですか。実はそのお茶会に、臨時の専属執事として同行させていただきたいのです」

「──ダメです」

　即座に否定したのはメリッサだ。

「こら、止やめなさいメリッサ。シリルさんに失礼でしょ？」

「彼はお客様ではなく使用人です」

「もぅ、そんな理り屈くつを捏こねて。……シリルさん、ごめんなさいね？」

「いいえ、彼女が反対するのは当然ですから」

　俺が説得するべきなのはメリッサだ。だからこそ、アリシアにはメリッサと同じレベルまで認識を引き上げてもらう必要がある。

　そう思ったのだが──

「そうですね。私も、シリルさんの目的を聞かなくては返事できません。シリルさん……いえ、ソフィア様の目的はなんですか？」

　アリシアは俺の目的が派閥関連であると気付いていた。作中のアリシアはいまより三歳年上であるにもかかわらず、世事には疎うとかったので少し意外だ。

「ふふ、私が気付いていないとでも思っていましたか？」

「……申し訳ありません」

　思っていたとは言うのも失礼なので、謝罪だけを口にする。それに対してアリシアはクスクスと笑い声を零した。

「気にしないでください。私も昨夜に教えられたばっかりなんです。その、シリルさんにダンスを申し込んだことで色々と……」

「あぁ、なるほど……」

　アリシアの昨日の行動は明らかに異質。庶民派寄りの考えだ。だが、アリシアがダンスを申し込んだ平民は、選民派疑惑のある侯爵令嬢の執事。

　見ようによっては、アリシアが選民派を切り崩そうとしている。もしくは、侯爵家の執事がアリシアを誘ゆう惑わくして、庶民派を切り崩そうとしているように見えたかもしれない。

　メリッサがピリピリしているのも当然だな。

「それで、シリルさんがお茶会に出席したい理由はなんですか？」

　アリシアは目を伏せて、自分の専属執事になりたい理由ではなく、お茶会に出席したい理由を尋たずねてきた。その言葉と態度に、チクリと胸が痛む。

　だが、いや、だから──か。ここで誤魔化すことは出来ない。

「私がリベルト様に接触する理由は、お嬢様に敵対する意思はないとお伝えするためです」

　お嬢様が選民派ではないという事実が意外だったのか、はたまた俺がそれを口にすることが意外だったのか。おそらくはその両方だろう。二人は顔を見合わせる。

「……つまり、ソフィア様は選民派ではないと、シリルさんはおっしゃるんですか？」

「ええ、その通りです。お嬢様に平民を差別する考えはございません」

「それが事実だとして、どうして私にそのようなことを打ち明けるんですか？」

「理由はいくつかあります……が、端たん的てきに申し上げるのなら、アリシアお嬢様、あなたなら信頼できると判断したからです」

「わ、私を信頼……ですか？」

　頰を染めるアリシアの横で、メリッサが小さく息を吐いた。きっと心の中では、お嬢様チョロすぎですとか思っていることだろう。

　だが、俺は別におべっかを使って騙だまそうとしている訳じゃない。ゲームのヒロインである彼女は疑いようもない善人で、いまのアリシアもそうであると判断した。

　だから、この件について彼女に隠し事はしない。

「重ねて言います。お嬢様はもちろん、私も選民派とは相あい容いれぬ考えを持っています。ゆえにお嬢様が誤解されつつあるいま、リベルト様と接触する必要があるのです」

「……つまり、ソフィア様のために、私を利用しようというのですか？」

　青みを帯びた瞳が、俺の心の内を覗のぞき込んでくる。

　俺は決して目を逸らさずに「その通りです」と認めた。刹那、メリッサが「ふざけないでください……っ」と静かな怒いかりを露わにする。

　だが、そんなメリッサを窘めたのもまたアリシアだった。

「控えなさい、メリッサ」

「ですがお嬢様、この男はお嬢様を利用すると言ったんですよ？」

「最初から分かっていたことでしょ？　それに、シリルさんは隠さなかったじゃない」

「それは……そうですが、隠さなければ良いというものではないと思います」

　メリッサは不満を口にして、なおもアリシアを諭さとそうとする。だがアリシアはそれを遮り、俺へと視線を向けた。

「ねぇシリルさん。シリルさんが私の気持ちを利用するのなら、私がシリルさんの目的を利用しても、問題はないですよね？」

　予想外の切り返しに、俺は面をくらってしまう。けれど、アリシアを利用している俺が文句を言うつもりはない。ゆえに、もちろんですと応じた。

「じゃあ、私からの提案です。臨時の専属執事ではなく、パートナーとして同行してください。もちろん、今回だけで構いません。そうしたらお茶会に連れて行ってあげます」

「は？　いえ、それは……」

「以前、ソフィア様のパートナーをしていましたよね？　なら、今回だって問題ないはずです。それとも……リベルトさんのお茶会への出席、諦めますか？」

　こてりと首を傾げるアリシアは茶目っ気たっぷりに笑っている。

　はてさて、お嬢様になんて説明しようか。
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　アリシアとの交こう渉しようを終えた俺は帰路についた。

　学園からローゼンベルク侯爵家の別宅まではそれほど遠くない。俺は久しぶりに徒歩で帰りながらアリシアとの交渉を思い出す。

　リベルトと接触するために、アリシアの臨時の専属執事としてお茶会に潜り込みたいと願い出たところ、パートナーとしてならお茶会に出席させてあげると提案された。

　こちらの要求をしっかり理解したうえでの提案。俺にアリシアの提案をはね除のけるだけの代案はない。ゆえに、この取引条件を覆せるのは一人だけ。

　だが、そのメリッサまでもが「お嬢様がそこまでの覚悟なら私はなにも言いません」とか言い出す始末。おまえは主の身分違いの憧あこがれを諫いさめる立場だろうに、使えない。

　……なんて愚痴ってはみたけれど、俺がアリシアの執事でもきっと同じ選択をする。メリッサはリンドベル子し爵しやく家けのメイドではなく、アリシアの専属メイドということなんだろう。

　予想していなかっただけに驚かされたが、結局はその取り引きに応じた。

　非公式のお茶会でのパートナー。第一王子の誕生パーティーでパートナーを務めたことに比べれば些さ細さいなことだ。

　ゆえに、問題なのはソフィアお嬢様の反応だ。

　アリシアとダンスを踊ったときですら闇堕ちしそうになったのに、アリシアのパートナーとしてお茶会に出席するなんて知られたらどうなることか……

　考えるだけで恐ろしいが、事実を打ち明けるしかない。お嬢様には決して噓うそを吐かない。それは、ソフィアお嬢様の専属執事である俺の美学だ。

　だが、何事にも手順というものがある。

　交渉するときには相手の利を示す必要があるし、謝罪に出向くときにはお詫びの品を持参する必要がある。もしも許されない罪を犯したのならスケープゴートが必要だ。

　……おっと、色々考えているうちにだんだんと後ろ向きになってきた。ひとまず、お嬢様が好まれるお菓か子しを準備してから切り出すとしよう。

　そんなことを考えながら屋や敷しきに戻ると、ルーシェが俺の部屋の前で待っていた。彼女は俺を見るなり「お嬢様がお待ちです」と用件を告げる。

「お嬢様の部屋に行けばよろしいでしょうか？」

　問い掛ける俺に対してルーシェは首を横に振り──

「いいえ、お嬢様はこちらでお待ちです」

　扉とびらを開け、俺を部屋の中へと押おし込んだ。たたらを踏んで部屋の中へと踏み入る。直後、背後の扉がルーシェによって閉じられた。

　いきなりなんなんだと疑問を抱きつつ顔を上げる。

　そこには──仁に王おう立だちのお嬢様。

「……シリル、どこに行っていたのかしら？」

「もちろん、リベルト様と接触するために奔ほん走そうしておりました」

　とっさにそう切り返した。

　お嬢様に決して噓を吐かないと誓った俺の、噓を吐かずに真実を隠す処世術である。

「つまり、リベルトさんと接触するために、アリシアさんとイチャイチャしていたと？」

　お、おぉう……会いに行ったのがバレてる。

　ハイライトが消えたアメジストの瞳は赤みを増し、風もないのにお嬢様のプラチナブロンドがなびいている──って、おかしいだろ。

　もしかして、お嬢様の魔力が暴走してないか？

「お嬢様、落ち着いてください」

「落ち着いてなんていられません！　どうしてわたくしを見てくれないのですか！」

「いけません、お嬢様」

「──え!?　シ、シリル!?」

　お嬢様の華きや奢しやな肩かたを摑つかんでその瞳を覗き込む。赤く染まった瞳の奥おくに、真しん剣けん味みを帯びた俺の姿が映り込んでいる。お嬢様の透すき通とおるように白い頰にさっと朱が差した。

「シ、シリル？　顔、顔が近いですっ」

「落ち着いてください、お嬢様。落ち着いて、俺の目を見て、自分が魔力を暴走させつつあることに気付いていますか？」

「……え？　まりょ、く？　魔力？」

「そうです、魔力です。落ち着いて、ゆっくり深呼吸です。魔術の制せい御ぎよについて教えたことを覚えていますね？　体内に膨れあがった魔力を外に逃がしてください」

「はい。分かり、ました……」

　お嬢様が目をぎゅっと閉じて魔力を放出させる。お嬢様の身体から、キラキラと光る粒りゆう子しが放出されて空気に溶とけ込こんでいく。

　それと共に、赤く染まっていた瞳が本来の紫むらさき色いろへと戻っていく。いつも通りの美しいアメジスト色になるのを確認して、俺はようやく息を吐いた。

「……シリル、わたくしの身にいったいなにが起こったのですか？」

「お嬢様は魔力過給症しようのようですね」

「……魔力過給症？　なにかの病気ですか？」

「なにかが切っ掛けで、キャパシティを超えて魔力の供給がおこなわれる珍しい症しよう状じようです。が、いまのように定期的に魔力を放出、または消費すればなんの問題もございません」

　体内の魔力を飽ほう和わさせた状態が続くと、感情のコントロールが難しくなったり、魔力のコントロールが難しくなったりする。

　魔力を暴走させても感情のコントロールが利きかなくなるし、感情を暴走させても魔力のコントロールが利かなくなる。ちょっとした出来事で連れん鎖さ的てきに暴走するようになる。

　光と闇のエスプレッシーヴォにおいて、お嬢様は瞳からハイライトを消して豹ひよう変へんする。その落差はまさに闇やみ堕おちと呼ぶに相応しい変わりようだった。

　そういう性格だと思っていたが、魔力過給症が精神に影えい響きようを及ぼしていたのだろう。そしてそれは、いくらお嬢様が人格者に育ったとしても、闇堕ちする可能性はなくならないと言うことだ。

　とはいえ、不安に思うことはない。

　感情のコントロールが利かなくなるのは、魔力を飽和させた状態を続けた場合だ。

　魔術を使って魔力を消費したり、不要な魔力を体外に放出したり、あるいは第三者が魔力を吸収することで魔力の飽和を防ぐことが出来る。

　本人が魔術を学ぶか、周囲に対処できる人間を配すれば恐れる病ではない。平民では厳しいが、侯爵令嬢であるお嬢様なら対処は可能だ。

　なにより、前世で魔術を専門に学んでいた俺が側にいる限り、恐れることはなにもない。

　むしろ、通常よりも魔力の回復が早くなるのは才能とも言える。お嬢様には魔術師としての才能があるということだ。

「……シリル？　本当に大丈夫なのですか？」

「ええ、本当です。ただ……お嬢様は私のことになると感情的になりやすいようですね」

「え？　あ、それは……その、ごめんなさい」

　ソフィアお嬢様はピクリと身を震ふるわせ、長いまつげを伏せた。

　光と闇のエスプレッシーヴォにおける俺のお気に入り。前世の記き憶おくを取り戻してからは、ソフィアお嬢様の側にお仕えして、ずっと彼女の成長を見守ってきた。

　そんな彼女が、俺のことになると感情的になる。嬉しくないはずがない。腕うでの中にある温ぬくもりを手放したくなくなってしまう。

　だけど……

「私は、いつだってお嬢様のことだけを見ています。──けれど、お気をつけください。お嬢様は侯爵家のご令嬢。そのことを忘れてはいけませんよ」

「シリル、わたくしは……」

　お嬢様がなにか言いたげに俺を見上げる。

　だが、お嬢様を捕とらえていた手を放し、俺はお嬢様からそっと距離を取った。

「お嬢様、私の報告をお聞きください。選民派の件で色々とお伝えすべきことがあります」

「……分かりました。でもその前に、一つだけ。一つだけ聞かせてください」

　お嬢様の瞳が、まるで初めて会ったときのように不安げに揺れている。そんな彼女の視線を受け止めた俺は「なんですか？」と応じた。

「シリルは……子供の頃の約束を覚えていますか？」

「もちろん、ずっと覚えています」

　どんなときだって、ずっとお嬢様の側にいると誓った。

　あの日のお嬢様は幼くて、転生者である俺には護るべき子供にしか見えなかった。だがお嬢様の成長と共に、印象は少しずつ変わっている。

　それでも、いや……だからこそ、あのときの約束を忘れたことはない。

「……そうですか」

　お嬢様は胸に添えた指をきゅっと握り、こくりと頷く。そして再び顔を上げたとき、侯爵令嬢としての気高い彼女がそこにいた。

「では、報告を始めてください」

「……かしこまりました。まず、最初にご報告するべきなのは第二王子のことです。彼はおそらく、選民的な思想を持っていません」

「……なにを言っているのですか？」

「お嬢様の気持ちは良く分かりますが──」

　第二王子が俺に接触してきたことを打ち明ける。

「第二王子がシリルの教室にやって来たのですか!?」

「ええ、本当に驚きました」

「羨うらやましいです、わたくしも遊びに行って良いですか？」

「……ダメですよ」

　身分は第二王子の方が上だが、俺の主で異性のソフィアお嬢様の方が邪じや推すいされやすい。なんてことは言わなくても分かってるはずなので冗談だろう。

「残念です。……それで、第二王子の用件はなんだったのですか？」

「お嬢様が好まれる物などを聞きに来られたようです。ダンスでお嬢様にご迷惑をお掛けしたと、申し訳なく思っているようでしたよ」

　お嬢様を好きだから──という部分は伏せて、客観的な事実だけを口にする。足を踏まれたことを思い出したのだろう。ソフィアお嬢様は苦笑いを浮かべた。

「その折、執事への悪意ない接し方が気になってお話を伺ったんです。そうしたら……」

　第二王子自身に選民思想はないが、取り巻きを抑おさえるつもりもないこと。それによって、自分がどう思われているか思い至っていないことを伝えた。

　話を聞き終えたソフィアお嬢様、信じられないという顔をする。

「まさか、そのようなことがあるのですか？　彼自身が気付かないとしても、彼の教育係や、お付きの者が気付いて忠告するのではないですか？」

「必ずしもそうとは言えません」

　第二王子の現状は普通に考えてあり得ない。普通に考えてあり得ないのなら、なにか普通ではない事情があると判断するべきだろう。

　たとえば、トリスタン先生の教育方針がそうだ。

　失敗から学ぶことを美徳としている。彼は第二王子の執事ではないが、王族がトリスタン先生の教育方針を踏とう襲しゆうしている可能性は捨てきれない。

　もしくは、そもそも教育するつもりがない可能性もある。

　周囲の者が第二王子の失脚を望んでいるのなら、過あやまちを正さないのは当然だ。その場合、第二王子が王族としての振ふる舞まいを身に付けていないことにも頷ける。

　前者はともかく、後者の場合は深入りするべきではないだろう。下手をしたら子供の派閥とは比べものにならない、本物の派閥争いに巻き込まれかねない。

「可能性の話ですので真相は分かりません。ただ、後日お嬢様に接触してくる可能性が高いので、可能であれば探ってみてください」

「そう、ですね。分かりました、アルフォース殿下にはわたくしから伺ってみます。それで、リベルトさんの方はどうなっているのですか？」

「実は、アリシアお嬢様がお茶会に招かれているようで、臨時の専属執事として同行させて欲しいと申し出たのですが……」

「……専属執事」

　お嬢様がピキリとこめかみを引き攣らせた。

「ですが、それはアリシアお嬢様に却きやつ下かされまして」

「……ほっ」

「代わりに、パートナーとしてなら同行させると取引を持ちかけられました」

　お嬢様が硬こう直ちよくして、再びその瞳に宿る光を暗くする。

「シリルは、それを、受けたのですか？　わたくしに、一言の、相談もせず」

　むちゃくちゃ不ふ穏おんだが、ここで後ろめたい態度を取る訳にはいかない。俺は「お嬢様のために必要なことでしたので」と正直に答えた。

　その直後、一度は失われ掛けた瞳の光が戻った。

「……ズルイです。わたくしのためだなんて言われたら、言い返せないじゃないですか」

「申し訳ありません。お詫びに紅茶を用意するので許していただけませんか？」

「そ、それくらいじゃダメです」

「では、お嬢様のお好きなショートケーキをお作りするので許していただけませんか？」

「あの白くて甘いお菓子ですか!?　……んんっ。そ、それくらいじゃ許しません。と言うか、わたくしは食べ物で釣つられたりしませんっ」

　ぷいっとそっぽを向くが、その横顔にはショートケーキが食べたいと書いてある。もう一ひと押おしすれば陥かん落らくしそうだが、俺は主導権をお嬢様に返すことにした。

「では、どうすれば許してくれますか？」

「そう、ですね。今度、一つだけ、わたくしのお願いを聞いてくれると約束してください。そうしたら、今回のことは許してあげます」

「お願い、ですか？　それはどのような？」

「ま、まだ決めていません」

　まだ決まっていないと言うが、ソフィアお嬢様の顔は真っ赤に染まっていた。その態度こそが、お願いの方向性を物語っているが……

「分かりました、お約束いたします」

「え？　良いんですか？　まだどんなお願いかも決めてないんですよ？」

「関係ありません。お嬢様が心から願うなら、それがどんな願いでも叶えます。だから、どんな願いをするか、考えておいてくださいね」

　俺がイタズラっぽく笑うと、お嬢様はほのかに頰を染めてこくんと頷いた。




　数日後。

　俺はアリシアのエスコート役としてリベルトのお茶会へと紛まぎれ込こんだ。

　アリシアは淡あわい色いろのドレスを身に纏い、その髪は高い場所で纏めている。平民が主催するお茶会に出席する令嬢としてはかなり気合いが入っている恰かつ好こうだ。

　まぁ……気のせいじゃないんだろうな。

「シリルさん、もしかして私のドレス、似合っていませんか？」

「いいえ、淡い色のドレスは、アリシアお嬢様の夜空の髪ととても良くお似合いです。夜空を舞う妖よう精せいのようですよ」

「ふわぁ……あ、ありがとうございます」

　そんな他愛たわいもないやりとりをしながらお茶会の会場へと足を踏み入れる。ほどなく、来客者のチェックをしていた使用人からの知らせを受けたのだろう。

　リベルトが俺達の前へとやって来た。

「シリルと言ったか？　侯爵令嬢の使用人がなぜここにいる？」

「すみません、リベルトさん。私がパートナーとしてシリルさんを連れてきたんです」

　招待客には身分のチェックがおこなわれるが、パートナーや使用人は招待客が身分を保証することでチェックを通ることが出来る。

　それを利用して通してもらったのだと、一歩前に出たアリシアが庇ってくれる。

　だが、ここで彼女の陰かげに隠れていてはパートナー失格だ。俺はアリシアの前に出て、彼女をそっと後ろに下がらせる。

「敵情視察──という名目で潜り込ませていただきました」

　声のトーンを落としつつ、迂遠ながらも話し合いが目的だと伝える。

　そのまま聞けば喧けん嘩かを売っているも同然だが、あえて名目と付けたところがポイントだ。リベルトは同学年の他の生徒と比べて迂遠な表現にも精通している。

　おそらくは通じるはずだが──

「……約束を果たしに来たということか。良いだろう。どのみち、ここにいる全てが味方とは思っていないからな。せいぜいゆっくり、していくがいい」

　どうやら通じたようだ。

　俺の挑ちよう発はつに受けて立ったという風にも受け取れるが、こちらはゆっくりと、強調するように付けたところがポイントだ。俺の話し合いに応じるという意味だと思って良いだろう。

　リベルトは「それではまた後ほど」とアリシアに挨あい拶さつして立ち去っていった。それを見届けた俺達はひとまず会場の奥へ。

　お茶会は堅かた苦くるしいことを嫌って──というよりも、個々で話しやすくしているのだろう。立ったまま各種お菓子や紅茶を楽しむ立食形式となっている。

「アリシアお嬢様、どうぞこちらを」

　用意されている紅茶をソーサーごと取り上げ、アリシアお嬢様へと手て渡わたす。それを受け取った彼女は感謝の言葉のあと、「ふふっ」と小さな笑みを零した。

「……なにか粗そ相そうがありましたでしょうか？」

「いいえ、そんなことはないです。でも、シリルさんが使用人みたいだなって」

「──あぁ、失礼いたしました」

　今日の俺はアリシアのパートナー。エスコートをするのは俺の役目だが、紅茶を取って渡すのは後ろに控えているメリッサの仕事だ。

　どうやら、使用人としての行動が癖くせになっているようだ。

「謝らないでください。でも……ソフィア様はいつも、シリルさんにこんな風にお世話をしてもらっているんですね。ちょっぴり羨ましいです」

「では、いまからでも使用人になりましょうか？」

「そ、それはダメです。今日のシリルさんは私のパートナーなんですっ」

「かしこまりました」

　さすがヒロイン。拗すねた仕草も可愛らしい。

「もぅ、どうして笑うんですか？」

　……おっと、内心を隠せていなかったようだ。更にふくれっ面つらになるアリシアをなだめすかし、ひとまずはお茶会の出席者達との会話を楽しむ。

　アリシアは生来の人当たりの良さからか、庶民派である他の出席者と楽しげに話す。

　ただし、俺が選民派とダンスを踊ったお嬢様の専属執事であると噂になっているようで、警戒を露わにする者も多い。

　アリシアと交流を持とうとしている者にとって、俺は邪魔な存在となっていそうだ。そんな風に考えていると、リベルトが姿を現した。

「アリシア嬢、楽しんでいただけていますか？」

「ええ、凄く楽しいです。お菓子も紅茶も凄く美お味いしいですし」

「それは良かった」

　アリシアの無邪気な微笑みがリベルトを破顔させる。ゲームと展開や学年が違いすぎて確信は持てないが、リベルトのルートに入りつつあるように思える。

　俺とお嬢様が、選民派として警戒されていることも含めて。

　そんな俺の心の声が聞こえた訳ではないだろうが、リベルトが俺を見た。

「そういえば、シリルは紅茶を淹いれる技術に優すぐれているそうだな。俺にその技術を教えてくれるつもりは──あるか？」

「自分の技術が優れているかどうかは分かりませんが、お嬢様より許可は得ておりますので、お望みであればいますぐにでも」

　俺の紅茶の技術を伝えるのは、お嬢様の派閥に所属する者だけ。その話をどこかから調べてきたのだろう。なかなかの情報収集能力だ。

　つまり、自分に味方をするつもりはあるのかというリベルトの問いに俺は、お嬢様はいますぐにでも味方になる意思があると応じた。

「ふむ……そうか。では、俺はアリシア嬢と少し話があるので、良ければ俺の使用人に紅茶の淹れ方を伝授してやってくれ」

　リベルトがパチンと指を鳴らすと、執事の恰好をした少年が姿を現した。

　なるほど……そういうことか。

「アリシア様、構いませんか？」

「え？　私、ですか？　えっと……シリルさんがそれで良ければ？」

「ありがとうございます。では……さっそく、案内いただけますか？」

　使用人の恰好をした少年に問い掛けると、彼はこくりと頷いて歩き出した。その後を追い掛けると、彼は会場を出て廊ろう下かを進む。

　しばらくすると、執事の恰好をした少年は足を止めて振り返った。

「……文句を言わないのか？」

「ていよく会場から排除されたから、ですか？」

　ソフィアお嬢様の味方にだけ新しい紅茶の淹れ方を教える。その話を引き合いに出したと思わせて、アリシアとの会話の席から俺を排除した。

「そう見せかけただけでしょう？　ニコラさん」

「へえ？　どうして俺の名前を知っているんだ？　会うのはこれが初めてだと思うけど？」

「カマを掛けただけですよ」

　まず、彼は執事の恰好をしているが、立ち居振る舞いが執事のそれじゃない。あくまで執事の恰好をしている一いつ般ぱん人じんだ。

　そして、少し暗いブラウンの髪。容姿はそれくらいの情報しかなかったが、リベルトにはニコラという右腕的存在がいることを知っていた。

　ゆえに、彼がニコラだと思ったのだ。

　そこまで踏まえて考えると、ある疑問が浮かび上がる。

　そもそも、リベルトはどうしてニコラに執事のまねごとをさせたのか。俺をていよく会場から排除したフリをするだけなら、本物の執事を使ってニコラの元に案内させれば良い。

　リベルトは無意味な余興を楽しむタイプではない。であれば、リベルトの右腕である彼が執事のまねごとをしたことに意味があるはずだ。

　……ただの子供にしか見えない。けれど、その正体は自らが信頼する右腕的存在。そんな彼に執事の恰好をさせて、俺の応対を任せた。

　新入生歓迎パーティーでの一件と状況が似ている。

　まさか──

「私がソフィアお嬢様の強い信頼を得ていると、あなた方は最初から知っていたのですか？」

　俺の問いにニコラはなんの反応も示さない。

　だが、その反応こそが、俺の言葉を肯こう定ていしているも同然だ。

　背筋がゾクリとした。

　新入生歓迎パーティーでの前提条件が崩れた。

　俺がリベルトの応対をお嬢様に任された。その対応にリベルトが不満に抱いたのは、俺がお嬢様の信頼を得ている執事だと知らなかったから──ではなかった。

　お嬢様の誠意だと知りながら、リベルトは俺に対してあのような態度を取った。

　普通に考えればあり得ない反応だ。だが、普通に考えてあり得ないことが起こったのなら、そこには普通ではない理由が存在する。

　お嬢様の行動が、平民を蔑ろにする態度から来るものではなかったと知っていた。そのうえで、表面上のお嬢様の行動から、選民派だと決めつけて敵対するような態度を取った。

　そんな行動を取る理由は一つしか思いつかない。

「お嬢様は庶民派を支持しつつも、選民派との対立を望んでいない。そこまで理解したうえでの行動、ですか」

　お嬢様は選民派を優先するフリをして、庶民派との話し合いを俺に任せた。それがソフィアお嬢様の誠意の表れであることは、俺とお嬢様の関係を知っていれば予想できる。

　つまり、選民派にお嬢様の本心を知られる可能性があった。

　だが、リベルトと俺のやりとりを聞いていた者はそんな風に思わない。ソフィアお嬢様と庶民派の関係はよろしくないと判断しただろう。

　リベルトのあの態度はこちらの意図に合わせた行動、周囲の観客を騙すための演技だった。

「……さすが、リベルトが誰よりも警戒するだけのことはある」

「私の予想が合っていると言うことでしょうか？」

「半分だけ、な」

　ニコラはニヤリと口の端を吊つり上あげた。

「……半分。では、残りの半分はなんでしょう？」

「言っただろう、おまえを警戒していると。おまえは、あまりにキレすぎる」

「……なるほど。疑われているのもまた事実ということですか」

　俺やお嬢様が選民派であれば、リベルトを罠わなにはめる動機は十分だ。そして俺やお嬢様がそのつもりなら、真実を巧こう妙みように隠してリベルトを罠にはめるだろう。

　──分かりやすくて期待する人間は怖こわくない。怖いのは本心を隠す、もしくは偽れる人間。

　リベルトと俺の共通認識だ。

「警戒しすぎと思うかもしれないが、出来れば大目に見てやってくれ。あいつは過去に色々とあって、味方の選別には神経を尖とがらせているんだ」

　知っている。

　リベルトにはかつて妹のような存在がいた。

　無邪気で裏表がなくて、誰にでも優しい女の子。その少女はリベルトを兄のように慕したい、そんな少女をリベルトは心から可愛がっていた。

　味方のフリをして近付いてきた貴族に、少女の命が奪うばわれるまでは。

「事情は理解しました。もとよりこちらの目的は、選民派と事を荒立てずに、貴方あなた達たちに味方であると伝えること。その目的が果たせるのなら問題はありません」

「あぁ、そうだったな。あまり時間がないから単刀直入に聞こう。シリル、おまえが今日ここに来たのは、ソフィア嬢が選民派ではないと伝えに来た、で合ってるか？」

「ええ。その証しよう拠ことしてこちらを預かっています」

　俺はニコラにお嬢様に書いていただいた手紙を渡す。

　その手紙には、選民派ではなく、庶民派を支持する意思があること。ただし、選民派と真っ向から対立することは望んでいない旨むねが書いてある。

「手紙、か……こんなものを俺達に渡したと選民派に知られれば、おまえのところのお嬢様は立場が危あやうくなるのではないか？」

「だからこそ、あなた方に渡すのですよ」

　手紙が公表されれば、お嬢様は選民派との対立を余よ儀ぎなくされる。つまり、庶民派を裏切れば、選民派とも対立させられることとなる。

　ただし、その手紙を使ってお嬢様を脅きよう迫はくすることは出来ない。そんなことをすれば、お嬢様はたちまち庶民派の敵になる。

　お嬢様を味方として留とどめる目的にのみ有効な手札だ。

「良いだろう。ならこの手紙はリベルトに渡しておこう。ただ、なにが書いてあったとしても鵜う吞のみにすることはない。必ず裏は取らせてもらうぜ？」

「ええ、もちろん」

　それこそお嬢様の望みだと心の中で呟く。誤解が解けたいまはなんら心配はない。先入観抜きで調べてもらえば、お嬢様の人となりは見えてくるはずだ。

「……ふぅん？　ま、良いや。それで、他になにか伝えておくことはあるか？」

「ええ。第二王子も選民派ではないようだとお伝えください」

「……は？　おまえはなにを言ってるんだ？」

「先日、第二王子と接触する機会がありました。個人的なことなので詳しよう細さいはお話しできませんが、アルフォース殿下は春の訪れを望んでいるようでした」

「なるほど、ローゼンベルク家の薔薇は美しいと評判だからな」

　殿下の恋をほのめかしたところ、ソフィアお嬢様が相手であると即座に行き着いた。やはり、第二王子やその辺りのご令嬢よりも察しが良い。

「これは私個人の感想ですが──王子は年相応に幼く純真。部下の掌しよう握あくは苦手のようです」

「ほぉん……？　あの取り巻き共か、なるほどな」

　ニコラは考えるような素振りを見せたあと、納得するような素振りも見せた。なにか思い当たる節がありそうだ。そのことを、俺は記憶に刻み込んだ。

「話は以上です。そろそろアリシアお嬢様の元へ戻らせていただきます」

　あまり長居は怪あやしまれると、俺は来た道を引き返そうとする。

「あ～ちょっと待ってくれ」

「……はい？　なんでしょう？」

　彼にも質問があるのならそれに応じる。そう思って振り返ったのだが、ニコラはなにやら言いい淀よどんでいる。なにか、言いい辛づらいことだろうか？

「あ～その、なんだ……おまえ達が敵か味方か、もしくは中立か。最終的にその判断をするのはリベルトだが、俺はおまえに協力する用意がある」

「……協力する用意、ですか？　その言い方だと、あなたの独断のようですが？」

「ま、そんなところだ。もし困ったことがあれば連れん絡らくを寄よ越こせ」

　そう言って彼は、内密に連絡を取る方法を教えてくれた。どうやら、使用人コースのＢクラスに、彼らの仲間がいるらしい。

「分かりました。ではなにかあれば連絡させていただきます。それでは──」

「あ～ちょっと待て」

「……まだなにか？」

「いや、えっと……いま考える」

「……は？　なにか私を戻らせたくない理由でもあるのですか？」

　どう考えても時間稼ぎをしている。

　リベルトがアリシアに危害を加えるとは思えないが……あぁ、そういうことか。

　状況はだいぶ違うが、気を利かせたニコラが、リベルトとヒロインの語り合う時間を作るシーンが作中にはあった。それと同じことだろう。

「リベルト様は、アリシアお嬢様がお気に入り、ですか？」

「えっ!?　い、いや、そういう訳じゃねぇんだが、俺が勝手に、な。……おまえは、そういう身分違いの恋はどう思う？」

「……そうですね」

　リベルトルートでも、アリシアはハッピーエンドを迎えている。もちろん、エンディングの先にも現実は続くので、人生のラストがどうなるかは分からないが……

「二人にその覚悟があるのなら構わないのではないですか？　リベルト様とアリシアお嬢様はとてもお似合いだと思います」

「お、そうか？　おまえ、なかなか話が分かるじゃねぇか。なら……」

「ええ、次の機会があれば、必ず協力させていただきます」

「ああ……あ？　次??」

　選民派の件で無実の罪を着せられる可能性は限りなく低くなった。アリシアがリベルトとくっついてくれた方が色々と都合が良いのは事実。

　だが──

「今日の私は、彼女のパートナーですので」

　アリシアのパートナーになったのは、お茶会に参加させてもらうための交こう換かん条件だ。アリシアが約束を果たしたのに、俺が約束を破る訳にはいかない。

　だから──と、呆あつ気けに取られるニコラに別れを告げて身を翻ひるがえした。
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　ひとまず、選民派と対抗する平民の旗印、リベルトにお嬢様の手紙を渡すことが出来た。すぐに信頼を得られるとは思わないが、敵と断じられることはないだろう。

　後はゆっくり時間を掛けて信頼関係を築いていけばいい。

　という訳で、それについては良かったのだが──

「シリルさん、お昼一緒にしても良いですか？」

　お茶会に出席して以来、アリシアがときどき俺の教室まで来るようになった。

　俺はパートナーとしての役割を果たしたに過ぎないのだが、パーティーでの一件はアリシアの心境を変化させる切っ掛けに至ったようだ。

　第二王子のときはまだ言い訳の余地はあったが、アリシアお嬢様は露ろ骨こつすぎる。

　ヒロインの攻略対象になったような現状。決して悪い気はしないのだが、色々な意味で不穏すぎる。違う意味でリベルトを敵に回しそうだ。

「申し訳ありません、アリシアお嬢様。私はお嬢様のお茶会の準備がございますので、ゆっくり食事をする時間はないのです」

「じゃあ、私も一緒に早く食べても構いませんか？」

「いえ、それは……」

　お嬢様に急いで食事をさせる時点でアウト。

　ましてや、使用人コースの教室で貴族令嬢と一緒に食事をとるなんて、もはやどこから突っ込んで良いのか分からないレベルでアウトだ。

　俺はアリシアお嬢様の背後に付き従うメリッサに向かって、なんとかしてくれ、おまえのところのお嬢様だろうとアイコンタクトを送る。

　だが、彼女は困った顔をしつつも止める素振りは見せない。なんて役に立たないメイドだ。

　困ったな。このままだと選民派とかそれ以前に、お嬢様が闇堕ちしてしまう。どうするべきか考えた俺は、アリシアをソフィアお嬢様の味方に引き込むことにした。

「分かりました、アリシアお嬢様」

「本当ですか？　じゃあ、さっそくお昼にしましょう」

「いえ、お待ちください。今日はダメです。後日こちらからご連絡を差し上げるので、どうか本日はご容赦ください」

「えぇ……ダメ、ですか？」

「お嬢様、これ以上はシリルさんの迷惑になりますよ」

「……はぁい。せっかくシリルさんのお弁当も用意したのになぁ……」

　ようやくメリッサが仲裁してくれたおかげで引き下がったが、まだなにやら呟いている。行動力がある割に、約束を取り付けるという基本的なところで抜けている。

　だが、アリシアがゲームのヒロインだと考えれば無理もない。

　今日は誰のところへ行こう？　──みたいな選せん択たく肢しから突とつ発ぱつ的に行動するから、事前に約束を取り付けるといった、貴族にとって当たり前の気配りが欠けつ如じよしてしまうのだ。

　現実のアリシアには、その辺りが性格となって表れているようだ。

　だが、アリシアが俺のところに通かよい詰づめというのは色々と問題がある。貴族としての体面はもちろん、派閥的な意味でもパワーバランスを崩す切っ掛けとなりかねない。

　ゆえに、こちらでコントロールする。




　その日の放課後。ソフィアお嬢様のもとへ出向いた俺は、アリシアをお茶会のメンバーに引き入れてはどうかと提案した。

　庶民派との渡りは付けた。もっとも警戒すべき第二王子が選民派でないと分かった以上、いつまでも選民派の影に怯おびえている必要はない。

　これは好機だ。

　大勢を見み極きわめることは重要だが、この状況から動いて選民派の勢力を切り崩せば、お嬢様が誰よりも早く動いたと印象づけることが出来る。

　そう説明したところ、お嬢様らしからぬジトォとした視線が返ってきた。

　まるで『そんな理屈を並べてまでアリシアさんと一緒にいたいんですか？』と言いたげだがそんなことはない。これはあくまで、ソフィアお嬢様のことを考えての立案だ。

　そんな風に説得したら、最終的には納得してくれた。




　こうして、アリシアはソフィアお嬢様のお茶会に参加することになった。

　庶民派と目されるアリシア。しかも庶民派のお茶会に出席した直後に動いたともなれば色々な憶おく測そくが立つ。いずれは選民派が動くと考えて対策を立てる必要がある。

　そんな訳で、ある日の休日。

　俺はお嬢様から外出許可を得て、再び闇ギルドへと顔を出した。

「シリルか、今度はなんの用だ？」

　俺を出迎えたのはノーネームの影かげ武む者しや──ではなく使用人の振りをした隻せき眼がんの優やさ男おとこ。

　ノーネーム本人である。

「……今日はあなたが応対してくれるんですか？」

「はん、どうせ俺の正体にも気付いているんだろ？」

「さぁ……なんのことでしょう？」

　ノーネーム本人であるどころか、彼が無実の罪で追放された貴族であることも知っている。

　だが、俺はなにも知らない。そういう体ていでいるという意思を示す。

「はん、本当に食えない野や郎ろうだな。だが、まぁ良い。それでなんの用だ？　まさか、いきなりあのガキ共が親に会いたいと言い出したって訳じゃないだろう？」

「そっちはまだまだ先の話です。それより、あなた向きの依い頼らいを持ってきました」

「……ほぅ？」

　ノーネームがギラリと目を光らせる。

　自分向きの、金かね儲もうけだと期待したから──ではないだろう。作中のシリルは、ノーネームが金のためならなんでもする闇の人間だと誤解していたが、実際はそうじゃない。

　彼の根本は正義と、汚きたない権力者への復ふく讐しゆう心しんで構築されている。彼に多額の報ほう酬しゆうと引ひき換かえに汚いことを依頼すれば、たちまち裏切られて破滅する。

　だが、俺が頼たのもうとしているのはその真逆だ。

「アーレ伯はく爵しやく家けの次男ジルクリフと、三男サージェスをご存じですか？」

「第二王子の取り巻きで、俺達スラムのクズは纏めて処分するべきだと騒ぎ立てている選民派だな。そいつらがどうかしたのか？」

「彼らと、その実家の身辺を探っていただきたいのです」

「……どういうことだ？　おまえもなにか摑んでいるのか？」

「いまのところはなにも。ですが──なにかあると思っています」

　ただの勘かん──ではない。第二王子を除外すれば、現時点で選民派の代表と言えるほどに目立っているのは彼らだが、作中に彼らは出てこない。

　なんらかの失態を犯して排除される可能性は考えていたが……先日、取り巻き二人の暴走だとほのめかしたとき、ニコラは得心がいったとおぼしき表情を見せた。

　そのうえ、彼は選民派との対立で、場合によっては独断で協力してやると言った。だが、独断で協力できることといえば限られている。

　たとえば──情報提供。

　取り巻き二人を蹴落とせるような不正の情報、とかな。

　そこで見えてくるのが、リベルトの妹分の命を奪った貴族の正体だ。

　作中では解決済みだったので正体は分からない。亡なき少女の面おも影かげをアリシアに重ね、悪役令嬢から彼女を護ることで、リベルトは過去を乗り越えるという描びよう写しやのみがあった。

　だが、現時点で解決していないのだとしたら……

　リベルトの選民派への敵てき愾がい心しん。三年後には存在しない選民派の筆頭。その二つから考えても、二人がその事件になんらかの関かん与よをしている可能性は高い。

　だから俺は、あの二人、もしくはその家族が不正を働いている可能性を疑ったのだ。

　そして、いまの俺はそれがおおむね正解だったと確信している。ノーネームが先ほど、〝おまえも〟と口にしたからだ。彼はおそらくアーレ伯爵の不正を摑んでいる。

「……ふむ。まぁいい。不正の証拠を揃そろえろというのなら揃えてやる。報酬は──」

「前金はこれでいかがでしょう？　成功報酬はこれと同じだけ支払わせていただきます」

　テーブルの上に金貨の入った革かわ袋ぶくろを置いた。

「ふん。相場通りだが……侯爵家の依頼にしては少ないんじゃねぇか？」

「お嬢様は金に飽あかせて人を動かすことを好みませんので。むろん、あなたがお金にしか興味がないというのであれば、考え直させていただきますが……？」

　報酬の金額ではなく、依頼そのものを──とは口に出さない。

　だが、俺が望むのは真なる不正の証拠。高額の報酬に釣られて証拠を捏ねつ造ぞうされては困るのだ。ゆえに、報酬は多すぎても少なすぎてもダメだ。

　相手の仕事に応じた適正な金額を支払う。

「はん。本当に変わったガキだ。年ねん齢れいを偽ってないか？」

「まさか、見た目通りの年齢ですよ」

　──人生は二度目ですけどね。

　そんな心の内は見せず、俺はノーネームとの取引を締てい結けつさせた。




　それから一週間が過ぎ、再びお嬢様の派閥によるささやかなお茶会が執とりおこなわれた。

　ちなみに派閥にはあれから数人の令嬢が加わっている。その中の一人は、試験会場で倒たおれたお嬢様だ。俺のことを覚えていたようで、何度もお礼を言われた。

　そんなお茶会に、あらたにアリシアが出席するようになった。

　光と闇のエスプレッシーヴォにおいて、アリシアとソフィアお嬢様はまさに光と闇。決して相容れぬ存在であったはずの二人が、仲良くお茶会の席に着いている。

　その光景はとても感かん慨がい深ぶかい──

「え？　それじゃ、この紅茶はシリルさんが淹れたんですか!?」

「ええ、わたくしの専属執事であるシリルが淹れたのよ」

「いいなぁ。ソフィア様、羨ましいです」

「そ、そうかしら……」

　──と言うよりも恐きよう怖ふしかない。

　俺は少し離れた場所でそんな感想を抱きながら、お嬢様方のお茶会を見守る。

　仲は良い。二人の仲は良好だと思う。

　実際、アリシアに裏表はなく、ソフィアお嬢様に対しても好意を抱いているのは明らかだ。そんな相手を邪じや険けんにするお嬢様ではない。

　貴族としては未熟なアリシアを、ソフィアお嬢様は優しく導いている。

　だがしかし、ときどき先ほどのように、凶きよう悪あくな魔物が潜む森の中で、無邪気にピクニックをしているような危うい光景を見せられる。

　お嬢様方の中には気付いていない者もいるようだが、一部の者は表情を引き攣らせている。

　その筆頭がアリシアのメイドであるメリッサだ。彼女は俺への好意を隠そうとしないアリシアに向かって、なにか言いたげな顔をしている。

　俺はメリッサに歩み寄った。

「今いま更さらですが、アリシア様をお茶会にお招きしてご迷惑ではありませんでしたか？」

　アリシアは意識していないかもしれないが、俺がアリシアを派閥に招き入れたも同然だ。だが本来、その判断をするのはアリシアではなく実家──その意思を汲むメリッサだったはずだ。

「ソフィア様に仲良くしていただけるのは、アリシアお嬢様にとってはもちろん、ご実家にとっても非常にありがたいことですから感謝しています」

　アリシアの実家も、選民派から距離を置くことを望んでいるようだ。

「ただ……アリシアお嬢様がソフィア様のお茶会に参加した本当の理由はお伝えしていないんです。その辺りを考えると……うぅ、胃がキリキリします」

　ソフィアお嬢様と仲良くすることになった理由が、その専属執事に好意を抱いているから。

　貴族令嬢としては由ゆ々ゆしき事態だ。そのうえ、ソフィアお嬢様が俺に好意を抱いていることは見ていれば分かるだろう。今後どうなるかを想像すると、考えるだけでも恐ろしい。

「お互たがい大変ですね」

「元げん凶きようのあなたと一緒にしないでくださいっ」

　仲間意識を抱いたのだが、思いっきり拒絶されてしまった。




　それから一ヶ月ほどが過ぎた。

　そのあいだもソフィアお嬢様は定期的にお茶会を開いている。最初は選民派寄りだと噂されていたお嬢様の派閥だが、いまでは庶民派寄りだと噂されるようになった。

　けれど、いまだに選民派の動きはない。

　そんなある日、ソフィアお嬢様の元に第二王子より招待状が届いた。

　王城の庭にある薔薇園を見せてくださるそうだ。

　薔薇は種類によって年に一度しか咲さかなかったり数度咲いたりするが、この時期は全ての薔薇が咲く。薔薇園はいまが見み頃ごろだろう。

　第二王子からの招待状と聞いてもとくに反応を示さなかったお嬢様だが、王城の薔薇園にしか咲かない薔薇を観みられると知ってご機き嫌げんだ。




　──だがそれも、第二王子が出迎えてくれるまでだった。

　王城へとやって来たお嬢様を出迎えたのは第二王子と──その取り巻き達だった。

　なぜ逢おう瀬せに取り巻きを連れているのかと問い詰めたい。

　いや、もちろん、王子が一人で行動できない立場であることは分かる。ソフィアお嬢様だって俺を同行させているし、第二王子の護衛や使用人が近くに潜んでいることも理解できる。

　だが、使用人や護衛は影となり、主の会話を邪魔しない。

　それに対して、取り巻き二人はそういった立場ではないし、そもそも邪魔をしないという発想があるかどうかも怪しい。

　ソフィアお嬢様を振り向かせる気があるのかと、第二王子を問い詰めたい。

「……本日は、お招きいただきありがとう存じます。王城にしか咲かぬ珍しい薔薇を見せていただけると聞いて、とても楽しみにしていましたのよ」

「そうですか！　ソフィアさんをお呼びして良かったです！」

　さり気ない過去形。

　第二王子に対するお嬢様の評価は確実に下がっているが、社交辞令に舞い上がっている彼はまったく気付いていない。

　王子とその取り巻き二人、そしてお嬢様を加えた団体様でゾロゾロと薔薇園へと移動する。

　お嬢様は少し肩を落としているが無理もない。取り巻きの二人がいては、王子にあれこれ忠告するどころか、薔薇を純じゆん粋すいに楽しむ余よ裕ゆうもないだろう。

　薔薇を愛めでる時間のはずが、腹の探り合いをする時間になってしまった。

　だが──心なしかしょんぼりしていたお嬢様も、薔薇園にたどり着くと「素す敵てきですね」と声を弾はずませた。それほどの規模、見み渡わたす限りに色とりどりの薔薇が咲き乱れていた。

「気に入っていただけましたか？」

「この薔薇園は本来、王族しか立ち入ることが出来ないんです」

「だから、許可をくださった殿下に感謝すると良いですよ、ソフィア様」

「……ええ、もちろん。薔薇園はとても素敵ですね」

　第二王子のセリフに続く取り巻きの二人のセリフがウザい。

　お嬢様は微笑みを浮かべているが、セリフには本音が滲んでいる。侯爵家の令嬢としては減点だが、状況を考えるとよく我が慢まんしていると思う。

　屋敷に戻ったら、紅茶とケーキを用意して差し上げよう。

「ソフィアさんに気に入っていただけたのなら嬉しいです」

「殿下、ソフィア様にあの薔薇を見せてあげてはいかがですか？」

「あっちには別の品種があるので、そっちにも行ってみましょう」

「……ええ、喜んで」

　第二王子と並んでお嬢様が歩く。そこまでは分かるのだが、その両サイドには第二王子の取り巻きが固めている。お嬢様が拉ら致ちされそうになっているようにしか見えない。

　というか、あの二人は油断ならない。

　第二王子に選民思想がないのなら、彼らが第二王子を操あやつっているとも言える。お嬢様と第二王子に二人きりで話してもらうためにも、取り巻き達を引き離したいところだ。

　ソフィアお嬢様が二人っきりになりたいと願えば、第二王子は即座に陥落するだろう。だが、貴族令嬢としてそのような不用意な発言は許されない。

　第二王子が気を利かせて、この薔薇園でしか咲かぬ薔薇は不用意に見せることは出来ない。とか言って人払いでもしてくれれば解決だが……彼にそこまで期待するのは酷こくな話だ。

　どうにかして取り巻きを排除できないかと考えているうちに時間は進み、ついにはこの薔薇園の一番中心にある温室へとやって来た。

「……素敵ですね」

　お嬢様が夢見心地で呟いた。

　その視線の先には、温室で育てられた青い薔薇。

　青い薔薇というのは本来、この世界のどこにも存在しない。だが、かつてのエフェニア王が魔術師達に依頼して、青い薔薇の品種を生み出すことに成功した。

　この王城の薔薇園にしか存在しない奇き跡せき。

　ゆえに、青い薔薇は不可能を可能にするという王家の象徴である。

　ちなみに、ローゼンベルク家は深しん紅くの薔薇が象徴だが、これはローゼンベルク家の始祖が国に多大な貢こう献けんをして、王族より侯爵家の地位と共に深紅の薔薇を賜たまわったからだと言われている。

　そんな歴史的背景を聞いて育ったからだろう。作中のお嬢様は、王子から青い薔薇を賜ることに強い憧れを抱いていた。

　お嬢様は青い薔薇に引き寄せられるように歩を進める。

「どうですか？　凄く綺麗な色の薔薇でしょう？」

「ええ、本当に。貴重な薔薇を見せていただきありがとう存じます。この王城でしか見ることが出来ないと聞いていたので、とても嬉しいですわ」

　お嬢様が掛け値なしの笑顔を浮かべた。いつもの侯爵令嬢としてではない。天使のように愛らしい、年相応の無邪気な笑顔。その笑顔が、見る者全てを魅み了りようする。

　そして──

「よ、良かったら、ソフィアさんに差し上げましょうか？」

　第二王子がそんな言葉を口にした。それはおそらく、愛らしい少女に魅せられた少年の無邪気な愛情表現。そこに深い意味は存在しないはずだ。

　だが──俺、そして第二王子の護衛達が息を吞んだ。

　青い薔薇は王家の象徴。

　王城から持ち出すことが許されるのは王族のみ。それは切り花であっても同じことだ。薔薇は挿さし木や接ぎ木が比較的容易なため、管理は徹てつ底ていされている。

　つまり、青い薔薇を手に入れることが出来るのは王族のみ。第二王子がそこまで思い至っていなかったとしても関係ない。さきほどの言葉はプロポーズだ。

　お嬢様が断れば大事になる。これだけの目もく撃げき者しやがいる前でプロポーズを断って、第二王子に恥はじを搔かかせることは許されない。

　ゆえにお嬢様が出来ることは沈ちん黙もくのみなのだが、そんな沈黙も長くは続けられない。誰かがこの状況を打開しなければ、取り返しの付かない事態へと発展する。

　第二王子は気付いていない。取り巻き達が気付いているかどうかは分からないが、彼らが執とり成なすとは思えない。護衛達は気付いているだろうが、主の会話に口を出せないでいる。

「どうしました、ソフィアさん。青い薔薇、欲しくなかったですか？」

「わ、わたくしは……」

「──恐れながら殿下に申し上げます」

　俺は擦かすれる声を絞しぼり出して割って入った。視線が集まり、プレッシャーに押し潰されそうになる。処刑エンドという破滅が躙にじり寄よってくるのを肌はだで感じる。

　だが、俺はお嬢様の専属執事。お嬢様を護ると誓った。

　だから──

「青い薔薇は門外不出と伺っています。陛下にお伺いを立ててからでなくては、殿下がお叱しかりを受けることになるのではありませんか？」

「え？　そ、そうかな……？」

「はい。陛下にお伺いを立てるべきだと具申いたします」

「うぅん、そっかぁ……」

　第二王子が納得する素振りを見せた。

　ソフィアお嬢様と俺、そして護衛達が揃って胸をなで下ろす。

　けれど──

「……貴様、執事ごときが貴族の会話に割って入るとは何事だ？」

「身みの程ほどを考えろ、この無礼者が」

　取り巻きの片割れが不満気な声を上げ、もう一人の取り巻きも同調する構えを見せた。再び周囲の空気が張り詰めるのを肌で感じる。

「出過ぎた真似をして申し訳ありません」

「ふん。平民の執事ごときが……そこに膝をついて誠意を見せろ」

「かしこまりました。それでお許しいただけるのならば」

　土下座で済むのなら安いモノだ。この場を収めるのがもっとも重要だと膝をつく。

　寸前──

「──お止めなさい、シリル」

　主の凜りんとした声が薔薇園に響く。

　その命に従って顔を上げると、髪をなびかせる彼女の高潔な姿が目に映った。風もない温室の中、プラチナブロンドが彼女の心情を映すかのように揺れている。

　いままで見たこともないほど彼女が怒っているのだと肌で感じた。

　深紅に染まった彼女の瞳が取り巻き達を捉とらえ、静かな口調で言い放つ。

「このような愚おろか者もの達たちに頭を下げる必要はありません」──と。
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「あなた方はずいぶんとおかしなことをおっしゃりますわね」

　ローゼンベルク家の象しよう徴ちようである薔ば薇らのように、美しくもトゲのある声が響ひびく。赤く染まった瞳ひとみに射い貫ぬかれた取り巻き達はゴクリと生なま唾つばを飲のみ込こんだ。

「さきほどから散々、殿でん下かとわたくしという上位者の会話に土足で踏ふみ込こんだあなた方が、言うに事を欠いてシリルに常識を説くとは……なんの冗じよう談だんですか？」

「い、いや、それは──」

「そもそも、そこの執しつ事じが──」

　取り巻きが一いつ斉せいに反論をするが、お嬢じよう様さまは「黙だまりなさい」と冷ややかな視線を浴びせる。

「上位者の叱しつ責せきに口答えなんて、シリルは致いたしませんでしたよ？」

　あなた達は、自分が非常識だとのたまったシリルに劣おとる。そんなお嬢様の痛つう烈れつな皮肉が伝わったのだろう。彼かれらは揃そろって顔を引ひき攣つらせた。

「身分の低い者が上位者の会話に割って入るのが失礼？　たしかにその通りです。あなた方ごときが、わたくしの執事を咎とがめる資格はありません。──下がりなさい、無礼者」

「うぐ、ぎ……っ」

「こ、のっ！　黙って聞いていれば偉えらそうにっ！」
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　激げつ昂こうした二人が、怒いかりに我を忘れてお嬢様に詰つめ寄よる。

　お嬢様に危害を加えるつもりなのかは分からない。いくらなんでも、そこまで我を忘れているとも思えない。けれど──そんなことは関係ない。

　彼らが詰め寄るのと同時、俺おれはお嬢様の前へと割って入る。

「邪じや魔まだ、どけっ！」

　取り巻きの片割れ──ジルクリフが殴なぐり掛かかってきたので、腕うでを摑つかんで投げ飛ばした。続いて迫せまり来くるサージェスに詰め寄ろうとするが──彼は既すでに地面に転がっていた。

　俺は可愛かわいらしい犯人へと視線を向ける。

「……お嬢様、それは私の役目です」

「あら、ごめんなさい」

　反省なんて絶対にしていない。清すが々すがしげな笑え顔がおで謝罪を口にして、ソフィアお嬢様は第二王子へと向き直った。

「殿下、あなたの護衛をお借りしてもよろしいかしら？」

「……え？　あ、どうぞ」

「ありがとうございます。では──あなた達、侯こう爵しやく令れい嬢じようであるわたくしに手を上げようとした彼ら、不届き者達を連行なさい」

「──はっ」

　護衛達がジルクリフとサージェスを拘こう束そくする。むろん、彼らは抗あらがうが、護衛達は女王に命令された忠臣のように粛しゆく々しゆくと彼らを連行していった。

　そうして、残ったのは他の護衛と俺を除けば、お嬢様と第二王子のみとなった。当初に願っていた通りの状じよう況きよう。第二王子に意見をするのならいまを置いて他ほかにはない。

　お嬢様に視線を向けると、彼かの女じよはこくりと頷うなずいて、第二王子へと向き直った。

「アルフォース殿下。あなたはまだ若く、そして純じゆん粋すいでいらっしゃいます。ですが、あなたは自分の立場を考えなくてはいけません」

「僕ぼくの立場、ですか？　どういうことでしょう？」

　第二王子は緊きん張ちようと困こん惑わくをもって問い返す。彼は分からないことを分からないという素す直なおさを持っている。本当に、ただ年相応に未熟なだけなんだろう。

「いまのあなたは、選民派の──平民を見下す勢力の筆頭だと思われています」

「え、そうなんですか？　僕はそんなこと、一言も言っていないのに、どうして……」

「彼らの振ふる舞まいを、殿下が黙もく認にんしていたからです。黙認するということは、殿下が彼らの意見を認めるも同然ということですもの」

「……そんな。僕はただ、自分と違ちがう意見だからといって、王子がみだりに否定してはいけないと教えられたから、その教えに従っていただけなのに……」

　その言葉を聞いた全員が息を吞のんだ。

　彼の告白は、彼の意思が何者かによって歪ゆがめられているという証しよう拠こに他ならない。

「……それは、誰だれに教えられたのですか？」

「僕の教育係です。ジルクリフやサージェスのことを相談したときにそう言われました。他人の意見を否定しては──その、周りの人に嫌きらわれるから、と」

　周りの人と口にする寸前、第二王子はソフィアお嬢様をチラ見した。

　これは俺の予想だが、俺に相談したときのように、ソフィアお嬢様に好かれるにはどうしたら良いか周りの人間に相談したのだろう。そこを悪意ある人間に付け込まれた。

　話を聞いたソフィアお嬢様は、第二王子の護衛達へと視線を向ける。

「あなた達は知っていたのですか？」

「とんでもありません！　情けない話ですが、いまのいままで知りませんでした。教育係からはむしろ、殿下の偏かたよった思想を正そうとしているとの報告を受けていて……」

　護衛達の顔には、教育係の報告を鵜う吞のみにしてしまったことへの後こう悔かいの念が浮うかんでいた。彼らの役目は第二王子を敵から護まもることだが、敵が身内にいるとは思わなかったのだろう。

「では、対処していただけますね？」

「はっ、むろんです。誠まことに申し訳ありませんでした」

「わたくしに謝罪をすることではありませんよ。殿下をお護りする役目としての汚お名めいは、殿下をお護りすることでそそぎなさい」

「はっ。陛下にご報告し、早急に対処いたします！」

　彼らの返答にお嬢様は満足気に頷く。いまこの瞬しゆん間かん、この薔薇園を支配しているのは紛まぎれもなくソフィアお嬢様だ。第二王子の護衛ですら、お嬢様の指示に従っている。

　お嬢様……立派になったなぁ。

「それでは……殿下。本日は素す晴ばらしい薔薇園を見せてくださってありがとう存じます。わたくしは、これでお暇いとまさせていただきますね。──シリル、帰りましょう」

「はい、お嬢様」

　俺は殿下や護衛達に一礼し、主あるじとして更さらなる成長を遂とげた彼女に付き従った。




　──王城からの帰き還かん後ご。

　ところは、お屋や敷しきにあるお嬢様の私室。

「あううううぅう、やらかしてしまいました～～～」

　お嬢様はドレス姿のまま、ベッドの上を転げ回っていた。薔薇園で美しく咲さき誇ほこっていたお嬢様はどこかへ家出してしまったようだ。

「お嬢様、落ち着いてください。はしたないですよ」

「でもでも、殿下の前であのような態度を取ってしまって、出過ぎた真ま似ねをしたのはわたくしの方です。シリルやお父様に迷めい惑わくを掛けたらどうしましょう？」

「本来窘たしなめるべき立場である殿下が沈ちん黙もくを続けていましたから、次に身分が高いソフィアお嬢様が彼らを窘めたことは間ま違ちがっていません」

「……本当にそう思いますか？　わたくしはやりすぎていないと、わたくしの目を見て言うことが出来ますか？」

　ベッドの上を転げ回っていたお嬢様が、拗すねたような上うわ目め遣づかいを向けてくる。その姿に耐たえきれず、俺は思わず視線を逸そらしてしまった。

「うわん、シリルが目を逸らしました」

「も、申し訳ありません。ですが、お嬢様がそのような仕草を見せるのは珍めずらしかったものですから、思わず可愛らしいな、と」

「──かっ!?　も、もぅ、そんな言葉で誤ご魔ま化かされたりしませんよ？」

「別に誤魔化していませんよ。たしかに、少し行き過ぎたところもあったと思いますが、お嬢様は正しいことをなさったと思います」

「正しいからと言って、認められるとは限らないと、わたくしはシリルから習いました」

「……その通りですね」

　第二王子の失言が事の発ほつ端たんで、彼は取り巻きの行き過ぎた行こう為いを窘めなかった。ゆえに、ソフィアお嬢様は仕方なく矢や面おもてに立った。

　だが、お嬢様の行為を認めるということは、第二王子の失態を認めるということだ。権力者が自分の失態を隠かくし、誰かに罪を押おしつけるのなんて珍しくもない。

　ノーネームが追放されたのも同じような理由だったはずだ。

　とはいえ、お嬢様をノーネームのような目に遭あわせたりはしない。こういったケースを想定して、お嬢様を護るための手は既に打ってある。

「ご安心ください。お嬢様は、私がお護りいたします」

「……シリル？　なにか、無茶なことを考えていませんか？　ダメですよ。わたくしのために、自分を犠ぎ牲せいにするような真似は許しません」

「まさか、そんなことは考えていません」

「噓うそです。でなければ、あそこで口を挟はさむはずないじゃありませんか」

「あれは、勝算があってのことですよ」

　叱責は予想の範はん疇ちゆう。第二王子の言動には護衛達も焦あせっていたので、俺が介かい入にゆうすれば適当なところで取り成してくれると判断したのだ。

　……まあ、お嬢様があの場所で庇かばってくれるのは予想外だったが。

　そのことをさり気なく伝えると、お嬢様は「つまり、わたくしは余計なことをして、事態を大きくしてしまったんですね」と落ち込んでしまった。

「いいえ、余計なことなんかじゃありませんよ」

　その言葉は俺の本心だ。

　けれど、お嬢様は第二王子の前で侯爵令嬢らしからぬ態度を取ったことを悔くやんでいるようで、しょんぼりへにょんと落ち込んでいる。

　少し考えた俺は気き分ぶん転てん換かんをしてはどうかと提案する。

「気分転換、ですか？」

「ええ。すぐにお茶の準備をしますので、中庭でお待ちください」

　あとのことをメイドに任せ、俺は部屋を退出する。

　色々と用意を終えてから、ティーセットを乗せたワゴンを持って中庭へと移動する。木こ漏もれ日びに包まれたテーブル席にお嬢様は座すわっていた。

「お待たせいたしました、お嬢様」

　お嬢様の前に紅茶とお菓か子しを置いて、それから一輪の紅い薔薇を添そえた。それを見たお嬢様が、少しだけ複雑そうな顔をする。

「薔薇……ですか？」

「不快に思ったのなら申し訳ありません。ですが、薔薇はローゼンベルク侯爵家の象徴でもあります。ソフィアお嬢様には、薔薇を嫌いになって欲ほしくなかったので」

「……これは、シリルが育てたのですか？」

「ええ。私が温室で育てた薔薇を用意いたしました」

　お嬢様は薔薇を手に取ると、優ゆう雅がに顔を寄せた。

「……凄すごく良よい香かおりですね。それにトゲも綺き麗れいに取ってあるのね」

「お嬢様にトゲは必要ありませんから」

「まぁ、シリルったら」

　家に帰ってきてから初めて、ソフィアお嬢様はいつものような笑顔を浮かべた。

「ソフィアお嬢様はそうやって笑っている方が素す敵てきですよ」

「シリル……でも」

「もう一度言います。お嬢様は決して間違ったことはしていません」

　俺は少し離はなれたところに待機していたルーシェに合図を送る。すると、メイドの恰かつ好こうをしたエマと、執事の恰好をしたロイが姿を現した。

　彼らはずっと礼れい儀ぎ作さ法ほうの稽けい古こを続けていたので、お嬢様の前に顔を出すのはあの日以来だ。

「あら……あなた達は。久しぶりですね。どうですか？　不自由はしていませんか？」

「は、はい。おかげさまで私も、妹も元気です」

「その節は、あ、ありがとう存じます」

　二人はおっかなびっくり臣下の礼を取った。

　まだまだぎこちないが、数ヶ月前の立ち居振る舞いを考えれば、めざましいまでの進歩だ。おそらく、お嬢様に恩を返そうと必死に頑がん張ばっているのだろう。

　お調子者のルーシェが、私のおかげですと言いたげに胸を反らしている。彼女の教育の成果であるのは事実なので、後で料理長にご褒ほう美びのお菓子を作るように言っておこう。

「お嬢様のお役に立てるよう頑張ります」

「兄も私もまだまだ未熟ですけど、精せい一いつ杯ぱい頑張ります」

　俺があれこれ考えているあいだにも二人の感謝の言葉は続く。

　ぎこちないけれど、ぎこちないからこそ、お嬢様に対する感謝の気持ちが伝わってくる。ソフィアお嬢様は「楽しみにしています」と目を細めた。

　それから、ロイとエマは礼儀作法のお稽古がありますからと退出していく。その後ろ姿を見送りながら、俺は「あの二人を笑顔にしたのはお嬢様です」と口にする。

「侯爵家の令嬢としては、決して褒ほめられた行為ではありませんでした。でも、それでも、お嬢様は自らの意思で二人を救ったのです」

「……わたくしの意思？」

「ええ、今回も同じです。侯爵令嬢としては行き過ぎた行為だったかも知れません。ですが、それで救われる者もたくさんいるでしょう。私もその一人です。だから──」

　俺はお嬢様の頰ほおに触ふれ、反対の耳に唇くちびるを寄せる。

「私はお嬢様を誇らしく思いますよ」

　囁ささやくように想おもいを伝えると、お嬢様はびくりと身を震ふるわせた。一呼吸おいて身を離すと、お嬢様はほのかに頰を赤らめていた。

　俺はお嬢様の澄すんだ瞳を覗のぞき込こむ。彼女の深い紫むらさきの瞳の奥おくに俺の姿が映っていた。

「……お嬢様」

「ちょ、ちょっと待ってください。まだ、心の準備が……えっと、えっと。はい、大だい丈じよう夫ぶです。なんですか？　目をつぶれば良いですか？」

「伝令がきたようです」

「──ふぇっ!?」

　少し潤うるんでいた瞳が見開かれる。

　お嬢様は飛とび退のいて、慌あわてるように佇たたずまいを取とり繕つくろった。それから間をおかずして、使用人の一人が小走りにお嬢様の下へと駆かけ寄ってくる。

「ソフィアお嬢様にはいますぐ王城に来られたしと、国王陛下の使者が参っております」







「シ、シリル、どうしましょう？」

　国王陛下の使者と話したあと、ソフィアお嬢様が不安げに縋すがり付いてきた。

「お嬢様、落ち着いてください。使者は内々の話があると言っていたでしょう？　もし今回の件を一方的に咎めるつもりなら、そのような言い方は致しません」

　国王からの呼び出しにお嬢様が取り乱している。呼び出されたのが親ではなく、ソフィアお嬢様本人であることも、動どう揺ようを誘さそう要因となっているようだ。

　国王に親が呼び出されるのも問題だが、国王に子供が呼び出されるということは普ふ通つうに考えてあり得ない。あり得ないことが起こったのなら、なにか普通ではない理由があるはずだ。

　ただ、強制的に召しよう喚かんされた訳じゃなく、使者はこちらの都合を配はい慮りよしてくれた。国王は内々での話を望んでいるとのことで、最悪の事態には向かっていないはずだ。

　だが、いくらお嬢様が大人びているとはいえ、経験が圧あつ倒とう的てきに不足している。今回のように不測な事態に取り乱すのも無理はないだろう。

「大丈夫です、お嬢様。もしものときは私が命に代えてもお嬢様をお護りします」

　不安そうなお嬢様を前に、その言葉は自然と口をついた。

　自分が転生者であると自覚した頃ころは、自分が処しよ刑けいエンドから逃のがれるついでに、お気に入りの悪役令嬢も助けたい──と、そんな軽い気持ちだったはずなのにな。

「……シリル、ありがとう。でも、シリルに命を懸かけさせる訳にはいかないわ。だから、わたくしもいまの自分に出来る最善を尽つくします。まずは……お父様に連れん絡らくを」

　背筋をピンと伸のばし、なにをすれば良いかを考えて行動に移す。

　この瞬間にも、お嬢様はまた一つ大人の階段を上った。自分のためではなく、他人のために強くなれるお嬢様を俺は誇らしく思う。

　ちなみに、国王との面会は明日の早朝となった。

　使者は可か及きゆう的てき速すみやかに面会をおこなうことを提案してきたのだが、こちらが親の許可なく国王と面会することなど出来ないと伝えた結果だ。

　ローゼンベルク侯爵領まではとても一日で往復など出来ないが、幸いにしてグレイブ様はこの王都で仕事中。半日もあれば連絡を取ることは可能だ。

　そんな訳で、お嬢様の指示に従い、事の次し第だいをしたためた手紙を当主に送った──結果、当主の専属執事である父から、おまえが対処しろという返事が送られてきた。

　意味が分からない。

　たしかに、冷静に一歩引いて考えれば問題としてはそこまで大きくはない。しょせんは子供同士の喧けん嘩か。これが原因で処刑されるようなことはないだろう。

　たとえ面会で失態を犯しても、相手の不興を買う程度だろう。

　だが、その相手はこの国の王様だ。国王の不興を買うことが、お嬢様の将来にどれだけ影えい響きようするか、当主や父に分からないはずがない。

　呼び出されたのがお嬢様自身だったとしても、未成年である彼女に保護者が同どう伴はんするのは不思議でもなんでもない。この状況で当主が同伴しないなんてあり得ない。

　そう思ったら、手紙に続きがあった。

　なにやら、お嬢様と当主のあいだで取り決めがあるらしい。その取り決めの関係で、俺がこの件を対処することが望ましいと書いてある。

　取り決め……なんだろう？

　お嬢様からそのような話を聞いたことがない。

　少し寂さびしい気もするが、お嬢様にだって隠し事の一つや二つはあるだろう。俺が知るべきことであるのなら教えてくれるはずだし、いまは気にするときではない。

　それより問題なのは、続けて書かれている内容だ。

　お嬢様の行動があまりに大人びているため、一連のあれこれに対して、当主が裏で手を引いているという疑いが持たれているらしい。

　それを払ふつ拭しよくするためにも、自分達だけで対処した方が良いという判断のようだ。

　ついでに、その程度のことに対応できなくて、お嬢様の側そばにいられると思っているのかと、挑ちよう発はつするようなことが書かれていた。そこまで言われて引き下がる訳にはいかない。

　俺はお嬢様に当主からの返答を伝え、今後の対応について話し合った。




　翌日の朝、俺達は馬車で王城へと向かった。

　今度は中庭ではなく、王城の内部へと足を踏み入れる。

　入り口でチェックを受けた後、真っ赤な深い絨じゆう毯たんの上を歩いて城の中へ。待合室へ通された俺達が待機していると、なぜかトリスタン先生が姿を現した。

「……先生がどうしてここに？」

「主の命令で先生をしていますが、本来は執事ですからね」

　だからといって、いま、ここに現れる理由にはなっていない。なにか裏がありそうだが、彼は俺が詮せん索さくするよりも早く「陛下がお会いになるそうです」と続けた。

「分かりました。では、参りましょう」

　お嬢様が俺を見るが、トリスタン先生が首を横に振った。ここからは内々の話で、たとえ専属執事といえども同行は許可できないとのことだ。

　それはきっと、お嬢様にとっては予想外。俺が側にいない状況で対処しなくてはいけないことを知り、以前の泣き虫なお嬢様が顔を覗かせる。

　不安げに揺ゆれる瞳には、俺に付いてきて欲しいと書いてあった。お嬢様は縋るように俺に手を差し出そうとして──反対の手でぎゅっと押さえつけた。

　その光景に、言いようのない感情が溢あふれそうになる。

　俺が育てたお嬢様は、あの頃よりずっとずっと強くなった。もう、一人でだって、どこまででも歩いていけるだろう。

　だけど、俺の役目はお嬢様をお護りすることだ。お嬢様が自分で出来ることだとしても、お嬢様が必要ないと言わない限りは俺がその役目を負う。

　だから──と、俺はとある報告書を彼女に差し出した。

「これは……」

「御お守まもりです。お嬢様をお護りする」

　中身に目を通したお嬢様が息を吞む。それからきゅっと手を握にぎり締しめて深呼吸を一つ。咲き誇る赤い薔薇のごとくに微ほほ笑えんだ。

「……ありがとう、シリル。全すべて、終わらせてきますね」

「はい。行ってらっしゃいませ、お嬢様」







　お嬢様が国王との面会に臨のぞんで退出した後、部屋にはトリスタン先生と俺だけが残った。貴族用の大きな待合室が重苦しい沈黙に包まれる。

　重苦しいといったが、彼はただ部屋の片かた隅すみに立っているだけで、俺に圧力を掛けている訳ではない。俺が気にしているのはソフィアお嬢様のことだ。

　御守りとして切り札は渡わたした。ゆえに、最悪の事態にはならないと言い切れる。だが、お嬢様が小さな身体からだ一つで陛下と向き合っていると思うと気が気じゃない。

「ふむ。あなたでも、そのように緊張するのですね」

「お嬢様が国王に呼び出されたともなれば当然ではありませんか？」

　俺がそう口にすると、トリスタン先生はなぜか意外そうな顔をした。

「今回の一件、あなたが裏で糸を引いているのではなかったのですか？」

　当主が糸を引いている疑ぎ惑わくは聞いたが、俺が糸を引いている疑惑は初耳だ。そもそも、俺もお嬢様と同じ十二歳さい。普通はそんな発想が出てくるはずがない。

　だが、トリスタン先生は俺の伯お父じにあたる。ローゼンベルク侯爵家との繫つながりを考えれば、俺がソフィアお嬢様の教育係であることも知っているのかもしれない。

　担任として俺の成績も知っている以上、疑っても不思議ではない、か。

「私の役目はお嬢様の望みを叶かなえること。彼女の意思を誘ゆう導どうすることではありません。私が裏で糸を引くなどと、なぜそのように思われるのですか？」

「いえ、少し聞いてみただけです。……そんな簡単にボロを出すなら苦労はしませんね」

　誤解は解けなかったようだ。

　ちゃんと否定しておくべきだろうかと考えていると、「話を戻もどしますが、あなたは今回の一件でお嬢様が咎められると思っているのですか？」と問われた。

「可能性はあると思っていますよ」

　今回の一件、原因は間違いなく第二王子の失言だ。その次に問題視されるのは、王子の威い光こうを笠かさに着た取り巻き達の態度で、俺やお嬢様の言動が問題視されるのはその次だ。

　ゆえに、本来であれば俺達の行動が問題になるはずがない。

　だが、お嬢様の言動を認めると言うことは、第二王子の失言を認めるということになる。その辺りの事情で、お嬢様や俺にしわ寄せがくる可能性は十分にある。

「心配はいりませんよ」

　トリスタン先生が穏おだやかな口調で言い放った。

「陛下は、お嬢様をお咎めになるつもりではない、と？」

「結果的には、ですがね。陛下は──」

　トリスタン先生はセリフを飲み込んだ。

　部屋の外から「殿下、そちらの待合室はいま──」「分かっている、シリルがいるのだろう」なんてやりとりが聞こえてきたからだ。

　ほどなく扉とびらがノックされ「シリル、アルフォースだ」なんて声が聞こえてきた。

「──殿下、どうなされたのですか？」

　トリスタン先生が扉を開けて応じる。

「シリルに話を聞きたいんだ。……少し時間をくれないだろうか？」

　薔薇園での一件を考えるまでもなく、殿下が使用人でしかない俺に自ら会いに来ること自体が非常識。本来であれば正式な手順を踏んで、呼び出すように諫いさめるのが普通。

　だが、トリスタン先生も諫めようとしなかった。第二王子がいままでと違い、どこか真しん剣けん味みを帯びた顔をしていたからだろう。

「シリル殿どの、殿下の話を聞いていただけますでしょうか？」

「……私ごときでよろしければ」

　トリスタン先生を通じての正式な要よう請せいとして応じる。

　これで、俺が出過ぎた真似として咎められる確率は格段に下がった。おそらくはトリスタン先生の機転、俺に対する気き遣づかいだろう。

　そういうことならと、俺は執事ではなく王子の話し相手として席に着く。

　先生であるトリスタン先生が執事としてお茶を淹いれ、生徒であるはずの俺が第二王子と向かい合って座っている。非常にカオスな状況だが、第二王子は気付いていないのか、はたまた気付く余よ裕ゆうすらないのか、早々に話を切り出す。

「シリル、あのときアドバイスしてくれたキミだから聞きたい。僕はどうしてソフィアさんを怒おこらせてしまったのだろうか？」

　好意を抱いだく相手の怒れる姿を見て不安を抱いたらしい。その危機感を持つことは素晴らしいと思うが、それを俺に聞いても意味はない。

「お嬢様がお怒りになったのは事実ですが、切っ掛けを作ったのは伯はく爵しやく家けの息むす子こ達たちです。ですから、殿下にお怒りになった訳ではありませんよ」

　対応しようとしない殿下に抱いたのは怒りではなく失望でしょう──とは口に出さない。お嬢様の使用人である俺に答えられる範疇を超こえている。

「……本当だろうか？」

「誓ちかって、噓は申しておりません」

「そうか……」

　お嬢様に不快な思いをさせたという自覚があるのだろう。俺が否定してもなお、第二王子の表情は晴れない。むしろ、どうしたら良いか分からなくて焦っているように見える。

「……お尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

「なんだい？」

「なぜそのようなことを、しかも他よ所その執事でしかない私に聞かれるのでしょう？」

「僕の教育係は、僕に多くの噓を教えたと聞いた。正直に言えば、いまの僕は誰を信用すれば良いか分からないんだ。だが、キミはソフィアさんの教育係なんだろう？」

「……なるほど」

　なぜ俺がソフィアお嬢様の教育係であることを知っているのかは分からないが、ソフィアお嬢様が相談する相手として、間接的に信用されたと言うことだろう。

「私にお尋ねになった理由は理解しました。では、なぜそのようなことを聞くのですか？」

　ソフィアお嬢様と仲直りする方法でも知りたいのだろうかと考える。だが、第二王子は小首を傾かしげ「間違ったことをしたら、正そうとするのは当然だろう？」と言った。

　第二王子は──いや、アルフォース殿下は未熟なだけで愚おろかではない。むしろ、お嬢様のように、向上心の強い子供のようだ。

　教えられたままに振る舞える子供はいても、自ら判断して動ける子供はそうはいない。

　彼が愚かに見えたのは、教育係が噓を教え込んでいたから。アルフォース殿下は忠実に、教育係に教えられるままに振る舞っていただけだった。

　ただ、それが分かったところで、他所の執事でしかない俺が介入することは許されない。あらたに選ばれた教育係に頼たよるように助言するのが適切だろう。

　だが──一度発生したことは、原因を取り除かない限り何度だって起きる。あらたな教育係が殿下を正しく導くかは分からない。

　アルフォース殿下は、作中においてはお嬢様の運命の相手。お嬢様の容姿と才能、家いえ柄がらを考えても、王家から求きゆう婚こんされる可能性は高い。

　アルフォース殿下は、お嬢様の伴はん侶りよとなるかもしれない相手の筆頭だ。

　そうでなくとも、侯爵令嬢と王子という立場を考えれば、今後も関わっていくことになるだろう。殿下が未熟で困るのは、ソフィアお嬢様に他ならない。

　だったら──

「殿下は、私のアドバイスを聞きたいのですね？　たとえそれが、どれだけ厳しくとも」

「──シリル殿」

　トリスタン先生が止めようとするが、他ならぬ殿下がそれを遮さえぎった。

「どれだけ厳しくとも構わない。正直に言ってくれ、僕はソフィアさんを怒らせてしまったのだろう？　どうすれば良かったんだ？　いや、これからどうするべきなんだ？」

「……では単刀直入に。ソフィアお嬢様は殿下に対して怒ってなどいません。ただし、取り巻き達を野放しにしていた殿下に対しては失望なさっておいでです」
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「──っ」

　息を吞んだのはアルフォース殿下か、トリスタン先生か。おそらくはその両方だろう。だが、お嬢様のために口を出すと決めた以上、ここで遠えん慮りよするつもりはない。

　アルフォース殿下には、お嬢様と釣つり合あうだけの教養を身に付けてもらう。

「以前、殿下は選民派のように見えるとお伝えしたことを覚えていますか？」

「ああ、もちろん。だけど、僕はそうじゃないと否定したはずだよ？」

「重要なのは、そのように見えるという部分です。あれは周囲からそのように見えているから、言動には気を付けてくださいという遠回しな警告です」

「……そう、だったのかい？　だったら、どうしてハッキリ言ってくれなかったんだい？」

「言えるはずがありません」

　俺は溜ため息いき交じりに首を横に振って見せた。横で話を聞いているトリスタン先生がこめかみを引き攣らせているが、いまはまだ介入してこようとしない。

　止めないのなら伯父上も同罪だ──と勝手な理論を頭の中で構築して再び口を開く。

「あなたは王子で、私は平民の執事です」

「だけど、学園では身分なんて関係ないはずだよ？」

「そんなものはただの建前です。少なくとも、上の者が対等であることを示さなければ、下の者が対等に振る舞うことなど出来ません。ですが、アルフォース殿下は……」

「ジルクリフやサージェスの横暴な振る舞いを容認していた、と。なるほど、言われてみると思い当たることがいくつもある。ソフィアさんに失望されて当然だね……」

　アルフォース殿下は肩かたを落とした。

　たとえそれが正論でも、ここまで言われたら反論の一つも言いたくなるのが人情だが、彼は微み塵じんもそんな素そ振ぶりを見せない。

　それどころか、俺に迷惑を掛けたことに対して申し訳ないと口にした。

　さすがは光ひかりと闇やみのエスプレッシーヴォのメインルート担当。いまは未熟でも、三年で攻こう略りやく対たい象しように相応ふさわしい王子様へと成長するだけの素養を持っているのだろう。

「僕は、どうすれば良いんだろう？」

「自分の立場を良く理解し、迂う遠えんなやりとりを理解できるように学ぶことです」

「そうすれば、ソフィアさんの信しん頼らいを取り戻すことが出来るのかい？」

「……正直に申し上げても？」

「もちろんだ。覚かく悟ごは出来ているよ」

　不安と期待をないまぜにしたような表情だが、まだ認にん識しきが甘あまいと言わざるを得ない。アルフォース殿下のためではなく、ソフィアお嬢様のために容よう赦しやのない事実を突つきつける。

「信頼とは、行動の積み重ねで得られるもの。周囲の空気を察することもなく、無む邪じや気きに自分勝手を重ねていたあなたは、最初から信頼なんてされていません」

「…………そう、か」

　無礼者と断罪されてもおかしくはなかった。

　現に、トリスタン先生は頭を抱かかえている。アルフォース殿下のお付きの者に至っては声も出ないといった面おも持もちだ。

　だが、アルフォース殿下は怒るのではなく、涙なみだ目めで耐えている。王子に相応しい自制心と、他人の言葉を聞く心を持っている。

　アルフォース殿下はいずれ、ゲームに登場する彼よりも素敵な王子様になるだろう。

　だから──

「……だから、これから築き上げていけば良いのです」

「これから？　いまからでも遅おそくないって言うのかい？」

　絶望しきっていたアルフォース殿下の瞳に光が宿る。俺はそんな彼を更に勇気づけるように、力強く頷いて見せた。

「殿下はたしかに過あやまちを犯しました。ですが、それは決して取り返しの付かない失敗ではありません。失敗を糧かてに努力を重ねればきっと、お嬢様は殿下をお認めになり、ゆくゆくは信頼を置くことになるでしょう」

「僕は……そうなれるだろうか？」

「あなたが努力をするというのなら、運命は必ずあなたの味方を致します」

　身分と容姿を兼かね揃そろえた彼が、その未熟さと決別して強くて優やさしい王子様に生まれ変わったのなら、お嬢様はきっとお認めになるだろう。

「……分かった。周囲の声に耳を傾かたむけ、一から頑張ってみるよ。……また、分からないことがあれば、キミに相談しても構わないかい？」

「殿下がお望みとあらば。──ただし、次からは取り次ぎのマナーを守ってくださいね？」

「うぐっ、わ、分かったよ、シリル」
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　ソフィア・ローゼンベルクがベッドの上で転げ回っていた頃ころ、王城の執しつ務む室しつでは国王陛下──セオドア・エフェニアがうなり声を上げていた。

　薔ば薇ら園えんでなにがあったか報告を受け、対応について悩なやんでいたのだ。

　セオドアは少し前から、アルフォースが選民思想の強い貴族の子息に取り入られたことや、その親が教育係と結けつ託たくして不ふ穏おんな行動を取っていることを知っていた。

　知っていてなお、いくつかの理由により静観を決きめ込こんでいたのだ。

　そもそも選民派は学園内での派は閥ばつ、しょせんは子供達のママゴトに過ぎない。

　子供の頃の失敗ならやり直しも利きくが、大人になればそうはいかない。子供の頃に失敗して学べというのが学園の──そして王族の教育方針でもある。

　それに、介かい入にゆうしづらい理由もあった。

　次期国王と目されているのは第一王子だが、代々の習わしに則のつとって確定はしていない。現時点では第二王子のアルフォースが国王になる可能性も残っている。

　つまり、今回の一件はそれぞれの王子を擁よう立りつする者達の勢力争いの一いつ環かんだ。直接的な手が目立ったのは事実だが、あくまで氷山の一角でしかない。

　証しよう拠こが揃そろっていない状じよう況きようでセオドアが第二王子に肩かた入いれすれば、より大きな派閥争いの火種になる可能性があった。ゆえに、現時点での介入は時じ期き尚しよう早そうだと静観していたのだ。

（それがまさか、ローゼンベルク家の令れい嬢じように説教される結果となるとは、な）

　セオドアは深い溜ため息いきを吐ついた。

　大きな問題にならないと判断しての静観。その結果が、侯こう爵しやく令れい嬢じように第二王子が説教されるという結果を引き起こした。

　些さ細さいな問題とは言いい難がたい。

（目もく撃げき者しやは口止めしたが、アーレ伯はく爵しやくが黙だまっているとは思えぬしな）

　伯爵家の息むす子こ達たちは現在、侯爵令嬢に無礼を働いたことを理由に拘こう束そく中ちゆうだ。だが、それも爵位を持たぬ子供同士の話で長くは拘束できない。

　彼かれらが解放されて家に戻もどれば、間ま違ちがいなく親に泣きつくだろう。自分達の行き過ぎた行こう為いを棚たなに上げ、侯爵令嬢の行き過ぎた行為を批難するに違いない。

　しかし、アーレ伯爵は第一王子を擁立する側の人間だ。

　侯爵令嬢を護まもるためには、彼かの女じよの行動を認める必要がある。だが彼女の行動を認めるということは、第二王子の非を認めると言うことだ。

　第二王子に非があるとなれば、アーレ伯爵は嬉き々きとして第二王子の批難を始めるだろう。

　おそらくは、そこまで考えて息子達を唆そそのかしたのだろう。

　子供同士の、それも学園でのトラブルであれば決して大事にならないと見み越こした。あるいは、派閥での地位を高められるなら息子の犠ぎ牲せいも覚かく悟ごのうえなのかもしれない。

　兄弟でありながら同い年、アルフォースと同学年なのは偶ぐう然ぜんではないと言うことだ。

　とにもかくにも、裏で手を引いているのがアーレ伯爵であることは疑いようがない。ないのだが、残念ながらそれを示す明確な証拠はない。

　ゆえに、彼を黙らせるには相応の代だい償しようが必要になる。

　そこまでして彼を黙らせたとしても、様々な問題は発生するだろう。煌きらびやかな社交界の裏では様々な思おも惑わくが飛とび交かっている。

　大人達に護られた学園と違って、貴族社会は権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた者達が集まる魔ま窟くつなのだ。

　ゆえに、彼はローゼンベルク侯爵家の令嬢と会って見み極きわめることにした。

　王家にとって有益な人物であれば手を差さし伸のべて味方に引き入れる。そうでないのなら、彼女に与あたえる罰ばつを実害のないレベルに抑おさえてローゼンベルク侯爵家への義理立てとする。

　そんな結論に至った彼は、部下に侯爵家の令嬢を呼び出すようにと命じた。




　侯爵家の令嬢との面会場所は中庭が選ばれた。

　開けた場所であまり圧力を掛かけないようにとの配はい慮りよだが、セオドアの考えではなく、話を聞きつけて飛び入り参加した王おう妃ひアデルの考えである。

「アデルよ、一応言っておくが、ソフィアという娘むすめがアルフォースを叱しかったのは──」

「分かっています。アルフォースが頼たよりないからでしょう？　貴方あなたはどうだか知りませんが、わたくしはそれを咎とがめるつもりなんてありませんわ」

「ならば、なぜ同席するなどと言い出したのだ……？」

　侯爵令嬢を咎めるつもりだからではないのかと、セオドアは疑ぎ惑わくの目を向ける。だが、アデルがソフィアに興味を抱いだいたのは、息子が好意を抱いていることを知っているからだ。

　社交界に舞まい降おりた聖女などと噂うわさされているが、実際に噂されるような十二歳さいの少女がいるとは思えない。おそらくは背後にいる者に作られた偶ぐう像ぞうだろう。

　だから、本物の彼女がどれほどのものか見極めようと考えていた。

　だが、それをおくびに出すアデルではない。彼女はセオドアから向けられる疑惑の眼まな差ざしを、優ゆう雅がな笑え顔がおでもって封ふう殺さつした。




　それからほどなく、使用人に案内される侯爵令嬢が中庭へと姿を現した。

　艶あでやかなプラチナブロンドに、深みのあるアメジストの瞳ひとみ。噂に違たがわぬ美しい容姿の彼女は、国王と王妃に気付くと大人顔負けの所作でカーテシーをおこなった。

「お初にお目に掛かります。わたくしはローゼンベルク家の娘、ソフィアでございます」

「ふむ。わしがエフェニア国の王、セオドアである」

「わたくしはその妻のアデルです。今日は夫が急に呼び出してごめんなさいね。構わないから、どうか楽にしてちょうだい」

「お心こころ遣づかい感謝いたします」

　さらっとアデルが仕し掛かけたが、ソフィアは引っ掛からなかった。

　ここは公式の場ではないとはいえ、国王と王妃が揃っている。しかも、ソフィアが呼ばれたのは、薔薇園での一件に他ならない。

　楽にして構わないと言われた程度で気きを抜ぬくようなら失格だ。

「本当に楽にして、席に掛けてちょうだい。あなたのように愛らしい娘を立たせたままでは、わたくし達の方が申し訳なくなってしまうわ」

　先ほどと同じような提案だが、今度はそうしなければ王妃が困るという内容。それを聞いたソフィアは「失礼いたしました」と即そく座ざに応じる。

　使用人が引いた椅い子すに腰こしを下ろす所作は迷いがなく、洗練されていた。

　とても十二歳の娘の対応ではない。

　この時点で、アデルは彼女の噂の多くが本物であるとの判断を下した。

　また、セオドアの判断も同質のものだ。表面的に大人びた振ふる舞まいが出来る子供達はいても、先ほどのような引っ掛けに対応できる子供は滅めつ多たにいない。

　それを当たり前のようにこなした彼女は既すでに自分の判断で動けると言うことだ。

　そんな彼女が、感情に任せて目上の王子に説教をするとは考えにくい。自分の行動がどういった事態を引き起こすか理解したうえで、必要と考えての行動だろうと判断する。

　セオドアは、彼女に罰を押おしつけて事態を収拾するという考えを捨てた。

「ソフィア、そなたを呼んだのは他でもない、薔薇園での一件についてだ。実のところ、そなたがアルフォースをたぶらかしていた者達を排はい除じよしてくれたことには感謝している」

　王子に恥はじを搔かかせた者として罰するのではなく、王子の過あやまちを正そうとした忠臣として評価するという意思表示。最初からそのつもりで呼んだのだという印象づけも忘れない。

　セオドアは続けて、アルフォースの抱かかえている問題について知っていたこと、知っていたうえでアルフォースが自らの力で解決するのを望んでいたことを打ち明ける。

　そのうえで、アルフォースが自分の力で解決できなかったことは残念だが、親が強制的に排除するよりは好ましい結果であることも伝えた。

　明らかに事情を話し過ぎだが、それは彼女に恩を売るための布石であった。

「ゆえに、わしがそなたを咎めるつもりはない。ただ……」

「アーレ伯爵の動向を憂うれいておられるのですね」

「う、うむ」

　感謝していると伝えつつ、ソフィアの行動によって予定が狂くるったことをほのめかす。そのうえで、感謝の印に伯爵家を黙らせると約束して恩を売る予定であった。

　けれど、ソフィアはそれよりも早く、使用人を通じて羊皮紙を差し出してきた。

「これは──っ。こ、ここに書かれていることは誠なのか？」

「もちろんです、陛下。わたくしの専せん属ぞく執しつ事じが調べ上げた信しん頼らいできる証拠でございます」

　セオドアはゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。その羊皮紙に書かれていたのは、アーレ伯爵が働いた不正や悪事を示す証拠の数々だったからだ。

　確実な証拠だけでもかなりの数。疑惑に至っては数え切れない。

「あなた、そこにはなにが書かれているのですか？」

　アデルに求められて書類を渡わたせば、彼女も同じような反応をする。そんな二人に対して、ソフィアは「ですから、口止めの心配なんてありませんわ」と笑う。

　微ほほ笑えみすら浮うかべるソフィアに、セオドアは薄うすら寒いものを感じた。

　たしかに口止めの心配なんてする必要がない。この証拠の数々が事実であれば、アーレ伯爵は物理的に首が飛ぶ。首がいらぬことをしゃべるはずがない。

　少女に恩を売るつもりが、気が付けば逆に恩を売られている。

「さすがは噂に名高い侯爵家の令嬢ですわね。あなたのように聡そう明めいな娘が、息子のために身を挺ていして行動してくれたこと、わたくしはとても嬉うれしく思います」

　試ためしていたことなど微み塵じんも感じさせず、アデルが全力でソフィアを取り込みに掛かる。妻の代わり様にセオドアは呆あきれつつ、無理もないとも考えた。

　海千山千の貴族を相手にすれば、状況をひっくり返されるのはままあることではある。だが、相手はたった十二歳の少女でしかない。

　幼い少女にこの国の王夫妻が翻ほん弄ろうされている。これは明らかな異常事態だ。

　トリスタンという天才に英才教育を施ほどこされた才女、フォルシーニアという姪めいを間近で見ているからこそ、それを上回るソフィアの異常性をセオドアは正しく理解していた。

「ところで、ソフィアさんはお忍しのびのアルフォースとダンスを踊おどったそうですわね。その息子とこうして学園で再会するなんて、春の訪おとずれを願う神々の巡めぐり合あわせかしら？」

　セオドアは体面も忘れて咳せき込こみそうになった。アデルの言葉は迂う遠えんではあるが、紛まぎれもなく婚こん約やくの打だ診しんをほのめかす言葉であったからだ。

　だが同時に、お忍びのアルフォースと踊ったと聞いて得心もいった。

　アルフォースは第一王子のパーティーを境に上の空になることが多くなった。選民派の子供につけいられる切っ掛けともなったのだが、その原因が彼女だったという訳だ。

　それよりも──と、セオドアはソフィアを注視する。

　普ふ通つうの十二歳であれば、さきほどの迂遠な言い回しは理解できないだろう。だが、彼女であれば気付くかもしれない。いや、彼女の瞳は確実に理解の色を灯ともしている。

　けれど、本来は本人に聞くようなことではない。打診をするのであれば彼女の父、ローゼンベルク家の当主に持ちかけるべきだ。

　ゆえにこれはアデルの暴走に他ほかならず、セオドアが止めるべき案件なのだが……彼はソフィアの答えを知りたいと思ってしまった。

「……わたくしには隣となりを歩きたい人がいます」

　ソフィアが恋こいする乙女おとめのように言葉を紡つむぐ。その美しくも愛らしい表情を見たセオドアは、いますぐにでもローゼンベルク家の当主に子供達の婚約を打診しようと思ったほどだ。

　けれど──

「わたくしをいつだって見守ってくれているその人は、けれどわたくしの遥はるか前を歩いています。わたくしは、そんな彼の背中に追いつきたくて必死なのです」

　続けられた言葉はアルフォースを指していなかった。それでも、諦あきらめるにはあまりに惜おしい。そんな未練を抱くセオドアに、ソフィアは更さらに言葉を重ねる。

「わたくしはその望みを叶かなえます。たとえ──神々を敵に回すことになったとしても」

　神々という言葉が王族を指しているのは明白だ。

　王族の意向が働こうとも、運命に逆らおうとも、自分の想おもいは決して曲げないという明確な意思表示。彼女は王族を敵に回しても、自分の想いを叶えると言い放ったのだ。

　それを理解した使用人達に緊きん張ちようが走る。このままでは、ソフィアと敵対することになってしまう。それを感じたセオドアはすぐに口を開く。

「……それほどの一いち途ずな想いであれば、神々もきっと祝福することだろう」

　それは、王族がいまの言葉を咎めることはないという意思表示だ。

　本来は婚約を打診したアデルが伝えるべき言葉ではあったが、彼女はショックからか俯うつむいている。ゆえに、セオドアがその言葉を口にした。

　それによってようやく、張はり詰つめていた空気が弛し緩かんする。

　その後は、軽い世間話と称しようしつつ、友人としてアルフォースのことを頼たのんだりはしたものの、とくに特筆するようなこともなく解散となった。







　それからしばらく時間は過ぎ、ソフィアは王城を後にした。その報告を聞いたセオドアとアデルは応接間に集まり、なんとはなしにお茶を飲む。

　最初は気を紛らわすように雑談を続けていたが、おもむろにセオドアが溜め息を吐く。

「……ソフィア、か。惜しい、実に惜しい。なんとしても縁えんを結びたい娘だが、想い人というのは誰だれなのだろうな？」

「そういえば、息子の誕生パーティーにはパートナーを伴ともなっていましたね」

　ふと思い出したようにアデルが応じる。

「あぁ……あれか。ローゼンベルク侯爵が身分を保証したために出席を許されたが、誰も正体を知らなかったとかいう少年だったか」

「ええ。たしか……執事様、だったかしら」

　ソフィアに負けず劣おとらずの洗練された立ち居振る舞い。整った顔に優やさしい微笑みを浮かべて、甲か斐い甲が斐いしくパートナーに付き従っていた。

　その光景を見たご婦人方から、正体不明の少年は執事様と呼称されていた。

　その事実を思い出したアデルが「貴方はなにか知りませんか？」と、部屋の隅すみに控ひかえていたトリスタンに問い掛ける。

　彼はセオドアの弟に仕える執事だが、学園で様々な情報を集めるために教師をしている。今回ここに居るのは、学園で情報を集めている彼の意見を聞くためである。

　そのトリスタンが、「その者の正体は私の甥おいです」と口にした。

「あなたの甥、ですか？　では、噂になっている執事様というのは……」

「まさか、本当に執事だった……というのか？」

　アデルとセオドアが信じられないと目を見開いた。

　身内でない異性を伴ったのなら、それは婚約者候補と見み做なされる。

　ましてや、くだんのパーティーは第一王子の誕生パーティーだ。ただの執事をパートナーにするなど、ローゼンベルク侯爵が許可をするはずがない。

　だが、執事の身分を保証したのは他ならぬ侯爵だ。認めるはずのないことを侯爵が認めた。そこから推測できる可能性はそう多くはない。

　興味を抱いたアデルが、その執事の人ひと柄がらを問い掛けた。

「一言で表すなら忠臣、ですね」

　トリスタンは少し前に起きた控え室での一件を口にする。

　教えを請こうアルフォースに対して、身を挺して助言をした──と。

　それを聞いたセオドアが溜め息を吐く。

「あやつは、失態を晒さらしたばかりだというのに……」

「それよりも、アルフォースを叱しつ責せきしたことですわ。わたくし達だから咎めませんが、他の国で同じことをすればただでは済みませんわよ」

「ですから忠臣だと申しました」

　トリスタンの返答にアデルは小首を傾かしげる。その少年がアルフォースの使用人なら分かるが、彼はローゼンベルク侯爵家の使用人だ。忠臣という言葉は当てはまらない。

「彼は、自分のお仕えするお嬢様が、王族入りを望まれると予想していたのでしょう」

「……そういうこと、ですか」

　自分のお仕えするお嬢様が嫁とつぐかもしれない相手だから、自分の命を賭かけてでも正しく導こうとした。だからこその忠臣。

「本当に出来た執事なのね。話ではずいぶんな美少年だったと聞いているけれど、あなたの甥ということは、十代後半くらいなのかしら？」

「いいえ。ソフィアお嬢様と同じ十二歳。私の受け持つクラスの生徒ですよ」

　セオドアとアデルは揃って目を丸くした。




　──その後、シリルの様々な逸いつ話わを聞いたセオドアは息子に同情心を抱く。

　トリスタンの報告によると、子爵家の娘までもがご執しゆう心しん。セオドアの姪でもあるフォルシーニア、更にはその従者達が揃ってシリルを高く評価しているらしい。

　そしてなにより驚おどろかされたのが、ソフィアとシリルの強い信頼関係である。

　パーティーのエスコートをシリルに任せただけであれば、婚約者を決めないために使用人に任せただけという考え方も出来るが、二人が受けた入試の結果が別の可能性を示していた。

　ソフィアは全教科を通して落としたのはたったの１点だけ。対してシリルはダンスの試験中に発生したトラブルによって点数を落としたのみという結果。

　それだけを聞けば、本来はシリルの方が優ゆう秀しゆうだと読み取れる。トリスタンの評価でも、満点を設けなければシリルの方が優秀だという。

　だが、ソフィアが落とした問題は、他の誰も落としていないような簡単な問題だったそうだ。それを考こう慮りよすると、ある可能性が見えてくる。

　すなわち、ソフィアが故意に１点だけ落とした可能性だ。

　もし同点の一位が複数存在しても、学年主席は一人しか選出されない。侯爵令嬢と平民の使用人が同点であれば、間違いなく侯爵令嬢が選ばれる。

　だが、ソフィアが故意に１点落とせば話は変わる。本来の点数が同点であれば、１点の差でシリルが主席に選ばれるようになる。

　ソフィアは身分ではなく、本来の実力で主席を選出する環かん境きようを生みだしたのだ。

　だがシリルもまた、トラブルを利用して再試験を辞退するという形で成績を落とした。

　ソフィアはシリルを想い、シリルもまたソフィアを想った。

　その結果、圧あつ倒とう的てきな点数でソフィアが主席になり、けれど実質はシリルの方が優秀と言える。まるで互たがいが互いを立てるような状況が発生した。

　ずば抜けて優秀な二人が、心から互いを想い合っているがゆえの奇き跡せきに他ならない。息子ではライバルにはなり得ないとセオドアは嘆なげいたが、アデルはなにやら目を輝かがやかせる。

「息子の嫁よめに出来ないのであれば、婿むこを息子にすれば良いのです」

　彼女はそんなことを言ってどこかへ行ってしまった。

　娘を欲ほしがっていたアデルは、ソフィアのことがいたく気に入ったようだ。さすがにただの執事を養子にするなどとは言い出さないだろうが、おかしなことをしないか少し心配だ。

「しかし、有能な執事と、その弟で子しのお嬢様、か。まるでそなた達の再来だな」

「薔薇園での一件では、その瞳を赤く染めたそうです」

「……なんと。それでは、彼女も？」

「ええ、おそらくは」

　トリスタンの肯こう定ていに、セオドアは無言で眉み間けんに深いしわを刻んだ。

「ですが陛下、悲観することはありません。もしも私の想像が正しければ、彼女の専属執事であるシリルは、私を超こえる逸いつ材ざいである可能性があります」

「……なにか根こん拠きよがあるのか？　いくら優すぐれている執事だからと言って、そなたの求める分野に精通しているとは限らぬであろう？」

　期待を裏切れば傷付く者がいる。

　ゆえに、ぬか喜びはさせられぬとセオドアは憂ゆう慮りよした。

「もちろん、期待外れに終わる可能性は否定できません。いまはまだ探りを入れている状態で、この話をするのも陛下が初めてです。ですが……」

「可能性はある、と？」

「ええ。ソフィアお嬢様とシリル。二人はイレギュラーな存在です。とくにシリル。彼がなぜ入学試験で51点という数字を叩たたき出だせたのか、私は非常に興味深く思っているのですよ」

　──ソフィアの教育係はシリル。

　優れた者の愛まな弟で子しであれば、ソフィアの能力が高いことも頷うなずける。

　だが、シリルは特定の師し匠しようを持たない。

　本来であれば平へい凡ぼんな成績。それどころか、三年後まで学園には姿を現さないはずだった。その彼が、まるで別人のような立ち居振る舞いを身に付けている。

　その理由に思いを巡らせ、トリスタンは口の端はしを吊つり上げた。
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　アルフォース殿でん下かと話していると、ソフィアお嬢様が戻ってきた。お嬢様は俺おれの向かいの席にアルフォース殿下が居ることに気付いて目を丸くする。

「……アルフォース殿下？」

「あぁ、すみません。シリルに話を聞いていたのですが、もう帰らせていただきます」

「そう、ですか……？」

　お嬢様はいぶかしむような表情を浮かべる。薔薇園での一件を考えれば警けい戒かいするのも無理はないが、お嬢様が考えているようなことはなにもない。

　俺は「お嬢様──」と小さく首を振り、問題がないことをそれとなく伝える。続けて「陛下との会談はいかがでしたか？」と問い掛けた。

「心配を掛けてごめんなさい。だけど、もう大だい丈じよう夫ぶです」

「そうですか、それはようございました」

「ええ、本当に。ホッとしました」

　気が抜けたのだろう。殿下やトリスタン先生が見ている前だというのに、ソフィアお嬢様は無む邪じや気きな微笑みを浮かべた。

「……ソフィアさんが信頼を寄せるのは、やはりあなたなのですね」

　殿下が羨うらやましいと言いたげに呟つぶやく。

　……勘かん弁べんして欲しい。お嬢様にはアリシアのことで妬やかれているのに、殿下にまでソフィアお嬢様のことで妬かれたら耐たえきれない。

　折を見て、嫉しつ妬とするようでは女性にモテないと刷り込んでおこう。

　それはともかく、アルフォース殿下は「色々と失礼を致いたしました。また後日、あらためて謝罪させていただきます」とお嬢様に謝罪して去って行った。

　トリスタン先生も、お嬢様に一礼をしてその後を追い掛けていく。

　それを見届け、二人っきりになるとソフィアお嬢様が俺を見た。

「殿下はどうなさったの？」

「色々と反省なさったようですよ」

「反省、ですか？」

　お嬢様に振り向いてもらうために心を入いれ替かえたようですよ──とは口が裂さけても言えない。俺は「ところで、陛下とどのようなお話をなさったのですか？」と話題を変えた。

「陛下とのお話の内容が気になるのですか？」

「ええ、それはもちろん」

　話の内容は色々なパターンが考えられる。

　俺が渡した切り札がある以上、最悪の結果にはなっていないはずだが、お嬢様にとって歓かん迎げいできる展開になるとは限らない。

　たとえば、ソフィアお嬢様を気に入った陛下が、強ごう引いんな手段で第二王子との婚約を纏まとめようと画策する──なんて可能性も零ぜろではない。

　ソフィアお嬢様が望むのならともかく、そうでないのなら対処しなくてはいけない。

　そんな風に心配したのだが──

「心配ありません。わたくしの計画は順調に進んでいます」

「……お嬢様の計画、ですか？」

　なんのことだろうと首を傾げる。

　ソフィアお嬢様は軽かろやかな足取りで俺に近付いてくると、なにやら俺の真横に立って後ろ手を組むと、トンと肩かたを押し当ててきた。

　そして──

「──シリルには内ない緒しよ、です」

　隣で俺を見上げるお嬢様は、いたずらっ子のように微笑んでいた。
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　少女が生まれたのは、古くから続く商家だった。

　古くから続く──と言えば聞こえは良いが、経けい営えい状じよう況きようはあまりよろしくない。父親は誠実な商売をモットーにしているが、それゆえに融ゆう通ずうが利きかないと思われることもある。

　取引先が徐じよ々じよに減っていて、いまは経営が破は綻たんしないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　そんな家に生まれた彼かの女じよが求められているのは良りよう縁えんを結ぶこと。家の経済を立て直してくれる相手であることが第一条件で、それ以外は二の次、三の次である。

　そう思っていたから──

「あなたの行ぎよう儀ぎ見み習ならい入いりが決まりましたよ。それも奉ほう公こう先さきはローゼンベルク侯こう爵しやく家けです」

　十六歳さいになったある日、母に告げられたのはそういう意味だと認にん識しきした。

　行儀見習いとは、名家で下働きをするのと引ひき換かえに、礼儀作法を学ぶ奉公のことだ。

　名家の娘むすめと同等の作法を身に付けることが出来るので、平民のあいだではいわゆるお嬢様として扱あつかわれ、奉公先との繫つながりも期待できるために良縁が舞まい込こみやすい。

　嫁よめ入いり前まえの娘にとっては憧あこがれだが、よほどのコネがなければ選ばれない。

　母親は下級貴族の娘なので、ツテでどこかの家に行儀見習いになれるかもとは聞いていたが、奉公先は名門中の名門、ローゼンベルク侯爵家だという。

　侯爵家での行儀見習いともなれば、下級貴族の直系ですら難しい。商家に生まれた娘が行儀見習いとして奉公するなど、どれだけ幸運に恵めぐまれても普ふ通つうはあり得ない。

　母が相当に無理をしたであろうことは想像に難かたくない。

「分かったわ、お母様。箔はくをつけて、家に多く支し援えんをしてくれる相手を見つければ良いのね」

　母が無言で、けれど悲しげに微ほほ笑えんだ。

「あなたが自分を犠ぎ牲せいにして、家を立て直そうとしてしてくれていることは知っています。でも、私も、あの人も、あなたの幸せを心から願っているのよ」

　そう言って、母は少しだけ昔語りを始めた。

　両親はとあるパーティーで出会っての恋れん愛あい結けつ婚こんだったらしい。

　父は、母が下級貴族の跡あと取とりではないため支援が期待できないことを知りながら求婚した。そして母は、父の商家が傾かたむき掛かけていることを知りながら求婚を受け入れたそうだ。

「家が没ぼつ落らくすることは望んでいないけれど、私もあの人もあなたを犠牲にするつもりはないわ。でも、あなたが弟を心配していることも知ってるから、選せん択たく肢しを増やすためにも頑がん張ばりなさい」

　ルーシェの弟は実家の跡取りとして育てられており、夢に向かって努力を続けている。だけどこのままでは、その実家のお店がなくなってしまう。

　弟を可愛かわいがっているルーシェだから、弟の助けになりたいと願っている。

　そんなルーシェの気持ちを考えたうえでの配はい慮りよ、母の愛に胸が熱くなった。その想おもいに感謝すると同時に、愛を与あたえられるだけではなく返したいとも強く願うようになる。

　だから──

「ありがとう、母さん。行儀見習いとして、ローゼンベルク侯爵家に奉公に行きます」

「ええ、頑張りなさい。私の可愛いルーシェ」

　この日、一人の行儀見習いが生まれた。

　だが、ルーシェは光ひかりと闇やみのエスプレッシーヴォの原作には登場しない。

　ゆえに、彼女がやがてソフィア付きのメイドとなり、シリルにお調子者のメイドと言われながらも重宝されることを、このときはまだ誰だれも知らない。







　少し月日が流れ、ルーシェはローゼンベルク侯爵家の行儀見習いとなった。あらたに行儀見習いとなったのはルーシェの他ほかにもう一人、ロッティという下級貴族の娘がいる。

　その二人に与えられた相部屋で、ここまで案内してくれたメイドが口を開いた。

「今日から私、キャシーがあなた達の教育係となります。私の指示をしっかりと聞いて、ローゼンベルク侯爵家の名を汚けがすような行動は慎つつしむようになさい。たとえば──」

　教育係であるメイド──キャシーが行儀見習いとしての心構えを説いていく。

　ハキハキとした口調で、やってはいけないこと、やらなくてはいけないことを話す。いま教えられている内容は基本的に、ルーシェが母親から習っていることがほとんどだ。

　それを確かく認にんしながら、キャシーの外見に意識を向ける。

　彼女の髪かみは艶あでやかで、ほのかに高そうな香こうの匂においがする。さすがは名門の侯爵家。一いつ介かいのメイドにすら高価な化け粧しよう品ひんを与えているのねと、商家の娘であるルーシェは感心する。

「──以上、分かりましたね？」

「「はい、分かりました！」」

　ルーシェと、そしてもう一人同時に行儀見習いとなった娘が元気よく挨あい拶さつをする。

　こうして、ルーシェの行儀見習いとしての生活が始まったのだが──




「洗っても洗っても、全然洗せん濯たく物ものがなくならないじゃない！」

　うららかな日の昼下がり。井い戸ど水みずを使って山のように積まれた使用人の服の洗濯をしていると、ルーシェと一いつ緒しよに行儀見習いとなった娘──ロッティが悲鳴を上げた。

　彼女はとある子爵家の次女で、政略結婚に箔をつけるために奉公に来たらしい。

　生きつ粋すいの貴族令嬢なので、平民の娘であるルーシェは肩かた身みの狭せまい思いをするかもと思っていたのだが、予想に反してロッティはとても気さくだった。

　彼女いわく、学園にも通っていない子爵家の次女なんて平民と変わらない、とのことだ。

　むろん、それは彼女が言っているだけで、実際には平民とは大きな隔へだたりがある。ただ、爵位を継つぐ者ものや、爵位持ちの相手と結婚が決まっている子供と隔たりがあるのも事実のようだ。

　そんな訳で、最初こそ少し気を使ったりしたのだが、いまではすっかり友人である。そのロッティが、山のように積まれた洗濯物を前に呻うめいている。

「ロッティ、そんな風にごねても終わらないわよ。午前中に洗い終わらないと、午後からは別の仕事があるんだからね？」

　行儀見習いとは、奉公と引き換えに礼儀作法を学ぶのだが、ローゼンベルク侯爵家においては、仕事の合間にしか礼儀作法を教えてもらえない。

　この調子では、今日もほとんど礼儀作法を学べないだろう。

「分かってるけど、水仕事ばっかりで手がかじかんできたのよ。というか、ルーシェはどうして平気なのよ？　水が冷たくないの？」

「冷たいけど、慣れじゃないかしら？　私は子供の頃ころからやってたから」

　実際にルーシェの手もアカギレが出来ている。やせ我が慢まんに慣れたというのが正解だが、行儀見習いとして立派に役目を務めようと、使命に燃えているルーシェは気付かない。

　痛みに耐たえながら、せっせと洗濯を続ける。

　そんな状況に気まずさを覚えたのか、ロッティもまた洗濯を再開する。文句を言いながらも、結局は仕事を投げ出さない。

　ルーシェがロッティと仲良くなった理由の一つである。

「うぅ……冷たいよぅ。手がかじかんできたわ。まさか行儀見習いがこんなにハードワークだなんて思ってもみなかったわ。後で絶対文句を言ってやるわ」

「……キャシーさんに文句を言うのだけは止やめておきなさいよ？　あの人、怒おこると怖こわいから」

　冗じよう談だんだと思いつつも、念のために釘くぎを刺さしておく。だが、ロッティは思ってもいないことを言われたとばかりにキョトンとする。

「え、いまの声に出てた？」

「出てた。誰が聞いてるか分からないから気を付けなさいよ？」

「う、うん、気を付ける。それと、あなたも忘れてくれると……嬉うれしいかな、なんて」

「はいはい、忘れた忘れた」

　ここだけの話にすると記き憶おくの片かた隅すみに放ほうり投げる。それから、手の痛みに耐えて必死に洗濯をしているロッティを見て、仕方ないなぁと溜ため息いきを吐ついた。

「ねぇロッティ、そんなに辛つらいならなにか話をしましょうよ。話しながら仕事をすれば、少しは気が紛まぎれるかも知れないわよ？」

「良いわね。それじゃちょうど良い話があるわ。私達がここに来る前に実際にあった話なんだけど、お嬢様と執しつ事じ様さまの話、知ってる？」

「お嬢様は分かるけど……執事様ってなによ？」

　執事だって行儀見習いのルーシェ達から見れば目上の人間だ。だけど、仕えるべき主あるじがいる者達として、上司に様と敬けい称しようをつけるなんて普通じゃ考えられない。

「執事様っていうのは、シリルくんのこと。このローゼンベルク侯爵家に代々仕える名門中の名門の子供で、まだ六歳の男の子なのよ」

「……六歳の男の子？」

「そう、六歳の男の子が専属執事見習いになった話」

　ロッティが語って聞かせたのは、使用人達のあいだで噂うわさになっているという美談だった。

　家族がみんな忙いそがしくて構ってもらえない、孤こ独どくに泣いているお嬢様。

　そんなお嬢様を救ってあげたいと立ち上がった男の子が必死に勉強して、たった六歳で専属見習いになり、お嬢様に忠誠を誓ちかって笑え顔がおを取り戻もどしたという逸いつ話わだった。

「誕生パーティーで颯さつ爽そうと現れたシリルくんが、自分で育てた薔ば薇らをお嬢様に捧ささげて、ずっと側そばにいると誓ったらしいわよ。見てる人にはプロポーズに見えたって噂よ」

「いやいや、六歳なんでしょ？」

　さすがに美化のしすぎだとルーシェは呆あきれた。

「そう思うでしょ？　でも話をしてくれた先せん輩ぱい達たちがこぞって『自分も幼い頃にあんな風に言われてみたかった！　いや、いまからでも言われたい！』って力説してたのよ？」

「うぅん……」

　弟くらいの男の子が、同じ年頃の女の子に忠誠を誓う。微笑ましい光景であろうことに疑いようはないが、自分がその立場になりたいかというと微び妙みようだ。

　ルーシェはそう思ったのだが──

「ねぇ、お姉さん達はなにをしているの？」

　不意に投げかけられた幼い声。

「なにって、見ての通り洗濯を──っ」

　反射的に振ふり返かえったルーシェは息を吞のんだ。好こう奇き心しんに満ちた瞳ひとみでこちらを見ているのは、一目で上質だと分かるドレスを身に着けた女の子。

「えっと、あなたは、まさか……？」

「ソフィアは、ソフィアだよ？」

　無む邪じや気きなセリフに特大の衝しよう撃げきを受けた。

「ソ、ソフィアお嬢様がどうしてこのような場所に？」

　平常心を搔かき集あつめて問い返す。上位者の質問に答えず、質問に質問を返してしまっているが、それをこの状況で指し摘てきするのは酷こくというものだろう。

　また、幼いソフィアはそんな無礼を気にした様子もなく微笑む。

「お姉さん達が見えたから、なにをしてるのかなって思って見に来たんだよ～。それで、お姉さん達はなにをしているの？」

「あ、えっと……その、洗濯をしておりました」

「……洗濯？　お洗濯！」

　なにがそんなに楽しいのか、ソフィアは目を輝かがやかせた。けれど、続けられた言葉に、ルーシェは再び慌あわてふためくことになる。

「お洗濯、ソフィアもしてみたい！」

「えぇ!?　そ、それはダメですよ！」

「……ダメなの？」

　アメジストの瞳が悲しげに伏ふせられる。困り果てたルーシェは助けを求めてロッティを見るが、彼女は関係ないように明後日あさつての方を向いていた。

　友情は儚はかなく、援えん軍ぐんは期待できない。

　自分でなんとかするしかないと悟さとったルーシェは、覚かく悟ごを決めてソフィアへと視線を戻した。

「えっと……お洗濯は井戸水を使うのでとても冷たいんです。それに石せつ鹼けんも使いますから、手がこのように荒あれてしまいます。ですから、お嬢様にはとてもさせられません」

　辛いお仕事だから、やらない方が良いというニュアンスを押おし出だすが、そんなことになったら自分が叱しかられてしまうというのが本音。

　だが同時に、どちらの意味でも理解してもらえないだろうなと思った。ルーシェの弟がまさにそうで、言ってもなかなか聞いてくれないからだ。

　だから──

「そっかぁ……わがまま言ってごめんなさい。それと……ありがとうね」

　お嬢様の口から零こぼれた言葉にルーシェは戸と惑まどいを覚えた。

「えっと……その、ありがとう、とは？」

　ソフィアが戸惑うルーシェの手を取り、アカギレた手を小さな手で包み込む。

「こんなになってまで、私達のために働いてくれてるんでしょ？」

　行儀見習いなんだから、礼儀作法を学ぶ対価として当然の奉公だ。だけどソフィアはそれに感謝して、「えへへ」と愛らしく微笑んだ。

「ソフィアはお嬢様だから、みんながお世話をしてくれるんだよね？　だけど、だからこそ、感謝を忘れちゃダメだって、シリルが教えてくれたの。だから、ありがとう～」

「……ど、どういたしまして」

　ご令嬢とは思えない発言に困こん惑わくしながらも、辛かろうじて感謝を受け入れる。それから、もったいないお言葉だと辞退するのが正解だっただろうかと悩なやみ始はじめる。

　そんな中、ソフィアがぱっと顔を上げた。そうしてキョロキョロと周囲を見回し始める。

「……ソフィアお嬢様？」

「シリルの声がする。ソフィアを捜さがしてるみたい」

「……なにも聞こえませんが」

　耳を澄すますが、辺りは鳥の囀さえずりが聞こえるほどに静まり返っている。試ためしにロッティに視線で問い掛けてみるが、彼女も無言で首を横に振った。

「気のせいではないですか？」

「気のせいじゃないよ。ソフィア、そろそろ戻るね。お姉さん、また今度お話を聞かせてね」

　ルーシェとロッティに微笑みを残してクルリと身を翻ひるがえす。ソフィアは迷うことなく、声がするという方に小走りで駆かけていった。

　一いつ瞬しゆん、誰かと合流するまで送るべきではないかと考えるが、すぐにその心配はなくなる。ソフィアが駆けていった廊ろう下かの向こうから、整った顔立ちの少年が姿を現したからだ。

　少し距きよ離りが開いているせいでその会話内容までは聞こえないが、少年がなにかを言って、ソフィアが極ごく上じようの笑顔を浮うかべる。

　少年はごくごく当然のようにソフィアの乱れた髪を手て櫛ぐしで整え、ソフィアはそれを嬉しそうに受け入れる。ずっと見ていたくなるような微笑ましい光景。

　それをぼーっと眺ながめていると、少年が不意にこちらを向いて会え釈しやくをした。

　慌ててルーシェやロッティも頭を下げる。

　深々と下げて、どれくらい下げていれば良いんだろうと悩みに悩んで、ただひたすらに下げ続けて、ようやく頭を上げるとそこには誰もいなくなっていた。




「……ねぇ、ロッティ。さっきのって現実……よね？」

「たぶんそう……じゃない、かな？　自信ないわ」

　まるでイタズラ好きの妖よう精せいに騙だまされたような気分。

　ルーシェはまだまだ貴族の階級差というモノが分かっていない。けれど、商人の娘として、上下関係が厳しい世界があることは知っている。

　だからこそ、お嬢様の気さくな態度には驚おどろかされた。

「貴族のお嬢様って、あれが普通なの？」

「まさか。あのお嬢様が特別なだけよ。私の姉とはえらい違ちがいよ」

「ロッティのお姉さん？」

「私の姉は伯はく爵しやくの第二夫人になる未来が決まっているの」

　ロッティは主要な部分をぼかしていたが、伯爵の第二夫人になる予定の姉と、婚約相手も決まっていない自分では扱いがかなり違うらしい。

　だから、気さくに使用人に声を掛けている姉の姿など想像できない、とのことだ。

「ならソフィア様は、とても優やさしいお嬢様なのね──って、ロッティ！　無む駄だ話ばなししてる場合じゃないわ。早く洗濯を終わらせなくっちゃ」

「あぁ、そうだった！」

　お嬢様が優しくとも、自分達の教育係であるキャシーは優しくない。理由がなんであれ、時間までに仕事を終わらせなくては大変だと、二人は慌てて洗濯を再開した。

　そうして、非現実的な一幕は終わりを告げる。

　いくら優しいお嬢様とはいえ、身分が違いすぎるためにもう二度と関わることはないだろうと、このときのルーシェは考えていたのだが──




　その日の夜。

　部屋でくつろいでいたルーシェとロッティのもとに、教育係であるメイド──キャシーが唐とう突とつに訪ねてきて、どこか同情するような顔でこう言った。

「あなた達にソフィアお嬢様から届け物があります」

「……届け物、ですか？」

「ソフィアお嬢様が、見習い執事と一緒にアカギレに効く塗ぬり薬ぐすりを作ったそうです。だから、あなた達にはテスターになってもらいたいそうですよ」

「……アカギレに効く塗り薬を作った、ですか」

　もしかして、朝の一件を覚えていて薬を届けてくれたのだろうか？　名前は名乗らなかったはずなのだけど……と、二人は顔を見合わせる。

　けれど、キャシーは別の意味に捉とらえたようで、これ見よがしに溜め息を吐いた。

「ええ、まったく。お嬢様のお遊びに付き合わされる者の気持ちも考えて欲ほしいものですね。しかも教育方針にまで口を出すなんて、何様のつもりなのかしら」

　何様もなにも、自分達が仕える侯爵家のお嬢様である。

　唐突な主の批判にルーシェは顔を強こわ張ばらせた。それに気付いたキャシーが咳せき払ばらいをする。

「とにかく、それを使ってみて欲しいとのことです。ただ、逆に手が荒れたり爛ただれたりするようなら、すぐに使用を止めるのですよ。なにが入ってるか分かったものじゃありませんからね！」

　極きわめて不ふ吉きつなことを言って、キャシーは足早に部屋を退出していった。そうして残されたのは、アカギレに効くという塗り薬の入っているという包みが一つだけ。

　ルーシェとロッティは再び顔を見合わせた。

「どうする、ロッティ」

「どうしよっか？」

　この国の医い療りよう技術というのはそれほど進んでいない。塗り薬は存在するが、中にはまったく効かない物や、悪あく影えい響きようを及およぼす物もある。

　ましてや、六歳のお嬢様が作った物ともなれば、どんな影響を及ぼすか分からない。

「と、とにかく、せっかくお嬢様が届けてくださったんだから、ひとまず開けてみましょ」

　意を決したロッティが包みを開ける。

　そこには小こ瓶びんが一つと──封ふうのされた小さな手紙が入っていた。ローゼンベルク侯爵家の紋もん章しようの封ふう蠟ろうが施ほどこされていて、宛あて先さきはルーシェとなっている。

「私宛の手紙……なにかしら？　開けてみるわね」

　ぺりぺりっと封蠟を剝はがし、中の手紙を開いてみせる。そこにはまだ拙つたない──けれど、とても丁てい寧ねいな文章が書かれていた。

　それによると、小瓶の中身はシリルが作った塗り薬で、手がすべすべになる効果があり、ソフィアが普ふ段だん使づかいにしているらしい。

　だから大だい丈じよう夫ぶだと思うが、万一肌はだに合わなければ使用を止めるようにと書かき添そえられていた。

「……これ、あの小さなお嬢様が書いたのよね？」

　ロッティに問い掛けるが、返事は返ってこない。

　アカギレまみれの手を見て、薬をくれるところまでは慈じ悲ひ深ぶかいお嬢様だと理解できる。だが、自分が普段使いにしている薬なら、テストは十分におこなわれているはずだ。

　それをなぜ、テスターになって欲しいとメイドに伝えたのか？

　その答えは一つしか考えられない。ルーシェ達が嫌いやがらせを受けないようにするため。行儀見習いがお嬢様から薬をもらったなんて知られたら、周囲からどんな妬ねたみを買うか分からない。

　だが、そこまで気き遣づかえる出来る六歳の女の子がいるとは思えない。

「あぁでも、薬はシリルって人が作ったのよね。じゃあ、この気遣いも、そのシリルって人が助言したのかも知れないわね」

「シリルくんって言えば、噂の執事様のことよ。でもってたぶん、迎むかえに来たあの男の子」

　ルーシェは思わず閉口した。

　迎えに来た少年も、間ま違ちがいなくソフィアと同じくらいの背格好だった。とてもではないが、大人の気遣いが出来るような年ねん齢れいではない。

「じゃあ……そのどっちかが、この気遣いをしたってこと？」

「分からないけど、シリルくんの可能性は高いんじゃないかしら？　お屋や敷しきでのお嬢様に関するあれこれは、専属見習いのシリルくんが仕切ってるらしいし」

「……まだ幼いのに凄すごいのね」

「さすが噂の執事様よね。でも、見た感じは可愛かったわね。あーあ、私も、シリルくんに、ずっと側でお護りしますとか言われてみたいなぁ。ねぇ、あなたもそう思わない？」

「いくらなんでも歳としが離はなれすぎでしょ？」

　弟と同じ年頃なこともあって、ルーシェには子供にしか見えない。自分と同年代なら話も違っていたかも知れないが、いくらなんでもあそこまで子供に憧れたりはしない。

　思わず呆れてしまうが、真顔で十歳程度なんて許きよ容よう範はん囲い内ないだと返されてしまう。ロッティの姉の相手は、父親よりも年上だそうだ。

　そう考えると、たしかに良縁なのかもしれない。お嬢様の専属執事なら将来は安あん泰たいだし、実家に支援するだけの縁えんもある──と少しだけ考えた。

　だが、シリルくんは将来有望だとか、シリルくんにエスコートしてもらいたいとか乙おと女め全開になったロッティの相手が面めん倒どうになり、話を聞き流しながら塗り薬を試すことにした。




　ちなみに、その日を境にルーシェとロッティの生活は少し変わった。

　いままで山のようにやらされていた雑用が少し減り、キャシーから礼儀作法を学ぶ時間が毎日一定の時間を取られるようになったのだ。

　理由は分からないが、行儀見習いである自分達にはとてもありがたいことに変わりない。ルーシェは必死に礼儀作法を身に付けようと努力を続ける。

　だが、それは決して良いことばかりではなかった。

　授業が増えるにつれ、明らかにキャシーが手を抜ぬくようになる。面と向かって面倒くさいとは言わないが、そういう態度が端はし々ばしに見みえ隠かくれするようになった。

　どうやら彼女はあまり教育熱心なタイプではないらしい。

　ただ、表面上はそつなく教えてくれるので文句を言うことは出来ない。なにより、いまの環かん境きようになる前と比べると、よほどしっかりと教えてくれている。

　ゆえにこれ以上は望むべくもないと、行儀見習いとしての日々を送る。

　そんなある日の昼下がり。

　お屋敷の掃そう除じをしていると、通りがかったキャシーから封の開いた手紙を手て渡わたされる。差出人は母親の名前だが、どうして封が開いているのだろうと首を傾かしげた。

「行儀見習いが外部とやりとりをおこなう場合、検けん閲えつする決まりなんです」

　疑問がルーシェの顔に出ていたのか、はたまた同じような質問が過去にもあったのか、キャシーがそんな風に教えてくれる。

「やりとり自体は禁止されていないので、返事を書くときは私に言いなさい」

「はい、ありがとうございます」

　感謝を告げて手紙を見ようとするが──

「読むのは仕事が終わってからですよ」

　キャシーにたしなめられたルーシェは手紙をポケットに入れる。そうして、彼女が立ち去っていくのを見送った。

　ちなみに、ロッティは別の階の掃除をしている。先に終わった方が、終わらなかった方を手伝うことになっているのだが、その場合は貸し一つとなっている。

　そんな訳で、手紙は気になったが、ロッティに負けないように急いで掃除を再開する。だが、ほどなくして再び、ルーシェを呼ぶ声がする。

　振り返るとそこには──

「シリルくん──あ、いえ、失礼しました、シリルさん」

　自分は行儀見習いで、相手は専属執事見習い。たとえ歳の差があろうとも、シリルの方が目上の人間で、馴なれ馴なれしく君付けで呼んで良い相手ではない。

　決してそのことを忘れていた訳ではないのだが、ロッティがあの日を境に執事様の噂を集めてきては、シリルくんがシリルくんがと連呼するものだから、呼び方が移ってしまったのだ。

（ロッティ、恨うらむわよ……）

　泣きそうになりながら、真っ赤な顔で頭を下げる。

「顔を上げてください。こちらこそ、急に呼び止めたりしてすみませんでした」

「い、いえ、そんな、気にしないでください！」

「ありがとうございます。では、おあいこと言うことで」

「え、あ……はい、分かりました」

　キャシーが相手ならコンコンとお説教されていたところだ。それを許すどころか、自分も謝あやまることで罪悪感が残らないようにまでした。

　そんなシリルの話術だと気付かされ、ルーシェは思わず舌を巻いた。

（ロッティの集めた噂も、あながち冗談じゃなさそうね）

　感かん嘆たんの溜め息を吐きつつ、相手が目上の人間だと気を引ひき締しめ直す。

「それで、私になにかご用でしょうか？」

「はい。いくつか話を伺うかがいたいんです。試していただいた薬の使用感、とかね。なので、よろしければ少しお時間をいただけますか？」

　その問いに対して、立場的に問題ないだろうかと考えを巡めぐらす。だが、たとえキャシーに咎とがめられたとしても、薬の件で話を聞かれていたと答えれば大丈夫だろう。

　問題はロッティだが……噂の執事様と会話したという土産みやげ話ばなしがあればむしろ喜ぶはずだ。そこまで考えたルーシェは少しなら大丈夫ですと答えた。

「……なるほど、ちゃんと環境は改善されているようですね、安心しました」

「はい？」

「いえ、こちらの話です。それで、最初に薬の使用感ですが……問題はありませんでしたか？」

「はい、おかげさまでアカギレも治りました。というか、凄い効果で驚きました。シリルさんがお作りになったとのことですが、商品にしたら確実に売れると思いますよ」

　思わず商人の娘としてそんな言葉が口をついた。だが、シリルが目を丸くしているのを見て、失言だったかなと慌てる。

「す、すみません。実家がお店をしているので思わず」

「なるほど、そうでしたか。構いませんよ。ただ……これはあらたな薬学だけではなく、魔ま術じゆつを併へい用ようしているので量産化は難しいんです」

「魔術──」

　この国にも魔導具はそれなりの数が普ふ及きゆうしている。

　ゆえに魔術技師はそれなりの数がいるが、純じゆん粋すいな魔術師は非常に珍めずらしい。にもかかわらず、シリルのような子供が魔術を使ったと言うことに驚きを隠せない。

　だが、その驚きは、より大きな驚きに消し飛ばされてしまう。

「もしかして、あの塗り薬は……」

　物凄く高価だったのでは？　とは怖くて聞けなかった。だが、その質問を察したのかどうか、シリルは無言で小さく微笑む。

　子供とは思えない反応を前に、ルーシェはゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

「ともあれ、アカギレが治ったようで安心しました」

　シリルは少し強ごう引いんに話題を終わらせ、次の質問を投げかけてきた。

　それは塗り薬の話とはまったく関係のない、礼儀作法はちゃんと学べているかとか、嫌がらせは受けていないかといった質問だった。

　なぜそんな質問をと疑問に思いつつも、特に問題はないと答える。

「そうですか。では最後に一つだけ。あなたはキャシーに礼儀作法を学んでいるはずですが、彼女はどのような人間ですか？」

「キャシーさんは……」

　教育係であることに不満のようだという言葉が浮かぶ。けれど、教えてもらっている身で文句を言えるはずがないと、即そく座ざにその言葉を飲み込んだ。

「……彼女が、なんですか？」

「い、いえ、彼女はとても身だしなみに気を使う方だと思います」

「身だしなみ、ですか？」

「ええ。艶やかな髪に、ほのかな香の匂い。間違いなくお金を掛けています。最初はメイドの誰もが使っているのかと思ったんですが、他の方はそういう訳でもなさそうですし……」

　なお、塗り薬と同じように、お嬢様が提供しているという可能性も一度は考えた。だがそれならば、塗り薬の件であのように扱こき下おろすはずがない。

　ゆえに、彼女は身だしなみのために相当な自腹を切っているはずだ。

「……なるほど、あなたは優すぐれた観察眼をお持ちのようだ。おかげで予想よりも良いカードを得られそうです。ルーシェ、あなたに感謝いたしますよ」

　感謝の言葉とともに小瓶を渡わたされる。

「よ、良く分かりませんが、お役に立てたのなら良かったです。それで……これは？」

「感謝の印です。使用感を試すという名目はさすがに厳しいので内ない緒しよにしておいてくださいね」

「い、いえ、これはこのあいだの塗り薬ですよね？　恐おそれ多おおくていただけません」

　魔術を使っているのもそうだが、冷静になって考えれば分かることだ。ソフィアが普段使いにしているという薬が安物なはずがない。

「心配いりません。それは魔術を併用していない廉れん価か版ばんですから。とはいえ、アカギレを予防するだけなら十分な効果が期待できるはずですよ」

　ルーシェが塗り薬が高価なことに気付いて気き後おくれすることすら計算に入れていたらしい。それに気付いて、感心すれば良いのか呆れれば良いのか、ルーシェはわりと本気で悩んだ。

　ただ一つだけたしかなのは、普通の子供ではあり得ない気遣い、ということだ。

「もしかして、ソフィアお嬢様より薬を賜たまわったことで、私達が妬みを受けないように気を回してくれたのはシリルさん、ですか？」

「対処法を考えたのはお嬢様ですよ。──っと、話し込んでしまいましたね。あまり引き留める訳にはまいりませんし、これで失礼いたします。貴重なお話をありがとうございました」

　シリルはそういって一礼すると、引き留める間もなく立ち去っていく。その後ろ姿を見送りながら、ルーシェはシリルが立ち去る間ま際ぎわの言葉を思い返した。

　対処法を考えたのがお嬢様であるのなら、その問題に気付いたのは誰なのか？　自分が前面に出ないように、さりとて噓うそは吐かないように配慮したのではないか。

（なんて……さすがにただの偶ぐう然ぜん、よね？）

　いままでのあれこれを考えると否定は出来ない。背筋に薄うすら寒いものを感じながら掃除を再開しようとしたルーシェは、ポケットに小瓶を入れようとして手紙を落としてしまう。

「あっと、いけない……え？」

　封がなされていなかった手紙は、落ちた弾はずみで中身が見えてしまっている。そこに書かれた内容を目まの当あたりにしたルーシェは、目の前が真っ暗になるような錯さつ覚かくを覚えて座り込んだ。

　それは、様子を見に来たロッティに介かい抱ほうされるまで続いた。




「……ルーシェ、落ち着いた？」

「うん、迷めい惑わく掛かけてごめんなさい」

　使い物にならなくなったルーシェの代わりに掃除を済ませてくれたロッティに感謝する。けれど、立ち直っていないルーシェの言葉に覇は気きはない。

「……それで、一体なにがあったの？」

「実家のお店の経営が思わしくないんだって」

　ロッティに手紙を差し出す。

　そこに書かれていることを要約すると、経営状態が更さらに悪化したために、実家の店は遠くない未来に経営が破綻する可能性が高いといった内容だ。

「……私、家に戻った方がいいのかな？」

「気持ちは分かるけど……止めておきなさい。往復するのに、どれだけの旅費が掛かると思ってるの？　帰ったが最後、戻って来られなくなるわよ？」

「分かってる。だから、戻った方がいいかな、って」

　それは、家に帰って、ここにはもう来ないという意味だ。

　それを察したロッティが顔をしかめる。

「一時の感情に流されてどうするのよ。いまのあなたが帰ってもなにもならない。ここにいれば、あなたは行儀見習いを続けられる。手紙にも、嫁とつぎ先を見つけろって書いてあるでしょ」

　たしかにそう書かれているのは事実だ。

　だが、家を救ってくれる相手を探してこいという趣しゆ旨しではなく、あなただけでも幸せになりなさいといった趣旨で、より悲ひ壮そう感かんが漂ただよっている。

　ルーシェが行儀見習いを終えた頃には、実家の店はなくなっている可能性が高い。

「このままなにもしなければ、私はきっと一いつ生しよう後こう悔かいするよ」

「なら良縁を見つけなさい。そうしたら、家族の助けくらいにはなるでしょ？　断言しても良いわ。ここで衝しよう動どうに任せて家に帰れば、あなたは間違いなく後悔する」

「そう、かな？」

「そうよ」

　迷うルーシェに、ロッティは断言した。

　たしかに、いまのルーシェが戻ってもなにも出来ない。それどころか、いまは侯爵家が衣食住を保障してくれているが、家に帰ればそれを実家に強しいることになる。

「……分かった。私はここで行儀見習いを続けるわ」

「うん、それが良いわ。私もあなたが良い縁を見つけられるように応おう援えんしてあげるから、幸せを摑つかめるように頑張りなさいよ」

「ありがとう、ロッティ」

　温かい言葉に熱いものが込み上げてくる。

　不覚にも泣きそうになったルーシェは恥はずかしくなって頰ほおを染める。

「ありがとう、ロッティ。でも、どうしてそこまで心配してくれるの？」

「どうしてって……察しなさいよ、ばか」

「えぇ、どうして？」

「ちょっ！　分かるでしょ。何ヶ月一緒に暮らしてると思ってるのよ。って言うかあなた、わざと分からないフリをしてるでしょ！」

「えぇ、分からないから教えてよ～」

　ロッティにじゃれつきながら、友人って良いものだなと小さな幸せを嚙かみしめた。そうして、この幸せが長くは続かないことを知りながら、少しでも長く続くことを願う。

　その日から、ルーシェは一段と真しん剣けんに礼儀作法を学び始めた。それと同時に、可能な範囲で身だしなみにも気を付けるようになる。

　最初から、実家が危ないのは知っていた。であれば、その時期が少し早まっただけ。実家に手を差さし伸のべてくれるような良縁を結ぶための一歩を踏ふみ出だしたのだ。




　だけど、そんなある日。

　ルーシェは自らの運命を変えるそれを見てしまった。

　その日、ルーシェは中庭の片隅にある花か壇だんの手入れをしていた。中庭ではソフィアがお茶を楽しんでいるのは知っていたが、場所が離れているために問題ないと思っていたのだ。

　だが、ソフィアが途と中ちゆうで花を見たいと言い出したようで、花壇の方にやってくる。それに気付いたルーシェはとっさに物もの陰かげに隠れることで事無きを得た。

　だけど、いや、だからこそ、ルーシェはその光景を目の当たりにした。キャシーがさっと足を出して、自らが仕えるはずの主、ソフィアを転ばせたのだ。

　しかもその瞬間、キャシーはとても嫌な感じの笑えみを浮かべた。明らかに意図的で、しかもお嬢様は「どうしていつもそんなことをするの!?」と怒っている。

　これが初めてではない。それに気付いて背筋が凍こおり付つく。

　とんでもない光景を見てしまったと硬こう直ちよくしているうちに、ソフィアは半泣きになって走り去っていった。だけど──キャシーがじろりと、こちらを見た。

「……誰かと思えば、ルーシェでしたか。これは不幸中の幸いでしたね」

「あ、あの、キャシーさん、私は……」

　なにを言えば良いのか分からなくて口ごもってしまう。そんなルーシェのもとに、キャシーはゆっくりと近付いてきた。

「あなたも見ましたでしょう？　お嬢様が、勝手に転ばれるところを」

「い、いえ、私が見たのは──」

　みなまで口にすることは出来なかった。嫌な笑みを貼はり付つけたままのキャシーが、ルーシェの肩かたをがしっと摑んだからだ。

「ねぇ、ルーシェ。あなたの実家の商会は、とても経営状態が悪いそうですね？　あなたが問題を起こして行儀見習いを辞めさせられたりしたら、困ったことになるのではありませんか？」

「──なっ!?」

　それは明らかな脅おどしだった。

「もう一度聞きますよ？　あなたが見たのは、自分で転んでヒステリーを起こしたお嬢様よね？」

「そ、そんな脅しには屈くつしません！　あなたがしたことは許されない。私が本当のことを言えば、あなたは首になるはずです！」

「……本当にそうかしら？　みなから信しん頼らいを得ている私が、あんな小さな子供の言葉一つで辞めさせられると？　そんな、侯爵家の汚お点てんになるようなことがあると？」

「そ、それは……」

「ない──と、言い切れるかしら？　そもそも、もし私が辞めさせられなかったとき、自分がどういう扱いを受けるか、分かったうえでの発言ですか？」

「わ、私は……」

　自分が不ふ名めい誉よに行儀見習いを首になったとき、どんなに両親が悲しむかを想像したらなにも言い返すことが出来なかった。

　そんな沈ちん黙もくを恭きよう順じゆんと受け取ったのだろう。

「そのまま口を閉とざしていなさい。そうしたら、あなたの嫁ぎ先くらいは探してあげましょう」

　キャシーはそう言い残すと、ソフィアの後を追い掛けるように立ち去っていった。

　一人残されたルーシェは悔くやしさにきゅっと唇くちびるを嚙む。

　脳のう裏りをよぎったのは、お嬢様の愛らしい笑顔。雲の上の存在も同然なのに、自分達の仕事に感謝して、アカギレに効く塗り薬まで届けてくれた。

　そんな心優しい、けれどまだ小さなお嬢様を見捨てても良いのかと自問自答する。

　答えは否いなだ。どう考えたって良いはずがない。だが、自分のために手を尽つくしてくれた両親の好意を無下にすることだって同じくらい許されない。

　答えの出ないまま、ルーシェは二人の後を追い掛けた。

　そこで目にしたのは──

「まぁ、なんて酷ひどい。私はそのようなことしておりませんよ。お嬢様がときどき癇かん癪しやくを起こすことをご存じありませんか？　ソフィアお嬢様が噓を吐いておられるのですわ」

　幼いソフィアとシリルを前に、平然と噓を言ってのけるキャシーの姿だった。その堂々とした振る舞いに、何事かと集まっていた使用人達の気持ちが傾いていく。

（このままじゃダメだ）

　そう思うけれど、自分の口が酷く重い。必死に声を出そうとするけれど、喉のどが擦かすれたように声が出ない。ルーシェは自分の弱さを知って泣きそうになる。

　けれど──

「お嬢様が取り乱すのは、あなたが噓でやり込めようとしているからでしょう？　憂うさ晴ばらしかなにか知りませんが、あなたのやっていることは最低です」

「──くっ。ではどうします？　誰かに言い付けますか？　ですが、古くからこの家に仕えていて信頼のある私とただの子供、どちらの言葉が信じられるかなんて明白ですよ？」

　ルーシェよりもずっと子供のシリルが、ルーシェよりずっと大人を相手に一歩も引いていないことに気付く。むしろ、キャシーの額に一筋の汗あせが浮かぶのが目に入った。

　そして──

「最初に言ったでしょう。仕えるべき主を裏切るなんて許されない、と。ここに来てどちらを信じるかなんて、実に愚おろかな質問です。──衛兵！」

　小さな男の子の声に、屈くつ強きような衛兵達が一いつ斉せいに動いてキャシーを取り押さえる。突とつ然ぜんのことに使用人達は騒そう然ぜんとなるが、シリルは落ち着いた口調で言い放った。

　キャシーが横領をしていたのだ、と。

「周囲をたばかり、横領の罪を犯していた。そんなあなたが、私やお嬢様より信頼を得られると本気で思っているのですか？　子供より大人？　その通りです。新人より古こ参さん？　それもその通りです。だけど、あなたは当主の信頼を裏切った。だから──終わりです」

「そん、な……」

　キャシーの独どく壇だん場じようだった舞ぶ台たいの主役が、いつの間にかシリルに取って代わっている。主を護るために堂々と悪女を糾きゆう弾だんする姿はさながら物語の主人公だ。

　もはや誰もキャシーを庇かばおうとする者はいない。ほどなくキャシーは引き立てられて行き、舞台の役者はシリルとソフィアだけとなった。

「お嬢様、もう大丈夫です。あなたを虐いじめた悪いメイドはもういません」

　まるで王子様のように微笑みかける。その瞬間、ソフィアはシリルの腕うでの中に飛び込んだ。そうしてシリルを見上げるお嬢様は恋こいする乙おと女めのように愛らしい。

（執事様、か。なるほどね）

　言い得て妙みようだと納なつ得とくしつつ、お嬢様の名誉が守られたことに安あん堵どする。だけど同時に、あんな子供に出来たことから逃にげた自分を情けなく思った。




　──キャシーの罪が暴あばかれてから数日が過ぎた。

　彼女を取り調べた結果、数名のメイドがあらたに解かい雇こされた。自主退職という名目だが、キャシーの脅しに屈して悪事に加担していた者達が解雇されたのだとルーシェには想像がついた。

　だからその日、ルーシェもまた行儀見習いを辞める旨を新しい上司に伝えたのだが、解雇はすぐに受じゆ諾だくされず、シリルと面談することになった。

　理由は──分からなくもない。だからルーシェは黙だまってその指示に従った。

　そうして訪おとずれたのはシリルの執しつ務む室しつ。

　ソファに座り、テーブルを挟はさんでシリルと向かい合う。

「……さて、辞めるとうかがいましたが、理由を訊かせていただけますか？」

　その問いにうるさいほど心臓が脈打つが、既すでに覚悟が決まっているルーシェは、理由はシリルさんが知っているのではありませんかと問い返した。

「……理由、ですか？　残念ながら分かりませんね。あなたは実家の状況を知り、なにがなんでも良縁を結ぼうと頑張っていたのではないのですか？」

　シリルの情報収集能力に溜め息しか出ない。

　この時点で、シリルが見た目通りの子供だという考えは捨てた。

「そこまで知っているのなら、分かるんじゃありませんか？」

「彼女に脅されたことですか？　ですがそれは、彼女が破は滅めつする寸前のことでしょう？」

「……本当に、どこまで知っているんですか」

　予想したのではなく事実として認識されていた。

　驚きが過ぎると、人は溜め息すら出ないらしい。

「彼女を見張らせていましたから」

「見張らせていた……？」

　そのうちの一人に、友人の姿が思い浮かんだ。だがいま確認することはそれじゃない。

「では、キャシーさんは最初から」

「ええ、疑っていました。ですが、こちらの手の者が、お嬢様に嫌がらせをしているところを目もく撃げきしたと糾弾したところで、でしょう？」

　ほかならぬキャシー自身が言っていたことだ。幼いお嬢様の訴うつたえを聞き入れてメイドを解雇すれば侯爵家の汚点となりかねない。

　ソフィア自身の訴えでなくとも、ソフィア側の人間の訴えであれば同じことだ。キャシーが信頼を得ていた以上、彼女の解雇はしこりとなって残っただろう。

　つまり、シリルがキャシーを別の理由で破滅させたのは、ソフィアを護ると同時に、ローゼンベルク侯爵家の名誉も守るためということ。

「まさか貴方は、ソフィアお嬢様が虐められているのを知っていて──」

　放置していたのですかという言葉は最後まで口にすることが出来なかった。大人びたシリルが、己おのれの無力さに嘆なげくような顔をしていたからだ。

「シリル……さん？」

「私にもう少し力があれば、お嬢様を悲しませずにすんだのでしょうね」

　あれがシリルの最善で、それ以上はどうやっても望めなかった。そのやるせない気持ちが嫌というほど伝わってくる。

　だけど冷静に考えれば、小さな子供には十分すぎる成果だ。なにより、十近く年上のルーシェはなにも出来なかったのだから、シリルを責める資格はない。

「……失言でした、申し訳ありません」

「いいえ、気にする必要はありません。それより、貴方が行儀見習いを辞めるというのはやはり、あの場でソフィアお嬢様の味方をしなかったことを悔くいているから、ですか？」

「はい。私は保身でお嬢様を見捨てようとしました。そんな私が、このお屋敷で礼儀作法を学ぶ資格などありません」

「……そうでしょうか？　もしも私が彼女を破滅させなければ、貴方はきっと、お嬢様を守ろうとしたと思いますけれど」

「そんなこと、私には無理です。たとえありのままを口にしたとしても、信じてもらえずに反感を買って、行儀見習いを首になるのが関の山です」

「……そうかもしれませんね」

　それは、ルーシェが原作には登場しないと知っているシリルだからこその予想。だけど、この世界はゲームが舞台になっていることを知らないルーシェには知るよしもない。

　だからルーシェは、自分の無力さを責められているのだと思った。

　けれど──

「そんなあなただから、私は勧かん誘ゆうに来たのです」

　シリルの口から紡つむがれたのは、ルーシェが想像もしていなかった言葉だった。

「なにを、言っているんですか？」

「ですから、勧誘、です。ソフィアお嬢様の使用人を数名解雇したので、早急に信頼できるメイドが必要なんです。そこで、あなたのことを思い出しました」

「……私がソフィアお嬢様のメイド？　なんの冗談ですか？　私は、ソフィアお嬢様を護れなかった人間ですよ？」

「気付いていないのですね。キャシーの罪を暴くことが出来たのは、あなたの功績によるところが大きいのですよ？」

「え？　あ、そっか……」

　キャシーの罪は横領。高価な美容品を使うことが出来たのは、横領のお金があったからこそ。つまりは、ルーシェの何気ない一言が、横領を見つける切っ掛けになった。

　なにも出来なかった訳じゃない。それに気付いて、少しだけ胸が熱くなった。

「……私で、良いのですか？」

「いいえ、あなたが良いのです」

　整った顔立ち。愛情の籠こもった表情を浮かべる彼かれから口説き文句が紡つむがれる。ずっと年下であるはずの彼が、同い年か年上のような錯覚を抱いだき、意味もなく顔が熱くなるのを自覚する。

『ずっと側でお護りしますとか言われてみたいなぁ。ねぇ、あなたもそう思わない？』

　脳裏にロッティの言葉が甦よみがえり、反射的に否定する。だけど強く否定したことで逆に意識する結果になった。少しも期待しなかったと言えば噓になるだろう。

　──次の、シリルのセリフを聞くまでは。

「ソフィアお嬢様があなたのことを気に掛けていましたから。いまはメイド不信になりかねない状況ですし、気の合いそうなあなたがいれば少しは安心でしょう」

　シリルの言い分に沈黙して──その言葉を反はん芻すう。シリルがソフィアのことしか考えていないという結論に至り、ルーシェは思いっきり自分の両りよう頰ほほを叩たたいた。

「い、いきなりどうしたのですか？」

「なんでもありません。あなたは大人びているように見えて、中身は年相応な子供だなって思っただけです。こうしていると、弟のようにしか見えないです」

「それは新しん鮮せんな意見ですね。どちらかというと私は、大人びているように思われがちなんですが」

「見 え な い ん です！」

　自分が恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために八つ当たりしていることを自覚するが、さりとて今いま更さら止まることも出来なかった。

　そして、むしろ中身が大人のシリルがあっさりと譲じよう歩ほする。

「そういえば、あなたは私のことをシリルくんと呼んだことがありましたね。分かりました。そういうことであれば、私のことはシリルくんで構いません」

「……え？」

「もちろん、公私は使い分けていただきます。ですが、いまのような状況では、年下として扱ってくださって構いませんよ」

　構いませんと言われても困る。

　だが、これは自分から言いだしたことだ。今更、実は年下の男の子に不覚にもドキッとして、そのはずかしさを誤魔化すために弟扱いしたんです──などと言えるはずがない。

「そ、そうですか。それじゃ今後は、シ、シリルくんって呼ばせてもらいますね。その代わり、シリルくんも、お、お姉ちゃんを頼たよって良いですからね！」

　引っ込みの付かなくなったルーシェは暴走していく。

　ルーシェはそんな噓のような切っ掛けでお姉ちゃんぶるようになり、やがてはそれが板に付いていくことになるのだが、このときのルーシェはただただテンパっていた。

　ゆえに、侯爵令嬢付きのメイドとなれば多額のお給金が支払われることはもちろん、侯爵令嬢付きのメイドという箔が付き、実家に利益をもたらすことにまでは頭が回っていない。

　自分の行動が実家を救ったことに彼女が気付くのは、もう少しさきの話である。
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「お、お兄ちゃん、どこへ行くの!?」

「良いから走れ！　いまは逃にげることだけ考えるんだ！」

　スラム街の路地を必死に走る小さな子供達がいた。

　シリル達と出会う直前のロイとエマである。

　彼かれらの後方を、闇やみギルドの者達が追ってきている。スラム街には廃はい屋おくなど隠かくれる場所が多々あるが、ここは彼らの庭も同然で、隠かくれ仰おおせることは不可能だ。

　それが分かっているからこそ、当てはなくとも立ち止まることは出来ない。もしかしたら何ど処こかにあるかもしれない希望を求め、ロイはエマの手を引いて走り続ける。

　そうして見えてきたのは表通り。スラムを出れば闇ギルドの力も及およばない。そう考えて飛び出した二人は、通りを走っていた馬車にぶつかりそうになって尻しり餅もちをつく。

　馬が嘶いなないて、馬車は寸前のところで停まった。

　逃げなければいけないと本能で理解しているが、幼い身体からだでここまで必死に走り続けた二人はとうに限界を迎むかえていて、座すわり込こんだまま立ち上がれない。

　そんな状じよう況きようでいきなり声を掛かけられてびくりと震ふるえる。

　顔を上げれば、馬車から降りてきたとおぼしき少年がたたずんでいた。自分達の身なりとはあまりに違ちがう高そうな服を身に着けた少年、シリルを前に二人は肩かたを寄せ合って震える。

「──に、兄ちゃんは俺おれ達たちの敵か？」

　ロイが必死に絞しぼり出だしたのはそんな言葉だった。

　それに対して、シリルは敵ではないと答えるが、味方とは口にしなかった。だけど、だからこそ、ロイはシリルの言葉を少しだけ信じられると思った。

　──スラムの敵はいつだって、味方のフリをして近付いてくるから。

　だから事情を問われたロイは、シリルが自分達を救ってくれる希望の光であることを信じて、自分達が追われている事情を打ち明けた。

　けれど、話を聞き終えたシリルは眉まゆ一つ動かさず、ロイは不安に駆かられる。

「兄ちゃん、頼たのむよ！　俺はどうなってもいい。だから、妹を助けてくれ！」

「な、なに言ってるの！　自分だけ助かるなんて嫌いやだよ！」

　妹だけは護まもろうとするロイと、自分だけ助かることを良しとしないエマ。美しき兄妹愛を前に、シリルは一いつ瞬しゆんだけ優やさしい顔をして、馬車にいる誰だれかと話し始める。

　馬車に向かって話すシリルの声はほとんど聞こえないが、馬車からはソフィアの声が聞こえてくる。その声から、状況があまり良くないことを理解する。

　だからロイは、必死に妹を助けて欲ほしいと訴うつたえた。

　そして──

「シリルの言う通り、わたくしの行動は偽ぎ善ぜんなのかも知れません。でも、自分の手の届く距きよ離りにある不幸から目をそむけるのは薄はく情じようだと思うのです」

　馬車から凜りんとした声が響ひびき、シリルが嬉うれしそうな顔をする。その言葉は難しくて、シリルがなぜ微ほほ笑えんだのかは分からない。

　不安に思っていると、シリルが労働を対価に救いの手を差さし伸のべてくる。二人はそれに一も二もなく飛びつき、二人はローゼンベルク侯こう爵しやく家けへと連れて行かれることとなった。




　屋や敷しきに連れてこられたロイとエマは、自分達を連れてきたメイドの一人と引き合わされた。

「ルーシェ、事情は把は握あくしていると思いますが、彼らはお嬢じよう様さまが保護したロイとエマです。ひとまず彼らを洗って、屋敷を歩けるようにしてあげてください」

「はぁい。お姉ちゃんにお任せですよ」

　ルーシェがイタズラっぽく笑うと、シリルは何処かへ立ち去っていく。どうしたら良いか分からなくて不安になるが、ルーシェは膝ひざをついて二人と目線を合わせた。

「ロイくんとエマちゃんですね。私はルーシェ。ルーシェお姉ちゃんで良いですよ」

「……ルーシェ姉ちゃん？」

「はい。私がこれから二人を洗うのでついてきてください」

　ルーシェに促うながされて、二人はなにやら棚たながたくさんある部屋に連れてこられた。

「それじゃ二人とも、服を脱ぬぎなさい」

「は、はぁっ!?」

　ロイが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「貴方あなた達たちを洗うと言ったでしょ？」

「いやいやいや、自分達で洗えるから！　な、なぁエマ！」

　同意を求めると、エマもコクコクと必死に頷うなずいた。

　平民──しかもスラム街で育った二人にとって、裸はだかを見られることは大したことじゃない。ただしそれは、自分達と同じような相手ならばという前提が付く。

　サラサラの髪かみや上質そうな服を着た、見たこともないような綺き麗れいなお姉さん。そんなお姉さんの前で服を脱げと言われて二人は大パニックである。

　だが、見た目や性格はともかく、ルーシェは優ゆう秀しゆうなメイドである。

「事情は理解していますが、貴方達はとても汚よごれています。そのような状況ではとても屋敷の中を歩き回らせる訳にはいきませんから、私が徹てつ底てい的てきに洗います」

　だから諦あきらめろと言いたげに詰つめ寄ってくるルーシェは更さらに「それとも、私に引ひん剝むかれたいですか？」と圧力を掛けてくる。

　ロイとエマは顔を見合わせて、しぶしぶとシャツとズボンを脱いで裸になった。スラム育ちの彼らは、下着なんて上等な物は持ち合わせていない。

　裸になった二人の身体を見回したルーシェは、虐ぎやく待たいの痕あとがないことに安あん堵どする。

「……どうやら、両親には大切にされていたようですね」

「なっ!?　大切にしてたら、エマを売ったりするもんか！」

　反射的に怒ど鳴なってしまうロイだが、エマに腕うでを引かれて我に返る。だから慌あわてて「ごめんなさい」と頭を下げた。

「いいえ、私こそ軽はずみでした。貴方達の気持ちも考えずにごめんなさい」

　そうして頭を下げたルーシェは、心から謝あやまっているように見える。どうやら、ルーシェは優しい女性のようだと二人が安堵した──のは早計だった。




「痛たいっ、いたたたいっ、痛いって、ルーシェ姉ちゃん！」

「男の子でしょ、我が慢まんなさい！」

　アカまみれの肌はだを、ルーシェがブラシで容よう赦しやなく擦こする。痛いと悲鳴を上げてもまるで止やめてくれない。桶おけでお湯をざばっと掛けられては、ブラシでゴシゴシゴシゴシと身体を磨みがかれた。

　隅すみ々ずみまで磨き上げられたロイが息も絶え絶えになっていると、続いてエマの垢あかが落とされている。エマは大だい丈じよう夫ぶかと見るが、彼かの女じよは気持ちよさそうに目を細めていた。

「エマちゃん、痛かったらちゃんと言うんですよ？」

「うん、ありがとう、ルーシェお姉ちゃん」

「──って、俺のときと扱あつかいが違わないか!?」

　思わず抗こう議ぎすると、ルーシェは肩をすくめた。

「女性の柔やわ肌はだと、男性の肌の扱いが同じな訳ないじゃありませんか」

「差別だ!?」

　ロイは抗議するが、貴族社会においてはわりと普ふ通つうの扱いである。

　良くも悪くも、貴族社会では男性と女性が区別されているのだ。

　ただし、スラムでの暮らしに男女における区別は存在しない。食うか食われるか、弱肉強食の世界では、良くも悪くも女性が平等に扱われている。

　ロイが抗議するのも無理からぬことだろう。

　……まあ、だからといって、この待たい遇ぐうの差に変わりはないのだが。

　それはともかく、お湯を掛けるたびに、ドロドロと垢が流れ落ちていく。それを何度も繰くり返かえし、二人はピカピカに磨き上げられた。

　そうして髪を乾かわかされ、用意されていた子供服を着せられる。それは使用人の子供服だったが、ロイやエマにとっては初めて触ふれる上質な生き地じが使われていた。

　何処か夢ゆめ見み心ごこ地ちで、ロイは「なぁ、聞いても良いか？」と問い掛けた。

「ええ、なんですか？」

「俺達を拾ってくれたソフィアお嬢様ってどんな人？」

「とても一いち途ずな、頑がん張ばりすぎなくらいの頑張り屋さんですね。だから、でしょうね。同じように頑張る人にはとても優しいご主人様ですよ。だから、貴方達も頑張りなさい」

　そうすればきっと護ってくれますと、ルーシェは質問の真意を見み透すかしたかのように答えた。

「たしかに、あのお嬢様、凄すごく優しそうだったな……」

　ロイは光を浴びてキラキラと光る髪なんて見るのは初めてだ。なにより、まるで精せい巧こうな彫ちよう像ぞうのように整った容姿なのに、笑うととんでもなく可愛かわいらしい。

　微笑みかけられた時のことを思い出し、ロイは思わず顔を赤らめた。

「言っておきますけど、不ふ埒らちなことを考えてはいけませんよ？」

「そ、そんなこと、言われなくても分かってるよ！」

　ロイは慌てて否定するが、ルーシェとエマは顔を見合わせて笑った。そんな居い心ごこ地ちの悪さから、ロイは「じゃあシリルって兄ちゃんはどんな奴やつなんだ？」と話題を変える。

「シリルくんですか？　そうですねぇ……彼はとても厳しい人ですね」

「……厳しい？　じゃあ、嫌な奴なのか？」

「どうしてそう思うんですか？」

「それは……なんとなく、俺達のことで反対してたみたいだから……」

　ロイとエマに二人の会話は聞こえなかった。だがなんとなく、シリルがソフィアお嬢様を諭さとそうとしていたのは読み取っていた。

　だからシリルがどんな奴か知りたいと思ったのだ。

「そうですね……シリルくんがどうして反対したのかはなんとなく予想が付きます。彼もソフィアお嬢様と同じくらい優しい人ですから」

「……優しい？　厳しいんじゃないの？」

「ええ、厳しくて優しい人ですよ」

　良く分からないと首を傾かしげるロイとエマに、ルーシェは少し難しかったですねと笑って、かつてシリルに救われたメイドの話をしてくれる。

　シリルは、行ぎよう儀ぎ見み習ならいから抜ばつ擢てきされた新人メイドにとても厳しかったそうだ。だが、それは異例の出世を遂とげた新人メイドが周囲から侮あなどられないため。

　シリルの厳しい教育に全力で応こたえたメイドは様々な知識を得て、ご褒ほう美びにそれらを売り出す許可をもらう。そのおかげで傾かたむき掛けていた実家を立て直すことが出来たらしい。

「彼はメイドをただ甘あまやかして救うのではなく、厳しく躾しつけて自らの手で実家を救えるようにしてくれた。だからそのメイドは、シリルくんにとてもとても感謝しているんですよ」

（お仕えするのが楽しすぎて、婚こん期きは逃のがしてしまいそうですけどね）

　心の中で呟つぶやいてふわりと笑う、ルーシェの横顔はとても綺麗だった。それを見たロイは、ルーシェにそんな顔をさせるシリルという存在に惹ひかれていく。

「俺も、あの兄ちゃんを信じたら、そのメイドさんみたいに救われるのかな？」

「さぁ……どうでしょう？　でも、信じる価値はあると思いますよ」

「そっか。ありがとう、ルーシェ姉ちゃん」

　ロイは覚かく悟ごを決めてエマの顔を見る。そしてエマもまた、覚悟を秘ひめた目でロイの顔を見ていた。彼らはお互たがいを護るため、シリルを信じて全力を尽つくそうと頷きあった。

　自分達のために立ち上がった彼らだが、やがてソフィアやシリルの魅み力りよくを知り、兄妹でどっちが二人の役に立つか競争するようになる。

　これは、それよりほんの少しだけ前の話である。
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『悪あく役やく令れい嬢じようの執しつ事じ様さま』の一巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　作者の緋ひ色いろの雨あめと申します。

『悪役令嬢の執事様』はもともと『小説家になろう』に投とう稿こうした短編でした。

　短編にもかかわらず長編がひしめく日間総合ランキングで一位に躍おどり出でて、ラジオドラマ化に至るという超ちよう展てん開かいから始まり、長編は書しよ籍せき化かやコミカライズ化の打だ診しんを多くいただくに至りました。

　緋色は？？？といった状態でした。世の中なにが起きるか分かりませんね。

　そんな訳で、本作はスクウェア・エニックスのガンガンＯＮＬＩＮＥ（ＷＥＢ）とマンガＵＰ！（スマフォアプリ）の両りよう媒ばい体たいにてコミカライズ版の連れん載さいが決定しています。

　小説版のイラストがこの上なく素す敵てきなことはこの本を手に取ってくださった皆みな様さまには説明不要だと思いますが、コミカライズ版も菖しよう蒲ぶ様という素す晴ばらしい漫まん画が家かが引き受けてくださいました。

　現在企き画かくが進行中ですので、ぜひぜひ期待してください。

　ちなみに、今作は緋色の刊行十冊目で、発売一週間ほど後は緋色の誕生日。そんな記念すべき今作をＫＡＤＯＫＡＷＡドラゴンノベルスの一周年に出版できることを嬉うれしく思います。

　二巻ではあの人の正体が明らかになるだけでなく、少しずつ成長していくキャラ達たちの姿や、あっと驚おどろく展開をお見せする予定ですので、応おう援えんのほどよろしくお願いします。
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　まずはイラストレーターの村むら上かみゆいち様。

　拝見したイラストに一ひと目め惚ぼれで、ぜひ村上ゆいち様にソフィア達を描かいてもらいたいと担当に頼たのみ込こみました。イラスト担当を引き受けてくださって本当にありがとうございます。

　どのキャラも非常に魅み力りよく的てきで、好きなところを話し始めると切りがなくなってしまいそうですが、ソフィアの少しキツい顔に浮うかぶ可愛かわいい表情がとくにお気に入りです！

　続いて担当の武たけ田だ様。

　コミカライズの打診など、最初から予想外の展開の連続にもかかわらず、丁てい寧ねいな対応をしてくださってありがとうございます。様々な調整だけでなく、人物相関図を作ってくださったりと、なにかと尽じん力りよくいただき感謝の念に堪たえません。

　その他、デザインのＡＦＴＥＲＧＬＯＷ様。それに校正を始めとした制作に関わった全すべての皆様や、今作を手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます。

　二巻でも引き続きよろしくお願いします！





二月某ぼう日じつ　緋色の雨
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